
ISSN 0919―9608

北 海 学 園 大 学

第 78 号
《退職記念》

テレングト・アイトル 教授

北海学園大学人文学部
2025 年 3 月



執筆者紹介

小 松 かおり (英米文化学科：教 授)
テレングト・アイトル (日本文化学科：教 授)
郡 司 淳 (日本文化学科：教 授)
上 野 誠 治 (英米文化学科：教 授)
佐 藤 貴 史 (英米文化学科：教 授)
仲 松 優 子 (英米文化学科：教 授)
丸 島 歩 (日本文化学科：准教授)
秋 元 裕 子 (北海学園大学人文学部：非常勤講師)

本論集の冊子版は今回が最終号となります。次号以降は PDF 版
のみの発行となりますので，ご覧になりたい方は，学校法人北海
学園のリポジトリ（HOKUGA）または人文学部のウェブサイト
をご利用ください。

http://hokuga.hgu.jp/
https://human.hgu.jp/publication/

北海学園大学 人文論集 第 78 号

2025(令和 7)年 3 月 31 日

編 集 鈴 木 英 之（日本文化学科）
上 野 誠 治（英米文化学科）

発 行 者 小 松 かおり

発 行 所 北海学園大学人文学部
〒062-8605 札幌市豊平区旭町 4 丁目 1 番 40 号
電話(011)841-1161

印 刷・製 本 ㈱アイワード
札幌市中央区北 3 条東 5 丁目



ご退職記念号に寄せて小 松 かおり 1
人文学部との旅路―内面的変遷のこぼれ話
テレングト・アイトル 7

学芸の愛
―テレングト・アイトルさんを送る言葉―郡 司 淳 35

イェスペルセンの法則に関する覚え書き
―spinach の発音は[spínitʃ]か[spínidʒ]か―
上 野 誠 治 45

近代ユダヤ哲学におけるヘルマン・コーエン
―⽝理性の宗教⽞を読む― 佐 藤 貴 史 77

18 世紀フランスにおける絹糸生産の管理と女性労働者
―1751 年ラングドック地方長官命令をめぐる闘争―
仲 松 優 子 107

〈やさしい日本語〉によるニュース音声の時間的特性
―音声による情報保障のあり方を考えるための
基礎的資料として―丸 島 歩 131

創造力の外側へ―赤瀬川原平とシュールレアリスム
秋 元 裕 子 234⟹一

北海学園大学

《退職記念》
第 78 号 2025 年 3 月

目 次

題字揮毫：島田無響氏



ISSN 0919―9608

HOKKAI-GAKUEN UNIVERSITY

STUDIES IN CULTURE
《Commemorative Issue》

No. 78 March 2025

CONTENTS
DedicationppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppKaori KOMATSU 1

Inner Reflections: Small Tales from My Time
with the Faculty of HumanitiespppppppppppppppppppppppAitoru Terenguto 7

The Love of Humanities: A Farewell Message to
Professor Aitoru Terenguto pppppppppppppppppppppppppppppppppJun GUNSHI 35

Remarks on Jespersen’s Law: the pronunciation
of the word spinach is [spínitʃ] or [spínidʒ]?pppppppppppppppppSeiji UENO 45

Hermann Cohen in Modern Jewish Philosophy:
Reading Religion der VernunftpppppppppppppppppppppppppppTakashi SATO 77

The Control of Silk Thread Production and Women Workers
in Eighteenth-Century France: Struggle over the Ordinance
of the Intendant of Languedoc in 1751pppppppppYuko NAKAMATSU 107

Temporal Features of News Reading Speech in Plain Japanese:
Aiming to Guarantee Equal Access to Information
in Spoken LanguagepppppppppppppppppppppppppppppppAyumi MARUSHIMA 131

Out of creativity: Genpei AKASEGAWA and Surrealism
pppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppYuko AKIMOTO 234()一

FACULTY OF HUMANITIES
HOKKAI-GAKUEN UNIVERSITY

Sapporo Hokkaido Japan



― 1 ―

ご退職記念号に寄せて

人文学部長 小 松 かおり

本学人文学部日本文化学科のテレングト・アイトル先生は，2025 年⚓月

31 日をもって長く教鞭を執られてきた北海学園大学を定年退職されます。

⽝人文論集⽞78 号が退職記念号として発刊されるにあたり，アイトル先生

の本学への多大なご貢献に感謝の意を表し，送別の辞を述べさせていただ

きます。

テレングト・アイトル（Telengut Aikhatar/艾特）先生は，1956 年に中

国のモンゴル自治区，太仆寺（タイブス）旗に生まれ，10 歳の頃に文化大

革命による社会変動に巻き込まれました。中学校終了後は，お父さまのア

ドバイスのもとほぼ独学で文学を学び，文革が落ち着いたのち，23 歳のと

きに内モンゴル大学外国語学部日本言語文学専攻に入学され，1983 年⚗月

に卒業されました。1984 年⚗月には北京語言大学日本文部省日本語講師

育成センターを修了，東京外国語大学大学院モンゴル語研究科研究生を経

て，1990 年⚓月に大正大学大学院文学研究科日本近代文学専攻博士前期

（修士）課程を修了，1993 年⚓月に同大学院博士後期課程を単位取得退学

され，同年⚔月東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学専攻博士課程

に入学し，1998 年⚓月単位取得修了，東京大学博士（学術）の学位を授与

されました。1998 年⚔月に北海学園大学法人嘱託研究員となり，翌 1999

年⚔月に同大人文学部日本文化学科助教授に着任，2002 年⚔月に教授，

2003 年⚔月に大学院文学研究科教授に就任されました。

先生のご専門は比較文学，日本近代文学です。日本，中国，モンゴル近

現代文学・文化における近代化の特殊性と普遍性に対する複眼的な考察と

研究，さらに，東西における概念としての文学についての比較的研究等を
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行ってこられました。その成果は，⽝三島文学の原型─始原・根茎隠喩・構

造⽞（日本図書センター，2002 年）をはじめとする単著⚔冊，共編著 18 冊，

論文 45 本，翻訳⚔点の作品に結実しています。

近刊の単著書には，⽝詩的狂気の想像力と海の系譜─西洋から東洋へ，そ

の伝播，受容と変容⽞（現代図書，2016 年）や，⽝超越への親密性―もう

一つの日本文学の読み方⽞（北海学園大学出版会，2023 年）があります。後

者は，詩的想像力の営為によって現実を象徴的に⽛超越⽜する構図を見出

した単著であり，比較文学研究者としての先生の集大成となっています。

また，日本，中国，モンゴル国の研究者が協力し，モンゴル文学の起源や

英雄叙事詩について整理し，解釈を試みた論文集⽝モンゴル文学学科史─

整理と解釈⽞（内蒙古文化出版社，2020 年）で編著者を務められたことは，

余人をもって代えがたいお仕事でした。

教育では，25 年の長きにわたってさまざまな科目を担当されました。近

年では，人文学部専門科目である人文学基礎演習，人文学演習 A・B，比較

文学Ⅰ・Ⅱ，日本文化専門演習Ⅰ・Ⅱ，卒業研究指導等を担当され，大学

院文学研究科では比較文学特殊講義Ⅰ，同演習Ⅰ A・Ⅰ B，博士（後期）課

程での日本言語・思想文化論文指導特殊研究Ⅰ A・Ⅰ B・Ⅰ C を開講され

ました。とくに大学院では，修士及び博士（後期）課程の教育と論文指導

に注力され，主査・副査として多くの後進の育成にかかわってこられまし

た。

大学運営では，着任以降，入試委員，図書委員，教務委員，⽝人文論集⽞・

⽝年報・新人文学⽞編集委員，中国協定校専門委員，市民公開講座委員，教

育振興会委員，研究紀要委員，学部広報委員，大学院委員会委員などを歴

任されました。中でも長年に渡って人文学部及び文学研究科図書委員とし

て，幅広い教養を背景として，学部・大学院のみならず，全学の図書とデ

ジタル図書の充実に務められたことは，今後の北海学園大学の知的基盤に

対する大きな貢献となりました。

学会および社会活動としては，日本比較文学会，国際比較文学会，東京

大学比較文学会，日本近代文学会，日本モンゴル文学会に所属され，日本
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比較文学会では⽝日本比較文学⽞編集委員（2013～15 年）も務められまし

た。また，ケンブリッジ大学（クレアホールカレッジ）終身会員として国

際的な研究にも貢献してこられました。

わたしは人類学を学ぶ者として，ルーツの土地を離れ，新たな土地で言

語を獲得して暮らしを成り立たせることに興味があります。アイトル先生

が，内モンゴルを離れ，日本で日本文学を研究されてきた道についてゆっ

くりお聴きしたいと思いつつ，なかなか機会が持てずにいたのですが，12

月に少し時間をとっていただきました。

お話の中で，アイトル先生の父方のお祖父さまがロシアのトゥヴァ・ア

ルタイ地域から毎年内モンゴル経由で張家口に交易に来ていた交易団の一

員で，そこでお祖母さまと知り合って内モンゴルに残られた方だというお

話しが印象に残りました。テレングトという姓は，現在のアルタイ共和国

にルーツをもちトュルク系の言語を話すテレンギト族（tribe）であること

を示すお名前だそうです。これらの地域の人びとは複雑な移動史と政治史

を経ていて，そのような地域で育ち，トルコから拡がるトュルク系の文化

を受け継ぎ，国境が文化の境界でも価値の境界でもないということを身に

つけられたアイトル先生にとって，文学を⽛日本⽜や⽛西欧⽜という枠を

取り払って理解することは，当然のことだったのかもしれないと愚考しま

した。

今後もぜひ，わたしたち後進にご指導ご鞭撻いただきますよう，お願い

申し上げます。そして，アイトル先生のますますのご活躍を祈念いたしま

す。

テレングト・アイトル先生には，本学における多大な貢献に鑑みて，

2025 年⚔月⚑日付けで，北海学園大学の名誉教授の称号が授与されること

を申し添えます。



テレングト・アイトル教授
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人文学部との旅路―内面的変遷のこぼれ話

テレングト・アイトル 2025.2.20

初めて札幌とその周辺の自然に触れたのは，1992 年⚘月。団体通訳の仕

事で訪れた旅行がきっかけだった。東京の暑さに弱い私にとって，札幌は

まるで避暑地のように感じられ，藻岩山の腹中の旭山記念公園から眺める

風景はとても新鮮だった。あのときを境に，札幌という街は私のなかで憧

れの場所となった。また，内面でとくに印象的だったのは，羊ヶ丘に立つ

クラーク博士像の台座に刻まれている⽛BOYS BEAMBITIOUS⽜（少年よ，

大志を抱け）という，明治時代を象徴するフレーズである（後になって博

士像の指差す方向を調べたところ，奇しくもそれは北海道大学や北海学園

大学がある方角を指差していることがわかった。しかも，クラーク博士の

教育理念のもとで，内村鑑三や新渡戸稲造らが巣立ったらしい）。

二度目に札幌へ来たのは，実際にこの憧れの街で暮らすためだった。

1998 年，学校法人北海学園との縁ができ，翌年，人文学部に所属するよう

になる。そこから約 27 年間，北海学園大学人文学部を拠点として，教育・

研究・校務に携わる日々を送ってきた。こうして札幌は，単なる避暑の思

い出から，私の学びと成長を支える拠点へと変化していったのだ。

最初の頃，私は自分自身をまったく勝手の分からない⽛異邦人⽜だと定

義していた。実際，私のような⽛異邦人⽜が日本文化学科で教壇に立つこ

とは，当時の日本の大学では極めて珍しかっただろう。私自身も含め，周

囲の人々も⽛テレングト・アイトル⽜という存在をどう位置づければよい

のか，内心逡巡していたに違いない。それは私が簡単に外国人やモンゴル

人，中国人，外人，異邦人，比較文学研究者，さらには⽛宇宙人⽜遊牧民

の末裔，文化的ノマドなど，どのカテゴリーにも合致しそうでありながら，

どれにも収まらないという曖昧な立場にいたからだ。比喩的に言えば，19
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世紀の植民地インド人が大英帝国の大学でシェイクスピアを教えるのに匹

敵するといっても，大げさとは言えまい。

ところが，現実はそう悲観的なものではなかった。本学人文学部はちょ

うど草創期から助走期へと移る段階で，私はすぐに教員仲間や事務の方々

のチームメンバーに組み込まれ，講義の最前線を走る一員として迎え入れ

られた。そして，人文学部創立者の菱川義夫先生（近代文学），千葉宣一先

生（比較文学），永井秀夫先生（日本近代史），村山出先生（日本古典）ら

が語る日本文化学科の未来図を聞くうちに，それが決して私と無縁のもの

ではないと強く感じたことを覚えている。というのも，19～20 世紀にかけ

ての東西の近代化のプロセスを考えると，戦前，⽛蒙疆自治聯合政府⽜の日

本留学予備校で父が日本語を学び，それを引き継いで学問の道を選んだ私

にとって⽛元宗主国⽜であった⽛大日本帝国⽜で夢を実現することは，あ

る意味自然の流れだったからである。

実際，戦前の⽛大日本帝国⽜がモンゴル地域に派遣した教師の中に，ア

メリカのクラーク博士のような著名な人物こそいなかったものの，⽛BOYS,

BE AMBITIOUS（少年よ，大志を抱け）⽜の精神に共鳴し，同様なこころ

ざしを持ってモンゴルで，⽛少年よ，諸君はチンギス・ハーンの末裔なのだ。

大志を抱け！⽜と激励しなかった教師はいなかったはずである（事実，そ

の⽛大志⽜は今日のモンゴル国教育においても最も根幹的なものだが）。父

の世代は，そういった呼び掛けに激励された少年たちで，やがてみんな歴

史の荒波に翻弄されることになるが，しかし，その後を受け継ぎ，戦後の

現代日本で学び続けた私にとって，⽛異邦人⽜というよりも，むしろ内面に

おいて深くにまで溶け込んだ，ごく自然な成り行きだったのかもしれない。

とりわけ，自分の研究範囲にかかわる⽛異邦人⽜―たとえば小泉八雲（ラ

フカディオ・ハーン）と比べれば，自分が⽛異邦人⽜を名乗るのはなんと

幼稚で未熟なことか，とも思わされた。

特に感謝しているのは，最初の二，三年間，試練ともいうべき日々のな

かで，日本古典以外の日本文学，比較文学（東西詩学の比較をも含む），文

学理論に関する多くの講義を担当させてもらったことだ。当時の授業内容
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の多くは，今では記憶の彼方へ消えかかっているが，しかし不思議なこと

に，鮮明に思い出すのは，先生方と夜に飲みに出かけたときの光景だ。互

いに張り詰めた空気のなか，杯を傾けながら笑い声と衝突すれすれの真剣

な議論が交錯し，尽きることなく日本文化・文学のエッセンスについて語

り合ったこと。それは，何にも代えがたい貴重な時間だった。

自分がいったい⽛異邦人⽜なのか⽛帝国の遺産⽜なのか曖昧なまま，教

育・研究・校務に励んでいるうち，人文学部の創設時の先生方は定年退職

などで去り，日本は図らずもグローバリゼーションの波に巻き込まれる世

紀の転換期を迎える。エドワード・サイードの⽝オリエンタリズム⽞のよ

うな思想も人文学全般に浸透し，帝国と植民地，中心と周辺を再考する時

代が訪れる。比較文学を専門とする私も，東洋の周辺に属するのか，それ

とも⽛西洋列強⽜の周辺に属するのか，あるいは相対主義的な立ち位置を

とるか，自分の文化的な所在などを内面で問われることとなる。私は⽛オ

リエンタリズム⽜にある程度の賛同を覚えつつも，あれは所詮欧米の伝統

的視点への自己批判的な一側面に過ぎないのではないか，と捉えていた。

ただ，多くの思想や理論の中で，とりわけ，唯物論的なイデオロギーには，

内面でどうしてもアレルギーのような拒絶感を覚えてしまう。それは，人

文学を自分の思考の基盤に据えているからなのかもしれない。そして，研

究の都合で北米や台湾を行き来する必要性から，2002 年に日本国籍を取得

し，台湾や英米，ユーラシア大陸の両側を調査・学会で飛び回るようにな

る。そして，人文学部は，拠点よりもホームのような存在となり，出かけ

ては戻る。とりわけ出かけて戻るたびに，比喩的に言えば，⽝聖書⽞の言う

⽛放蕩息子の帰還⽜のような心持ちになる。そのホームのように迎えてく

れたのは，当学部の同僚や職員だけでなく，欧米や中国とは異なる日本特

有の静けさと和やかな雰囲気でもあった。そうした空気に包まれると，え

も言われぬ帰郷したような居心地の良さを覚える。

2005 年，人文学部は発展し，もともとの大学院文学研究科日本文化専攻

博士課程に加えて英米文化専攻博士課程も設置され，いわば二輪馬車のよ

うな体制へと移行した。さらに 2012 年の創立 20 周年を機に，両学科と専
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攻の学問的な相互参照性はより強まっていった。従って，いつの間にか，

人文学部の中で私は，本当の⽛異邦人⽜なのだと自覚させられ，気がつけ

ば両学科の狭間に立たされているような感覚であった。

実際，私にとって日本文化学科と英米文化学科は，まるで東洋と西洋を

組み合わせて一つの比較文学比較文化学部を構成したような場所である。

特に 2005 年から 2015 年にかけては，大濱徹也先生の日本史と安酸敏眞先

生のドイツキリスト教精神史（いずれも日本人のアイデンティティや信仰，

さらには精神的な探求においてウチへと，もしくはソトへと深く探究する

領分）との絶妙なバランスによって，人文学部全体が振り子の原理で動い

ていたように思えた。両先生の研究軌跡，そして両学科と専攻が目指すと

ころは，比較文学のパースペクティブにおいて見れば，日本の根源にある

信仰・信念のあり方に触れ，それをさまざまな言語とツールを通して探る

思考の旅のようにも見える。つまり，さまざまな言語とコードを通じて，

おのずから一なるものから多様へと拡散し，引き裂かれながらもまた回帰

しようとする思考の動きがそこにはあった（このあたりは，研究分野や視

点の違いで解釈は変わるかもしれないが）。

ちょうどこの時期，学部と同僚の支援を受けて，私はサバティカルのた

め二度にわたってケンブリッジ大学で研究滞在をした。クレアホール・カ

レッジを拠点に，さまざまな分野の研究者と勉強会やディスカッションを

重ねるなかで，ときには気が遠くなるほど深遠な議論にも触れる機会を得

た。とりわけ，私が日本国籍者でありながら，モンゴル人・中国人・東洋

人でもあり，多様なアイデンティティと複数の言語を持って，学問の起源

や言語・文学を問いかけ，自分の言語と思考のギアを変えるごとに，あら

ためて自分が彷徨える⽛異邦人⽜であることを痛感させられる。

しかしやがて分かったのは，西洋古典学や哲学，神学の研究者たちもま

た，ギリシャ・ローマという⽛帝国の遺産⽜に属しながら，アテネやロー

マにとっては皆⽛異邦人⽜だったという事実である。しかも彼らがいずれ

も複数の言語と文化を背景にし，帰依する精神的支柱はギリシャ神話と⽝聖

書⽞の二大源流になるのだが，これらはいずれも究極的に言語・発話・文



― 10 ― ― 11 ―

字・記憶の問題群へと直結するのである。そしてそれを探究しようとする

研究者たちは，みんなある意味⽛異邦人⽜の軌跡を辿っているのだ。偶然

ではあるが，現代におけるこれらの問題群は，私の拠点となるクレアホー

ル・カレッジから約 2000 メートル近くの墓地に眠るウィトゲンシュタイ

ン（前期の哲学）によっても提起されていた。しかし，未解決のままであ

り，多くの人々には気づかれない⽛グレーゾーン⽜となっているのである。

ひるがえって日本に目を移せば，これらの問題はギリシャ神話と同様に，

日本神話，そして文学や文化的アイデンティティに深く関わり，特に日本

神話の時代から記紀万葉以前の能記（シニフィアン）と所記（シニフェエ）

の言語表現に直結する問題になる。比較文学の芳賀徹先生が柳田國男の調

査を参照して指摘したことがあるが，かつて神々にまつわる物語において

天地が創造され，生命が誕生した⽛原郷⽜あるいは⽛異郷⽜があったはず

で，それは大陸ではなく，⽛日本人の歴史の記憶の一番奥深いところに海が

あるはず⽜，⽛自分たちのはるかな原郷というか，もとの故郷との結びつき

を予感して生まれてきた⽜（⽝海と文明⽞東京大学出版会，1987）のだとい

う。つまり，記紀万葉の千年前の記憶，延々と続いた神話がのちの漢文の

記録を通じて千年単位で民族の記憶には断絶か変容が起こったことを想起

する必要があると示唆する。そういった起源において漢文記録による千年

単位での断絶と変容は，言うなれば，⽛ホメロス問題⽜（英雄叙事詩は誰が

語り，また誰がどのように書いたのかなど）にも通じる起源への憧憬・回

帰の問題だ。これはプラトンと同様に⽛原郷⽜あるいは⽛異郷⽜を想起（ア

ナムネシス）しようと呼びかけてもいるのだといえる。

2015 年，本学大学案内の⽛学問は楽しい⽜というコラムで，私は比較文

学の複眼的思考について言及し，原初の⽛原郷⽜か⽛異郷⽜への最初の探

究者の思考も⽛異邦人⽜的な立ち位置であったことを示唆して，こう書い

たことがある。

複眼的思考は何も比較文学という分野だけのベクトルではありませ

ん。日本の起源になる記紀万葉の記述や，日本語自体の獲得・習得の
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過程において，日本はすでに複眼的に物事を認知するようになったこ

とがわかります。例えば，初めは⽛神⽜（Shen，呪術師）という中国の

漢字を書いて⽛じん⽜と読み，つぎに大和ことばでは，それを⽛かみ⽜

といい，また⽛アマテラスオオミカミ⽜と翻訳されました。そこで漢

字の象形・音声・意味がやまとのことばの音声・意味と合体されたが，

その両方によって一つに合わさったことそれ自体は，いわゆる⽛神⽜

という複合的なことが意味されるようになります。しかし，この初め

の一瞬の時点（決して歴史的積み重ねによるものではない）から，日

本語の⽛神⽜は漢字（Shen，呪術師）とはすでに差異を持つことにな

り，また大和ことばの⽛かみ⽜の元の意味も漢字によって変容してい

ます。いうなれば，この時点で，⽛神⽜は⽛じん⽜⽛しん⽜であり，⽛Shen，

呪術師⽜であり，また⽛かみ⽜⽛かみがみ⽜でもあります。しかしなが

ら，その時点でまたどれでもなく，新たに創出され，改めて認知され

た集合の⽛神⽜でもあります。⽛神⽜という漢字を獲得して，日本語と

して認知し，習得して，読んで，書いて，表現するという，このプロ

セスその一連の起源的な行為の結果それ自体には，すでに複眼的な思

考が含意されていると言えます。つまり⽛神⽜（Shen，呪術師，じん，

しん，かみ，かみがみ）とは，複数の意味と，複数の文化コンテクス

トを瞬時に目配って，合わさって認知するという複眼的な思考の結果

だと言えます。実際，日本語ないし日本文化は，元来そういった複合

的，複眼的な思考によって生成されてきたのだと言えるのではないで

しょうか。

実際，最初に漢字⽛神⽜に出会い，漢字記号によって自分の⽛かみ⽜か

⽛かみがみ⽜を表現しようとした先人達は，まさしくまず⽛原郷⽜を離れ，

他者・⽛異郷⽜のプラットホームで⽛異邦人⽜としてさまよい，⽛原郷⽜と

⽛異郷⽜の間で記号・言葉の記述の方法を発明し，それを習得して往来する

⽛異邦人⽜そのものだったと言える。そして，⽛異郷⽜をさまよいながら，

⽛原郷⽜の英雄叙事詩を語るホメロスのように⽛神話⽜を表現しようとした
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のではなかったのだろうか。そう考えると，漢字とその組み合わせによっ

て語るという行為それ自体は，すでに⽛異邦人⽜的な行為であり，彷徨え

る⽛異邦人⽜は，つねに語られざる何かが存在することを示そうと，ある

いは表象しようとしたのである。それ故か，中国の漢字解釈を凌ぐ勢いで

探究した大槻文彦，諸橋轍次，白川静といった多くの和漢学者や仏教者た

ちは，和語と漢字，そして仏典のあいだを直向きに⽛異邦人⽜的な思考で

探求し，彷徨い，探究を続けてきたのだ。そうした彼らの一途の心的な旅

路には，誰もが深く共感を覚えるに違いない。

こうして文化の根源や源泉，言語や信仰とのコミュニケーションや葛藤

を考えてみると，当人文学部の両学科と各専門の先輩や同僚も，意識的か

無意識的かはともかく，それぞれの分野で⽛異邦人⽜として旅を続けてい

ることに気づかされる。

近年，教育現場だけでなくあらゆる文化的・社会的現象に対して批判的

思考（クリティカル・シンキング）が推奨されるようになってきた。だが，

人文学研究者にとってはそれだけでは不十分である。日本文化を深く理解

するには，一度内面的に日本を離れ，外から見直す⽛異邦人⽜的な立ち位

置や客観的視点が必要だし，欧米文化を理解する上でも同様の⽛異邦人⽜

的な視点をとり，偏らずに洞察するのが自然で必須なことである。しかし，

真に重要なのは，その⽛異邦人⽜的かつ客観的なアプローチを自分の内面

に取り込み，自分自身をも⽛異邦人⽜的に省察する―いわば⽛内的な異

邦性⽜あるいは⽛異邦人⽜的な内的な省察（reflective thinking）を深める

ことだ。そうでなければ，他者に批判的でありながらナルシシズムに溺れ

るだけの幼稚な研究者にとどまってしまうだろう。

実際，当人文学部では，単なる批判的思考（クリティカル・シンキング）

の実践にとどまらず，内的な異邦性か内面的な省察も活発に行われている

場面が見受けられ，強く共感を覚え，それに私も深く没入してしまうのだ。

そして，それが自ずとオーケストラのように文化探究のハーモニーとポリ

フォニーの共鳴を生み出しているようである。こうした環境のなかで，私

のような⽛異邦人⽜も自然に一員となり，いまやオーケストラの一演奏者
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として所定のポジションで所定の演目を奏でている。

しかし，もしある日，私がこの⽛異邦人⽜的な内省的・省察的なアプロー

チを放棄し，単なる自己愛に浸る批判的思考（クリティカル・シンキング）

しか持たなくなれば，当然ながら思想的にも社会的にも，また学問の立ち

位置的にも批判されるべきで，文化探究のオーケストラのメンバーから降

板されるべきだろう。したがって，プラトンの言葉を借りるならば，それ

はまさに⽛われわれの都市（国家）から追放されるべき理由があったもの⽜

（⽝国家⽞607b）に他ならない，というわけだ。

そして今，AI が急速に発展する時代を迎え，⽛人間だけが意識をもつの

か，それとも他の存在にも意識がありうるのか⽜という問いが世界規模で

注目を集めるようになってきた。それに伴い，人文学も，より包括的で学

際的な視野を求められる段階に入ったと感じる。そう考えると，33 年前に

羊ヶ丘で私に強い印象を与えたクラーク博士像の台座にある⽛BOYS BE

AMBITIOUS⽜（少年よ，大志を抱け）という象徴的な言葉は，いまや

⽛KNOWTHYSELF⽜（汝，自分自身を知れ）（⽝プロタゴラス⽞343b）とい

う普遍的な精神のフレーズを付け加えて考えるべき時期に来ているのかも

しれない―私は内心，つくづくそう思う。

この 27 年間，北海学園大学で過ごした日々は，私にとってかけがえのな

い精神的財産となりました。ここに心からの感謝を捧げます。
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履 歴

テレングト アイトル（Telengut Aikhatar ／艾特)

1956 年⚔月 24 日 生まれ

学 歴

1979 年⚙月 内モンゴル大学外国語学部日本言語文学専攻

1982 年⚙月 東北師範大学日本文学専攻（転学）

1983 年⚗月 内モンゴル大学卒業（文学士）

1983 年⚙月 北京語言大学日本文部省日本語講師育成センター入学

1984 年⚗月 同上 修了

1987 年⚔月 東京外国語大学大学院モンゴル語研究科研究生

1988 年⚔月 大正大学大学院文学研究科日本近代文学専攻前期入学

1990 年⚓月 同上 修了（文学修士）

1990 年⚔月 同大学大学院日本近代文学専攻後期課程入学

1993 年⚓月 同専攻単位取得退学

1993 年⚔月 東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学専攻博士課程

入学

1998 年⚓月 同博士課程単位取得修了（学術博士）

職 歴

1984 年⚙月 内モンゴル大学外国語学部助手

1986 年⚙月 内モンゴル大学外国語学部日本言語文学専業（副主任・講師）

1998 年⚔月 北海学園法人嘱託研究員

1999 年⚔月 北海学園大学人文学部日本文化学科助教授

2002 年⚔月 北海学園大学人文学部日本文化学科教授～現在に至る

2003 年⚔月 北海学園大学文学研究科教授～現在に至る
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学 内 委 員（主なもの）

入試委員・図書委員・⽝人文論集⽞⽝年報・新人文学⽞編集委員・中国協定

校専門委員・市民公開講座委員・大学院委員会委員・教育振興会委員・研

究紀要委員・学部教務委員・学部広報委員

所属 学会・会員

日本比較文学会，国際比較文学会，東京大学比較文学会，近代日本文学会，

日本モンゴル文学会，ケンブリッジ大学（クレアホールカレッジ）終身会

員

学 位

東京大学博士（学術）（東京大学，1998 年；学域番号 総第 117 号）

主 要 業 績

研究業績（雑録，その他も含む）

⚑．著書（単著）

01 ⽝三島文学の原型―始原・根茎隠喩・構造⽞（学術叢書）（単）2002

年 10 月，日本図書センター，Ａ⚕版，440 頁．ISBN：4820566199

02 ⽝詩的狂気の想像力と海の系譜―西洋から東洋へ、その伝播、受容

と変容⽞（単）2016 年⚙月，現代図書，Ａ⚕版，462 頁．ISBN：

9784434218415

03 ⽝増補改訂版・詩的狂気の想像力と海の系譜―西洋から東洋へ、そ

の伝播、受容と変容⽞（単）2022 年⚓月，Amazon/Kindle，（電子書

籍）．ASIN：B09V51NK4F

04 ⽝超越への親密性―もう一つの日本文学の読み方⽞（Intimacy with

Transcendence: A New Perspective on Japanese Literature）2023 年

⚓月，北海学園大学出版会，Ａ⚕版，524 頁．ISBN：9784910236087
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⚒．著書（共編著）

01 テレングト・アイトル（艾特），バイカル編著⽝異文化を遊牧する人

たち―在日中国籍モンゴル人記念誌⽞（共）アクティブ，1999 年

12 月（⽛序に代えて⽜を執筆．7-10 頁）．ISBN：4901239015

02 松本徹，井上隆史，佐藤秀明編⽝三島由紀夫事典⽞（共）勉誠出版，

2000 年 11 月（⽛中国と台湾⽜を担当）．（673-679 頁所収）ISBN：

4585060189

03 松本徹，井上隆史，佐藤秀明編⽝三島由紀夫論集〈⚓〉世界の中の

三島由紀夫⽞（共）勉誠出版，2001 年⚕月（⽛見えざる⽛深層⽜⽛構造⽜

に命じられて生死した文学―三島由紀夫文学の⽛根源⽜あるいは

⽛原型⽜⽜を執筆．115-159 頁所収）．ISBN：4585040439

04 大濱徹也編⽝東北仏教の世界―社会的機能と複合的性格⽞（共）友

峰書店新社，2005 年⚓月（⽛怨親平等と戦争とモンゴル―元兵怨

霊追善供養碑をめぐって⽜を執筆．55-79 頁所収）ISBS：487045226

05 国際宗教研究所編⽝現代宗教〈2006〉特集 慰霊と追悼⽞（共）東京堂

出版，2006 年⚖月（⽛十三世紀⽛蒙古襲来⽜と⽛蒙古の碑⽜―日本

の死生観における鎮魂と怨親平等をめぐって⽜を執筆．185-225 頁

所収）．ISBN：4490306393

06 東京大学大学院人文社会系研究科グロ─バル COE 編⽝戦争と戦没

者をめぐる死生学⽞（共）生活書院，2010 年⚙月（⽛敵味方が乗り越

えられるか―13 世紀⽛蒙古の碑⽜の日本の死生観をめぐって⽜を

執筆．11-25 頁所収）．ISBN：9784925210331

07 イルメラ・日地谷・キルシュネライト編⽝MISHIMA！―三島由

紀夫の知的ルーツと国際的インパクト⽞（共）昭和堂，2010 年 12 月

（⽛アジアにおける三島文学―自決後 40 周年によせて⽜を執筆．

153-175 頁所収）．ISBN：481221064X；ISBN：9784812210642

08 王志松・島村輝ほか編⽝日本近現代文学研究⽞（日本学研究叢書）（共）

中国北京外国語教学与研究出版社，2014 年⚗月（⽛作家研究・三島由

紀夫（1925-1970）⽜）を担当．417-430 頁所収）．ISBN：9787513549738
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09 稲賀繁美編⽝海賊史観からみた世界史の再構築―交易と情報流通

の現在を問い直す⽞（共）思文閣出版，2017 年⚒月（⽛修辞学におけ

る西洋と日本と中国―その受容と変容をめぐって⽜を執筆．583-

619 頁所収）．ISBN：9784784218813

10 芝山豊，テレングト・アイトルほか編著⽝モンゴル文学⽞（特集号・

第⚓号）日本モンゴル文学会，2018 年⚓月（〈中国語〉⽛论赛春嘎（纳·

赛音超克图）文学的创作抑或原型：初期作品的浪漫主义和“启蒙主义”

以及蒙古传统文学⽜を執筆．214-258 頁所収）ISBN：9784991025709

11 稲賀繁美編⽝映しと移ろい―文化伝播の器と蝕変の実相⽞（共）花

鳥社，2019 年⚙月（⽛文学における境界（あいだ）と詩的狂気⽜を執

筆．282-299 所収）ISBN：9784909832122

12 テレングト・アイトル，岡田和行⽝ローカルな材源と公共的知識⽞

（Amazon/Kindle，電 子 書 籍）（共 編 訳）2022 年 ⚙ 月．ASIN：

BOBGBXMXM5

⚓．著書（共編著：中国語・英語・モンゴル語〈キリル文字を含む〉）

13 テレングト・アイトル（艾特），中里豊子編著訳⽝イタリア歌曲集⽞

凡人社，1997 年 10 月（⽛前言⽜・中国語とモンゴル語）．ISBN：

4893583883

14 B. 宝音贺希格编著⽝天之風⽞（共）2001 年．北京民族出版社（⽛序に

代えて⽜（モンゴル語）1-15 頁を執筆）．ISBN：7105037687

15 王曉平編⽝東亜詩学与文化互読―川本皓嗣古稀記念論文集⽞（共）

（中国語）中華書局，2009 年 10 月（⽛13 世紀“蒙古襲来”和“蒙古碑”

―关于日本生死观中的镇魂和怨亲平等⽜を執筆・共訳．206-228 頁

所収）．ISBN：9787101069310

16 ドロンテンゲル，テレングト・アイトル他編著⽝

： （蒙古文学学科史：梳理和阐释）⽞

（内蒙古文化出版社），2020 年 12 月

（〈中国語〉⽛非亚里士多德诗学思想与蒙古族英雄史诗研究序论（上）⽜
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を執筆．62-85 頁所収）．ISBN：9787552119466

17 Б.Мөнхбаяр. Редактор, Монголын уран зохиолын харилцаа, холбоо:

уламжлал, өнөө in Улаанбаатар 2023（ムンヘバヤル編⽝多様な関係

におけるモンゴル文学の伝統と現在 in 2023 ウランバートル⽞（共）

UB・Jacom Press，2023 年 12 月（“Concerning Poetic Creativity

Between Imagination Allegory: Attempt an Allegorical

Interpretation of Coleridgeʼs “Kubla Khan”, pp. 32-53. 所 収）．

ISBN：9789919017224

18 Б.Мөнхбаяр. Редактор, МОНГОЛ ТУУРГАТНЫ УРАН ЗОХИОЛ,

СОЁЛЫН ӨВ, УЛАМЖЛАЛ, ШИНЭЧЛЭЛ: НА. САЙЧУНГА [На.

САЙНЦОГТ]-110（⽝モンゴル系諸民族の文学と文化の遺産・伝統・

革新―ナ・サインチョクト（サイチンガ）生誕 110 周年⽞Нандир

（ナンディル出版社）2024 年⚙月（САЙЧУНГАГИЙН УРАН

ЗОХИОЛЫН ТУУРВИЛ ЗҮЙН ЭХ БУЛАГ, УУР АМЬСГАЛ: Эхэн

үеийн бүтээл дэх Романтизм, Соён гэгээрүүлэх үзэл ба Монгол

уламжлалт уран зохиолын тухай.（サイチンガ文学の源泉及びアー

キタイプ―初期のロマン主義・啓蒙主義と伝統について）pp. 47-

100．所収）．ISBN：9789919907938

⚔．学術論文（日本語）

01 ⽛三島文学の場所―⽝仮面の告白⽞を中心に⽜（単）1991 年⚓月 大

正大学大学出版部⽝大正大学大学院研究論集⽞第 15 号，173-182 頁．

02 ⽛三島由紀夫の小説の形式⽜（単）1991 年⚗月 大正大学国文学会⽝国

文学踏査⽞第 16 号，65-88 頁．

03 ⽛三島文学の根底にある精神構造の正体へのアプローチ―⽝仮面の

告白⽞を中心に⽜中国社会科学研究会⽝東瀛求索・中国社会科学研

究論文集⽞第⚔号，1991 年 11 月，103-118 頁．

04 ⽛海・太陽への問いと諦め―森鴎外の⽝妄想⽞を巡って⽜（単）1994

年 10 月東京大学総合文化研究科⽝比較文学・文化論集⽞第 10 号，
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26-37 頁．

05 ⽛パロディと自己パロディの構造―⽝吾輩は猫である⽞を中心に⽜

（単）1996 年⚔月東京大学⽝比較文学研究⽞第 68 号，33-53 頁．

06 ⽛サインバイノー？〈ホールヒ・アミタン〉―モンゴル人の世界観

へのアプローチ⽜（単）1999 年⚘月 NIRA（Nippon Institute for

Research Advancement）総合研究開発⽝NIRA 政策研究⽞第 12 巻

第⚘号，54-59 頁．

07 ⽛言語をさすらう越境者の雫─中国内モンゴルの現代語集⽝天の風⽞

を中心に⽜（単）2000 年⚗月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 16

号，31-46 頁．

08 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈序説・第一章プリミティ

ヴ―構造と根茎隠喩〉（1）⽜（単）2000 年⚗月北海学園大学⽝学園

論集⽞第 104 号，17-85 頁．

09 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈第二章検証―形成の

過程〉（2）⽜（単）2000 年⚙月北海学園大学⽝学園論集⽞第 105 号，

1-35 頁．

10 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈定着―構成・構造の

戯れ〉（3）⽜（単）2000 年 12 月北海学園大学⽝学園論集⽞第 106 号，

1-43 頁．

11 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈第四章・完結―変奏

と予兆〉（⚔・上）⽜（単）2001 年⚓月北海学園大学⽝学園論集⽞第 107

号，1-31 頁．

12 ⽛モンゴル人の世界観あるいは自然観について―心的状況への解

釈学的なアプローチ⽜（単）2001 年⚔月，日本砂漠学会誌⽝砂漠研

究⽞第 11 巻第⚑号，35-44 頁．



― 20 ― ― 21 ―

13 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈第四章・完結―変奏

と予兆〉（⚔・中）⽜（単）2001 年⚖月北海学園大学⽝学園論集⽞第 108

号，1-32 頁．

14 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈第四章・完結―変奏

と予兆〉（⚔・中・続）⽜（単）2001 年⚙月北海学園大学⽝学園論集⽞

第 109 号，1-14 頁．

15 ⽛中国内モンゴル自治区エヴェンキ族自治旗イミン地域のエコロ

ジーと伝統文化の変容について（1）（共著）2001 年⚙月⽝学園論集⽞

第 109 号，59-69 頁．

16 ⽛三島由紀夫文学の原型―プリミティヴの現象とその構造及び根

茎隠喩（⽛酸模⽜から⽝仮面の告白⽞まで）〈第四章・完結―変奏

と予兆〉（⚔・下）⽜（単）2001 年 12 月北海学園大学⽝学園論集⽞第

110 号，17-30 頁．

17 ⽛発見的装置―⽝海と毒薬⽞の寓意と象徴について（上）⽜（単）2003

年⚓月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 23・24 合併号，79-103

頁．

18 ⽛発見的装置─⽝海と毒薬⽞の寓意と象徴について（下）⽜（単）2003

年 10 月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 25 号，1-16 頁．

19 ⽛近代の衝撃と海―鴎外・漱石・魯迅・郁達夫・サイチョンガによっ

て表象された⽛海⽜（上）⽜（単）2004 年⚗月北海学園大学人文学会

⽝人文論集⽞第 28 号，47～66 頁．

20 ⽛近代の衝撃と海―鴎外・漱石・魯迅・郁達夫・サイチョンガによっ

て表象された⽛海⽜―（中）⽜（単）2004 年 11 月北海学園大学人文学

会⽝人文論集⽞第 29 号，81～98 頁．

21 ⽛境界を生きる新人文主義⽜（単）2005 年⚓月．北海道人文学会大会

シンポジウム⽝年報・新人文学⽞第⚑号，170-178 頁．

22 ⽛戦争と鎮魂―元軍戦死者怨霊追善碑をめぐって（上）⽜（単）2005
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年⚗月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 31 号，1～20 頁．

23 ⽛戦争と鎮魂―元軍戦死者怨霊追善碑をめぐって（下）⽜（単）2005

年 11 月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 32 号，81～103 頁．

24 ⽛近代の衝撃と海―鴎外・漱石・魯迅・郁達夫・サイチョンガによっ

て表象された⽛海⽜―（中─続）⽜（単）2008 年⚓月北海学園大学人

文学会⽝人文論集⽞第 38 号，31-49 頁．

25 ⽛近代の衝撃と海―鴎外・漱石・魯迅・郁達夫・サイチョンガによっ

て表象された⽛海⽜―（中─続Ⅰ）⽜（単）2008 年⚗月北海学園大学

人文学会⽝人文論集⽞第 40 号，59-80 頁．

26 ⽛近代の衝撃と海―鴎外・漱石・魯迅・郁達夫・サイチョンガによっ

て表象された⽝海⽞（中－続Ⅱ）⽜（単）2009 年⚗月北海学園大学人文

学会⽝人文論集⽞第 43 号，81-112 頁．

27 ⽛概念としての文学―起源における東西詩学の伝統の相違をめ

ぐって⽜（単）2009 年 12 月北海学園大学大学院人文学研究科⽝年報・

新人文学⽞第⚖号，42-131 頁．

28 ⽛アジアにおける三島文学―自決後 40 周年によせて⽜（単）2010

年⚓月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 45 号，67-86 頁．

29 ⽛三島文学のグローバル化―あるいはその研究と展望⽜（単）2012

年⚓月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 51 号，61-74 頁．

30 ⽛東洋における修辞学の変遷―日中修辞学の比較を兼ねて⽜（単）

2013 年⚓月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 54 号，61-82 頁．

31 ⽛想像力の再発見と海―西から東への伝播と変容⽜（単）2014 年⚓

月北海学園大学人文学会⽝人文論集⽞第 56 号，1-37 頁．

32 ⽛近代の衝撃と海―鴎外・漱石・魯迅・郁達夫・サイチンガによっ

て表象された⽛海⽜（下）⽜（単）2014 年⚘月北海学園大学人文学会

⽝人文論集⽞第 57 号，1-44 頁．

⚕．学術論文（英語）

33 “Relationship Between Man and Nature: A Hermeneutical Approach
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to Interpreting the Affective Thinking of the Mongolian People”（単）

2004. Mongolia and Inner Asia Studies Unit, University of

Cambridge. Inner Asia,（ケンブリッジ大学）Vol.6, No.1, pp. 81-93.

34 “Beyond Enemy and Friend? A Multiple of Views of Life and Death

Centering on the ‘Mongolian Gravestone’”（単）2007. Mongolia and

Inner Asia Studies Unit, University of Cambridge. Inner Asia,（ケン

ブリッジ大学）Vol.9, No.1, pp. 77-95.

35 “Concerning Poetic Creativity between Imagination and Allegory:

Attempt at an Allegorical Interpretation of Coleridgeʼs ‘Kubla

Khan.’”（単）Journal of East-West Thought,（アメリカ合衆国）Vol.

14, No.3, Sept. 2024, pp. 1-15.（査読を経て特別再掲載）

36 “Poetical Madness and Mimesis: Originality in Western and

Mongolian Epics”（単）Dec. 2024. International Association for

Mongol Studies. Proceedings the 12th International Congress of

Mongolists: “Pax Mongolica and Historical Experience”, Section II

Current Situation and Historical Development of Mongolian

Languages and Literature, Vol.2, pp. 496-503.

⚖．学術論文（中国語）

37 “谈中学与大学日语教学的衔接”（単）1987 年⚔月 内蒙古大学《高

等教育研究》第⚑期 総第⚘期，75-77 頁．

38 “多重複合的文学鏡像：重新発見纳·赛音超克图”（単）2014 年⚗月

草原文化保护发展基金《传承》总 38 期第 3期，62-71 页．

39 “修辞学在东方的盛衰变迁：兼中日修辞学比较”（単）2014 年⚙月

韓国修辞学会《韓国修辞学研究》（Korean Journal of Rhetoric）（韓

国）第 21 号，5-25 頁．

⚗．学術論文（モンゴル語ローマ字表記〈キリル文字を含む〉）

40 “Na. sayinčuɤtu-yin uran jokiyal tuɤurbil-un eki surbulji-yi takin
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ileregülkü ni”（⽛ナ・サイチョクトの創作原理の再発見⽜）（単）《Altan

tülkigür》⽝金の鍵⽞2014.5．18-33 頁

41 “Mongɤulčud-un yirtinčü-yin üjelte ba bayiɤali-yin üjelte-yin tuqai ─

appwrtus-tu kigsen tayilburi uqaɤan-u tayilumji”（⽛モンゴル人の世

界観と自然観―エフェクト的な解釈をめぐって⽜）（単）《Dumdadu

ulus-un mongɤul sudulul》（nemelte sedgül）（⽝中国モンゴル学⽞増

刊号）第 42 巻，総 256 号，第⚖集，2014 年 11 月．1-13 頁

42 “Udq-a jokiyal-du dürsülegdegsen dalai buyu Wang güw-wi Lü siyün

Iüi da-fü nar-un silüglig keyirkel”（⽛文学的想像力における王国維・

魯 迅・郁 達 夫 ら の 詩 的 狂 気⽜）（単）《Ulaɤanqada-yin degedü

surɤaɤuli-yin Erdem sinjilegen-ü sedgül》（⽝赤峰学院学報⽞）第 42 巻，

総 170 号，第⚔集，2022 年⚘月．36-43 頁

43 “Udq-a jokiyal-du dürsülegdegsen dalai buyu Wang güw-wi Lü siyün

Iüi da-fü nar-un silüglig keirkel”（⽛文学的想像力における王国維・魯

迅・郁達夫らの詩的狂気⽜）（単）《Ulaɤanqada-yin degedü surɤaɤuli-

yin Erdem sinjilegen-ü sedgül》（⽝赤峰学院学報⽞）第 43 巻，総 171

号，第⚕集，2022 年 10 月．45-54 頁

44 “Nayiraɤulɤ-a jüi-yin ularil qubiral: Dumdadu Yapon-u nayiraɤulɤ-a

jüi-yin jišiyen deger-e”（⽛修辞学の変遷―日本と中国の修辞学を

巡って⽜）（単）《Öbür mungɤul-un baɤsi-yin yeke surɤaɤuli, rdem

sinjilegen-ü sedgül》⽝内蒙古師範大学学報⽞（哲学社会科学蒙文版）

第 50 巻，総 170 号，第⚒集．2021 年⚖月．25-37 頁

45 “Монголчуудын ертөнцийн үзэх үзэл ба байгалийг үзэх үзлийн

тухай”. МОНГОЛ УЛС ШИНЖЛЭХ УХААНЫ АКАДЕМИ ХЭЛ

ЗОХИОЛЫН ХҮРЭЭЛЭН. ХЭЛ ЗОХИОЛ СУДЛАЛ.（⽛モンゴル人

の世界観と自然観について⽜（単）モンゴル国科学アカデミー言語文

学研究院⽝言語文学研究⽞第 16 巻，総 48 号，2023 年 12 月．281-

298 頁
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⚘．学術論文翻訳（英語・モンゴル語から日本語へ）

46 ペネロペ・マレー⽛西洋文学批評とその古典の起源⽜⽝（Classical

Literary Criticism. Penguin Classics, 2000）⽞（単）2013 年⚘月．北

海学園大学⽝人文論集⽞第 55 号，1-56 頁．

47 ペネロペ・マレー⽛詩におけるプラトン⽜⽝（Plato on Poetry.

Cambridge Greek and Latin Classics, 1997）⽞（単）2017 年 12 月．北

海学園大学文学研究科⽝年報・新人文学⽞第 14 号，37-92 頁．

48 ドロンテンゲル（満全）⽛モンゴルの詩学―創成と構築，その基本

概念と体系を巡って⽜（単）2019 年 12 月．⽝年報・新人文学⽞第 16

号，1-27 頁．

49 ドロンテンゲル（満全）⽛モンゴル文学学科史について⽜（単）2020

年⚓月．北海学園大学人文学部⽝人文論集⽞第 60 号，227-246 頁．

⚙．書評

01 大濱徹也著⽝日本人と戦争―歴史としての戦争体験⽞（刀水社）⽛日

本と日本人がどのように戦争とかかわってきたか―国民性に対し

て自己言及的な⽛析出⽜・⽛解析⽜を行う⽜（単）①⽝図書新聞⽞第 2649

号，2003 年 10 月 11 日．⚕頁

02 大濱徹也著⽝日本人と戦争―歴史としての戦争体験⽞（刀水社）⽛日

本と日本人がどのように戦争とかかわってきたか―国民性に対し

て自己言及的な⽛析出⽜・⽛解析⽜を行う⽜（単）②⽝図書新聞⽞第 2650

号，2003 年 10 月 18 日．⚔頁

03 芝山豊・岡田和行編⽝モンゴル文学への誘い⽞（明石書院）（単）2003

年⚓月⽝日本比較文学⽞第 49 号．157-161 頁

04 柳瀬善治著⽝三島由紀夫研究―知的概観的な時代のザインとゾル

レン⽞（創言社）（単）2010 年⚙月⽝三島由紀夫研究⽞第 11 号，2011

年⚙月．181-183 頁

05 岩佐荘四郎著⽝島村抱月の文藝批評と美学理論⽞（早稲田大学出版部）

（単）2013 年⚕月．⽝比較文学⽞第 56 号．145-150 頁
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10．学会・国際学術シンポジウム

1．⽛文学的“深层结构”―用文本分析理论解读三岛文学⽜（単）2002 年

⚙月 11 日．中国日本文学研究会第⚘届年会・学術研讨会（於：中国・

青島海洋大学）

2．⽛三島由紀夫文学の〈深層〉⽜（単）2003 年⚗月⚕日．日本近代文学

会・北海道支部例会．北海道大学（於：札幌・北海道大学）

3．⽛境界を生きる新人文主義⽜（単）2005 年⚓月．北海道人文学会大会

シンポジウム⽝年報・新人文学⽞第⚑号，170-178 頁（於：札幌・北

海学園大学）

4．⽛关于日本 13 世纪元朝将士慰灵碑的调查─战争与安魂⽜（単）2005

年⚘月 20 日．中国蒙古学第 4届国际学术研讨会（於：中国・呼和浩

特市新城宾馆）

5．⽛比較文学からみる東西および日中蒙の文学の起源と日本文学の教

育現場での可能性⽜（単）2007 年⚑月 13 日．国際日本文化研究セン

ター⽛第⚘回日本在住外国人シンポジウム（コミュニケーションを

考える）⽜（於：京都・桂）

6．⽛13 世紀クビライ・ハーン日本侵略と日本の死生観について⽜（単）

2007 年 10 月 21 日．中国人民大学⽛モンゴル歴史・言語国際学術シ

ンポジウム⽜（於：北京，中国人民大学国学院）

7．⽛13 世紀仙台の⽛蒙古の碑⽜について⽜（単）2007 年 10 月 28 日．北

京師範大学・日本国立民俗博物館共同主催⽛自然環境と民俗地理学

〈日中国際シンポジウム〉⽜（於：中国・北京師範大学）

8．⽛敵味方は乗り越えられるか―13 世紀⽝蒙古の碑⽞の死生観をめ

ぐって⽜（単）2009 年⚖月⚖日．東京大学グローバル COE⽛死生学

の展開と組織化⽜による⽛戦争と戦没者をめぐる死生学⽜国際シン

ポジウム（於：東京大学）

9．“関於十三世紀元朝侵略日本和日本仙台的”蒙古碑”（単）2009 年⚗月

30 日．第 16 回国際人類学世界大会（於：中国・雲南大学）

10．⽛概念としての文学―起源における東西詩学の伝統の相違をめ
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ぐって⽜（単）2009 年 10 月 24 日．中国天津市比較文学学会・天津師

範大学文学院・日本国大手前大学共催⽛〈東亚詩学与文化互读〉国際

学術研讨会⽜（於：中国・天津師範大学）

11．“What is ‘Asian’ about Mishimaʼs Literature?”.（単）2010 年⚓月 19

日．The International Conference “MISHIMA! Worldwide impact

and Multi-Cultural Roots” Host: Berlin-Brandenburg Academy of

Sciences and Humanities & Freie University Berlin.（於：ドイツ・ベ

ルリン自由大学）

12．“The Early Reception of Rhetoric from the West via Japan to China”

（⽛日中における修辞学の初期の受容について⽜（単）2012 年⚕月 12

日．東アジア文化交渉学会⽛第⚔回国際学術年会⽜（於：韓国・高麗

大学）

13．⽛東洋における修辞学の変遷―日中修辞学の比較を兼ねて⽜（単）

2012 年 10 月 27 日．韓国修辞学会・中国国際修辞学会⽛2012 年世界

中国語修辞学学会第⚓回年会兼修辞学国際学会⽜（於：韓国・仁川大

学）

14．⽛サイチンガ文学の創作原理―初期作品にみるロマン主義と啓蒙

主義とモンゴル伝統文学の源流（単）2014 年⚔月 27 日．中国人民

大学国学院西域歴史言語研究所・内蒙古社会科学院文学研究所主催

国際学術会議⽛ナ・サインチョクトと内モンゴル文化―ナ・サイ

ンチョクト生誕 100 周年国際学術会議⽜（於：北京・中国人民大学）

15．⽛内モンゴルの国民的詩人サイチンガ（1914-1973）―日本留学と

その文学のエッセンス⽜（単）2014 年 11 月 22 日．日本比較文学北

海道支部会（於・札幌）

16．⽛バ・ブリンブフの英雄叙事詩研究と非アリストテレス詩学⽜（単）

2019 年⚖月 23 日．内モンゴル師範大学・日本モンゴル文学会共催

国際会議⽛モンゴル文学ジャンル史とその整理・解釈⽜（於：中国フ

フホト・内モンゴル師範大学）

17．⽛非アリストテレス詩学と⽝ジャンガル⽞詩学研究（非亚里士多德诗
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学思想与《江格尔》诗学研究）（単）2019 年 12 月 14 日．中国四川大

学・中国比較文学会共同主催国際学術シンポジウム⽛新時代・新人

文・新比較・新対話における学術シンポジウム⽜（於：中国成都市，

四川大学）

18．“Between Poetic Madness and Mimesis: Interpretation of ‘Ongon

Darkhalig Shinj’ on B. Burenbukhʼs Poetics of Mongolian Epic”（単）

2023 年⚘月 12 日．⽛The 12th International Congress of Mongolists,

“The PaxMongolica and Historical Experience”⽜（於：ウランバート

ル市・モンゴル国立大学）

19．“The Concept of Imagination in Poetry and Literature”（単）2023 年

⚘月 15 日．⽛International Conference Co-organized by National

University of Mongolian and Mongolian Academy of Sciences for

“Literature Relationship: Tradition and the Present”⽜（於：ウラン

バートル・モンゴル国立大学）

20．“Psyche (Ψυχῆ) vs. Mimesis in Literature in a Changing World:

Examining the Role of Psyche in Saichingaʼs Works” [Хув ь с а н

өөрчлөгдөж буй ертөнц дэх УРАН ЗОХИОЛЫН Онгон (O нгод) VS

Mimesis ( дуурайхуй) : Сайчунганийн уран зохиол дахь Онгон

(O нгод) -ын тухай］（単）2024 年⚘月 21 日．モンゴル国立大学・モ

ンゴル科学アカデミー共催国際学術シンポジウム⽛モンゴル文化圏

の文学・文化遺産と伝統―サイチンガの 110 周年にあたって⽜

（於：ウランバートル・モンゴル国立大学）

11．主な学術講演・研究会

1．⽛文化の越境者⽜（単）2001 年 11 月⚒日．北海学園大学主催第⚙回

市民公開講座⽛文化の壁を超えて⽜第⚔回（於：札幌・北海学園大

学内）

2．⽛日本植民地満州国におけるモンゴル語新聞⽝フフトグ（青旗）⽞に

ついて⽜（単）2002 年⚖月 29 日．国際日本文化研究センター（於：
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京都・桂）

3．⽛遊牧と移動―モンゴル文化の諸相⽜（単）2002 年 12 月⚒日．札

幌学院大学主催⽛異文化フォーラム⽜（於：札幌・札幌学院大学 SGU

ホール）

4．⽛移動者（越境者）の眼⽜（単）2004 年 10 月 23 日．北海学園大学人

文学部第 12 回市民公開講座第⚓回（於：札幌・北海学園大学）

5．⽛思考様式の相違―起源における東西と日中の情緒について⽜（単）

2007 年⚙月⚖日．中国内モンゴル大学創立 50 周年記念講演（於：

中国フフホト市・内モンゴル大学）

6．⽛超域文化研究の方法論―13 世紀から現在までの日本モンゴルに

まつわる文化的象徴記号をめぐって⽜（単）2007 年⚙月 10 日．内モ

ンゴル大学大学院民族学・社会学科主催講演会（於：中国フフホト

市・内モンゴル大学）

7．⽛フビライ・ハーンの日本侵略と戦後処理⽜（第⚑部）⽛東西文学およ

び日中蒙の文学の起源における相違⽜（第⚒部）（単）2007 年 10 月

29 日．北京中央民族大学大学院講演（於：北京・中央民族大学）

8．⽛蒙古の碑―敵味方は超えられるか⽜（単）2007 年 11 月⚖日．北

海道モンゴル親善協会・第 13 回講演会（於：札幌・北海学園大学国

際会議場）

9．⽛東西における近代文学の情緒・感性・感情について―海にまつわ

る情緒の受容と変容⽜（単）2008 年 11 月 29 日．北海学園大学人文

学部第 16 回市民公開講座位第⚕回（於：札幌・北海学園大学内）

10．⽛日本人の死生観を考える⽜（単）2010 年 12 月⚔日．明星大学日本

文化学部⽛文化講演会⽜（於：東京・明治大学日野校キャンパス）

11．⽛東洋における修辞学の変遷―日中修辞学の比較を兼ねて⽜（単）

2013 年⚑月 26 日．国際日本文化研究センター⽛21 世紀 10 年代日

本文化の軌道修正―準備会第⚓回研究会⽜（於：京都・桂）

12．⽛グローバル化・合理化した世界における人文学―文学の役割と

は何か⽜（単）2013 年⚕月 18 日．北海学園大学人文学部主催⽛⽝人文
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学部の新しい可能性⽞人文学部開設 20 周年記念シンポジウム⽜（於：

札幌・北海学園大学）

13．⽛異文化同士の情緒・感情・感性がいかに内面化してきたか―⽛海⽜

にまつわる感性・情緒の受容と変容⽜（単）2013 年⚗月⚕日．札幌大

学・孔子学院⽛異文化講演⽜（於：札幌・札幌市エルプラザ）

14．⽛サイチンガ初期文学の再発見⽜（単）2014 年 11 月 26 日．日本モン

ゴル文学会⽛秋季大会・サイチンガ及び中華民国時代のモンゴル文

学―ナ・サインチョクト生誕 100 周年記念シンポジウム⽜（於：東

京・本郷東外大サテライト）

15．⽛詩的狂気の想像力と海の系譜―西洋から東洋へ、その伝播、受容

と変容⽜（単）2016 年 10 月 23 日 北海学園大学人文学部⽛第 11 回

人文学の挑戦⽜（於：札幌・紀伊國屋書店札幌本店）

16．⽛近代モンゴル文学における日本⽜（主催担当）2017 年⚖月 24 日．

日本モンゴル文学会春季大会（於：北海学園大学）

17．⽛サイチンガにおける日本の知の背景とその意味ついて―インド

詩人ラビンダラナート・タゴール⽜（単）2018 年⚖月⚙日．日本モン

ゴル文学会春季大会（東京・本郷東外大サテライト）

18．⽛詩学における再認識―非アリストテレス詩学とモンゴル文学⽜

（単）2019 年⚙月 15 日．内モンゴル大学モンゴル学院⽛講演⽜（於：

中国フフホト市・内モンゴル大学）

19．⽛修辞学在东方的盛衰变迁⽜（単）2019 年⚙月 18 日．中国内モンゴ

ル自治区内モンゴル師範大学⽛講演⽜（於：中国フフホト市・内モン

ゴル師範大学）

20．⽛文学研究はいかに既存の⽛詩学⽜理論の⽛呪縛⽜から自由になれる

か⽜（単）2022 年⚖月 12 日．日本モンゴル文学会春季大会（於：東

京・東外大本郷サテライト）

21．“The beginning and the Spreading of the Imagination in Literature

and Art”（文学と芸術における想像力の起源と伝播）⽜（単）2024 年

⚘月 26 日．International University of China and Mongolia.（蒙中
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国際聯合大学）⽛2024 年度第 11 回教養講座⽜（於：モンゴル国・ウラ

ンバートル）

12．主な研究報告

01 ⽛怨親平等と戦争とモンゴル―元兵怨霊追善供養碑をめぐって

―⽜（単）⽝東北仏教の社会的機能と複合的性格に関する調査研究⽞

（研究代表者大濱徹也）分担者，平成 13～16 年度科学研究補助金〈基

盤研究 A〉研究成果報告書〈論文篇〉）2005 年⚖月．55～79 頁

02 ⽛人文学教育における文学の意味について⽜（単）⽝新人文主義の位相

―基礎的課題⽞（平成 22・23 年度北海学園大学学術研究助成共同

研究報告書）2012 年⚓月．81-120 頁

03 ⽛サイチンガ文学の再発見とその文学の源泉―初期日本留学中の

作品における啓蒙主義とロマン主義及びモンゴル文学の伝統文学⽜

（単）⽝人文学の新しい可能性⽞（平成 25・26 年度北海学園大学学術

研究助成報告書），2015 年⚓月．53-83 頁

04 ⽛近代並びにグローバルな時代における文学の変化と応答⽜（単）⽝人

文論集⽞第 57 号（⽛人文学の新しい可能性⽜北海学園大学人文学部

開設 20 周年記念シンポジウム）2014 年⚘月．158-168 頁

13．科研費・研究助成

1．科学研究費補助金（萌芽的研究）．2000-2001 年．研究代表者⽛中国・

台湾における三島由紀夫文学の受容─翻訳・紹介・批評・研究事情・

文献資料収集・調査・比較研究⽜

2．科学研究費補助金・基盤研究（A）2001-2004 年．（研究代表者池田

俊英）研究分担者⽛東北仏教の社会的機能と複合的性格に関する調

査研究⽜

3．科学研究費補助金・基盤研究（A）2010-2013 年．（研究代表者稲賀

繁美）研究分担者⽛〈東洋〉的価値観の許容臨界―〈異質〉な思想・

芸術造形の国際的受容と拒絶⽜
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4．科学研究費補助金・基盤研究（A）2013-2015 年．（研究代表者稲賀

繁美）研究分担者⽛海賊史観からみた世界史の再構築⽜

5．基幹研究助成（国際日本文化研究センター）2016-2018 年（研究代表

者稲賀繁美）研究分担者⽛多文化間交渉における⽝あいだ⽞の研究⽜

6．北海学園大学学術研究助成 2010-2012（船岡誠代表）研究分担者⽛新

人文主義の位相―基礎的課題⽜

7．北海学園大学学術研究助成 2013-2015 年（安酸敏真代表）研究分担

者⽛人文学の新しい可能性⽜

8．北海学園大学術研究助成 2015-2017 年研究代表者⽛東西における人

文科学の概念の受容と変容⽜

9．北海学園大学出版部・学術図書刊行助成 2022 年度 研究代表者⽛学

術研究書執筆刊行⽜

14．雑録，その他

1．⽛日本について考えたこと―〈ワ〉の国・日本⽜（単）1988 年⚓月．
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学芸の愛
―テレングト・アイトルさんを送る言葉―

郡 司 淳

その夜はひどい吹雪だった。夕食の終った人気のない寒い食堂で，

K とわたしは，聞き手が集まるのを待っていた。ところが，話を始め

る予定の時間になっても，さらにそれから三十分も待っても，聞き手

は一人も来なかった。わたしは K に気の毒で恐れ入った。しかし K

はおだやかで静かだった。K はたゞ一人の聞き手であるわたしのた

めに，くず紙をとじた手帖を開いて⽛エスペラント語入門⽜の話しを

はじめた。一先ず⽛わたしの愛するエスペラント語について話す機会

を与えてくれたカンさんに感謝します⽜と前置きして。

K の話しは，きわめて系統的で内容豊かであった。

一，エスペラント語の発生

二，文法の基本

三，エスペラント語の国際的意義

四，日本におけるエスベラント語研究の歴史

五，エスペラント語の研究文献

に就いて，二時間位 K は語った。最後に，ゲーテの⽛野バラ⽜のエス

ペラント語訳を説明し，⽛エスペラント歌⽜を二回唱ってくれた。冷え

きった食堂にひろがる澄んだ K の声を，わたしは，⽛学芸の愛⽜その

ものとして感じたのであった。

それからしばらくして K は他の収容所に移された。別れる時，わ

たしに⽛野バラ⽜と⽛エスペラント歌⽜を書いてくれた。

こういう美しい魂と一緒になっても，すぐ引き離されてしまうウオ

エンノプレンニクの身の上のはかなさを，その時ほどひどく感じたこ
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とはなかった。

菅季治⽝語られざる真実⽞筑摩書房，1953 年

Ⅰ

アイトルさんは，私が 2004 年⚔月に北海学園大学人文学部に赴任して

最初に親しくなった同僚であった。当時，氏は独身で，私も⚑年目は単身

赴任であったから，昼は食事を共にし，夜は酒を飲み交わすといったよう

に，それこそ四六時中，一緒に行動していたといっても過言でない。

アイトルさんは右も左もわからない私に札幌の街を案内してくれた。検

討に検討を重ねて購入したマンションに私を招待し，同じく熟慮の末に買

い求めた加熱水蒸気オーブンレンジで調理した羊肉とワインでもてなして

くれた。さらには，私に博士論文を書かせるため，⚓年目の入試委員まで

志願してくれた。怠惰な私は，結局，自分が入試委員のときに書く羽目に

なったけれど。私は，2009 年⚓月にようやく博論を刊行した際，アイトル

さんに対して次のような謝辞を⽛あとがき⽜に記した。

畏友テレングト・アイトル氏には，是非に感謝の念を伝えたい。氏

の励ましと無言の圧力―それは時に六〇〇〇マイル離れた在外研修

先のロンドンから行使されることもあった―がなければ，到底書き

上げることができなかったと自覚している。内モンゴル出身の氏との

邂逅には，共に戦争の時代を生きなくてはならなかった氏の御尊父と

私の父の代からの不思議な縁を感じる。北の大地で，氏との出会いに

恵まれ，つくづく有り難かったと思っている。

これに先立つ 2007 年⚔月，アイトルさんは在外研修で，⚑年間ケンブ

リッジ大学に出かけた。私の別れの言葉に涙を浮かべたアイトルさんは，

しかし翌年，意気揚々と帰国した。さらにその翌年，海外で研究に打ち込

んだ者には罰として負担の重い委員を押しつけるという，人文学部の奇妙
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な慣行により，アイトルさんは教務委員になった。私が教務委員⚒年目の

ことであった。

教務委員としての日々は，アイトルさんの⽛なぜ，私がそれをしなけれ

ばならないの？⽜との疑問の言葉に始まり，私との押し問答の末に，氏が

⽛理解できない⽜といったようにかぶりを振って終わるのが常だった。そ

のような毎日の繰り返しに二人とも疲れ果て，次第にギスギスした関係と

なり，とうとう中華料理屋の地階における口論から取っ組み合いの喧嘩に

まで発展した。

アイトルさんは滅法強かった。私はいともたやすく組み伏せられた。そ

の刹那，アイトルさんが⽛俺は⽜と口走った言葉は，墓まで持っていくこ

とにする。

Ⅱ

2011 年，とある出来事によって，アイトルさんとの関係は断ち切られた。

その後，同僚としての最低限のつきあいにまで関係は修復されたが，アイ

トルさんが結婚したこともあり，もはや食事をすることも酒を飲むことも

なくなった。

しかし，2016 年の春，アイトルさんはモンゴルに一緒に行かないかと

誘ってくれた。前年に北海学園大学とモンゴル文化教育大学の間に締結さ

れた協定に基づき，ウランバートルにある同大学を友好訪問し，あわせて

その教育内容や現地の様子を視察するのが目的だった。それは，アイトル

さんの内モンゴル大学外国語学部日本言語文学科の⚒年後輩にあたる，理

事長牧原創一氏の要請によるものであった。

私は，同行を促すアイトルさんの意図を察したから，その誘いを即座に

承諾した。⚖月 26 日から⚗月⚑日までのわずか⚖日間の旅であったが，

終生忘れえぬ思い出となった。本来の出張業務のかたわら，シベリアに抑

留された日本人俘虜によって建設されたモンゴル国立劇場において民族歌

や舞踏，オーケストラ演奏を鑑賞し，ウランバートルから車で⚑時間半の
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場所にあるエレデネ村のチンギス・ハーン騎馬像と展示施設を訪れた。モ

ンゴルの伝統料理であるホーショールやボーズに舌鼓を打ち，遊牧民の家

で馬乳酒をご馳走になり，草原や原始林を散策してゲルで寝た。私がモン

ゴルの歴史と文化，生活を体験できるように，牧原理事長が周到に準備し

てくださった旅程であった。

上の写真（図⚑）は，モンゴル文化教育大学が運営するシリンボラグ・

ツーリストキャンプにおける一齣である。私にとっては上野動物園以来の

乗馬体験であった。ちなみに，私の乗った馬の手綱は，学生氏が握ってい

る。モンゴルにおける収穫のひとつは，私には自然のなかで生きる力が

まったく備わっていないのを思い知らされたことであった。

他方，モンゴルでは，多くの方と親しく接する機会を得たが，誰もが一

様に誇り高く，かつ素朴であるのが強く印象に残った。ベートーヴェンや

ショスタコーヴィチ，ムラヴィンスキーのような音楽をとおしてようやく

感知しえた存
ㅟ

在
ㅟ

を，私はそこに感じ取った。

確かあれは，政府宮殿前のスフバートル広場において，路線バスを待っ

図 1 シリンボラグ・ツーリストキャンプにて
左からアイトル氏，牧原理事長，筆者，モンゴル文化教育大学の学生
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ていたときの出来事ではなかったか。ぼんやり人波を眺めていた私に，牧

原理事長がモンゴル（外モンゴル）を初めて訪れた際，⽛モンゴル人の軍隊

を見て感激しました⽜と語りかけた。すると，アイトルさんは，⽛俺は，周

りの人がみんな，モンゴル人なのに涙が出た⽜と応じた。私は頷き，二人

が歩んできた道のりに思いを馳せた。

Ⅲ

アイトルさんの御尊父は，アジア太平洋戦争中，日本の傀儡政権であっ

た蒙古連合自治政府のもとで，日本語を学ばれた方だった。戦後，1947 年

に中国共産党の指導によって成立した内モンゴル自治区において公安関係

の要職に就かれたが，1966 年に始まった文化大革命により，アイトルさん

の御母堂をはじめとする多くのモンゴル人と共にその職を追われた。

1956 年生まれのアイトルさんの十代は，この文革の時期と重なる。少年

時代のアイトルさんは，御尊父の失脚をきっかけとして世の不条理に不満

を抱き，当初はガキ大将を振る舞って革命派の少年たちと喧嘩を繰り返し

たが，文革が深化するにしたがって孤立を余儀なくされたらしい。アイト

ルさんが生まれ育ったシリンゴル盟タイブス旗のモンゴル人は，中華人民

共和国政府が 1949 年の建国以来行ってきた漢人の大量移住によって当時

すでに少数派に転じていた。

しかし，そうしたアイトル少年に転機が訪れる。ある日，一家が燃料の

支給を絶たれたために牛糞集めに出かけた少年は，その途次，思いかけず

遊牧民の伝統的な葬法である風葬の跡に出会う。サレコウベが草原に点在

するその光景が，アイトルさんの死生観を決定づけ，自らの文学研究の原

点となったという。アイトルさんは，この体験によって世事を超越し，内

的世界に沈潜していった。学校は革命派の拠点となったため，中学⚒年を

最後に通うのをやめ，働きながら勉強を続けるかたわら，御尊父による読

書の勧めに応えてロシア文学をはじめとするさまざまな本を読みあさっ

た。
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1976 年，そのようなアイトルさんの未来に希望の灯が点る。文革が毛沢

東の死と四人組の逮捕によって事実上終わりを告げたからである。これに

ともない，翌年，文革が始まって以来停止されていた大学入試が再開され，

翌々年には全国統一入試も復活した。こうした状況のもとで，アイトルさ

んは外国語学部に入学すべく日本語を勉強しようと決意する。この選択

は，かつて御尊父が歩もうとして果たせなかった道を辿ろうとするもので

あった。

日本語の勉強は，アイトルさんに私的な記念日として記憶された 1978

年 10 月⚑日午前 10 時，御尊父より五十音図を暗記するように教えを受け

たことに始まる。アイトルさんは，⽛青春の最後のチャンスか，あるいは最

後のあがきと思う一方，日本留学の夢を少しずつ膨らませ⽜ながら，母語

による日本語教科書が皆無であったため，中国語版教科書を丸暗記して試

験に臨んだという。翌年⚗月に実施された統一入試の結果，この年新設さ

れた内モンゴル大学外国語学部日本語文学科を志望し，⚙月に第⚑期生と

して入学を果たした。ちなみに，内モンゴルにおける戦後の日本語教育は

1972 年の日中国交正常化を契機として始まるが，アイトルさんが入学した

日本語文学科は，日本語のみならず日本文学も学ぶことのできる唯一の学

科として開設されたものであった。

現在を遡ること 45 年，こうしてアイトルさんの日本文学の旅が始まろ

うとしていた。

Ⅳ

かつてアイトルさんは，氏の博士論文である⽝三島文学の原型―始原・

根茎隠喩・構造―⽞（日本図書センター，2002 年）において用いられたテ

クスト分析について，⽛誰がやっても同じ結論になるんだよ⽜と語ったこと

がある。私は⽛物語をどう読み解くか，主体的な解釈の問題ではないのか⽜

といった疑問を口にした。すると，アイトルさんは⽛それはその先の問題

で，私はやらないんだ⽜と答えた。
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アイトルさんにとって，学問とは客観的なものでなければならなかった

のであろう。あるいは，理性によって論理的に説明されつくされねばなら

ないもの，というべきか。アイトルさんは，国家・民族から個人にいたる

までいかなる恣意も介在しえない世界を，学問の理想として求めたので

あった。だから，文学における詩的狂気や霊感，想像力の超越性を説き，

克服されるべき対象としてのミメーシス，リアリズムとの関係を東西の壮

大な比較文学史の構図として提示しても，そこに分け入って文芸作品を解

釈することを自制したのではなかったか。アイトルさんが嘗めた辛酸を思

わずにはいられない。しかしそれゆえに，私は近い将来，ほかならぬ三島

由紀夫の文学で，ア
ㅟ

イ
ㅟ

ト
ㅟ

ル
ㅟ

さ
ㅟ

ん
ㅟ

の
ㅟ

話
ㅟ

を聞きたいと切に願っている。

アイトルさんほど学問を愛した人を私は知らない。そして，間違いなく，

学問の女神ムーサに愛でられた人である。アイトルさんは真理を探究する

ことでまことの自由を得たのだから。冒頭には，そのようなアイトルさん

を送る言葉として，もっともふさわしい文章を掲げたつもりである。ここ

に描かれた光景は，かつて私が，人間に絶望した日本近代史のなかに見出

した希望のひとつである。

アイトルさんは，自由が与えられたものである限りにおいて，所詮，⽛ウ

オエンノプレンニク⽜（俘虜）の自由にすぎないことを教えてくれた。なに

より，モンゴルの人びとと共に，魂の存在を信じさせてくれた。私は，ア

イトルさんと出会い，やはり幸いだったのである。

アイトルさん，ありがとう。Баярлалаа ахаа.

〔付記〕冒頭に掲げた文章は，1947 年暮れ，カザフスタン共和国カラカンダにあっ
た日本人俘虜収容所における二人だけの⽛学芸同好会⽜の模様を描いた一節で
ある。著者である菅季治は，1950 年にいわゆる徳田（球一）要請問題で証人と
して国会に喚問されたのち，自死した人物，文中の⽛K⽜とは，1954 年にシベリ
アから帰還した翌年，心臓麻痺で死亡した鹿野武一のことで，詩人石原吉郎の
抑留体験とその論考に決定的な影響を与えた人物である。石原は，シベリア抑
留中の鹿野の姿を描いた⽛ペシミストの勇気⽜の⽛追記⽜にこの文章を引用し，
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舞鶴上陸後，⽛K⽜が鹿野であることを本人に直接確認したと書いている（⽝望郷
と海⽞筑摩書房，1972 年，所収。ただし，テクスト本体の初出は⽝思想の科学⽞
第⚕次第 100 号，思想の科学社，1970 年⚔月）。
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イェスペルセンの法則に関する覚え書き＊
― spinach の発音は[spínitʃ]か[spínidʒ]か―

上 野 誠 治

⚐．は じ め に

副題に掲げた spinach の語末の ch は，かつては（特にイギリス英語で）

有声音[-dʒ]で発音されたが，今日では（特にアメリカ英語や，イギリス英

語を話す比較的若い世代で）無声音[-tʃ]が優勢になっている。後述するよ

うに，この有声化の背景にはアクセントの有無や位置が深く関係している

が，ではいったん有声化したものがなぜ再び無声化したのか。

イェスペルセンの法則とは，紀元前 2000 年頃から紀元前 500 年頃の間

にゲルマン祖語（Proto-Germanic）に起こったと想定されるヴェルネルの

法則を一般化し，15 世紀頃から 16 世紀頃の近代英語（Modern English）

に起こった子音の有声化に適用したものであり，⽛英語におけるヴェルネ

ルの法則⽜とも呼ばれる（安井 1980：40，荒木・安井 1992：1559，橋本

2005：101，大槻・大槻 2007：129）。この子音の有声化について，Jespersen

（1909：199）は，“a pretty close parallel to the famous sound-change in

prehistoric Germanic discovered by Karl Verner”（カール・ヴェルネルに

＊ 本稿は日本英文学会北海道支部第 69 回大会（2024 年 10 月⚖日，北海道教
育大学旭川校）のセミナー部門において口頭発表した草稿に大幅に加筆・修
正を施したものである。なお，大会 Proceedings に投稿した内容と一部重
複する箇所がある。また本研究は，令和⚕年度北海学園学術助成（一般研
究：上野誠治⽛英語の歴史的言語学的変化に関する研究⽜）から一部援助を
受けている。
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よって発見された，先史時代のゲルマン語における有名な音変化とほぼ同

じもの）とし，その条件として(1)の⚓つを挙げるとともに，(2)のように

述べている。

（1）a．the sound did not begin a word（語頭を除く）

b．the surroundings were voiced（有声音に囲まれている）

c．the vowel preceeding it was weakly stressed（直前の母音は弱母音1）

（2）In other words, the change did not take place after a strong (or half-

strong) vowel, but was not hindered by a strongly stressed vowel

following immediately after the consonant.

本稿では，どのような条件下でイェスペルセンの法則が適用し，当該の

子音が有声化するかを考察するとともに，それとは逆にどのような条件や

環境があれば有声化が阻害されるのかを考察していく。

第⚑節では，イェスペルセンの法則の元になっているヴェルネルの法則

を概観し，それに関する諸問題をグリムの法則とともに検討する。第⚒節

では，安藤（2002）の不備を指摘するとともに，Jespersen（1909）による

議論を概観する。第⚓節では，relaxation と関連して日本語の⽛リラクゼー

ション⽜の濁音について考察し，第⚔節はまとめである。

⚑．グリムの法則とヴェルネルの法則

本節では，イェスペルセンの法則について述べる際に，その前提となる

グリムの法則およびヴェルネルの法則について概観するとともに，その表

記の問題点を指摘する。

1 弱母音については脚注 13 を参照。
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1.1．安藤（2002）

安藤（2002：31ff）は，グリムの法則について以下のようにまとめてい

る。

（3）①印欧祖語（PIE）の無声閉鎖音 p，t，k は，ゲルマン語（Germanic,

Gmc）では摩擦音化して f，􀎸，h となる2。

②印欧祖語の有声閉鎖音 b，d，g は，ゲルマン語では無声化して p，t，

k となる。

③印欧祖語の有声帯気音 bh，dh，gh は，ゲルマン語では帯気性を失っ

て b，d，g となる（ギリシア語では ph，th，kh，ラテン語では f，

f，h（または消失）となる）。

ここから①のみを取りだし定式化すると以下のようになる。

（4）Grimmʼs Law（一部）：p, t, k > f, 􀎸, h （＝①）

また，ヴェルネルの法則については以下のように述べており，それは(6)

のように定式化できる。

（5）印欧祖語の p，t，k は，［ゲルマン語では］有声音の間にあって直前の

音節にアクセントがあれば，規則通り f，􀎸，h になるが，直前の音節に

アクセントがなければ，b，ð，g となる

（6）Vernerʼs Law：p, t, k > b, ð, g

2 印欧祖語はインド・ヨーロッパ祖語（Proto-Indo-European）とも呼ばれる。
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1.2．Mitchell and Robinson（2012）

Mitchell and Robinson（2012：175，176）は，グリムの法則およびヴェル

ネルの法則の定式化(7)（関連する部分のみ）を示した後，(8)のように述

べている。

（7） Grimmʼs Law

Indo-European Germanic

p > f

t > þ3

k > h

Vernerʼs Law

p > b

t > d

k > g

（8）Karl Verner explained that when a consonant is preceded by an

unaccented syllable in IE, the consonant follows Vernerʼs Law rather

than Grimmʼs, t becoming d rather than þ.

これらから(4)，(6)に倣って関連する部分のみを取り出すと以下のよう

になる。

（9）Grimmʼs Law：p, t, k > f, þ, h （＝(4)）

（10）Vernerʼs Law：p, t, k > b, d, g

3 þ は IPA の 􀎸（無声摩擦音）に相当する。このルーン文字（Runic alphabet）
由来のソーン（thorn）を用いるのは，歴史言語学，特にゲルマン諸語の研究
者間での習慣による。黒田（2011：95）参照。
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(9)は表記の違いはあるが，事実上(4)と同じ定式化である。一方，(10)

は明らかに(6)とは異なっている。この違いの由来を以下の節で探ってい

くことにする。

1.3．Verner（1875）

Verner（1875：114）は，(11)のように述べているが，(12)，(13)はそれ

ぞれその英語訳と日本語訳である。また，前節同様，この中から関連する

部分を取り出した定式化が(14)，(15)である。

（11）Indogerm. k, t, p gingen erst überall in h, þ, f über; die so

entstandenen tonlosen fricativae nebst der vom indogermanischen

ererbten tonlosen fricativa s wurden weiter inlautend bei tönender

nachbarschaft selbst tönend, erhielten sich aber als tonlose im

nachlaute betonter silben.

（12）IE k, t, p first shifted to h, þ, f in all environments; the voiceless

fricatives thus originating, together with the voiceless fricative s

inherited from Indo-European, then became voiced medially in voiced

environments, but remained voiceless when they were the final

sounds of accented syllables.

（https://lrc.la.utexas.edu/books/reader/11-k-verner）

（13）印欧祖語の k t p は，最初すべて h þ f【i.e. x 􀎸 ɸ】に移行した。こうし

て生じた無声摩擦音は，印欧祖語から受け継がれた無声摩擦音 s と

ともに，語中で有声音の間に位置する場合にはそれ自身も有声音【ɣ

ð 􀎲】となった。だが，アクセント音節に後続する場合には無声音【x

(>h) 􀎸 ɸ(>f)】にとどまった。（神山 2015：159)4

（14）Grimmʼs Law：p t k > ɸ 􀎸 x
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（15）Vernerʼs Law：p t k > ɸ 􀎸 x > 􀎲 ð ɣ

(13)の⽛印欧祖語の k t p は，最初すべて h þ f【i.e. x 􀎸 ɸ】に移行した⽜

という箇所は，グリムの法則に相当するものであり，⽛こうして生じた無声

摩擦音は，印欧祖語から受け継がれた無声摩擦音 s とともに，語中で有声

音の間に位置する場合にはそれ自身も有声音【ɣ ð 􀎲】となった⽜という箇

所はヴェルネルの法則に相当すると思われる。しかし，そうすると(15)に

はグリムの法則が部分的に含まれるため冗長（redundant）であり，ヴェル

ネルの法則の定式化としては適切でないかもしれない。しかし，この問題

は本稿の範囲を超えるため，これ以上深入りすることはせず，当面は(15)

のままとしておく5。

1.4．整理と考察

以上，安藤（2002），Mitchell and Robinson（2012），Verner（1875），神

山（2015）が述べるグリムの法則およびヴェルネルの法則には，共通点と

相違点が見られる。整理すると以下のようになる6。

（16） Grimmʼs Law Vernerʼs Law
安藤 p, t, k > f, 􀎸, h p, t, k > b, ð, g

M & R p, t, k > f, þ, h p, t, k > b, d, g
Verner p, t, k > f, þ, h p, t, k > f, þ, h > ?
神山 p, t, k > ɸ (>f), 􀎸, x (>h) p, t, k > ɸ, 􀎸, x > 􀎲, ð, ɣ

4 ゲルマン語史では，x をχと表記されることが多いが，IPA に準拠すれば，
前者の表記が適切である。神山（2015：163）参照。

5 この問題については，上野（2014）参照。
6 Verner は“then became voiced medially in voiced environments”（語中で有

声音の間に位置する場合には有声音となった）と述べるだけにとどまって
いるため，（16）では，⽛？⽜としてある。
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(16)からも分かるように，四者間の記述に微妙な違いが存在する。第一

に，グリムの法則における þ は国際音声記号（International Phonetic

Alphabet：IPA）の 􀎸 に相当するとすれば7，それは単なる表記上の相違で

あり，特に問題はない。

第二に，神山が ɸ（>f），x（>h）と表記している箇所は他の三者とは異

なっている。しかし，三者とも表面的には f と表記しているが，Ringe

（2006：94）が(17)で指摘するように，この f は無声唇歯摩擦音（voiceless

labiodental fricative）ではなく，無声両唇閉鎖音（voiceless bilabial stop）

の ɸ である可能性がある8。

（17）The labial fricative tended to become labiodental, but that too must

be a post-PGmc development, at least in part: it is fairly likely

that Gothic f was still bilabial ( . . . ), and in ON this fricative

remained bilabial when immediately followed by t ( . . . ). The

traditional spellings for the PGmc outcomes of this part of Grimmʼs

Law are *f, *þ, *h, *hw, and I will continue to use them throughout

this book; but the reader should remember that they are not intended

to be representatives of the actual phonetics of the PGmc phonemes.

(Emphases added)

実際，ブランショ（1999）は，グリムの法則を(18)のような形で提示し

ている9。

7 脚注⚓を参照。
8 国際音声記号では，閉鎖音（stop）ではなく破裂音（plosive）という用語が

使用されているが，本稿では閉鎖音として提示する。
9 誤植と思われる箇所があるため，表中の xw を xw に改変した。
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（18） インドヨーロッパ祖語 ＞ ゲルマン祖語
*[p t k kw] *[ɸ 􀎸 x xw]
*[b d g gw] *[p t k kw]
*[bh dh gh ghw] *[􀎲 > b; ð > d; ɣ > g; ɣw > gw]

また，小野・中尾（1991：93）（関連部分のみ）は，ゲルマン祖語の子音

組織として(19)を提示し，f を唇音として p や b 等と同列に扱っている。

このことからも，f はいわゆる無声唇歯摩擦音ではなく，むしろ無声両唇

摩擦音であった可能性が高いと思われる。

（19） 唇音 歯茎 口蓋音 軟口蓋音 唇軟口蓋音

閉鎖音 無 p t k kw

有 b [b, 􀎲] d [d, ð] g [g, ɣ]

摩擦音 無 f 􀎸, s x [x, h] xw

有 z, ġ ɣ ɣw

以上のことから，グリムの法則において，最初の段階で無声両唇閉鎖音

p は無声両唇摩擦音 ɸ に変化（摩擦音化）した後，さらに無声唇歯摩擦音 f

へと変化（唇歯音化）したと考えられる。同様に，無声軟口蓋閉鎖音

（voiceless velar stop）k は，まず無声軟口蓋摩擦音（voiceless velar frica-

tive）x に変化（摩擦音化）し，その後，無声声門摩擦音（voiceless glottal

fricative）h へと変化（声門音化）したと考えられる。定式化すると（20）

となる。したがって，グリムの法則は，摩擦音化までの変化を指し，その

後の唇歯音化と声門音化は含まれないと思われる。

（20）p, t, k > ɸ, 􀎸, x > f, 􀎸, h

他方，ヴェルネルの法則に関しても，先の四者間で記述の違いが見られ

るが，神山による(13)の注記を参考にすると，グリムの場合と同様に二段

階的に，無声摩擦音 ɸ，􀎸，x が有声化した後，有声閉鎖音へと変化（閉鎖

音化）したと思われる。(16)では，ヴェルネルの法則も p，t，k が出発点と
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なっているが，その場合はグリムの法則と重複することになるため，本稿

ではその部分を除外した(21)の変化を想定しているが，もしそうだとすれ

ば，ヴェルネルの法則は ɸ，􀎸，x > 􀎲，ð，ɣ の部分ということになる10。

（21）ɸ, 􀎸, x > 􀎲, ð, ɣ > b, d, g

以上をまとめると，(22)，(23)のようになる。ɸ > f，x > h，および 􀎲，ð，

ɣ > b，d，g はグリムの法則やヴェルネルの法則が適用した後の⽛その後の

変化⽜である。このことを国際音声記号上で確認すると，(24)のような一

連の変化であったと推定できる11。

（22） グリムの法則 その後の変化

ῦ⾈⾈ῧ⾈⾈Ῠῦ⾈⾈ῧ⾈⾈Ῠ

無声閉鎖音 無声摩擦音

p → ɸ → f

t → 􀎸

k → x → h

10 上野（2014）は，ヴェルネルの法則を p，t，k > 􀎲，ð，ɣ と考える可能性に
ついて検討している。

11 （24）の中の z > r の変化は r 音化（rhotacism）である。本稿では省略して
いるが，s がヴェルネルの法則によって有声音の z に変化した後の変化であ
る。また，t は，現代英語では通常，歯茎音（alveolar）となるが，ゲルマン
祖語では歯音（dental）であったと考えられている（Ringe 2006: 214）。もし
それが正しければ，国際音声記号上で，無声歯閉鎖音（voiceless dental stop）
の t が無声歯摩擦音（voiceless dental fricative）の 􀎸 に変化することになる
ため，p や k と同様，垂直の縦の下向き矢印として表示されることになると
思われる。
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（23） ヴェルネルの法則 その後の変化

ῦ⾈⾈ῧ⾈⾈Ῠῦ⾈⾈ῧ⾈⾈Ῠ

無声摩擦音 有声摩擦音 有声閉鎖音

ɸ → 􀎲 → b

􀎸 → ð → d

x → ɣ → ɡ

（24）

⚒．先 行 研 究

本節では，前節で概観したヴェルネルの法則を一般化したイェスペルセ

ンの法則について考察する。

2.1．安藤（2002）

まず手始めに，安藤（2002：33 より転載）の説明(25)を見てみよう。

（25）
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ここにはいくつか誤りがあると思われる。第一に，exhibition のアクセ

ント表記が正しくない（正しくは，èxhibítion であり，e には第二アクセン

トがある）。第二に⽛(v) kʃ → gʒ⽜の例として，それとは異質の Greenwich，

spinach が挙げられていて，しかもその発音記号が正しくない（正しくは，

[dʒ]）12。

2.2．Jespersen（1909）

前節で見た安藤（2002）の説明は，Jespersen（1909：200-205）の議論に

基づいていると思われるが，前節で指摘したような誤りを含んでしまって

いる。

Jespersen（1909）では，以下の⚕種類の音変化を考察している。すなわ

ち，(i)/f/ > [v]，(ii)/􀎸/ > [ð]，(iii)/s/ > [z]，(iv)/ks/ > [ɡz]，(v)/tʃ/

> [dʒ]の⚕つである。以下では，⚕種類の音変化を Jespersen（1909）に

従って概観する。/f，􀎸，s/は無声摩擦音（voiceless fricative），/tʃ/は無声

破擦音（voiceless affricate）であり，Jespersen によれば/ks/ > [ɡz]は/s/

> [z]の特別な場合（special case）である。

2.2.1 (i)/f/ > [v]

Jespersen（1909：200-201）は，以下のように述べている。

（26）The F ending -if was in ME -if, but is in Mod -ive: active, captive, etc.

Caxton still has pensyf, etc. The sound-change was here aided by the

F fem. in -ive and by the Latin form, but these could not prevail after a

strong vowel: brief.13

12 指摘した誤りは単なる誤植であると思われるが，入門書であることを考え
ると，初学者には混乱の原因にもなるので改訂が望まれる。

13 宇賀冶（2000：14）によれば，strong vowel は⽛母音にアクセントがある強
形⽜ということになる。また，大名（2014：38）は，弱母音を⽛強勢のない
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中英語（Middle English：ME）で語尾に-if を持つ語は，現代においては

-ive と有声音に変化している。それは，áctif のように f の直前の母音 i に

はアクセントがないためである。アクセントは，その前の a にある。した

がって，イェスペルセンの法則が適用された結果，語末の f は有声化し，

それが active という綴りに反映されたと思われる。寺澤（1997：13）を参

考にすると，active の綴りの変化は以下の通りとなる14。

（27）L activus > (O)F actif, -ive > ME actif, -ive > ModE active

対照的に，中英語期の前置詞 of は⽛母音にアクセントがある強形⽜の場

合は[of]と発音されたが，アクセントがない弱形では[ov]に変化した15。

したがって，(28)の of と off はそれぞれ弱形と強形を反映した綴りになっ

ている16。off で表されている語は本来であれば前置詞 of となるところで

あるが，この場合前置詞 of にアクセントが置かれる，すなわち語末の f の

直前にある母音 o にアクセントがある。したがって，イェスペルセンの法

則は適用せず，f は無声音で発音された。それが無声音で発音される副詞

の off と同じ綴りとして具現化されたのである。

（28）“Which of my ships art thou master off? ”“Of the Speranza.”

（⽛お前は俺のどの船の船長だ？⽜⽛スペランツァ号（の）です⽜）

音節に現れる母音⽜と定義している。
14 以下，特に断りがない限り，語源情報は寺澤（1997）に基づいている。
15 通常の文において，前置詞は機能語（function word）であるため，名詞，形

容詞などの内容語（content word）に比べるとアクセントは弱くなる傾向が
ある。

16 (28)は，1590 年頃に書かれた Christopher Marlowe 著 The Jew of Malta（⽝マ
ルタ島のユダヤ人⽞）からの例文である。
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寺澤（1997：1662）も類似の例(29)を挙げて，⽛文末の of は強勢が置かれ

る結果副詞の off と同音になる⽜と述べている。

（29）What are you afraid óf?

2.2.2 (ii)/�/ > [ð]

Jespersen（1909：201）は，前置詞 with に関して以下のように述べてい

る。

（30）. . . with, where [ð] was first developed when weakly stressed in the

sentence, and in within, without, withal. Later it was extended to all

positions, though [þ] is found even now in many peopleʼs pronuncia-

tion of wherewith, forthwith; . . . .

with は of と同様に，末尾の th は本来無声音の[􀎸]だったが，前置詞であ

るため通常は文中において弱母音を持つ。そのためイェスペルセンの法則

が適用され，有声音[ð]で発音されるようになった。その後，どの位置に

あっても常に[wið]と発音されるようになったが，wherewith，forthwith

では，無声音も聞かれるという。これらの語の発音記号は以下の通りであ

る17。

（31）wherewíth [-wí􀎸, -wíð] (Collins)

whérewìth [-wið, -wi􀎸] (Merriam-Webster)

fòrthwíth [-wið, -wi􀎸|-wi􀎸, -wið] (Longman)

17 本稿で特に断りなく提示する発音記号は，基本的には⽝CD-ROM 版ランダ
ムハウス英語辞典⽞（小学館）に準拠しているが，wherewith，forthwith に
ついては発音記号の記載がなかったため，他の辞典を援用している。また，
その際 IPA に変更して提示する。
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辞典によってアクセントの位置が異なる場合もあるが，th の発音には無

声音と有声音のどちらもありうるようである。(32)に挙げた within 等に

ついて，通常は有声音の発音[wiðín]をもつとされることが多いが，辞書を

見る限りは，無声音と有声音のどちらも可能である。(32)では，米音

（American English pronunciation）にのみ無声音を含む[wi􀎸-]が見られる

が，その場合は綴り字発音（spelling pronunciation）がイェスペルセンの法

則に優先したと見ることもできる。

（32）within [wiðín, wi􀎸-|wið-]

without [wiðáut, wi􀎸-|wið-]

withal [wiðⓐːl, wi􀎸-|wið-]

また，the，they，this などで語頭の th が有声音になるのは，母音に挟ま

る位置に頻繁に生起するためであるとしている。要するに，この有声化の

要因はイェスペルセンの法則ではない，ということになる。

（33）The voiceless initial consonant in the pronominal words the, they,

them, their, thou, thee, thy, thine, that, those, this, these, then, than,

there, thither, thence, thus, had probably begun to become [ð] before

the voicing of consonants in other words on account of the frequent

position between vowels.18 (Emphasis added)

ここでは母音間に限定されているが，母音は有声音であるから，有声音

間と言い換えてもいいかもしれない。これは(34)で言及されるように古英

語期から見られる現象である。

18 Jespersen は例示している語を pronominal words（代名詞的な語）と述べて
いるが，指示代名詞を除けば，定冠詞や副詞なども含まれている。
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（34）When the sounds [f], [s], [􀎸] occurred between two voiced sounds

(and in some dialects at the beginning of a word also), they were

voiced, and pronounced [v], [z], [ð]. (Freeborn 1998: 14)

他方，橋本（2005：101）は，それらの多くが⽛⚑音節語であり，直前に

は音節も母音もない⽜ことに言及して，以下のように述べている。橋本は

この有声化をイェスペルセンの法則と結びつけているようである。

（35）これらについては，at，in などの前置詞が at the (man)，in this のよ

うにこれらの語の前に置かれると，前置詞が無強勢音節の働きをし

て直後の〈th〉（/􀎸/）を有声音/ð/にしたと考えられる。

ただし，in this については，Jespersen が述べたように，th がその前後を

有声音（n と i）に挟まれているため有声音で発音される，と考えることも

可能である。

2.2.3 (iii)/s/ > [z]

Jespersen（1909：202-203）は，desígn (F dessiner)，dessért，resém-

ble，resént，posséss，absólve，obsérve の語を例示して，英語に借用され

る前のフランス語ではすべて無声音の[s]を持っていたと述べている。こ

れらの語では，s の直前にはアクセントがないため，借用された後の英語

では[z]の発音になった。他方，absólve の名詞形 àbsolútion では[s]とな

ることについて，次のように述べている。

（36）The voiceless [s] is preserved in absolution, because /bs/ followed

after a half-strong vowel; but in observation and observator [z] is due

to the analogy of observe. (Emphases added)

すなわち，absolution [Ⓨbsəlúːʃən]においては，bs の直前の a に第二ア
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クセントがあるため，イェスペルセンの法則は適用せず無声音にとどまっ

ている。しかし，(37)に示すように，状況は observation，observator でも

同じであるにもかかわらず[z]の発音になるのは，派生前の基体（base）

observe [əbzⓓːrv]の類推によるという19。

（37）àbsolútion [Ⓨbsəlúːʃən]

òbservátion [ὰbzərvéiʃən|ⓑb-]

óbservàtor [άbzərvèitər]20

しかし，この理屈を援用すれば，[z]で発音される absolve の類推で ab-

solution も[z]で発音されることになってしまう。OED で初出を調べる

と，absolve は 1538 年，absolution は 1400 年である。したがって，動詞

absolve は absolution から逆形成（back-formation）によって作られたと考

えられる。これが正しければ，absolution の発音に absolve の類推は働か

なかったことになろう。

続いて，Jespersen は接頭辞 dis-に関して興味深い分析をしている。

（38）The prefix dis- became /diz/ before a stressed syllable: disaster,

disease, dishonour, disown, also dissolve and discern in spite of ss, sc;

but /s/ was kept unchanged after secondary stress: disagree,

disadvantage, disobey, as well as before a voiceless consonant;

displease, distrust, discourage, disfigure, etc. (Emphases added)

19 Jespersen は observator の語を挙げているがアクセントについては言及し
ていない。Online 版 OED では，第二音節に第一アクセントが置かれる ob-
sérvàtor の発音も挙げている。この場合も，[z]であるが，observe の類推
というより，イェスペルセンの法則が適用されたためとも考えられる。

20 observator の発音は，⽝リーダーズ・プラス⽞（研究社）による。
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すなわち，disaster，disease，dishonour，disown，dissolve，discern な

どにおいては，dis-の後の音節にアクセントがあるため，イェスペルセン

の法則が適用されて[diz]となる。

（39）dissolve [dizάlv|-zⓐlv]

discern [disⓓːrn, -zⓓːrn]21

ただし，今日の英語では，dishonour，disown などは，基本的に[s]を持

つ。

（40）dishonor [disάnər|-ⓐn-]

disown [disóun]

したがって，Jespersen の説明は今から 100 年以上前の時代の発音を前

提としていると見るべきだが，(41)に示すように Longman Pronuncia-

tion Dictionary. 3rd edition.は，[z]の発音にも言及している22。

（41）

dissolve，discern については，ss，sc という綴りにもかかわらず（in

spite of ss, sc），[diz]になると述べているが，今日では後者の discern に

[dis]の発音もある。それは，(43)で言及されるように，一般に子音の前で

は[dis]のように無声音の[s]を持つことが多いためと思われる。換言すれ

21 安井（1960：36）は，sc が[z]を示す例として discern を挙げている。[s]は
綴り字発音によると考えられる。cf. science

22 以下，このような図示は同辞典からの転載である。
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ば，直後に子音が来ると，接頭辞 dis-が基体から分離するように感じられ

るため有声音になりにくいのかもしれない。

また，disagree，disadvantage，disobey などでは[dis]となるが，それは

dis-に第二アクセントがあるためであると述べている。dis-にアクセント

がなければ，イェスペルセンの法則が適用されて，[diz]となるはずだが，

第二アクセントの存在がそれを妨げているのである。

（42）disagree [dìsəgríː]

disadvantage [dìsədvǽntidʒ, -vάːn-|-vάːn-]

disobey [dìsəbéi]

（43）Walker 1774 had the regular disable [z], but disability [s]. Now [s] is

always used in disable; disorder, dishonour, dishonest have both [s]

and [z]; [s] even begins to be heard in discern, though not yet

recognized in dictionaries; it is nearly always found before a

consonant: dislike, dismount, disrupt, etc., though [z] may still be

heard in disguise, disgust, disgrace.

(43)では，JohnWalker（1732-1807）の説を取り上げて，disable はその

当時[diz]と発音されていたが，⽛今は[s]がいつも用いられる⽜と述べてい

る。また，disorder，dishonour，dishonest は無声音と有声音のどちらも持

つとしているが，今日では多くの場合無声音になる23。

（44）disorder [disⓐːrdər]

dishonest [disάnist|-ⓐn-]

23 dishonour の場合と同様，Longman Pronunciation Dictionary では，disor-
der や dishonest における[diz]の発音についても言及がある。
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また，dislike，dismount，disrupt を挙げて，何らかの子音が後続する場

合は無声音になる可能性が高いことを指摘している。ただし，disguise，

disgust，disgrace では[diz]となる場合もあるとしている。その有声化は

イェスペルセンの法則によると思われるが，他方では後述するように，

dis-guise，dis-gust，dis-grace のように形態素分析（morphological analy-

sis）することが容易なため，イェスペルセンの法則の適用が妨げられ，結

果として無声音が優勢となるのかもしれない。

（45）

その他に，以下のようにも述べている。

（46）In many words the analogy of other words protected [s]: research, cf.

search; necessity, cf. necessary; assure, asunder24, beside, etc. In others

[s] must be accounted for as “spelling-pronunciation”, especially in

the case of ss (assail) and c (precise); . . . .25 (Emphases added)

reséarch，assúre，asúnder，besíde は，s の前にアクセントがないにも

かかわらず無声音で発音されるが26，それぞれ search，sure，sunder，side

の類推によると述べている。同じように necéssity は nécessary の類推に

よると読めるが，安井（1960：40）が指摘するように，c という綴り自体が

24 asunder < OE on sundrum cf. asleep < OE on slæpe
25 原著では句読点が不明確であったため，search と necessary のあとにセミ

コロンを筆者の責任で挿入してある。
26 résearch という発音もある。
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[s]>[z]という変化を妨げている可能性もあろう。また，assail や precise

における無声音の発音は綴り字発音として説明されると述べているが，後

者の precise については necessity と同様に c という綴り自体が有声化を

妨げているという意味で綴り字発音に帰すことは問題ないが，前者の as-

sail は sail の類推によるという説明も可能であると思われる27。

また，resígn，resóund，resérve などは，直前の母音にアクセントがない

ため，イェスペルセンの法則によって s は[z]の発音を持つが，⽛再び⽜を

意味する接頭辞 re-にアクセントを置くことによって際立たせると，[s]に

なるという。

（47）re-sign [ríˑsáin] （再び署名する）

re-sort [ríˑsⓐːrt]（再び分類する）

この分析を，一般的に[z]を持つとされる disaster，disease，dishonour，

disown，dissolve，discern と，[s]を持つとされる disagree，disadvantage，

disobey に当て嵌めると，語源はともかく，前者は派生語（接頭辞＋基体）

というよりは単一の語（single word）と感じられるのに対して，後者は接

頭辞と基体の境界がより明確である。このような形態素間の境界の濃淡も

発音に影響を与えていると言えるかもしれない。

次に，英語に借用される前のフランス語では[z]と発音されていた語が，

のちに[s]になった場合を見る。

（48）In -san, -son after a weak vowel we find the expected [z] in artisan,

venison . . . ; benison. . . now [benisən], formerly had /z/, . . . .

（49）artisan [άːrtəzən|ὰːtizǽn, -́--`]28

27 安井（1960：40）は，ss や c の綴り字が有声化を抑制していると述べてい
る。
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venison [vénəsn, -zn]29

benison [bénəzn, -sn]30

artisan は，英音（British English pronunciation）では，⚒番目の音節 ti に

はアクセントがないため，Jespersen の言うとおり，[z]を持つ。しかし，

venison は，同じように⚒番目の音節 ni にアクセントはないが，[s]の発音

も持つ31。イェスペルセンの法則が適用すれば[z]になるが，恐らく son の

類推32 もしくは綴り字発音が法則に優先したためと思われる。フランス語

では[z]だったが英語に借用された後に無声化したのである。benison に

ついても同様である。

2.2.4 (iv)/ks/ > [ɡz]

Jespersen によれば，この音変化は(iii)/s/ > [z]の特別な場合であり，

/k/が完全に有声化したか否かについては疑わしいとも述べているが，そ

れは本稿の範囲を超える問題であるためここでは立ち入らないことにす

る。

まず，以下に/ks/が有声化した場合と，無声音のままの場合の語を列挙

する。

28 F artisan [artizɑ̃]
29 F venaison [venəzɔ̃]
30 Jespersen によれば，かつて benizon，benizown と綴られることもあり，[z]

が本来の発音だったと言える。また，⽛今は⽜無声音の[s]を持つと述べてい
るが，現代の辞典では，(49)が示すように有声音の方が一般的である。⽝ウィ
ズダム英和辞典⽞は，有声音の方しか載せていない。しかし，逆に OED は
無声音の発音しか載せていない。

31 Longman Pronunciation Dictionary には，[z]への言及もある。
32 artisan の場合は，san という語が一般的でない（あるいは，あまり馴染みが

ない）ため，類推が働かず，[s]の可能性は排除されたとも言える。
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（50）[ɡz] exhíbit, exért, exértion, exhórt, exécutor, exécutive, exhále,

exámple, exémplify, exáct, exámine, Alexánder

（51）[ks] èxhibítion, éxercise, èxhortátion, éxecute, éxecuter, èxhalátion

(50)では，x(h)の直前にアクセントがないため，イェスペルセンの法則ど

おり有声化し[ɡz]となるのに対して，(51)では直前に第一アクセントもし

くは第二アクセントがあるため有声化していない，と捉えることができる。

したがって，イェスペルセンの法則を妨げる⽛直前のアクセント⽜には，

第二アクセントも含まれる。

なお，Jespersen は exhale を有声音で発音される部類に入れているが，

今日では無声音で発音する方が一般的である。反意語 inhale [inhéil]との

対比で，ex-hale と形態素分析されやすくなるためかもしれない。

（52）exhale [ekshéil|-héil]33

（53）

（50)に分類される Alexander [Ⓨligzǽndər, -zάːn-]の愛称・別称に Alex

[ǽliks]があるが，語末の x は[ks]と無声音で発音される。しかし，直前の

母音 e にアクセントはない（Álex）ため，イェスペルセンの法則が適用さ

れれば有声音になるはずである。そうならないのは，語末に x を持つ語は

一般に無声音で発音されるという綴り字発音によるのかもしれない34。ち

33 F exhaler [ɛɡzale]
[ekshéɪl, ekséɪl, eɡzéɪl]（⽝ジーニアス英和辞典⽞），[ekshéɪl, eɡzéɪl]（⽝ウィズ
ダム英和辞典⽞）という記載も見られる。



― 66 ― ― 67 ―

北海学園大学人文論集 第 78 号(2025 年⚓月) イェスペルセンの法則に関する覚え書き（上野）

なみに，Ethelred [é􀎸əlrèd]は，古英語の Æþelred [-ð-]に由来するが35，有

声音から無声音に発音が変化している。無声化の原因は直前の母音にアク

セントがあるためと考えられる36。

次に，luxury と luxurious について考えてみよう。一般的には前者では

x が無声音で，後者は有声音で発音されるとされるが，以下の図に示され

るように実際にはかなりの揺れが存在する37。英音に見られる⽛無声子音：

有声子音⽜の対立がイェスペルセンの法則が適用した本来の結果であるが，

綴り字発音の影響や，名詞と形容詞の関連性の影響から，このような揺れ

が生じていると考えられよう。

（54）luxury [lⓟkʃəri, lⓟgʒə-|lⓟkʃəri]

luxurious [lʌgʒúəriəs, lʌkʃúər-|lʌgzjúər-]38

（55）

34 box，fax，lux，relax，vex などはすべて[-ks]と発音される。
35 (34)に示したように古英語では，[􀎸]は有声音に挟まれると有声化して[ð]

になる。
36 厳密に言えば，直前の母音に置かれたアクセントが直後の子音の無声化に

寄与する度合いが高まる，ということである。
37 図の出典は，Longman Pronunciation Dictionary である。
38 米音における ɡzj > ɡʒ の変化は相互同化（reciprocal assimilation）による。

luxury における[kʃ]も，相互同化によって ksj > kʃ のように変化した結果
であると思われる。
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（56）

vexation [vekséiʃən]に関して，Jespersen は動詞 vex の類推から，無声

音で発音されると述べている。もしこれが正しければ，relaxation も re-

lax の類推で無声音で発音されることが予測され，実際その通りである。

（57）relaxation [rìːlækséiʃən]39

ただし，exhibition [èksəbíʃən]，exhibit [igzíbit]を考えると，そう単純

な話ではないことが分かる。exhibition の発音が exhibit の類推で決まる

のであれば，前者も有声音を持つはずだが，実際にはそうではない。この

場合はむしろ，仮に動詞の類推で有声音が予測されても，直前に第二アク

セントがあるため，有声化が妨げられていると思われる。あるいは，ex-

hibition の初出が 1432 年，exhibit の初出が 1490 年であることを考えれば，

absolution と absolve の場合と同様，動詞 exhibit の方が exhibition より後

に逆形成されたため，類推は作用しなかったのかもしれない。

39 米国式の発音には[rilⓎks-]のように，[ks]の直前の母音に強勢を置く場合
もある（⽝ジーニアス英和辞典⽞）。その場合は，第二アクセントの存在が有
声化を妨げていると考えることも可能である。
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2.2.5 (v)/tʃ/ > [dʒ]

Jespersen は，knowledge，partridge，cabbage，spinage は，中英語期に

おいて knowleche，partriche，cabach，spinach という綴り字であったこ

とを指摘している。綴り字から当時は[-tʃ]と発音されていたことが推測で

きる。しかし，たとえば，knówleche の場合，アクセントは che の直前の

母音 e にはないため，イェスペルセンの法則によって有声化し，その結果

dge という綴りに反映されたのである。ただし，spinach と spinage はど

ちらも当時は使われていたようであるが，今日では古形の spinach の方が

生き残った40。knowledge 等と同様，本来の発音はイェスペルセンの法則

が適用した[spínidʒ]であるが，恐らく綴り字発音によって[spínitʃ]の方が

今日では優勢になったと思われる。

（58）spinach [spínitʃ|-nidʒ, -nitʃ]

類例に以下のようなものがある。

（59）Greenwich [grínidʒ, -nitʃ, grén-], Harwich, Norwich, Bromwich41

sandwich [sǽndwitʃ, sǽn-|sǽnwidʒ]

ostrich [ⓐːstritʃ, άs-|ⓐs-]

なお，ここでは，ostrich について無声音の発音しか示されていないが，

実際には有声音もあるようである。

40 spinage の綴りを記載している英和辞典もかつては存在していた。岩崎
（1973）⽝現代英和辞典⽞（研究社）参照。

41 Upton and Widdowson（2006：57）参照。
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（60）

⚓．リラクゼーション

本節では，relaxation の発音に関連して，日本語の⽛リラクゼーション⽜

について考えてみたい。英語の relaxation は（57）のように x は無声音で

発音されるが，日本語では通常，⽛ゼー⽜の部分が濁音になる42。⽛リラク

ゼーション⽜をモーラ（拍，mora）に分け，アクセント型で示すと次のよ

うになる。

（61）リ・ラ・ク・ゼ・ー・ショ・ン LHHHLLL

これに⽛外来語のアクセント規則⽜(62)を適用すると，(63)のようにな

る。その結果，⽛語末から数えて⚓つ目の拍を含む音節⽜，すなわち⽛ゼー⽜

にアクセントが置かれることになる。このことが⽛セー⽜という清音では

なく⽛ゼー⽜という濁音になる要因と考えられる。

（62）外来語のアクセント規則

語末から数えて⚓つ目の拍を含む音節に，アクセントを置く。

（松森ほか 2012：132，窪薗 2006：20)

（63）リ・ラ・ク・ゼ・ー・ショ・ン

⚓ ⚒ ⚑

なお，luxury の標準的な発音は無声音の[lⓟkʃəri]であるのに対して，日

42 ⽝新明解国語辞典第⚘版⽞（三省堂）では，リラクゼーションという見出し語
を立て，その説明に⽛リラクセーションとも⽜と書き添えられている。
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本語では⽛ジュ⽜の部分に濁音が現れる。⽛ラグジュアリー⽜については以

下のように考えることが可能であろう。

（64）ラ・グ・ジュ・ア・リ・ー

⚔ ⚓ ⚒ ⚑

(62)によれば⽛語末から数えて⚓つ目の拍を含む音節⽜は⽛ア⽜の部分で

あるからそこにアクセントが置かれるはずである。しかし，この語は軽音

節（ア)＋重音節（リー）で終わる⽛前進型⽜であるため，もう一つ前の音

節⽛ジュ⽜にアクセントが置かれる43。類例に以下のようなものがある。

いずれも前進型の語であるため，語末から数えて⚔つ目の音節（太字部分）

にアクセントが置かれる。

（65）オ・ニ・オ・ン

コ・メ・ディ・ア・ン

カ・ロ・リ・ー

テ・ク・ノ・ロ・ジ・ー

なお，以下の前進型の語においては，語末から数えて⚔つ目の音節にア

クセントが置かれるものの，通常は濁音は現れない。しかし，インターネッ

トで検索するとわずかながらヒットする（2024 年 10 月時点）。規則が適用

された結果，思わず⽛レゼプション⽜などと書いてしまったのかもしれな

い。これは単なる書き間違いではあるが，逆の意味で規則の妥当性を裏づ

けるとも考えられる。

43 ⽛前進型⽜は窪薗（2006：42）の用語。
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（66）レ・セ・プ・ショ・ン ＊レゼプション 109 件ヒット

ヘ・リ・コ・プ・タ・ー ＊ヘリゴプター 10 件ヒット

⚔．ま と め

本稿は，ヴェルネルの法則によって説明される現象と類似した子音変化

を説明するイェスペルセンの法則についての覚え書きである。

第⚑節では，議論の前提となるグリムの法則およびヴェルネルの法則を

取り上げ，特に表記の問題を指摘した。たとえば，f で表される音はゲル

マン祖語では無声両唇摩擦音[ɸ]である可能性が高く，ヴェルネルの法則

によって有声化された音も有声両唇摩擦音[􀎲]と考えるべきである。また，

k に関する一連の変化は，k > x > h，x > ɣ > ɡ と考えるべきである。

第⚒節では，イェスペルセンの法則を提唱した Jespersen（1909）を概観

しながら，関連する語の実際の発音を点検して，イェスペルセンの法則を

妨げると思われる要因についても考察した。

第⚓節は，前節で言及した relaxation がイェスペルセンの法則を受けず

に x が無声音で発音されるのに対して，日本語では濁音が現れる点に着目

し，外来語のアクセント規則が関連する可能性を指摘した。

以上の議論を踏まえて，改めてイェスペルセンの法則の適用を考える際

に，清水（2012）がヴェルネルの法則に関して述べた説明が示唆的である。

（67）清水（2012：64）

⽛無声摩擦音は有声音間で直前の音節にアクセントがないときに限っ

て，有声化した⽜という記述が散見されるが，厳密には正しくない。

ゲルマン語の摩擦音には有声（軟音）と無声（硬音）の対立が希薄で

あり，語中の摩擦音は有声化する傾向があった。

すなわち，有声音に挟まれ，直前の母音にアクセントがない場合44，必ず

有声化したわけではない。あくまでも，それは有声化の環境が整ったに過
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ぎない。実際には，様々な要因がイェスペルセンの法則の適用を阻む結果

となることも存在する。以下に列挙するものが，Jespersen（1909）の議論

から抽出できる有声化の阻害要因である。しかし，これらは絶対的なもの

ではなく，実際には，その影響を受けるか受けないかは語によっても異な

り得る。たとえば，②の類推ひとつをとっても，別の要因（逆形成など）

が作用して，類推が働かない場合があることなども指摘した。

（68）有声化を阻害する主な要因

① 直前の音節にアクセントがある（第二アクセントも含む）

② 関連する語からの類推

③ 接辞と基体の間に明確な境界があると感じられる

④ 直後に無声子音がある

⑤ 借用時期が 15 世紀頃から 16 世紀頃に該当しない

⑥ 日常会話であまり馴染みがない45

⑦ 綴り字発音が優先する

参考文献
荒木一雄・宇賀冶正朋（1984）⽝英語史Ⅲ A⽞（英語学大系 10）東京：大修館書

店．
荒木一雄・安井 稔（1992）⽝現代英文法辞典⽞東京：三省堂．
安藤貞雄（1985）⽝続・英語教師の文法研究⽞（英語教師叢書）東京：大修館書

店．
安藤貞雄（2002）⽝英語史入門─現代英文法のルーツを探る─⽞東京：開拓社．

44 このままでは，厳密に言えば語末は含まれなくなるが，少なくともイェスペ
ルセンの法則に関しては，spinach などにおける語末の音も法則の適用対象
である。

45 荒木・宇賀冶（1984：163）は，⽛ただし日常余り用いられない学術語では，
強勢の前でも[ks]にとって代わられている⽜とし，proximity，doxology，
luxation 等を挙げている。
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近代ユダヤ哲学におけるヘルマン・コーエン1

―⽝理性の宗教⽞を読む―

佐 藤 貴 史

はじめに―忘れられたユダヤ人哲学者

⚑．（近代）ユダヤ哲学の暫定的定義

―コーエンの思想を分析するための枠組みとして

(1)⽛哲学以前の経験⽜としてのユダヤ教

(2) 近代ユダヤ哲学における四つの諸前提

(3) メシアニズムの 20 世紀

⚒．コーエンの⽛相関関係⽜―唯一なる神と人間

⚓．コーエンのメシアニズム

(1) 神との和解と人間の悔い改め

(2) メシア的将来と人類

おわりに―メシア的時代に向けて

はじめに―忘れられたユダヤ人哲学者

⽛今日，ヘルマン・コーエンの人となりおよびその作品は濃い霧に包まれ

1 本論文は，土井道子記念京都哲学基金シンポジウム⽛〈救い〉の現在⽜（京都
ガーデンパレス，2024 年⚙月⚑日，⚙月⚒日）での発表原稿に若干の加筆修
正を施したものである（もともとのタイトルは⽛20 世紀ユダヤ哲学とメシ
アニズム⽜であった）。伝統あるシンポジウムにご招待くださった杉村靖彦
氏，司会を務めてくださった佐藤啓介氏，また多くの有益な質問をくださっ
た参加者に心から感謝申し上げる。
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ているように見える⽜2 ―邦訳で全⚓巻にもわたるピエール・ブーレッツ

の 20 世紀ユダヤ思想史は，ヘルマン・コーエン（Hermann Cohen, 1842-

1918）の考察を，このような戸惑いの言葉からはじめている。ブーレッツ

の著作は，いきなり⽛濃い霧⽜のなかから出発しなければならなかったの

である。たしかにコーエンの息子世代にあたるユダヤ人思想家たちにとっ

ては，コーエンの⽛同化の形而上学⽜3，すなわち彼が語るあまりに理想的

なユダヤとドイツの共生に付き合うことなど政治的に無理な相談であっ

た。また，哲学界一般においても実存主義や現象学などの登場によって，

コーエンが率いる新カント派を読むための積極的理由は消失してしまった

かのように思われた。政治的にも哲学的にも〈なぜコーエン〉といわざる

をえない状況が久しくあったのではないだろうか。

2018 年はコーエン没後 100 年であった。その年，京都ユダヤ思想学会は

⽛ヘルマン・コーエンにおけるユダヤ教―倫理・政治・科学⽜と題して学

術大会シンポジウムを開催した。そこで当時の会長であった合田正人は没

後 100 年であるにもかかわらず，コーエンを語る声が聞こえてこないこと

を指摘した4。

日本では戦前の一時期，コーエンならびに関連著作は集中的に翻訳され，

言及されてきた。そのなかには田辺元に向けて謝辞を残している訳者もお

り5，おそらく日本語で読める，現時点での唯一のコーエン研究書の著者で

ある佐藤省三は，序において⽛恩師田邊元先生⽜6 の指導に対して深い感謝

の言葉を書き記している。しかし同時に合田によれば，⽛コーエンの紹介

2 ピエール・ブーレッツ⽝20 世紀ユダヤ思想家―来るべきものの証人たち
Ⅰ⽞（合田正人・柿並良佑・渡名喜庸哲・藤岡俊博・三浦直希［訳］，みすず
書房，2011 年），21 頁。

3 同上訳書。
4 合田正人⽛ヘルマン・コーエンにおけるユダヤ教―倫理・政治・科学⽜（⽝京

都ユダヤ思想⽞第 10 号，京都ユダヤ思想学会），67 頁。
5 同上論文。
6 佐藤省三⽝コーヘン⽞（弘文堂書房，1940 年），⚓頁。
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を後押しした田辺はフッサール，ハイデガーの紹介者としてコーエンの

フェイドアウトを促進した人物⽜7 であった。実際の影響力はわからない

が，日本においてもコーエンの思想は急速にその魅力を失い，⽛濃い霧⽜の

なかに消えていったのは事実であろう。

しかし，⽛濃い霧⽜がいつまでも漂っているとは限らないはずである。日

本ではコーエン研究が活発になってきたとはまだ到底いえないが，英独仏

語圏では注目すべき研究が現れはじめている8。英語によるコーエン研究

は継続的に出版されており，そのなかでもフレデリック・バイザーによる

コーエンの知的伝記はここ最近のコーエン研究における一つの到達点であ

る9。

本論文のタイトルは⽛近代ユダヤ哲学におけるヘルマン・コーエン―

⽝理性の宗教⽞を読む⽜である。それに基づいて，本論文は大きく見て二つ

の部分から構成されている。前半では，まずユダヤ哲学の成立に関する問

いについて整理したのち，それを近代というコンテキストに配置すること

で近代ユダヤ哲学を取り巻く状況について解説する。そののち，なぜ 20

世紀ユダヤ哲学においてメシアニズムの思想が重大な主題として浮上して

くるのかという点について言及することで，コーエンの思想を分析するた

めの枠組みを明らかにしたい。後半では，コーエンの遺作⽝ユダヤ教の源

泉からの理性の宗教⽞のなかから⽛神と人間の相関関係⽜と⽛メシアニズ

ム⽜の論述に焦点を絞って，シンポジウムのテーマである⽛救いの現在⽜

について考えてみることにしよう。

7 合田⽛ヘルマン・コーエンにおけるユダヤ教⽜，68 頁。
8 渡名喜庸哲は，コーエン研究は⽛おそらくフランスが現在世界でもっとも蓄

積があるのではないかと思います⽜と書いている。渡名喜庸哲⽝現代フラン
ス哲学⽞（筑摩書房〔ちくま新書〕，2023 年），128 頁。

9 Frederick C. Beiser, Hermann Cohen. An Intellectual Biography (Oxford:
Oxford University Press, 2018).
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⚑．（近代）ユダヤ哲学の暫定的定義
―コーエンの思想を分析するための枠組みとして

(1)⽛哲学以前の経験⽜としてのユダヤ教

ユダヤ哲学について何事かを書こうと思えば，明示的であろうと暗示的

であろうと，そこには《ユダヤ哲学とは何か》，《いかにしてユダヤ哲学は

成立したのか》，《そもそもユダヤ哲学は存在するのか》といういくつもの

問いが伏在していることに注意を払わなければならない。そのさい，ユリ

ウス・グットマン（Julius Guttmann, 1880-1950）の名著⽝ユダヤ教の哲学⽞

（1933 年）は，ユダヤ哲学の定義とその成立状況をめぐる議論の出発点と

してほとんど必ずといってよいほど言及されるテキストである。ここでも

引用してみよう。

ユダヤ民族は，その固有の力に基づいて哲学的思考へと手をのばして

いったのではない。それは外部から哲学を受容したのであり，ユダヤ

哲学の歴史（die Geschichte der jüdischen Philosophie）は異邦の思想

を受容する歴史である。そのさい，異邦の思想は〔ユダヤ教〕固有の

新しい視点のもとで明らかに手を加えられたのである10。

ユダヤ教が哲学と出会ったとき，正確にいえば哲学を受け入れたとき，

そこでユダヤ哲学がはじまったのであり，ユダヤ哲学とは異邦の思想を受

け入れていくなかで，みずからの正当性を主張していくプロセスから成立

してきた学的営為である。

10 Julius Guttmann, Die Philosophie des Judentums (München: Verlag Ernst
Reinhardt, 1933), 9. 本書の日本語訳はユリウス・グットマン⽝ユダヤ哲学
―聖書時代からフランツ・ローゼンツヴァイクに至る⽞（合田正人［訳］，
みすず書房，2000 年）であるが，これは注 14 であげた英訳に基づいた翻訳
である。
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グットマンは，ユダヤ教と哲学の出会いを三つの時期，すなわちヘレニ

ズム時代，中世，そして近代に見ている。各時代にはそれぞれの時代的特

徴を踏まえた出会い方があったわけだが，彼によれば⽛古代以来，ユダヤ

哲学は，その本質にしたがってユダヤ教の〔をめぐる〕哲学（Philosophie

des Judentums）だった⽜11。⽛その本質にしたがって⽜とあるが，ユダヤ哲

学は⽛宗教的方向性⽜12 をその固有の特徴としており，かくしてグットマン

はユダヤ哲学を次のように定義しなおす。

それ〔ユダヤ哲学〕は特別な意味において，すなわち一神教的啓示宗

教の固有性によって示されているという特別な意味において宗教哲学

（Religionsphilosophie）である。その一神教的啓示宗教といえば，精神

的内実の深遠さによって，またみずから真理たらんとする決然とした

要求によって一つの固有の力として哲学に対峙しうるのである13。

ユダヤ哲学に特別な意味を与えている⽛一神教的啓示宗教の固有性⽜は，

グットマンのユダ哲学の理解においては宗教の固有性の問題にいい換える

ことができる。⽝ユダヤ教の哲学⽞の英訳に序文を寄せた R. J. ツヴィ・ヴェ

アブロウスキーによれば，このタイトルには⽛ひとつのプログラム⽜が含

まれており，その⽛基本的な方向性⽜は⽛ちょうど法哲学者が法について

哲学し，芸術哲学者が芸術について哲学するのと同じように，宗教哲学者

は宗教について哲学するのである。このようなあらゆる哲学することが含

意した前提は芸術，法，宗教のような現実性の諸領域が存在し，それにつ

いて哲学できるということである⽜14。

11 Ibid., 10.
12 Ibid.
13 Ibid.
14 R. J. Zwi Werblowsky “Introduction” in Julius Guttmann, Philosophies of

Judaism. The History of Jewish Philosophy from Biblical Times to Franz
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当時の思想史的コンテキストに即していえば，リベラルな文化理解の典

型として解釈可能であり，また今日であれば本質主義的宗教概念論とみな

され，この立場を受け入れることには大きな抵抗があるかもしれない15。

しかし，文化の諸領域を複数に分割し，その現実的独立性を前提とするこ

とはもはや困難であっても，ユダヤ人にとって―少なくともヘルマン・

コーエンにとって―ユダヤ教が確固たる⽛現実性⽜として目の前にある

という事実，すなわちユダヤ教を信じているというよりも，ユ
ㅡ

ダ
ㅡ

ヤ
ㅡ

教
ㅡ

を
ㅡ

生
ㅡ

き
ㅡ

て
ㅡ

い
ㅡ

る
ㅡ

と
ㅡ

い
ㅡ

う
ㅡ

現
ㅡ

実
ㅡ

は，ユダヤ哲学の成立を考えるうえで示唆的な側面も

もっているのではないだろうか16。

Rosenzweig, translated by David W. Silverman (New York: Holt, Rinehart
andWinston, 1964), viii.（R. J. ツヴィ・ヴェアブロウスキー⽛〔ユリウス・グッ
トマン⽝ユダヤ教の哲学⽞（英語版）への〕序文（訳者解題と翻訳）⽜佐藤貴
史［訳］，⽝北海学園大学人文論集⽞第 77 号，2024 年，49-50 頁）。

15 カッシーラーの指摘も参照せよ。⽛だが 18 世紀思想においては考察の重心
が変化する。自然科学や歴史学，法，国家，芸術などの個々の認識領域が，
次第に従来までの形而上学や神学の支配ないし保護から離脱し始める。こ
れらの個々の学問はもはや自分の正当化の根拠を神の概念に期待するので
はなく，むしろ個々の学問それ自体がそれぞれ特殊な形式に応じて神の概
念を構成し，それを最終的に規定する。一方における神の概念と他方にお
ける真理，道徳，法などの概念の関

ㅡ

係
ㅡ

づ
ㅡ

け
ㅡ

が放棄されたわけではないが，そ
の方

ㅡ

向
ㅡ

は一変した。いわば指標が交代した。つまり以前は他を根
ㅡ

拠
ㅡ

づ
ㅡ

け
ㅡ

て
ㅡ

い
ㅡ

た
ㅡ

も
ㅡ

の
ㅡ

が今や根
ㅡ

拠
ㅡ

づ
ㅡ

け
ㅡ

ら
ㅡ

れ
ㅡ

る
ㅡ

ものの位置へ，これまで主に他を正
ㅡ

当
ㅡ

化
ㅡ

し
ㅡ

て
ㅡ

き
ㅡ

た
ㅡ

も
ㅡ

の
ㅡ

が今や正
ㅡ

当
ㅡ

づ
ㅡ

け
ㅡ

ら
ㅡ

れ
ㅡ

る
ㅡ

も
ㅡ

の
ㅡ

の位置へと追いやられた⽜。エルンス
ト・カッシーラー⽝啓蒙主義の哲学（上）⽞（中野好之［訳］，筑摩書房〔ち
くま学芸文庫〕，2003 年），258-259 頁。

16 19 世紀のユダヤ学者イマヌエル・ヴォルフ（Immanuel Wolf, 1799-1847）は
Judenthum（Judentum）を次のように定義している。⽛ユ

ㅡ

ダ
ㅡ

ヤ
ㅡ

学
ㅡ

について語
ろうとするならば，次のことが自明である。すなわち，ここでの
Judenthum という語は，宗教，哲学，歴史，法制度，文学一般，市民生活お
よびあらゆる人間的事柄に関連しており，ユダヤ人の状況，特質，彼らが成
し遂げたものすべてを示す総体概念として，そのもっとも包括的な意味で
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エマニュエル・レヴィナス（Emmanuel Lévinas, 1906-1995）はフィリッ

プ・ネモとの対話のなかで，⽝聖書⽞と哲学の関係―正確にいえば⽛調和⽜17

―について問われている。レヴィナスは，自分はこの二つの伝統を調和

させようとしたことはないと断りながら，次のように答えている。

もし両者がたまたま調和しているとすれば，それはおそらく，あらゆ

る哲学的な思考が哲学以前の経験をその根拠とするからであって，ま

た，私においては，⽝聖書⽞を読むことがこのような根本的な経験の一

部だったからでしょう18。

哲学をはじめるためには⽛哲学以前の経験⽜がなければならず，レヴィ

ナスが哲学をするためには⽝聖書⽞の読解がその前提を形成していたので

ある。なぜなら，彼にとって⽝聖書⽞とは⽛人間の生が意味をもつために

言い表わされな
ㅡ

け
ㅡ

れ
ㅡ

ば
ㅡ

な
ㅡ

ら
ㅡ

な
ㅡ

か
ㅡ

っ
ㅡ

た
ㅡ

こと⽜が述べられている⽛〈書物のなか

の書物〉⽜だったからである19。

このようなレヴィナスの主張を踏まえれば，先に言及したグットマンの

テキストも違って見えてくるのではないか。グットマンによれば，ユダヤ

人はみずからの内発的衝動に基づいて哲学を開始したわけではなく，異邦

の思想を絶えず受容するなかでユダヤ哲学をはじめたのであった。すなわ

用いられているのであり―ユダヤ人の宗教だけを意味するような，より
限定された意味において用いられているのではない⽜。Immanuel Wolf,
“Ueber den Begriff einer Wissenschaft des Judenthums，” Zeitschrift für die
Wissenschaft des Judenthums (1822/1823), 1.（イマヌエル・ヴォルフ⽛ユダヤ
学の概念について（訳者解題と抄訳）⽜佐藤貴史［訳］，⽝北海学園大学人文
論集⽞第 70 号，2021 年，135 頁）。

17 エマニュエル・レヴィナス⽝倫理と無限―フィリップ・ネモとの対話⽞（筑
摩書房〔ちくま学芸文庫〕，2010 年），18 頁。

18 同上訳書，20 頁。
19 同上訳書，18 頁。
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ち，彼らがユ
ㅡ

ダ
ㅡ

ヤ
ㅡ

哲学をはじめるためには歴史的にも原理的にも⽛哲学以

前の経験⽜が必要だったのであり，それは彼らにとっては⽛みずから真理

たらんとする決然とした要求⽜をもった現実性としてのユダヤ教であり，

より限定していえば⽝聖書⽞などのユダヤ教文献だったはずである。これ

との関連で，二人の思想家の引用をつけ加えておきたい。一人はユダヤ人

政治哲学者レオ・シュトラウス（Leo Strauss, 1899-1973）である。彼は⽝聖

書⽞の伝統において人ははじまりを支配することはできないことを指摘し，

次のように書いている。⽛書きはじめる前に，人はす
ㅡ

で
ㅡ

に
ㅡ

文書，つまり聖な

る文書と向かい合っている⽜20。もう一人はドイツ観念論ならびにユダヤ

思想研究者ジェラール・ベンスーサンである。彼によれば⽛ユダヤ哲学は，

⽛宗教⽜の，すなわち律法の贈与に他ならない⽛啓示⽜の事実的な先行性を

前提にしている⽜21。ユダヤ哲学にとって⽝聖書⽞や啓示は根源的先行性を

意味しており，ユダヤ教は所与，すなわちユダヤ人哲学者が哲学をはじめ

る以前にそこにある何かである。

一度まとめてみよう。もちろんつねに暫定的である他ないが，ユダヤ哲

学とはユダヤ人哲学者にとって⽛哲学以前の経験⽜を形成している所与た

るユダヤ教の学的省察であると同時に，ユダヤ人であることの自覚化であ

ると考えることにしよう22。そして，このようなユダヤ哲学が形成される

20 Leo Strauss, “On the Interpretation of Genesis” in Jewish Philosophy and the
Crisis of Modernity: Essays and Lectures in Modern Jewish Thought, by Leo
Strauss, edited with an Introduction by Kenneth Hart Green (Albany: State
University of New York Press, 1997), 374. 傍点引用者。

21 ジェラール・ベンスーサン⽛宗教，思索，哲学─その境界を揺さぶるユダヤ
教─⽜（影浦亮平［訳］，⽝ナマール⽞（27），日本・ユダヤ文化研究会，2022
年），10 頁。

22 ここには一つ注意すべき点が残されている。古代や中世のユダヤ人哲学者
は，自分たちが⽛ユダヤ哲学⽜を行っているという自覚をもっていたかとい
う問題である。ダニエル・J・フランクによれば，⽛ユダヤ哲学は，学問的に
尊敬される足場を得ることに専心した学者たちによって 19 世紀に発明され
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プロセスをユダヤ哲学の歴史とみなすならば，先にグットマンも述べたよ

うに，異邦の思想たる哲学もまたユダヤ教固有の新しい視点のもとで変容

を被り続けるのであり，同時にそこでは所与たるユダヤ教もまた無傷では

いられないはずである23。

(2) 近代ユダヤ哲学における四つの諸前提

ユダヤ教は時代に応じて哲学とのさまざまな出会い方を経験しながら，

その時代と対峙すると同時にそこに巻き込まれていった。いうまでもな

く，本論文と直接的に関わる近代のユダヤ哲学は，古代や中世のユダヤ哲

学とは大きく異なる時代経験をしたはずである。ここではクリストフ・

シュルテの研究を参考にしながら，近代ユダヤ哲学における四つの諸前提

を確認したうえで，最後に 20 世紀固有の思想状況とメシアニズムの関係

について触れ，コーエンの思想分析へと入っていくことにしよう。

第一の前提は，⽛伝統的なユダヤ教の宗教哲学から基礎を取り去り，近代

によるその基礎の引継ぎを困難にする形而上学批判⽜24 である。シュルテ

た，学問上の一学科である⽜。18 世紀から 19 世紀にかけて起こった同化や
ユダヤ人解放のなかで，⽛ユダヤ哲学は……まさにユダヤ文化のアイデン
ティティや存在を脅かした状況に対するユダヤ人学者の学問的応答として
現れたのである⽜。Daniel H. Frank, “What is Jewish Philosophy?” in History
of Jewish Philosophy, edited by Daniel H. Frank and Oliver Leaman (London:
Routledge, 2003), 5, 6.

23 このような複雑な事態が生じているなかで，ユダヤ哲学の同一性を維持す
ることはまったく不可能であり，かくして最初の問いである《ユダヤ哲学と
は何か》へとふたたび送り返されるのである。ベンスーサンは⽛ユダヤ哲学
は，その境界の決定不可能性のために，無尽蔵であるしかないのである⽜と
書き，ユダヤ哲学を⽛シナイで与えられた律法の内容を哲学的に発展させる
もの⽜と呼んでいる。ベンスーサン⽛宗教，思索，哲学⽜，11 頁。

24 Christoph Schulte, “Jüdische Philosophie” in Handbuch Jüdische Studien,
herausgegeben von Christina von Braun, Micha Brumlik (Köln: Böhlau
Verlag, 2018), 333.
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はカント哲学を簡単に振り返りながら，シュトラウスの議論を参照する。

ここではシュルテが直接引用しているわけではないが，シュトラウスの著

作⽝哲学と法⽞（1935 年）から比較的わかりやすい一節を紹介したい。

近代哲学は人間をもはやコスモス（Kosmos）の成員として，すなわち

他の自然的存在のなかの（たとえ卓越していたとしても）一つの自然

的存在（ein natürliches Wesen）としては理解しないし，理解すること

もますます少なくなっている。むしろ反対に，近代哲学は自然

（Natur）を人間から，より正確に言えば意識から構成されたものとし

て理解する。まさにこのような理由のために，近代哲学は創
ㅡ

造
ㅡ

者
ㅡ

（Schöpfer）としての神をコスモスからではなく，意識からのみ⽛発見⽜

できる25。

シュトラウスにとって，人間の宗教意識から出発する近代の宗教哲学は

⽛形而上学⽜ではなく⽛認識論⽜を基礎としており，そこに近代における宗

教理解の困難がある。以前は自明であった⽛〔神の〕実在⽜⽛意識から独立

した神の⽛絶対的現実性⽜⽜は，近代のなかで⽛根本的に理解不能⽜となっ

てしまったのである26。

第二の前提は，⽛ユダヤ学（Wissenschaft des Judentums）における聖書

とラビの伝統の歴史化⽜27 である。シュルテによれば，19 世紀になるとユ

ダヤ学はユダヤ教―ここでの⽛ユダヤ教⽜はユダヤ的宗教とユダヤ民族

の両方を含む意味である―を⽛より広範な歴史研究の対象⽜とし，⽛ユダ

25 Leo Strauss, Philosophie und Gesetz. Beiträge zum Verständnis Maimunis
und seiner Vorläufer. Gesammelte Schriften, Band 2, Philosophie und
Gesetz-Frühe Schriften, unter Mitwirkung von Wiebke Meier, herausgege-
ben von Heinrich Meier (Stuttgart: Verlag J. B. Metzler, 1997), 35.

26 Ibid., 35-36.
27 Schulte, “Jüdische Philosophie” 333.
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ヤ教の歴史化⽜を促進した28。これによって⽛ユダヤ学は近代ユダヤ哲学

に対してユダヤ教に関する歴史的知を自由に使わせたのである⽜29。19 世

紀ドイツのユダヤ学者イマヌエル・ヴォルフ（Immanuel Wolf, 1799-1847）

の記念碑的論文⽛ユダヤ学の概念について⽜では次のように書かれている。

⚑．Judenthum の
ㅡ

文
ㅡ

献
ㅡ

学
ㅡ

はユダヤ人の文
ㅡ

献
ㅡ

全体の解釈学的・批判的了

解であり，ユダヤ人の特別な世界，ユダヤ人独自の生活様式と思

考様式がその文献に書き留められているとみなされる。……。

⚒．Judenthum の
ㅡ

歴
ㅡ

史
ㅡ

は，ユダヤ教がどのように時代のなかで発展

し，あらゆる方向に向かって形成されたかということに関するユ

ダヤ教の体系的描写である。……。

⚓．Judenthum の
ㅡ

哲
ㅡ

学
ㅡ

。これはその対象に向けて，Judenthum の概
ㅡ

念
ㅡ

をそれ自体においてもっており，Judenthum の哲学はこの概念

をその内的理性にしたがって発展させ，その真理において明示し

な け れ ば な ら な い。Judenthum の 哲 学 は，神 的 理 念 が

Judenthum のなかでみずからを段階的に開示するにしたがって，

その神的理念を把握することを教える。さらに Judenthum の哲

学は，外的な歴史的所与と生ける理念の内的な運動のあいだにあ

る連関を指摘する。……30。

ヴォルフによれば，ユダヤ学の枠組みのなかでユダヤ教はまず⽛歴
ㅡ

史
ㅡ

的
ㅡ

に
ㅡ

⽜，そして⽛その内的本
ㅡ

質
ㅡ

と概
ㅡ

念
ㅡ

にしたがって哲
ㅡ

学
ㅡ

的
ㅡ

に
ㅡ

⽜描かれなければ

ならない31。しかし，彼はその前提として⽛文
ㅡ

献
ㅡ

学
ㅡ

的
ㅡ

認識⽜32 が要求されて

28 Ibid., 330.
29 Ibid.
30 Wolf, “Ueber den Begriff einer Wissenschaft des Judenthums,” 19.（ヴォル

フ⽛ユダヤ学の概念について（訳者解題と抄訳）⽜，140 頁）。
31 Ibid., 18-19.
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いるという。文献学であれ，歴史的知であれ，近代学問のなかでユダヤ教

は徹底的に歴史化されることを覚悟しなければならないのである。

第三の前提は，⽛宗教的ならびに世俗的なユダヤ教の歴史哲学の成立⽜33

である。ユダヤ教に対する歴史的眼差しは⽛人間の業としてのユダヤ宗教

の由来⽜を探らせ，⽛ユダヤ民族の歴史的発展⽜の視点を生み出した34。こ

のとき，宗教的であれ世俗的であれ，ユダヤ民族は歴史の担い手となり，

歴史を形成する。ユダヤ教の世俗的歴史哲学の一形態がシオニズム―ユ

ダヤ民族の世界史への復帰―の登場に代表させることができるならば，

ユダヤ教の宗教的歴史哲学は 19 世紀ドイツのユダヤ学者アブラハム・ガ

イガー（Abraham Geiger, 1810-1874）による次の一節によって示すことが

できるだろう。

次のような事実は消し去ることができない。すなわち，それ〔ユダヤ

教〕は……古代の終りにキリスト教をおのれから生み出し，中世には

イスラームを生じさせ，そして本質的内実ではぐくまれながら，スピ

ノザに手を加えることで，近代には哲学的観照の変形のきっかけと

なった。このような世界的な力はそれ〔ユダヤ教〕のなかには残って

いなかったが，ユダヤ教の精神はそれら〔キリスト教，イスラーム，

近代〕のなかでは引き続きともに働いていた35。

⽛ユダヤ教の精神⽜はキリスト教，そしてイスラームを生み出しただけで

32 Ibid., 19.
33 Schulte, “Jüdische Philosophie” 333.
34 Ibid., 330.
35 Abraham Geiger, “Allgemeine Einleitung in die Wissenschaft des

Judenthums” in Abraham Geigers Nachgelassene Schriften, herausgegeben
von Ludwig Geiger, zweiter Band (Berlin: Louis Gerschel
Verlagsbuchhandlung, 1875), 40.
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はなく，スピノザを通じて近代哲学のなかでも生きている。発展的歴史観

に基づくユダヤ教の歴史哲学がよく示されている箇所である。

第四の前提は，⽛ユダヤ教における多元化⽜36 である。19 世紀の宗教的ユ

ダヤ教は大きく見て（新）正統派，保守派，改革派に分かれていくが，ユ

ダヤ哲学もまた各派に応じてその内容を形成していくことになり，⽛いま

や真のユダヤ教とは一体何か⽜37 が重大な問いとして現れてくる。近代ユ

ダヤ哲学は⽛おのずと多元的になるユダヤ教⽜38 を哲学することになり，そ

のなかには不信仰の世俗的ユダヤ人やシオニズムに代表されるような好戦

的で民族主義的なユダヤ人のグループも存在する。そのさい，中世のユダ

ヤ人哲学者は⽛宗教を遵守するユダヤ人⽜39 であったし，中世におけるユダ

ヤ教のさまざまな流れは基本的に⽛正統派⽜40 だったという事実を忘れる

わけにはいかない。

(3) メシアニズムの 20 世紀

このような四つの諸前提は，近代ユダヤ哲学を考察するさい，きわめて

重要な働きをすると思われる。そのなかでも本論文にとって有益なのは第

三の前提，すなわち，⽛宗教的ならびに世俗的なユダヤ教の歴史哲学の成立⽜

である。そもそもユダヤ教はメシアニズムという独特の歴史理解をもって

いたのだから，そこにある種の親和性を見ることもできよう。しかし，そ

れとは別に時代そのものがメシアニズムを求めていたともいえるのかもし

れない。

フランツ・ローゼンツヴァイク（Franz Rosenzweig, 1886-1929）は，友

36 Schulte, “Jüdische Philosophie” 332.
37 Ibid.
38 Ibid.
39 Ibid.
40 Zeʼev Levy, “The nature of modern Jewish philosophy” in History of Jewish

Philosoph, 579.
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人のオイゲン・ローゼンシュトックに宛てた手紙のなかでこう書いている。

ナショナリズムは……民族概念の完全なキリスト教化である。という

のも，ナショナリズムは諸民族に
ㅡ

由
ㅡ

来
ㅡ

す
ㅡ

る
ㅡ

と信じるだけではなく，

……神に
ㅡ

向
ㅡ

か
ㅡ

っ
ㅡ

て
ㅡ

進んでいると信じるからである。だがいまや，諸民

族がこの信仰をもっているのであり，だからこそ 1789 年には 1914

年～1917 年が続くのであり，これからも多くの〈～年から～年まで〉

が続くことになろう……41。

ローゼンツヴァイクによれば42，啓蒙主義の影響のなかでキリスト教が

イエスを⽛理想の人間像⽜として見たのに対して，ユダヤ教はみずからの

選民概念を⽛理想的な人類共同体⽜として解釈した43。ユダヤ教のキリス

ト教化ともいうべき事態が進むなかで，1789 年以降，フランス国民は自由

を行き渡らせる使命を背負った⽛神に向かって進んでいる民族⽜となり，

フィヒテはドイツ国民に選民の称号を授けた44。メシアニズムをそのうち

に含む選民思想，すなわち近代ナショナリズムは，こうして⽛ヨーロッパ

41 Franz Rosenzweig, Der Mensch und sein Werk: Gesammelte Schriften I:
Briefe und Tagebücher. 1Band. 1900-1918, herausgegeben von Rachel
Rosenzweig und Edith Rosenzweig-Scheinmann unter Mitwirkung von
Bernhard Casper (Haag:Martinus Nijhoff, 1979), 281.

42 より詳細な議論については以下の研究を参照せよ。村岡晋一⽛歴史から宗
教へ―ローゼンツヴァイクの場合⽜（⽝現代思想⽞Vol. 23-10，1995 年）；佐
藤貴史⽝フランツ・ローゼンツヴァイク―〈新しい思考〉の誕生⽞（知泉書
館，2010 年）の第⚑章第⚓節。

43 Franz Rosenzweig, “Atheistische Theologie” in Der Mensch und sein Werk:
Gesammelte Schriften III: Zweistromland: Kleinere Schriften zu Glauben
und Denken, herausgegeben von Reinhold und Annemarie Mayer
(Dordrecht: Martinus Nijhoff, 1984), 690.

44 村岡⽛歴史から宗教へ⽜，187-188 頁。
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諸民族の共有財産⽜45 となったのである。ローゼンツヴァイクは，これを

⽛メシアニズム的政治⽜46 のはじまりと考える。

近代においてメシアニズムは諸民族の政治のなかに深く浸透し，ヨー

ロッパ世界をかき乱していた。とりわけ 20 世紀のユダヤ人思想家にとっ

てメシアニズムとの関係は，思想のみならず現実世界においても複雑な状

況を形成するものとなっていた。たとえば，パレスチナにみずからの国家

を打ち立てようとするシオニズムは，ユダヤ人の離散を人間の手で解決し

ようとするという意味では反メシアニズムの様相を呈していた。また，同

化した教養あるユダヤ人家庭に生まれたローゼンツヴァイク，ヴァル

ター・ベンヤミン（Walter Benjamin, 1892-1940），ゲルショム・ショーレム

（Gershom Scholem, 1897-1982）は，欺瞞に満ちた世界に対する嫌悪や第一

次世界大戦の体験を契機として，ときに破局的なまでの危機感をもちなが

ら，独特の時間意識，すなわちみずからのメシアニズムを形成していった。

ヘルマン・コーエンはどうであろうか。シオニズムに徹底的に反対し，

マルティン・ブーバー（Martin Buber, 1878-1965）と論争を繰り広げ，ま

たローゼンツヴァイクたちのような息子世代から見ればあまりに楽観的

だったコーエンにも，彼独自のメシアニズム思想があり，彼の死後出版さ

れた⽝ユダヤ教の源泉からの理性の宗教⽞（1919 年，以下⽝理性の宗教⽞と

略する）ではそのメシアニズムを存分に展開した。

先に暫定的定義として，ユダヤ哲学とは〈ユダヤ人哲学者にとって⽛哲

学以前の経験⽜を形成している所与たるユダヤ教の学的省察であると同時

に，ユダヤ人であることの自覚化である〉とした。それは，〈宗教としての

ユダヤ教〉と〈ユダヤ人であること〉の両方を射程に収めた哲学的営為で

45 同上論文，188 頁。
46 Franz Rosenzweig, Der Stern der Erlösung, Der Mensch und sein Werk:

Gesammelte Schriften II, mit einer Einführung von Reinhold Mayer (Haag:
Martinus Nijhoff, 1976), 364.（フランツ・ローゼンツヴァイク⽝救済の星⽞村
岡晋一・細見和之・小須田健［訳］，みすず書房，2009 年，513 頁）。
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ある。コーエンもまた，哲学的概念を用いながらユダヤ教を体系的に解明

しようとする学的欲求と同時に，ユダヤ人のヨーロッパ社会への同化が進

むなかで，なぜユダヤ人にとどまるのかというアイデンティティに関わる

実存的問題を内に抱えていたはずである。ブーレッツによれば，コーエン

は⽝理性の宗教⽞において⽛〈伝統〉への忠誠の諸条件を哲学によって再定

義するという展望⽜47 を開いたという。みずからが忠誠を誓わんとする伝

統にはどのような内実があるのか，あるいは残っているのか，いかなる状

況のなかでユダヤ人はふたたび〈伝統〉に忠誠を誓うべきなのか―コー

エンのユダヤ哲学は所与としてのユダヤ的伝統の哲学的再定義であると同

時に，その伝統はユダヤ人がユダヤ人であるためにユダヤ人に対して何を

求めているかという実存的問題の探求である。

⚒．コーエンの⽛相関関係⽜―唯一なる神と人間

ローゼンツヴァイクに⽛入れ替えられた前線⽜というテキストがある。

コーエンの⽝理性の宗教⽞第⚒版（1929 年）が出版されたときに書かれた

批評である。このテキストでは後半においてハイデガーに対する高い評価

が下され，コーエンの思想を引き継いだのは弟子のカッシーラーではなく，

ハイデガーであることが示唆されている。この部分に注目が集まり，しば

しば引用されるテキストであるが，冒頭を読むと⽝理性の宗教⽞を解釈す

るうえで重要な指摘がなされていることもわかる。

おそらく⽝理性の宗教⽞第⚒版に付された⽛編者の後書き⽜を踏まえて，

ローゼンツヴァイクは第⚑版と第⚒版のタイトルにおける重大な違いを述

べている。すなわち，最初出版されたときは，Die Religion der Vernunft

aus den Quellen des Judentums〔⽝ユダヤ教の源泉からの理性の宗教⽞〕で

あったが，本当は Religion der Vernunft aus den Quellen des Judentums が

47 ブーレッツ⽝20 世紀ユダヤ思想家―来るべきものの証人たちⅠ⽞，16 頁。
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正しいタイトルであり，後者には⽛攻撃的で不寛容な定冠詞〔Die〕⽜48 が付

いていないのである。ローゼンツヴァイクによれば，定冠詞は⽛高慢な排

他的態度⽜を，不定冠詞は⽛なんでも受け入れる安易な態度⽜を示すこと

になりかねない49。コーエンの立場はこの両者の立場から距離をとり，⽛ユ

ダヤ教の遺産のうちに浮かび上がるその源泉が提供する唯一の普遍的な理

性の宗教の分け前にあずかることである⽜50。まさにコーエンにとって，理

性の宗教が現れる源泉とは⽛ユダヤ教の源泉⽜だったのである。それゆえ，

彼はユダヤ教を理性の宗教と同一視しようとしたわけではないと理解する

ことができる。

さて，コーエンの⽝理性の宗教⽞はドイツ語で 600 頁からなる書物であ

り，その内容はときに錯綜している。本論文では，⽛一神教のクライマック

スはメシアニズムであるが，その重点は神と個人のあいだの関係にある⽜

（RV, 25）というコーエンの言葉にしたがうと同時に，シンポジウムの主題

である⽛救いの現在⽜に即して，〈神と人間の相関関係〉と〈メシアニズム〉

の問題に限って，⽝理性の宗教⽞を読んでみることにしよう。

先にローゼンツヴァイクがコーエンに言及したテキストを見たが，彼に

はコーエンを扱った⽛コーエンの遺著⽜と呼ばれるテキストもある。そこ

で彼はコーエンの著作のなかに出てくる⽛神と世界，神と人間，人間と隣

人の相互関係，つまり〈我〉と〈汝〉のあいだにそのつど結ばれる同盟締

結の哲学⽜51 に注目している。以下で見るように，コーエンはその哲学を

48 Franz Rosenzweig, “Vertauschte Fronten” in Der Mensch und sein Werk:
Gesammelte Schriften III, 235.（フランツ・ローゼンツヴァイク⽛入れ替え
られた前線⽜⽝新しい思考⽞村岡晋一・田中直美［編訳］，法政大学出版局，
2019 年，474 頁）。

49 Ibid. 同上訳書。
50 Ibid. 同上訳書。Beiser, Hermann Cohen, 350 (n. 1)も参照せよ。
51 Franz Rosenzweig, “Hermann Cohens Nachlaßwerk” in Der Mensch und

seinWerk: Gesammelte Schriften III, 232.（ローゼンツヴァイク⽛ヘルマン・
コーヘンの遺作⽜⽝新しい思考⽞，440 頁）。
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⽛相関関係⽜（Korrelation）と呼んでいる。

⽛神の存在の唯一性（Einzigkeit）は誤って考えられた他の存在との違い

のなかで認識される⽜（RV, 68）52。コーエンの神理解はその⽛比
ㅡ

較
ㅡ

不
ㅡ

可
ㅡ

能
ㅡ

性
ㅡ

⽜（Unvergleichbarkeit）（RV, 51）を特徴としているが，しかしそうなる

と神と世界，神と人間の関係をいかにして描くことができるのかという問

いが浮上してくる。コーエンは神と人間の関係について，⽛創世記⽜の物語

を用いながら説明しており，そこでは相関関係の概念にも言及されている。

⽛創世記⽜の冒頭には⚒つの創造物語がおかれている。コーエンが引用

した⽛創世記⽜⚑章 26-27 節をドイツ語にしたがって訳してみたい。

神はいわれた。われわれの像，われわれの似姿にしたがって人をつく

ろう。そして，海の魚，空の鳥を支配させよう……そして神はご自分

の像にしたがって人を創造した，神の像にしたがって人を創造した，

神は人を男と女に創造した（RV, 99）。

非常に有名な個所であるが，コーエンはこの記述を好まなかった。なぜ

なら⽛イザヤ書⽜40 章 18 節に⽛あなたたちはどんな似姿を神に与えようと

いうのか⽜とあり，彼にとって⽛創世記⽜⚑章の物語にはいまだ⽛古代神

話の特色⽜（RV, 99）が残っているのである。これに対して，⽛創世記⽜⚒章

⚕-⚗節の物語はコーエンの思想にふさわしい内容になっている。

土を耕す人間はそこにはいなかった。かすみが地から上がってきて，

地のすべての表面を潤した。永遠なる者，神は土の塵で人を形づくり，

52 ⽝理性の宗教⽞の引用ページは RV という略記とともに本文中で示すことと
する。用いたテキスト（1929 年に出版された第⚒版のリプリント版）は以
下のものである。Hermann Cohen, Religion der Vernunft aus den Quellen
des Judentums, nach dem Manuskript des Verfassers neu durchgearbeitet
und mit einem Nachwort von Bruno Strauß (Wiesbaden: Fourier, 1978).
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命の息を人の鼻に吹き入れた。こうして人は生ける魂になった（RV,

99）。

この物語には像や似姿のような古代神話の表象は出てこない。永遠なる

神が人を創造したのであり，いまや人間を生かしているのは命であり魂で

ある。

コーエンにとって⽛創造は神の根源的属性である。……もし唯一なる神

が創造者でないならば，存在と生成は同じになってしまうだろう⽜（RV,

77）。神は比較不可能な唯一の存在であるならば，神以外のあらゆるもの

は生成のなかにある。しかもコーエンによれば，自然は⽛存在が基礎にお

かれなければならない生成⽜（RV, 77）である。創造が神の根源的属性であ

り，自然が存在を必要としているのであれば，まさに創造は⽛神の唯一な

る存在の論理的帰結⽜（RV, 100）だということができるのである。

コーエンは創造物語のなかでも人間を⽛中心⽜として扱い，⽛創世記⽜⚒

章についてさらに議論を続ける。物語にしたがえば，知識の木からとって

食べてはいけないという神の命令があったにもかかわらず，蛇にそそのか

されて人は神の命令を破ってしまう。コーエンがこの物語で人間を⽛中心⽜

とするのは，神と人間の関係において⽛知
ㅡ

識
ㅡ

⽜（RV, 100）が問題になってい

るからである。

コーエンによれば，蛇は神と人間の関係を両者の差異を無視した⽛同一

性⽜（RV, 100）という言葉で呼ぶが，⽛われわれの哲学の言語はそれを相関

関係と呼ぶ⽜（RV, 100-101）。神と人間であれ，神と世界であれ，両者のあ

いだに絶対的な差異があってこそはじめて，創造の必然性が出てくるので

あり，世界や人間が神の存在を共有できたり，あるいは同一性によって関

係づけられているのであれば，唯一なる神の創造の意味はなくなってしま

うだろう。絶対的な差異を認めながらも，そこに媒介なき関係を見るコー

エンは，次のように相関関係を説明している。⽛相関関係は，相関関係とそ

の相互作用のうちに忍び込みかねないあ
ㅡ

ら
ㅡ

ゆ
ㅡ

る
ㅡ

媒
ㅡ

介
ㅡ

を
ㅡ

阻
ㅡ

止
ㅡ

す
ㅡ

る
ㅡ

こ
ㅡ

と
ㅡ

で
ㅡ

神の

唯一性の概念を実現する⽜（RV, 121）。
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神の存在は⽛被造物の現存在の根拠⽜であるが，人間の場合はそれだけ

では不十分である。⽛人間においては神の存在は知識の前提でなければな

らない⽜（RV, 101）。先に創造物語において人間の知識が問題になってい

ることが重要だとコーエンは考えたと書いたが，それはいかなる知識だっ

たであろうか。⽛善と悪の知識⽜である。こうしてコーエンは，人間の創造

を倫理の問題として読み替えていく。

人間の本質は倫理の知識によって条件づけられる。理性は理論的理性

だけではなく，実践的，すなわち倫理的理性でもある。人間の創造は

その理性の創造を意味しなければならない（RV, 101）。

⽛宗教と倫理の相互浸透⽜53 はコーエンの思想の特徴であるが，人間の創

造は倫理的理性の創造として描かれている。彼にとって，人間は理性を通

じて神との相関関係に入ることができるのであり，神から見ても理性こそ

神が人間との相関関係に入ることができる条件である（RV, 102）。いい換

えれば，⽛相関関係が実現される概念とは理性であり，それゆえ理性は神と

人間にとって共通でなければならない⽜（RV, 103）。

⚓．コーエンのメシアニズム

(1) 神との和解と人間の悔い改め

コーエンは神と人間の関係を考察する前に，人間と人間の関係を論じな

ければならないという。しかし，コーエンも書いているように，⽛宗教の意

義はこの共にある人間（Mitmenschen）と神との相関関係のなかで証明さ

れる⽜（RV, 133）。それゆえ，ここでは紙幅の都合もあるので，シンポジウ

ムの主題に即して神と人間の相関関係について取り扱うことにするが，そ

53 Guttmann, Die Philosophie des Judentums, 360.



― 96 ― ― 97 ―

北海学園大学人文論集 第 78 号(2025 年⚓月) 近代ユダヤ哲学におけるヘルマン・コーエン（佐藤）

の前に二点だけ指摘しておきたい。

第一に，⽛汝，汝の発見がはじめてわたし自身をわたしの我の意識，すな

わちわたしの我の倫理的認識へともたらすことができる⽜（RV, 17）。それ

では，その汝を発見する契機は何であろうか。コーエンによれば，他者に

おける⽛苦しみ⽜（Leiden）に人が直面し，その苦しみに⽛同情⽜（Mitleid）

し，ともに苦しむときに他者は⽛彼⽜から⽛汝⽜へと変容するのだという

（RV, 19）。

第二に，人間と人間の関係を扱う倫理学は⽛人
ㅡ

間
ㅡ

の
ㅡ

我
ㅡ

⽜を⽛人
ㅡ

類
ㅡ

の
ㅡ

我
ㅡ

⽜

として扱うのであり，⽛人類のなかではじめて人間の主体を倫理的に確か

なものとすることができる真の客観化が実現される⽜（RV, 15）。人間が個

人として⽛人類の代表者⽜になるとき，人間は⽛人類の象徴⽜になるので

あって，人類は人間に⽛真の個人性⽜を与える（RV, 15-16）。

しかし，コーエンはこのような人類的・社会的な我とは別の個人性につ

いても考えている。それは，宗教のなかで発見される我，すなわち⽛罪
ㅟ

を

通じての人間の発見⽜であり，⽛自己認識⽜の役割を担うことになる発見で

ある（RV, 23）。しかも，これによって宗教は神話論から袂を分かつことに

なる。神話において人間は先祖が担っていた負い目の相続人にすぎない

が，宗教のなかでは人間は⽛その罪を生み出した者⽜（RV, 23）である。コー

エンによれば，預言者エゼキエルこそ罪を社会的罪ではなく，⽛個人の罪⽜

（RV, 214）として基礎づけたのであり，そのなかに個人を発見したのであっ

た。くわえて，この預言者は⽛人間に反抗する人間の罪⽜ではなく，⽛神に

反抗する罪という意義⽜を罪に認めた（RV, 214）。こうして罪，正確にい

えば⽛神の前での罪⽜は新しい個人が誕生するための重大な契機となる。

神の前での罪ある我は，このような宗教的我という新しい問題へと向

けて道を切り開かなければならない。しかし，もし罪ある我が純粋倫

理によってはいまだ生み出されない新しい我の産出のための単なる通

過点としてみなされる必要があるならば，それは罪ある我のままであ

ることはできない。罪からの解
ㅡ

放
ㅡ

が目的にならなければならず，その
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達成によってはじめて新しい我が生み出される。個人を罪のなかにと

どまらせるためではなく，個人を罪から解放するために，神の前での

罪は導入されるのであり，罪からの解放は個人が我に変容するために

必要である（RV, 218）。

こうして罪からの解放，すなわち人間の救済の問題が浮上してくるので

あり，ここでコーエンは⽛和解⽜（Versöhnung）の概念を導入する。神によ

る救済は，最終的には⽛我と神との和解⽜であり，⽛神との和解⽜は⽛個人

を我として成熟させる⽜（RV, 221）。これらの議論を踏まえると，コーエン

にとって個人を我とするのは罪の自己認識ではなく，神による罪からの解

放である。いい換えれば，⽛罪からの方向転換の可能性⽜が⽛罪ある個人⽜

を⽛自由な我⽜とするのであって，⽛このような生まれ変わった人間ととも

にはじめて神との相関関係は真なるものになるのである⽜（RV, 225）。

コーエンの思想のなかで罪が重要な働きをしていることがわかったが，

宗教的我を考えるうえでもう一つ重要な概念が⽛悔い改め⽜（Buße）であ

る。

悔い改めは人間に新しい生を得させるのであり，いうまでもなくその

生は瞬間の浄福のなかでのみ存続しうる。しかし，この瞬間は不断に

反復されうるし，そうあるべきである。それはけっして古くなること

はなく，つねに若々しく新たにされうるし，そうでなければならない

（RV, 238）。

悔い改めは一回限りの出来事ではなく，不断になされなければならない。

その連続性のなかで⽛真の我の新しい創造⽜（RV, 239）が起こり，人間は新

し い 生 を 獲 得 す る の で あ っ て，コ ー エ ン は そ れ を⽛自
ㅡ

己
ㅡ

聖
ㅡ

化
ㅡ

⽜

（Selbstheiligung）（RV, 239）とも呼んでいる。したがって，コーエンにとっ

て不断に続く刷新のなかにある我は無限の一つの課題である。このような

終わりなき課題としての我こそ，自己聖化のプロセスを示しており，彼に
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よれば⽛自己聖化は神による罪の赦
ㅡ

し
ㅡ

（Vergebung der Sünde）において終

わりなき終わりへと到来しなければならない⽜（RV, 242）54。

罪の赦しは，救済における極めて重要な局面を形成するものである。し

かし，それも悔い改め，そして自己聖化と同様に，一回限りの出来事では

ない。なぜならそれは終わりなき終わりに向けてなされる不断の神と我の

行為だからである。したがって，このような救済の出来事と新しい生の獲

得を，終局的な意味での終末論的出来事として理解しては，コーエンのメ

シアニズムをも誤解してしまうことになるだろう。

(2) メシア的将来と人類

コーエンは，メシアニズムをユダヤ教の一つのクライマックスとして考

えている。それではユダヤ教の源泉たるメシアニズムは人類に何をもたら

し，ユダヤ人の生をいかなるものにしたのだろうか。

コーエンによれば，⽛メシアニズムは，預言者的歴史概念によってもたら

された理念の創造とみなされなければならない。歴
ㅡ

史
ㅡ

概
ㅡ

念
ㅡ

は
ㅡ

預
ㅡ

言
ㅡ

者
ㅡ

主
ㅡ

義
ㅡ

の
ㅡ

創
ㅡ

造
ㅡ

物
ㅡ

で
ㅡ

あ
ㅡ

る
ㅡ

⽜（RV, 305）。メシアニズムに基づくユダヤ教の歴史概念に

は二つのキーワードがあるように思われる。一つは⽛人類⽜であり，もう

一つは⽛将来⽜である。

一神教はメシアニズムを生み出したが，同時に⽛世
ㅡ

界
ㅡ

史
ㅡ

の概念⽜，すなわ

ち⽛人類の歴史⽜ももたらした。彼にとって⽛唯一の神がいなければ，人

類の理念は成立しえない。また，人類の理念がなければ歴史は固有の民族

に基づいた諸民族の過去に関する知の問題にすぎないままである⽜（RV,

306）。このような人類の概念を象徴するのがイスラエルである。国家がな

いにもかかわらず，民族が維持されたことこそ，⽛メシアニズムの摂理的象

徴⽜であり，⽛人類の象徴⽜である（RV, 295）55。

54 初版（1919 年）の⽝理性の宗教⽞の扉には次のようなモットーが掲げられて
いる。⽛ああイスラエルよ，汝の称えられんことよ，誰が汝を浄化し，誰の
前で汝はみずからを浄化するのか。それは天におられる汝の父である⽜。
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コーエンは次のようにも書いている。⽛預言者は歴史の理念主義者であ

る。彼らのヴィジョンが将
ㅡ

来
ㅡ

の存在としての歴史概念を生み出した⽜（RV,

305）。彼によれば，ギリシア人の意識において，歴史は⽛知⽜（RV, 305）と

同等であり，歴史は過去，すなわち民族の過去を語る⽛起源⽜（RV, 291）に

のみ向けられたままである。それゆえ，このような歴史意識のなかで人類

の歴史を語ることは不可能である。人類は過去，そして現在のなかでさえ

生き生きとしているのではない。すなわち，⽛将来だけが，その光輝に満ち

た形象をもたらすことができる。このような形象は一つの理念であるが，

彼方の影像ではない⽜（RV, 292）。こうして将来は⽛歴史の理
ㅡ

想
ㅡ

⽜（RV, 292）

を示す理念となるのである。コーエンは，これら人類と将来の理念につい

て，さらにいわゆる⽛ノアの方舟⽜と呼ばれる洪水物語を参照しながら説

55 この箇所はローゼンツヴァイクとの親近性を感じさせる部分である。⽛した
がって国家と世界史にとって，永遠の民族の真の永遠性はつねになじみの
ない，不愉快なものにとどまらざるをえない。国家が鋭い剣によって時間
という成長する樹木の樹皮に世界史のエポックというかたちで永遠性の時
刻を刻みこんでいくのに対して，永遠の民族はのんきに平然と，みずからの
永遠の生という樹幹のまわりに一年ごとに年輪を重ねていく。この静かな，
まったくわき目をふらない生の前では，世界史の威力もくじけてしまう。
たとえ世界史が，みずからの最新の永遠性こそが真の永遠性だとくり返し
主張しても，われわれはそうしたすべての主張に対して，われわれの事実存
在についての穏やかで無言のイメージをそのたびごとに対置し，そしてこ
のイメージは，それを望む人にも望まない人にも，永遠性はけっして最新の
ものではないという認識をその度ごとに押しつける。暴力の腕が最新のも
のを最後のものと無理やり結びつけて，それを最新の永遠性に仕たてあげ
ることはあるかもしれない。だが，これは最後の子孫と最古の祖先との和
解ではない。生のこの真の永遠性，つまり，父の心をこのように子に向けさ
せることは，われわれの事実存在を通してくり返し世俗の諸民族の目の前
におかれ，国家というかたちを与えられた彼らの世界史的瞬間の世俗的な・
あまりに世俗的な疑似永遠性の嘘を，無言で罰するのである⽜Rosenzweig,
Der Stern der Erlösung, 371-372.（ローゼンツヴァイク⽝救済の星⽞，524 頁）。
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明する。彼によれば，この物語には楽園の物語よりも一神教が純粋に示さ

れているという。

⽛創世記⽜⚖章に出てくるこの有名な物語では，神は悪がはびこる地を洪

水で一掃しようとする。ただ，義人ノアとその家族，そしてわずかな動物

たちだけが神の言葉にしたがって方舟にのり，破滅を免れることができた。

その後，神は⽛一人の人間⽜（＝ノア）と⽛契約⽜（Bund）を結ぶことにな

るが，それは彼自身のみならず彼の子孫との契約でもあるがゆえに，ノア

は⽛人類の象徴的代表者⽜になる（RV, 293）。そして，その契約の内容は

⽛人類の維
ㅡ

持
ㅡ

⽜であり⽛人類の将来⽜である（RV, 293）。また，神は契約の

しるしとして雲のなかに⽛虹
ㅡ

⽜（RV, 293）をおいた。コーエンによれば，こ

の⽛虹⽜は⽛天と地の契約のしるし⽜であり，⽛人類の終わりなき発展の地

平のための象徴⽜でもある（RV, 293）。こうしてコーエンは，⽛永遠の人類

の理想的代表者⽜であるノアは⽛メシア⽜であるとさえ述べるのである（RV,

293）。

のちに見るように，コーエンは最終的にメシアの非人格的理念を主張す

ることになるが，ノアとは別の仕方でメシアの役割について語っている箇

所がある。彼によれば，メシアは⽛代
ㅡ

理
ㅡ

人
ㅡ

⽜（RV, 308）である。ただし，キ

リスト教とは異なり，メシアは人間の⽛罪⽜の代理人ではなく，⽛苦しみ⽜

の代理人である。⽛メシアは人間のこの世の苦しみをみずからの肩に担う

ことによってはじめて将来の人間，すなわち人類の理想像になるのである⽜

（RV, 308）。

実はこの苦しみの問題は⽝理性の宗教⽞のなかではいくつかの個所で言

及され，重要であるにもかかわらず，十分に展開されずに終わってしまう

場合もある。これまでの議論では，二箇所，すなわち人
ㅡ

間
ㅡ

は他者との関係

において，他者の苦しみをともに苦しむ（＝同情）ことで汝そして我を発

見するという箇所，またメ
ㅡ

シ
ㅡ

ア
ㅡ

が苦しみの代理人になるという箇所を紹介

した。人間とメシアとは別に，コーエンはユ
ㅡ

ダ
ㅡ

ヤ
ㅡ

民
ㅡ

族
ㅡ

の苦しみについても

議論しているので，最後にそこを読んでみることにしよう。

いま苦しむメシアについて触れたが，たとえそれについて何も知らない
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としても，われわれは⽛純粋な一神教の告白者としてのイスラエル民族は

歴史のなかで苦しむ民族になっている⽜（RV, 273）ことは理解できるだろ

うと，コーエンはいう。その苦しみのなかでなぜユダヤ民族はみずからを

維持できたのだと問いながらも，彼は次のように断言する。⽛苦しみはそ

の民族の生命力になった⽜（RV, 273）。他の民族であれば，苦しみは衰亡を

招き寄せるにもかかわらず。ユダヤ民族はそれとは違う歴史を歩んだので

ある。コーエンは，ユダヤ民族の苦しみを何ら耐えがたいものとして受け

取ることはない。

イスラエルの苦しみは悲劇的主題のなかにはない……。苦しみは宗教

の特徴であり，一神教の課題はユダヤ的一神教の告白者の苦しみを通

じて表現されるものである。……象徴的に表現される神との和解はイ

スラエルの苦しみのなかにある（RV, 274）。

引用文には⽛一神教の課題⽜，いい換えればイスラエルの使命は苦しみを

通して表現されるとある。コーエンによれば，ユダヤ民族の苦しみは⽛偶

像崇拝者たちの迫害⽜（RV, 330）からやってくるのであり，しかし⽛イスラ

エルは真の神の礼拝を主張するだけではなく，諸民族のもとでもその礼拝

を広めるという使命をもっている⽜（RV, 330）。迫害と使命の矛盾のなか

でも，⽛イスラエルは諸民族のための苦しみのなかで，諸民族を回心させる

権利をもっている⽜（RV, 330）のであり，⽛一神教の拡大のために苦しむこ

と⽜は⽛ユダヤ人の悲しい運命⽜ではなく，⽛悲劇的使命⽜であるという（RV,

330）。このような理解を踏まえると，メシアだけでなく，ユダヤ民族自体

が⽛苦しみの代理人⽜であるともいえるわけだが，同時に国家なきユダヤ

民族が⽛人類の象徴⽜であるならば，コーエンにとって苦しみの代理―

罪の代理ではない―は人類が向かうべき倫理と宗教の普遍的モデルと考

えることができる。

イスラエルの残り者〔イスラエルという滞った負債〕のうちにこそ，
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みずからの民族の理想化がひそんでいることを確信していなかったな

らば，そもそも預言者たちは，自分たちがそれまで民族の唯一の支え

とみなさざるをえなかった国家の没落を預言できなかったであろう。

したがって，メシアニズムにとってこの民族は原理的に残り者〔滞っ

た負債〕という意味しかもたない。この残り者〔滞った負債〕こそが

理想的なイスラエルであり，人類の未来なのである（RV, 304）。

たしかにコーエンが示唆するように，そしてレオーラ・バトニツキーも

書いているように，ユダヤ民族の苦しみは⽛純粋な一神教の真理のために

払われるべき代償⽜56 であったのかもしれない。しかし，このような苦し

みのなかにあるときこそ，逆説的にユダヤ民族はメシア的将来を示してい

るのである。

おわりに―メシア的時代に向けて

⽛救いの現在⽜を〈救いという現在〉の意味にとるならば，悔い改めの個

所で示したように，それは不断に更新される⽛真の我の新しい創造⽜だと

いえる。しかし，それにしても，いかにして我は成立するのかとは，実に

哲学的なテーマである。それは，哲学的概念を用いながらユダヤ教を体系

的に解明しようとするコーエンの学的欲求，すなわちユダヤ哲学の一つの

帰結ともいえよう。

また，コーエンはこうも書いている。⽛救済は日の終りへと先延ばしさ

れる必要はまったくない。むしろ，救済はすでに苦しみのあらゆる瞬間に

密着しており，苦しみの瞬間ごとに救済の瞬間を形成する⽜（RV, 274）。し

かし，同時にコーエンにとって⽛メシア的将来⽜は⽛倫理的価値の経験的

感覚性⽜とは対立するものであり，⽛現実性⽜ではなく⽛理
ㅡ

念
ㅡ

⽜である（RV,

56 Leora Batnitzky, How Judaism Became a Religion. An Introduction to
Modern Jewish Thought (Princeton: Princeton University Press, 2011), 56.
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291）。その⽛理念のほのかな現れ⽜のなかで，⽛将来の新しさ⽜が実現され

るのである（RV, 291）。現在の救済と⽛メシア的将来⽜の関係は一筋縄で

はいかない議論に思われるが，彼が次のように書いていることも忘れては

いけない。⽛メシアニズムは……人間の現存在の雰囲気のなかにとどまっ

ている⽜（RV, 357）。⽛理念のほのかな現れ⽜も⽛人間の現存在の雰囲気⽜も

いささか茫漠とした表現であるが，メシアニズムは終わりのない将来の課

題として神の救済を求め，悔い改めを行う我のもとにつねにあるというこ

とができるだろう。

あるいは，⽛救いの現在⽜を〈救いが現在どのように考えられているか〉

と受け取るならば，発表者としては現在のパレスチナとイスラエル間の熾

烈な対立を考えざるをえない。現在のイスラエル国家の政治的イデオロ

ギーであるシオニズムが当時のヨーロッパの植民地主義を模倣したもので

あり，実際のところ，そこにどこまで宗教思想を見出すことができるかは

疑わしい。しかし，たとえそうであっても，コーエンが生きた時代に神の

手による救いか人間の力による救いかで，そしてイスラエルの残り者とし

ての国家なきユダヤ民族―当時はまだイスラエル国家は建設されていな

かった―にいかなる意味があるのかについて，ユダヤ人思想家のあいだ

で論争が繰り広げられたことは，なぜユダヤ人にとどまるのかというアイ

デンティティに関わる実存的問題，すなわち近代世界においてユダヤ人で

あることの意味に関するコーエンのユダヤ哲学的探求でもあったのではな

いか57。

コーエンのユダヤ哲学についてもう一つだけ指摘しておきたい。ベン

スーサンの⽝メシア的時間⽞を読むと，メシアニズムに関する興味深い記

述に出会う。

伝統的にメシアニズムは時間を二つの 時代
アイオーン

，二つの世界―この世

57 シオニズムをめぐるコーエンとブーバーの論争については，佐藤貴史⽝ドイ
ツ・ユダヤ思想の光芒⽞（岩波書店，2015 年）の第⚓章を参照せよ。
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界（オラム・ハゼ）と来たる世界（オラム・ハバ）―のうちに，一方

が他方に含まれる仕方で折り込んでいるが，この二つの世界はその性

質と特徴に従って根本的に区別されている。おそらくこうした異なる

もの，決定不可能なものの相互帰属に向けられた極度の注意が，メシ

ア的待望の最も恒常的で顕著な性格……である。来たるものは存在し

ているもののうちで動いており，存在しているものは，存在するもの

としてのみずからの存在においては，いまだすべてではないのであ

る58。

少なくとも⽝メシア的時間⽞には，コーエンの名前が明示的に出てくる

ことはない。しかし，上記のベンスーサンのメシアニズム理解はコーエン

の思想にも合致するように思われる。たとえば，以下のコーエンのテキス

トを読んでみよう。

メシアのアイデンティティ，理念としてのメシアの意義は，メシアの

人格の克服や感覚像が時間の純粋な思想のうちへ解消されること，そ

して時
ㅡ

代
ㅡ

の概念のうちに示されている。時間は将来に，将来にのみな

る。過去と現在は将来というこの時間のうちに沈んでいく。このよう

な時間の帰還が，もっとも純粋な理念化である。あらゆる現存在はこ

のような理念の立場の前では姿を消す。人間の現存在は，こ
ㅡ

の
ㅡ

よ
ㅡ

う
ㅡ

な
ㅡ

将
ㅡ

来
ㅡ

の
ㅡ

存
ㅡ

在
ㅡ

へ
ㅡ

向
ㅡ

か
ㅡ

っ
ㅡ

て
ㅡ

立
ㅡ

ち
ㅡ

上
ㅡ

が
ㅡ

る
ㅡ

⽜（RV, 291，後半の傍点引用者）。

メシアは人格的メシアであることをやめ，将来という純粋な時間，メシ

ア的時代へと変貌する59。先に述べたように，メシアニズム，この将来的

58 ジェラール・ベンスーサン⽝メシア的時間―歴史の時間と生きられた時間⽞
（渡名喜庸哲・藤岡俊博［訳］，法政大学出版局，2018 年），⚔頁。

59 ユダヤ教とキリスト教のメシア＝キリスト論の相違についてはユルゲン・
モルトマンとの対話におけるピンヒャス・ラピデの発言が興味深い。⽛……
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メシアは理念のうちにほのかに現われ，⽛人間の現存在の雰囲気⽜のうちに

とどまる。人間の側から見れば，⽛人間の現存在は，このような将来の存在

へ向かって立ち上がる⽜のである。つまり，ベンスーサンが書いているよ

うに，この世界，そしてこの時代のうちには来たる世界と来たる時代がす
ㅡ

で
ㅡ

に
ㅡ

含まれているが，い
ㅡ

ま
ㅡ

だ
ㅡ

到来してな
ㅡ

い
ㅡ

という意味ではこの世界とこの

時代は完全な全体性として認識されることは不可能である。いや，そもそ

もコーエンのメシアニズムにおいては来たる世界や来たる時代は終わりな

き課題として理念化されていた以上，世界であれ歴史であれ，その全体は

つねに未完であることを引き受けなければならないのである。このような

意味において，コーエンのメシアニズムは終局的な意味での歴史の終わり

を切望する終末論とは一線を画しているといえよう。また同時に，コーエ

ンの思想はメシアニズムを終わりのある歴史の全体性―閉じた世界の全

体性も含んでいる―に批判的に対峙させているのであり，ここにユダヤ

教を
ㅡ

哲学するという意味だけではなく，ユダヤ教が
ㅡ

哲学するという意味で

の彼のユダヤ哲学を見ることができるのではないだろうか。

＊本研究は JSPS 科研費 21K00092 の助成を受けたものです。

ユダヤ教におけるあらゆるメシア的な思弁は，⽛人格的⽜というよりもむし
ろ⽛機能的⽜なものにとどまっているのです。なぜならば，すべての敬虔な
ユダヤ教徒は，毎日メシアを

ㅡ

求めて祈りますが，いまだかつてメシアに
ㅡ

向
ㅡ

か
ㅡ

っ
ㅡ

て
ㅡ

祈った人はいないからです⽜。⽛ユダヤ教とキリスト教とはともに深
くメシア的に刻印されています。前者はしかしその重点を Was〔＝何〕に，
つまり救いに置き，後者は Wer〔＝誰〕に，つまり救い主自身に重点を置い
てきました⽜。P・ラピデ／ J・モルトマン⽝唯一神か三一神か―ユダヤ教
とキリスト教の対話⽞（青野太潮・松見俊［訳］，ヨルダン社，1985 年），111
頁，113 頁。
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18 世紀フランスにおける
絹糸生産の管理と女性労働者

― 1751 年ラングドック地方長官命令をめぐる闘争―

仲 松 優 子

は じ め に

18 世紀フランスの工業化は，産業革命に先立つ工業化として，⽛プロト

工業化⽜という用語でしばしば表現される。1970 年代にフランクリン・F.

メンデルスは，ヨーロッパのおもに農村でみられた工業化の過程と人口増

加といった社会変容をモデル化し，プロト工業化論として提示した1。こ

れ以降，このモデルに基づく多くの実証研究が行われ，それと同時にモデ

ルに対して多くの批判も向けられ，議論が活発に行われた。

しかし，プロト工業化の主軸の分野であった繊維産業において，動員さ

れた労働者の多くが女性であったことは，いまだにプロト工業化論の論点

としてほとんど取り上げられていない。女性が労働の現場に存在したこと

に言及した場合にも，女性が男性を主軸とする家族経済の中でそれに追従

する存在であるとして軽視され，女性の主体的な経済活動への関与を問題

にできていないといえるだろう2。

1 Franklin F. Mendels, « Proto-industrialization: The First Phase of the
Industrialization Process », The Journal of Economic History, vol. 32, no 1,
1972, pp. 241-261（石坂昭雄訳⽛プロト工業化─工業化過程の第一局面─⽜
メンデルス，F.／ R.ブラウンほか（篠塚信義・石坂昭雄・安元稔編訳）⽝西欧
近代と農村工業⽞北海道大学図書刊行会，1991 年所収）．
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プロト工業化論の多くが，女性労働者の問題を扱うことができていない

ことと対照的に，この時期の女性労働に関する実証研究そのものは蓄積さ

れている。1919 年のアリス・クラークの研究にはじまり，1970 年代のフェ

ミニズム運動が刺激となって，ヨーロッパ女性労働史研究は，今日まで多

くの成果を生み出している3。本稿に直接関係する近世フランス女性労働

史研究に限っても，近年研究が大きく発展してきた。女性がさまざまな領

域で，⽛補助的⽜とされながらも実際には必要不可欠な労働を担っていたこ

とが，実証的に明らかにされ4，さらには女性労働者の労働観念や経済観念

に接近する研究も生まれている5。

本稿は，プロト工業化の時代に，南フランスのラングドック地方で発展

した絹糸生産を分析対象とし，その労働の担い手として中心を占めた女性

労働者に光をあてていくものである。ラングドック地方の絹工業に関する

これまでの研究では，拠点となった都市ニームと，その後背地に位置する

山岳地帯であるヴィヴァレ地方がおもな対象となってきた6。ただし，18

2 プロト工業化論をジェンダーの視点で再検討する必要があることについて
は，仲松優子⽛18 世紀フランスにおけるプロト工業化とジェンダー⽜浅田進
史・榎一江・竹田泉編⽝グローバル経済史にジェンダー視点を接続する⽞日
本経済評論社，2020 年，75-100 頁。

3 Alice Clark, Working Life of Women in the Seventeenth Century, 1919
(reprint, London: Routledge & K. Paul, 1982); Louise A. Tilly et Joan W. Scott,
Women, Work, and Family, New York: Holt, Rinehart and Winston, 1978
(2nd edition, 1987).

4 Daryl M. Hafter et Nina Kushner (dir.), Women and Work in Eighteenth-
Century France, 2015, Baton Rouge: Louisiana State University Press;
Deborah Simonton et Anne Montenach (dir.), A Cultural History of Work: In
the Age of Enlightenment, London: Bloomsbury Academic, 2019.

5 Katie, Jarvis, Politics in the Marketplace: Work, Gender, and Citizenship in
Revolutionary France, New York: Oxford University Press, 2019; Anne
Montenach, « Genre, travail et pouvoir dans la Grand Fabrique lyonnaise au
XVIIIe siècle », Entreprises et histoire, no 107, 2022, pp. 17-29.
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世紀のラングドック地方の絹工業を扱った研究はそれほど多くない。ラン

グドック地方の工業が伝統的に毛織物工業を中心としたものであったこ

と，そしてラングドック地方の絹工業の最盛期が 19 世紀半ばであったこ

ととも関係しているといえるだろう。また，既存の絹工業研究は，技術や

産業の発展を跡付けることを問題設定としており，企業家や技術者，ギル

ドや諸権力の動向を分析の中心におくものであった。女性および男性労働

者についても言及はあるが，労働者や労働をめぐるジェンダーが主題と

なっているわけではない。

本稿では，18 世紀ラングドック地方における絹糸生産の領域で，さまざ

まな権力や企業家たちが女性労働者を動員して，労働のあり方を管理・統

制しようとした点と，こうした動きに対する女性労働者の抵抗を分析する。

繭から糸を引き出す繰糸の作業のほとんどが家内労働として担われていた

状況は，18 世紀をとおして変わらなかったが，諸権力や企業家はその労働

を管理することを試み，作業場やマニュファクチュアへの労働者の集約を

模索していた。こうした動きに連動し，労働の現場では雇用側と女性労働

者の間で軋轢や紛争が起き，労働のあり方をめぐって交渉が行われていた。

6 ニームについては以下の研究がある。Léon Dutil, « La fabrique de bas à
Nîmes au XVIIIe siècle », Annales du Midi: revue archéologique, historique
et phiologique de la France méridionales, tom. 17, no 66, 1905, pp. 218-251;
idem, « Lʼindustrie de la soi à Nîmes jusquʼen 1789 », Revue dʼhistoire
modern et contemporaine, tom. 10, no 4, 1908, pp. 318-343; Line Teisseyre-
Sallmann, Lʼindustrie de la soie en Bas-Langudoe, XVIIe-XVIIIe siècles,
Paris: École des Chartes, 1995. ヴィヴァレ地方については以下の研究が挙
げ ら れ る。Elie Reynier, La soie en Vivarais. Etude dʼHistoire et de
Géographie économiques, Largentière: Imprimerie Mazel, 1921; Yves Morel,
Les Maîtres du Fil: Histoire du Moulinage vivarois du XVIIIe siècle à nos
jours, 3 tomes, Privas: Mémoire dʼArdèche et Temps Présent, 2002. 桑苗業
についての博士論文も最近発表された。Jean-Baptiste Verot, Lʼarbre dʼor
et lʼéconomie politique: Une histoire de la culture du mûrier en France
(XVIIe-XVIIIe siècles), Thèse de doctrorat dʼAvignon Université, 2023.
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こうした紛争や交渉の過程を分析することをとおして，絹糸生産における

女性労働のあり方を明らかにし，女性労働者の労働に対する意識や主体的

な行動の一端に接近することが本稿の目的である。

史料としては，ラングドック地方の経済政策において，王権の代理人と

して最も大きな権力をもった地方長官の関連史料をおもに用いる。地方長

官は各種の命令を出すのと同時に，補佐官や諸権力，企業家たちから報告

や請願を受け，さらには紛争の解決にかかわった。こうした地方長官のも

とに集積された多様な史料からは，経済政策が決定されあるいは変更され

ていく過程や，制度の実態もみえてくる。

以下では，まずフランス絹工業の発展の経緯とラングドック地方の位置

づけを確認し，王権や地域権力が絹糸生産に対してどのように介入したの

かをみていく。次に諸権力が繰糸について規律化を進めることを目指して

発布した各種の命令の中身を分析していく。この一連の命令の中で転機と

なったのが 1751 年地方長官命令であった。これはそれまでの諸権力の命

令を超えて，労働者管理の強化を強く打ち出したものであった。最後に，

この 18 世紀末まで効力を持った 1751 年命令に対する労働の現場の反応に

ついて，特に女性労働者の抵抗と交渉に焦点をあてていくこととする。

⚑ フランスの絹工業とラングドック地方

(1) ラングドック地方における絹工業の広がり

フランスの絹工業を考える場合，南フランスの重要性を指摘することが

できるだろう。南フランスには，イタリアを経由して，王国のなかでも早

く 13 世紀頃から絹織物業が導入された。また，温暖な気候は養蚕にも適

しており，南フランスでは絹織物業だけでなく養蚕や絹糸生産が広がった。

14 世紀半ばには，ラングドック地方で桑の栽培が行われていたことが確認

されている7。

17 世紀初めまでは，ヨーロッパの絹工業において，イタリアが圧倒的に

支配的な地位を占めていたが，18 世紀以降のイタリアでは絹織物業が衰退
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し，絹糸生産への切り替えが進んだ8。イタリアの絹織物に代わって台頭

していくのがフランス産品である。フランスの絹織物業の中心都市であっ

たリヨンでは急激に生産が拡大し，18 世紀には高級織布の生産地として

ヨーロッパ随一の地位へと躍り出ることになった9。

リヨンで高級織布の生産が急拡大した時期と同じく，18 世紀にラング

ドック地方でも絹工業が発展した。ラングドック地方の商工業の中心都市

であったニームでは，毛織物工業から絹工業への転換が起きており，リヨ

ンと異なり絹靴下や安価な絹製品の生産に力点が置かれ，リヨンに次ぐフ

ランス絹工業の中心都市となった10。ニームでは，絹製品の生産だけでな

く，絹糸生産やくず糸を用いた絹紡糸生産も行われ，周辺農村も生産ネッ

トワークに組み込まれた。絹糸生産の領域で，ニームと並んでラングドッ

ク地方で重要な拠点となったのが，ヴィヴァレ地方である。ラングドック

地方北部に位置するヴィヴァレ地方は，リヨンと近接しており，そのため

リヨンの高級織布に使用する絹糸の生産に重点が置かれた。高級織布の原

料としての絹糸には，撚りをかける撚糸の工程が必要であり，ヴィヴァレ

地方では，製糸業や撚糸業，そして養蚕もまた急速に発展していった11。

18 世紀当時のリヨンおよびラングドック地方の絹製品の原料となった

絹糸は，おもに外国産に依存しており，なかでもイタリア産が多かった。

リヨンやニームにおける絹織物業は拡大していったが，18 世紀の相次ぐ戦

7 Reynier, op.cit., p. 12.
8 Roberto Tolaini et Francesco Battistini, « Lyon et lʼItalie séricicole du XVIe

au XVIIIe siècle », dans Jean-Louis Gaulin et Susanne Rau (dir.), Lyon vu/e
dʼailleurs (1245-1800): échanges, compétitions et perceptions, Lyon: Presses
universitaires de Lyon, 2010, pp. 193-212.

9 フランス王権は，15 世紀からトゥールとリヨンを絹織物業の中心都市とし
て支援していた。Reynier, op.cit., p.12.

10 Teisseyre-Sallmann, op.cit.
11 リヨンに近接したヴィヴァレ地方での蚕糸業や撚糸業の発展については，

Reynier, op.cit.; Morel, op.cit.
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争などの国際情勢を背景として，絹糸の国外依存はフランスの絹工業の危

機をたびたび引き起こしていた。安定的な原材料の確保と安価な原料の調

達は，しだいに現場の企業家たちや王権ならびに地域権力の強い要望とな

り，国内産絹糸への切り替えが目指された。こうした状況のなかで，ラン

グドック地方では絹糸生産の急拡大と，労働者の動員が進められていくこ

とになるのである。

(2) 絹糸生産への王権および地域権力の介入

ラングドック地方では，中世以来，毛織物工業が中心的な産業であり，

王権の政策でも毛織物工業に重点が置かれていた。17 世紀後半のコル

ベールによる重商主義政策のもとで，ラングドック地方はレヴァント向け

毛織物の生産地として位置づけられ，以降フランス革命にいたるまで，ラ

ングドック地方の主要な産業は毛織物工業であり続ける。

しかし，こうした王権によるラングドック地方の産業政策に反するかた

ちで，地域権力であるラングドック地方三部会とその下部組織であるヴィ

ヴァレ地方三部会は，早くから絹工業への関心をもち，17 世紀末から振興

策を実施していた12。また，王権のリヨンを重点化した政策に対して，特

に絹関連製品の関税問題について王権と交渉を重ね，ラングドック地方の

絹工業に必要な絹糸の輸入や，製品の輸出において，リヨンを経由せずに

直接取引できる体制が目指された13。1743 年に輸出製品については，リヨ

12 Stéphane Durand et Elie Pélaquier, « La politique manufacturère des
États », dans Stéphane Durand et al. (dir.), Des États dans lʼÉtat. Les Etats de
Languedoc, de la Fronde à la Révolution, Genève: Librairie Droz S.A., 2014,
pp. 765-791. 例えば桑の植林事業については，1687 年から支援を実施して
いた。Elie Pélaquier, « Production et commerce agricoles », dans ibid., pp.
808-809.

13 リヨンを中心とした王権の絹工業政策に関連する関税政策の展開と，ラン
グドック地方三部会の関わりについては，以下が詳しい。Teisseyre-
Sallmann, op. cit., pp. 46-53.
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ンでの課税は免除されることになったが，輸入された原材料がリヨンで課

税される制度については，一時的な廃止はありながらも，基本的に 18 世紀

をとおして変わることはなかった。

関税問題についてラングドック地方に全面的に譲歩することがなかった

王権だったが，リヨンの絹織布の発展に寄与する繭や絹糸の生産，高級織

布用の撚糸業の発展には，力を注ぐことになった。1750 年代から，ラング

ドック地方三部会やヴィヴァレ地方三部会と連携して，技術改良への財政

支援を開始し，発明家のヴォーカンソンをラングドック地方に招聘し，当

時のフランスの最先端の技術を導入する場としてラングドック地方は選ば

れた14。そして，1752 年にはラングドック地方北部のヴィヴァレ地方のオ

ブナに，繰糸・撚糸のための国王マニュファクチュアが設立された15。

このように，ラングドック地方では，中世より養蚕や繰糸が小規模に行

われてきたが，18 世紀にはリヨンおよびニームにおける絹織物業や靴下製

造業の発展のもとで，原料繭や絹糸の需要の増加が起きていた。また，外

国産の原料への依存から脱却することも求められた。そして特に 1750 年

代以降は，地域権力および王権の支援策の拡大が起き，積極的な技術改良

による生産の拡大や品質の改良が目指された。こうした諸権力による産業

への介入の強化は，労働の現場には労働管理としてのしかかってくること

になる。諸権力が連携するなかで，どのように労働の現場に圧力が加えら

れていくのか，繰糸方法や作業場の規律化を目指した企業家と諸権力の動

きを次にみていこう。

14 Reynier, op.cit., pp. 64-66.
15 Jean Charay, « La manufacture de soie dʼAubenas en Vivarais au XVIIIe

siècle », dans Vivarais et Languedoc, Montpellier: Université Paul Valéry,
1972, pp. 207-213.



― 114 ― ― 115 ―

北海学園大学人文論集 第 78 号(2025 年⚓月) 18 世紀フランスにおける絹糸生産の管理と女性労働者（仲松）

⚒ 絹糸生産の管理・統制

(1) 18 世紀半ばまでの諸権力の命令

ラングドック地方では，17 世紀末から高等法院，地方長官，国王諮問会

議によって，絹糸生産の領域に関する命令が相次いで出されていた16。

1668 年トゥルーズ高等法院裁定は，ニーム絹商人ギルド幹部（Sindics）に

よる請求を受けて出されたものである17。裁定は，ラングドック地方で製

造された生糸の売買において不正が確認されたとし，売買においては，同

じ種類と品質の生糸で束ねることを商人に命じた。さらに，1695 年には，

地方長官がこの高等法院裁定を守るように命令を出した。

1707 年の繰糸に関する国王諮問会議裁定は，ラングドック地方三部会総

代の請求によって出されたものである18。三部会総代は，繊細な絹の繰糸

において玉繭（二頭以上の蚕が作った一個の繭）を混ぜたり，同一のかせ

（生糸の束）に太い生糸と細い生糸を重ねたり，あるいは，生糸を束ねるた

めに紐（ficelle）を用いることによって，かせの重量が増していると糾弾し

ていた。こうした不正がラングドック地方の繰糸作業で行われており，改

16 ここで取り上げる各種の命令については，以下の研究でも言及されている。
Reynier, op.cit., pp. 59-60, 61-62; Teisseyre-Sallmann, op.cit., p. 229. 本稿で
はこれらの命令の詳細を論じ，命令の内容の変化に権力の質の変化をみて
いく。

17 Archives départementales de lʼHérault（以下，A.D.Hérault と略記。なお，
史料原文にタイトルがついている場合にはイタリック体で表記した）, C
2265, Arrêt du Parlement de Toulouse, 14/07/1668. この高等法院裁定の発
端は，ニーム絹商人ギルドによる請求が，ニーム・セネシャル裁判所に提出
され，1668 年⚕月に同裁判所によって命令が出されたことにある。請求は
その後，トゥルーズ高等法院に上げられ，同年⚗月に先のセネシャル裁判所
の命令を踏まえて高等法院の裁定が出るにいたった。

18 A.D.Hérault, C 2265, Arrest du Conseil dʼEstat du Roy, du 18 Octobre 1707.
Portant Reglement pour le tirage des Soyes.
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善されなければ産業を衰えさせると三部会総代は訴えた。これを受けた国

王諮問会議裁定は，生糸の品質ごとに繭を分けること，また同一のかせに

おいて品質の異なる絹糸を混ぜることを禁じた。またこれに加えて，上級

の生糸を束ねる紐は二本までとし，これ以上使用する場合には，重さの分

を生糸の重量から差し引くことを命じた。そして，この国王諮問会議裁定

の執行が，ラングドック地方長官に命じられた。

1714 年地方長官命令は，ニーム絹商人からの要請によって出されたもの

である19。商人たちは，先の 1688 年トゥルーズ高等法院命令の順守を再度

求めた。地方長官は，繰糸工（Tireurs）や，絹糸を売買している者に，か

せには同種類および同品質の絹以外の紐や素材を混ぜることを禁止し，ま

た購入する者は，絹以外の紐や素材を混ぜたかせを，絹と同じ値段で買っ

てはならないとしている。先の高等法院命令で問題となった商人に加え

て，繰糸工と購入者が取り締まりの対象となっていることがわかる。

1729 年地方長官命令も，ニーム絹商人からの請願が発端となって発布さ

れたものである20。商人たちの指摘によると，上記の高等法院と地方長官

の命令がしばらく効力を発揮してきたが，ここ数年の間に再び不正がみら

れるようになり，増加さえしているという。例えば繰糸において他の糸を

混ぜるだけでなく，繰糸の際に除くべき病気の繭や玉繭を混ぜていること

が特に問題視された。商人たちは，これまでの高等法院および地方長官に

よる命令の順守と，高級絹糸であるオルガンサンの生産の際には，病気の

繭と玉繭を用いることを禁じてもらいたいと，地方長官に訴えていた。

1729 年の地方長官命令は，この要望を全面的に認めたものとなっており，

繰糸作業前に行われる繭の選別がより具体的に指示された。繰糸の現場へ

の圧力が，一段と強まっているといえるだろう。

そして，1748 年⚖月⚑日地方長官命令は，これまでの地方長官命令やラ

ングドック地方マニュファクチュア視察官の意見を踏まえて，繭の選別や，

19 A.D.Hérault, C 2265, Ordonnnace de lʼintendant de Languedoc, 22/04/1714.
20 A.D.Hérault, C 2265, Ordonnnace de lʼintendant de Languedoc, 06/06/1729.
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かせを結ぶ糸は生糸と同品質のものを使用することを命じた21。命令対象

は，繰糸工（Fileurs）と繰糸場の経営者（Entrepréneurs de Filatures）で

あった。これまでの命令の対象であった繰糸工にくわえて，繰糸場の経営

者が挙げられていることが特徴である。

このように，17 世紀末から 18 世紀半ばにかけて，諸権力から繰り返さ

れていた命令をみてみると，絹糸生産の領域に対してしだいに諸権力によ

る関与の度合いが深まっていたことがわかる。規律化の対象は，はじめは

生糸の売買を担っていた商人たちが中心で，商取引における不正が問題に

なっていたが，次第に生糸の生産者に，そして生糸の生産の集団化を担っ

た作業場の経営者たちに向けられていったことが読み取れる。

また，諸権力に圧力を加えていたのは，ニーム絹商人や，ラングドック

地方三部会であり，これに高等法院や国王諮問会議および地方長官がこた

え，命令を発布していた。ただし，地方長官は単に請願を受け取って産業

界の問題に関与したのではなく，特に 1748 年の地方長官命令では，マニュ

ファクチュア視察官の意見が踏まえられていたことからも，自らもこの問

題に積極的に関与していたことがわかる。18 世紀半ば以降，地方長官は地

方長官の指揮下にあったマニュファクチュア視察官との連携を緊密にしな

がら，対策を練っていたことことがうかがえる。

こうした諸権力による絹糸生産の現場への関与の強化の延長線上に，次

にみていく 1751 年の地方長官命令があるといえるだろう。しかし，次に

この命令の詳細をみていくとわかるように，1751 年地方長官命令は，これ

までの繰糸の現場に対する監督強化の流れにありながらも，これまでと比

べてはるかに強力に労働者の管理を進めようとするものであった。諸権力

によるラングドック地方の絹工業への関与において，18 世紀半ばに一つの

転機が生じることになるのである。

21 A.D.Hérault, C 2280, Ordonnance du premier Juin 1748. Concernant le filage
des soyes.
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(2) 1751 年地方長官命令

1751 年⚖月⚒日の地方長官命令は，これまでの命令に比べて，企業家に

対する要求事項が増えており，繰糸作業における繰糸場の経営者の存在感

が増していることも特徴の一つであるが，命令対象は，繰糸場の経営者や

雇用者だけでなく，繰糸工でもあることが，まず確認するべき点である。

あくまでもこの命令では，⽛繰糸（filature）⽜が行われる様々な形態や場所

が念頭に置かれている22。

この命令は，先にみた 1748 年の地方長官命令が守られていないという，

ニーム商人およびモンペリエ商人総代からの報告を受けて発布されたもの

であった。商人総代らは，1748 年命令の順守を地方長官が再度命令するこ

とや，⽛労働者の企業家への必要な従属（une subordination nécessaire de

lʼOuvrier à lʼEntrepreneur）⽜をうちたてる新しい措置を求めた。地方長官

は，先の 1748 年地方長官命令に加えて，ニーム・マニュファクチュア視察

官と，ラングドック地方総マニュファクチュア視察官の意見を踏まえて

1751 年に命令を出した。全⚙条から構成されている命令について，以下で

詳細をみていくが，先の 1748 年命令を踏まえながらも，これまでの命令を

はるかに超えて，繰糸作業の現場の管理を強化することが意図されたもの

になっていた。それぞれの項目の内容を順次みていこう。

第⚑条では，まず 1748 年地方長官命令の順守が命じられ，これに従って，

繭は三種類に分類するべきであるとされている。一つ目は，欠陥のあるも

のから選り分けられた優良の繭であり，二つ目は貧弱で柔らかい繭，三つ

目は玉繭である。これらを繰糸作業において混ぜてはならないことが，繰

糸工（Fileurs）と繰糸場の経営者（Entrepreneurs de filatures）に命じられ

た。これに違反した場合には，生糸の没収と 20 リーヴルの罰金が科せら

れ，回収された罰金の三分の一は国王に，三分の一はギルド幹部（Gardes

jurés）あるいは視察官（Visiteurs）に，残りは貧者（Pauvres）に割り当て

22 A.D.Hérault, C 2295, Ordonnance du 2 juin 1751. Concernant la filature des
soyes.
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られることが記されている。

第⚒条では，かせの生糸の品質をそろえることが求められている。かせ

は端から端まで，同品質の絹糸から構成されていなければならず，これに

違反した場合にはかせを没収し，関与した者は火刑に処するか，公共の広

場での首枷の刑に処すること，その際には繰糸工（Tireur）の名前ともに

刑が執行されることが指示されている。またこれにくわえて 300 リーヴル

の罰金を科し，第⚑条と同じように分配することも命じられている。

第⚓条では，マニュファクチュア視察官やギルド幹部などによる繰糸場

の視察の際には，繰糸場の所有者は，繭あるいは第⚑条で命じた三種類に

分類された生糸を提示しなくてはならないことが指示されている。もしそ

れができない場合には，20 リーヴルの罰金が科せられる。またこの場合に

は，繰糸された生糸は回収され，専門家によって検査を受ける。その生糸

に欠陥が見つかった場合には，第⚑条に示す罰金が科せられることが明示

された。

第⚔条では，かせを結ぶ際には，かせの生糸と同じ生糸を用いることが

命じられている。違反した場合には，20 リーヴルが罰金として科せられ，

回収された罰金は第⚑条に示された割合と同じかたちで分配される。

第⚕条ではまず，すべての繰糸場の経営者に，第⚑条で命じたように繭

を選別させることを命じている。そして繭の選別は，男性繰糸工や女性繰

糸工（Fileurs ou Fileuses）にこれを渡す前に行わなくてはならず23，もし

くは繭を繰糸機が設置された場所に持ち込む前に行わなければならないと

された。また，この選別は，男性繰糸工や女性繰糸工，あるいは繰糸機を

稼働させる男性繰糸枠回転工や女性繰糸枠回転工（Tourneurs ou

Tourneuses）に行わせることは厳禁であると，地方長官は命じている。違

反した場合は 20 リーヴルの罰金とし，回収された罰金は上記と同じよう

に分配されるとしている。

23 命令では，⽛男性繰糸工や女性繰糸工⽜という表現が散見されるが，実際に
繰糸作業にあたっていた労働者はほとんどが女性である。
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第⚖条では，男性繰糸工や女性繰糸工は，雇用者の指示がなければ繭の

くず（brins）を絹糸に入れ込んではならないとしており，もし違反した場

合には初犯で 20 ソル（⚑ソルは 20 分の⚑リーヴル）の罰金，再犯の場合

には繰糸の季節の残りの期間は繰糸を禁じるとしている。また繰糸工は他

の命令にも従わなければならず，例えば，たらいの水の入れ替えや，⚑日

の労働時間，その他絹糸の品質を良くする他の作業についての指示を守る

ことが求められた。各違反につき，少なくとも⚕ソルの罰金を科し，これ

は貧者に分け与えられるとされている。

第⚗条では，男性繰糸工や女性繰糸工には，日当が支払われなければな

らないことが示された。経営者と雇用主（Maitre）が，生産される生糸の

量に応じて労働者に賃金を支払うことは禁止されている。また，繰糸工に

⚑日の仕事量として，繰糸をする繭の量や，生糸の量をあらかじめ決めて

仕事を行わせることも禁じられている。違反の場合には 300 リーヴルの罰

金を科し，⚓分の⚑を国王に，⚓分の⚑をギルド幹部に，残りを貧者に分

け与えることが示されている。

第⚘条では，いかなる男性繰糸工や女性繰糸工も，雇い主から辞職許可

書（Billet de congé）を得ることなしに，雇い主の家での仕事をやめること

はできないとし，繰糸の季節には雇い主の繰糸場を去ってはならないと記

されている。また，雇用者や繰糸場の経営者は，他の雇用主のもとから来

て，辞職許可書を提示しなかった労働者（Ouvriers）を雇ってはならない

ことも命令されている。また，もし雇用主が繰糸工に辞職を認めなかった

場合には，繰糸工は，マニュファクチュア監督官（Juges des Manufactures）

に雇用主のもとを去らなければならない理由を説明して辞職許可証を得る

こととし，この場合にはこの許可証なしに雇ってはならないとされた。違

反があった場合には，雇用者や繰糸場の経営者には 300 リーヴル，男性繰

糸工および女性繰糸工には 30 リーヴルを課し，第⚗条に示すとおりに分

配されることも明示された。

第⚙条は，マニュファクチュア視察官に，この命令が順守されているか

どうかを確認するために，市場や繰糸場の調査や監視を行うことを求めて
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いる。また，この命令があらゆる場所で読み上げられ，掲示されることが

命じられている。

以上のように，1751 年地方長官命令は，これまでの各種の命令に比べて

も，絹糸生産に関して具体的でかつ細部にわたる内容になっている。その

特徴を整理していくと，まず第⚒条においてかせの生糸の品質をそろえる

ことが求められているが，これに違反した場合に 300 リーヴルの罰金が科

せられることになっており，他の違反の項目に比べて非常に重い罰金額と

なっている。また，かせの生糸をそろえない場合には，火刑もありうるこ

とが示されており，極めて強くこの問題に対処しようとした地方長官の態

度が表れている。

さらに，上記の 300 リーヴルが罰金として科せられる場合，念頭におか

れている対象者が，繰糸工であることも重要だろう。第⚒条では，刑の執

行の際に，繰糸工の名前を提示することが指示されており，かせの生糸の

品質をそろえることの責任は繰糸工にあり，かつ繰糸工こそがこの問題を

引き起こす張本人であることが想定されている。繰糸場の経営者や雇用者

には，この問題の責任はないと考えているのである。

そして，罰金がすべて国王に収納されるわけではなく，ギルドと貧者に

も分配されている点も興味深い点である。ギルドがこの絹糸生産の規律化

に深く関与しており，違反行為によって利害が損なわれている被害者とし

て考えられていたことがわかるだろう。また，罰金が貧者へも分配されて

いる点は，繰糸マニュファクチュアに捨て子施設から子供たちが労働力と

して送り込まれていたこととも関係していると考えられる24。産業促進と

⽛福祉⽜が関連づけられて，王権の政策となっていたことがうかがえる。

また，第⚕条で繭の選別を，繭を繰糸工に引き渡す前に行われなければ

24 Daniel Murat, « Le travail des enfants abandonnés du Gard dans les filatures
de soie (seconde moitié du XIXe siècle) », dans Roland Caty (dir.), Enfants au
travail, Aix-en-Provence: Presses universitaires de Provence, 2002, pp. 153-
167.
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ならないことが命じられている点も重要である。第⚑条とともに，繭の選

別が重視され，さらにこの作業を繰糸工の作業からは分離させ，繰糸工に

は繰糸作業のみを行わせることが意図されている。繰糸工の作業の自由度

を制限することを試みているのである。

さらに第⚖条は，雇用者によるさまざまな命令に対して，繰糸工は常に

従わなければならないことが示されている。一方で，この項目への違反が，

20 ソルや⚕ソルの罰金刑で，これまでよりも少額であり，また収納した罰

金を収納する先が貧者のみである点も，これまで指摘されてきた違反行為

への対応とは異なる。繰糸作業の細かい規定になるため，違反を指摘する

ことは困難と判断したのだろうか。

このように，第⚑条から第⚖条までと第⚙条は，繰糸作業の厳密化と，

繰糸作業の改良を求めており，これまで出されてきた各種命令の延長線上

にあると考えられる。しかし，第⚗条と第⚘条の規定は，既存の命令とは

明らかに異なる規定であり，労働の現場ではその後に争点となった。この

第⚗条と第⚘条が意味することを，次に検討しよう。

(3) 労働者管理の強化への試み─第⚗条と第⚘条

ここでは，1751 年地方長官命令の全⚙条のうち，特に第⚗条と第⚘条を

問題にし，この命令が労働者管理の強化をはかっていた点をみていきたい。

第⚗条は，前節で詳細をみたように，繰糸工には日当を支払うことが指

示されている。第⚗条で示されている措置への違反に対しては，300 リー

ヴルが科せられることになっており，1751 年命令において，経営側に科せ

られた罰金のなかでは最も重い。したがって，この項目は経営者への要求

として，最も重視されていた政策といえるだろう。

命令が，日当を支払うことを強く求めていたことからわかることは，こ

の当時は，繰糸作業の多くが出来高払いだったということである。原料繭

を経営者側が用意し，これを労働者に渡して繰糸作業を行わせて生糸を買

い取る。このやり方であれば，繰糸場をどこかに設置する必要がなく，労

働者を集約する必要もないだろう。しかし，日当を支払うということにな



― 122 ― ― 123 ―

北海学園大学人文論集 第 78 号(2025 年⚓月) 18 世紀フランスにおける絹糸生産の管理と女性労働者（仲松）

れば，労働の過程や中身が問題になってくる。地方長官命令は，前もって

⚑日に作業する繭の量や生糸の量を決めることもあわせて禁止しているの

で，労働者の労働そのものを管理するしか経営者には残された道はないと

いうことになるだろう。繰糸工に家内労働をさせるのではなく，作業場に

集約して，雇用者に労働者を管理させることを，地方長官命令は促してい

るといえるだろう。

また，辞職許可書を繰糸工に義務化している第⚘条は，これに違反した

繰糸工に 30 リーヴルを科しており，辞職許可書を所持しない労働者を雇

用した場合，雇用者に第⚗条と同じく 300 リーヴルを科すことが定められ

ている。罰金刑の重さからして，この第⚘条もまた先にみた第⚗条となら

んで，1751 年地方長官命令が重要と考えていた項目であることがわかる。

この辞職許可書に関する規定は，1749 年にフランス全土に向けて発布さ

れた王令と連動していると考えられる。1749 年王令は，労働者に辞職許可

書の取得や，ギルド親方事務局への登録を義務化した。これより前の時代

にも，さまざまな都市や職種において，限定的にこの義務を課していた場

合があったが，全国一律にこの規定を命じたのが，1749 年王令であった25。

1751 年地方長官命令では，この王令について言及はしていないものの，王

権による労働者の移動に対する管理強化の政策と，同時代的な動きとみる

ことができるだろう。

ここまでみてきたように，1751 年地方長官命令の第⚗条と第⚘条で定め

ている繰糸に関する項目は，ラングドック地方でたびたび発布された命令

には含まれていない内容をもつ画期的なものであった。この地方長官命令

は，1780 年代にも有効性を持っており，この命令が 18 世紀後半のラング

ドック地方の繰糸に関して，決定的な規定となったといえるだろう。18 世

紀半ば以降のラングドック地方の絹糸生産においては，⽛労働者の経営者

への必要な従属⽜を打ち立て，労働者の管理を強化することによって，絹

25 Jean Nicolas, La rébellion française. Mouvements populaires et conscience
sociale (1661-1789), Paris: Éditions du Seuil, 2002, pp. 294-295.
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糸の品質を向上させることが目指されたのである。

⚓ 女性労働者の抵抗

1751 年地方長官命令は，諸権力や商人・企業家たちによる労働者管理へ

の強い要望が結実したものと捉えることができるが，その実効性について

は別に検討する必要があるだろう。というのも，この命令の発布の直後か

ら，地方長官補佐やマニュファクチュア視察官から，地方長官のもとに命

令への違反の報告が相次いで寄せられていたからである。

地方長官命令への違反として，特に問題となったのは第⚗条と第⚘条の

規定である。以下では，それぞれの項目に対する違反の報告を分析するこ

とをとおして，女性繰糸工の労働の実態と労働への意識をみていきたい。

(1) 家内労働の要求─第⚗条をめぐって

1751 年地方長官命令の第⚗条は，労働者に対して日当を支払うことを命

じており，直接的に繰糸工の自宅での繰糸作業を禁止したものではなかっ

た。しかし実質的にこの規定は，繰糸工を特定の場所に集めて，繰糸作業

を雇用者が管理する体制を整えることを促すものとして，命令の実施にあ

たった現場では捉えられた。

例えば，1751 年⚗月にベジエ近郊のサン＝シニアンのマニュファクチュ

ア視察官は，同町での第⚗条への違反行為を地方長官に報告していた26。

視察官によると，地方長官命令に対する二つの違反行為が確認されたとし，

一つ目は女性繰糸工に日当ではなく出来高で支払いが行われていること，

26 1792 年段階で，ベジエの人口は 16535 人，サン＝シニアンの人口は 3347 人
であった。Claude Motte, Marie Elisabeth, Martin Laprade et Jean-Marc
Peysson, Paroisses et communes de France. Dictionnaire dʼhistoire
administrative et démographique: Hérault, Paris: Éditions du centre national
de la recherche scientifique, 1989, pp. 130, 377.
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二つ目は企業家がある特定の場所で女性繰糸工たちを働かせていないこと

を指摘した27。

このサン＝シニアンの状況を地方長官から知らされたベジエ・マニュ

ファクチュア視察官は，この町での現地調査を命じられ，その結果として，

この町の企業家たちは，繭と木炭の量をあらかじめ決めて繰糸工に渡すこ

とによって，出来高で給与を支払うことが慣例となっていることを報告し

ている。ほとんどの女性繰糸工は，自宅や自宅周辺で自らの作業場を設置

して作業を行っていた。企業家たちは，この出来高による支払方法は慣習

となっており，これを変更することを希望する女性繰糸工を見つけること

は不可能であると考えていた。なぜなら，女性たちは稼ぎを得ることに熱

心で，多くの仕事を行おうとしており，もし日当が支払われることになれ

ば，そうはならないだろうと企業家たちは視察官に回答している28。

つまり，女性繰糸工をリクルートするという点においても，熱心に労働

に従事させるという点においても，旧来の賃金の支払い方法である出来高

払いを継続したいというのが，企業家たちの主張であった。また地方長官

命令にもかかわらず，企業家たちがこうした態度をとっている点には，女

性繰糸工の自らの労働についての考え方が，絹糸産業のあり方に影響を与

えていたということを読み取ることができる。

こうした女性繰糸工と企業家による地方長官命令への違反状態に対し

て，ベジエ・マニュファクチュア視察官は改善に乗り出した。視察官は企

業家たちを集めて，地方長官命令の重要性について説明する機会を設けた

ことを，地方長官に報告している。その結果，⚑年後の 1752 年の時点でほ

とんどすべての企業家が繰糸機を設置する場所を確保し，女性繰糸工にそ

こで共同で労働に従事することを義務化したことが報告されている。しか

27 A.D.Hérault, C 2262, Lettre de lʼinspecteur des manufactures de Bézier à
lʼintendant, 23/08/1752.

28 A.D.Hérault, C 2262, Lettre de lʼinspecteur des manufactures de Béziers à
lʼintendant, 08/08/1751.
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し同時に，女性繰糸工のなかには家で繰糸作業を行うことを望む者もおり，

これが他の者たちの不満を引き起こしたことも，あわせて報告では述べら

れている29。労働の現場では，地方長官命令の強制力が働きながらも，こ

れに対する不服従はなお残り続けたことを示唆しているといえるだろう。

絹工業の中心都市であったニームでも，同じような状況は生まれていた。

命令から 30 年以上たった 1786 年のニーム・マニュファクチュア視察官の

証言をみてみよう。ニームの繰糸の作業場では，当初は女性繰糸工を集め

て作業を行わせていたが，数名の女性繰糸工に家での繰糸を許可したのを

皮切りに，すべての女性繰糸工が自宅でなければ働こうとしない事態にお

ちいったという30。1780 年代のニームでも，女性繰糸工には決まった繭と

木炭を渡して繰糸を行わせることが慣習となっており，地方長官命令を根

拠とした企業家たちの試みも，女性繰糸工の自宅での繰糸を止めさせるこ

とはできなかったことになる。

これらの視察官らの証言からは，女性たちが企業家たちが設置した作業

場ではなく，自宅での繰糸を望み，時には企業家たちに対して自らの労働

環境の改善を求めて交渉していたことが読み取れる。では，なぜ彼女たち

は自宅での繰糸を強くそして粘り強く要求し続けたのだろうか。

上記のニーム・マニュファクチュア視察官は，次のように考察している。

女性繰糸工のなかには，一度に引く繭の数を増やして繰糸をし，早く仕事

を終わらせる者がいる。また，女性繰糸工は企業家から繰糸作業の時間に

基づき必要な木炭を受け取っているが，これもあらかじめ指定されていた

繭の数よりも多くの繭を一度に引くことにより，作業時間を短縮し，結果

として木炭を節約することになっているという31。

29 A.D.Hérault, C 2262, Lettre de lʼinspecteur des manufactures de Béziers à
lʼintendant, 23/08/1752.

30 A.D.Hérault, C 2295, Observations sur les filatures de soie à Nimes, en juillet
1786; Reynier, p. 62.

31 A.D.Hérault, C 2295, Observations sur les filatures de soie à Nimes, en juillet
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以上からわかることは，18 世紀末まで絹糸生産においては，最新の設備

をもつ大マニュファクチュアが出現しながらも，女性繰糸工の自宅での作

業が常態化していたことである。そして，さらに重要だと思われる点は，

地方長官命令をもってしても女性繰糸工に作業場での繰糸を強制できな

かった点である。女性繰糸工は，自らの労働の条件をめぐって企業家たち

と交渉していた。繰糸作業を自宅で行うことにより，女性労働者たちはで

きるだけ早く仕事を遂行して手間賃を多く稼ぎ，木炭などの繰糸作業にか

かわる副産物を収入として獲得することもできた。家内労働は，収入を最

大化することを可能にするものとして，女性繰糸工はこれを望み，雇用主

と交渉を行っていたのである。

(2) 雇用関係の重複─第⚘条をめぐって

1751 年地方長官命令の第⚘条も，労働者の管理を強化しようとする項目

であった。ここで，第⚘条に対する女性繰糸工の対応をみていこう。第⚘

条は，繰糸工に辞職許可書の収得を義務付け，これにより繰糸工が仕事の

途中で失踪することや，一度に複数の雇用主のもとで労働に従事すること

を阻止することを意図していた。しかし，この規定もまた労働の現場では，

順守されていなかったことを示唆する事例が，地方長官宛てに報告されて

いる。

1783 年ベジエの繰糸場のある経営者が，自らが雇用していた女性繰糸工

が隣町のサン＝シニアンの繰糸作業場にも働きに出ているとして，地方長

官に訴えた32。地方長官補佐はこれを調査し，女性繰糸工に出頭を命じた

が，女性繰糸工は現れず，彼女が再びサン＝シニアンに働きに出かけたこ

とを知ったため，サン＝シニアンの市政官ら（consuls）へ連絡し，女性繰

糸工に⚑週間以内にベジエの繰糸場に戻ることを命じさせた。

1786.
32 A. D. Hérault, C 2294, Lettre du subdélégué de Béziers à lʼintendant,

13/08/1783.
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この事例で特徴的なことは，地方長官，地方長官補佐，都市当局，そし

て企業家が連携しながら，一人の女性繰糸工の動向を監視して捜索し，執

拗に繰糸作業を行わせようとしていることである。サン＝シニアンでの別

の雇用もあったことからも，女性繰糸工の需要は高かったことが読み取れ，

企業家や諸権力は女性労働者に仕事を遂行させようと必死であるようにみ

える。

こうした企業家と諸権力に対して，訴えられた女性繰糸工の行動につい

て特筆するべき点は，彼女が都市当局や企業家の要請に簡単には応じてい

ない点である。この問題に対応していた地方長官補佐が説明するところに

よると33，一度目の地方長官補佐による出頭命令においては，女性繰糸工

と同時に呼び出されていた母親のみが補佐のもとに現れていた。また，サ

ン＝シニアンの市政官に彼女を捜索させた結果，日曜日の夕方に出頭する

という報告を地方長官補佐は受けたものの，この約束も女性繰糸工は反故

にした。サン＝シニアンの市長は，確かに彼女にすぐに出立することを約

束させたにもかかわらず，彼女はしばらく町にとどまっていたと，地方長

官に報告している34。ベジエの企業家は，彼女の到着の遅れが彼に多くの

損害を与えていると，地方長官補佐に訴え続け圧力をかけていたが35，事

態は企業家の訴えのようには，簡単に解決されていなかったことがわかる。

このように，1751 年地方長官命令の第⚗条と第⚘条は，労働者管理の強

化をねらった項目であったにもかかわらず，命令の発布直後から違反行為

が地方長官に報告されていた。さらに 1780 年代には女性繰糸工の自宅で

の繰糸が再び常態化していたことがわかる。また，雇用関係が重複するこ

33 A. D. Hérault, C 2294, Lettre du subdélégué de Béziers à lʼintendant,
13/08/1783.

34 A. D. Hérault, C 2294, Lettre du maire de St. Chinian à lʼintendant,
24/08/1783.

35 A. D. Hérault, C 2294, Lettre du subdélégué de Béziers à lʼintendant,
13/08/1783.
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とを禁止する措置も守られていなかった事例も報告されていた。女性繰糸

工は，繰糸の季節に多くの作業場から要請を受けていたのであり，企業家

は時には彼女たちに労働条件をめぐって譲歩せざるをえず，また地方長官

命令に反する行為に関与していたのである。1751 年地方長官命令の実質

的な効力は，かなり疑わしいといえるだろう。労働の現場では，地方長官

命令を強制しようとする企業家や諸権力に対して，女性労働者たちは抵抗

しており，ここに女性繰糸工の自らの労働環境に対する主体性を読み取る

ことができるのである。

お わ り に

以上のように，18 世紀のラングドック地方では，隣接するリヨンや，ラ

ングドック地方の商工業の中心都市であったニームの絹工業の発展のなか

で，原料繭や絹糸の生産に従事する地域が広がっていった。そして 1750

年代以降は，地域権力および王権の支援のもとで，生産の拡大や品質の改

良が目指され，絹糸生産に関するさまざまな命令も発布された。こうした

各種の命令のなかで，大きな転換点となったのが，1751 年地方長官命令で

あった。この命令は，これ以前の絹糸生産にかかわる命令と比べてはるか

に労働の現場のあり方に踏み込んだものであり，特にその第⚗条と第⚘条

は，労働者を作業場に集約し，移動の制限を行うことが意図されたもので

あった。しかし，こうした地方長官命令の労働者の管理強化は，絹糸生産

の現場のこれまでのあり方を大きく変更させるものとして，労働の現場を

中心的に担っていた女性繰糸工の抵抗にあうことになった。女性繰糸工

は，家内労働を要求しており，また雇用先の選択を制限しようとする企業

家や諸権力に抵抗した。

1751 年地方長官命令にいたるまでの 18 世紀の諸権力による命令の内容

の変化には，諸権力による経済への介入の仕方が変化したことが如実に示

されている。すなわち，絹糸の商取引の規制から，絹糸の製造方法の統一

化へ，そして絹糸生産にかかわる労働者の管理へという変化である。フィ
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リップ・ミナールは，18 世紀フランスにおいて，諸権力による経済活動へ

の介入が，⽛製造や市場の統制・管理（police）から労働と労働者の統制・

管理へ⽜と変化したと指摘しているが，こうした変化は，ラングドック地

方の絹糸生産の領域にもみて取ることができる36。

しかし，本稿で明らかにしたように，こうした権力の介入に対して，労

働を実際に担っていた女性労働者は容易にこれに従うことはなかった。女

性労働者の労働に対する主体性は，ここでは家内労働の要求や，雇用先の

選択と変更をめぐって発揮されていた。こうした女性たちの労働条件をめ

ぐる交渉が，ラングドック地方の絹糸生産のあり方に直接的に影響を与え

ていたことも重要である。

このように 18 世紀の絹糸生産において家内労働が一般的であった状態

や，労働の集中化が十分に行われなかったことに対して，この時代の絹糸

生産の欠点や限界として評価する研究はある37。しかし，ここに女性たち

の労働をめぐる闘争と労働者としての主体性を読み取ることは可能であ

る。プロト工業化論をはじめとして，この時代の経済や社会を理解しよう

とするとき，女性労働者の主体的な経済への関与のあり方を，重要な要素

してみなす視点は必要だろう38。ただし，ここで取り上げた女性労働者の

主体性の限界についても検討する必要があることもたしかである。この点

36 Philippe Minard, La fortune du colbertisme: État et industrie dans la France
des Lumières, Paris: Fayard, 1998, p. 298; Nicolas, op. cit., p. 295.

37 例えば，ラングドック地方の山岳地域であるヴィヴァレ地方の絹糸生産に
ついて，先駆的でありながら現在も最も重要な研究であるレーニエの研究
が挙げられる。Reynier, op., cit., p. 62.

38 都市史および経済史において，女性の主体性が軽視されてきたことを問題
として指摘したものとして，以下を参照。Anne Montenach et Deborah
Simonton, « Introduction: Gender, Agency and Economy: Shaping the
Eighteenth-Century European Town », dans Simonton et Montenache (dir.),
Female Agency in the Urban Economy: Gender in European Towns, 1640-
1830, New York: Routledge, 2013, pp. 1-14.
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については別の機会に検討することとしたい。

【付記】本研究は，JSPS 科研費 19K01082 基盤研究(C)⽛⚑⚘世紀フランス

の農村工業化における社会秩序変容─ラングドック地方を事例に─⽜の助

成を受けたものである。また本稿は，ジェンダー史学会第 20 回年次大会

（2023 年 12 月 10 日）における自由論題研究発表⽛18 世紀ラングドック地

方における絹糸生産と女性労働⽜をもとにしたものである。
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〈やさしい日本語〉による
ニュース音声の時間的特性＊

―音声による情報保障のあり方を考えるための
基礎的資料として―

丸 島 歩

⚑．は じ め に

⽛やさしい日本語⽜は，1995 年の阪神淡路大震災において在留外国人が

必要な情報を取得することが困難であったという社会的課題から生まれ

た，日本語教育および社会言語学の専門家によって開発された平易な日本

語の文体である。⽛やさしい日本語⽜は，日本語に十分習熟していない非母

語話者でも理解できるように整備されてきた。具体的には，語彙を日常的

で平易なものに限定し，構文を単純で明確なものにし，明確な表現を重視

することが特徴である。

当初は災害時の情報伝達を目的として用いられていたが，在留外国人の

増加と社会の多様化に伴い，その使用範囲を拡大してきた。平時の生活情

報，報道，行政情報など，多岐にわたる場面で活用されている1。また，〈や

＊ 本稿は，日本語音声コミュニケーション学会 2024 年度秋季大会（2024 年 11
月 15 日，コワーキングスペース SHARES（兵庫県姫路市）での対面とオン
ラインによるハイブリッド開催）での口頭発表の内容に新たな分析資料と
分析項目を加え，大幅に修正したものである。発表に助言やコメントをく
ださった方々に感謝申し上げる。

1 平時に用いられる〈やさしい日本語〉は減災のための⽛やさしい日本語⽜と
区別して，“〈 〉”で括られることがある（庵 2019）。本稿もこれに倣い，減
災のための⽛やさしい日本語⽜と平時のための〈やさしい日本語〉を区別す
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さしい日本語〉は単に外国人のためだけでなく，知的障害者，聴覚障害者，

高齢者，子どもなど，多様な言語・認知能力を持つ人々への情報保障の手

段としても注目されている。

さらに，庵（2016，2019）が指摘するように，〈やさしい日本語〉は日本

語母語話者が自らの言語コードを調整し，非母語話者が平易な日本語を身

に付けることによって，地域社会においてより包括的なコミュニケーショ

ンを実現する可能性を示唆している。つまり〈やさしい日本語〉は単に言

語的マイノリティへの配慮だけでなく，日本社会の多様性と包摂性を促進

する共通言語としても重要な意味を持ち得る。〈やさしい日本語〉は単な

る言語的技法を超え，社会の包摂性と相互理解を追求する言語的実践であ

ると理解することができるだろう。

このような発展過程を通じて，〈やさしい日本語〉は社会の多様性と相互

理解を促進する重要な社会言語学的アプローチとして，その存在意義を確

立しつつある。グローバル化が進む現代社会において，言語的障壁を低減

し，より開かれたコミュニケーション環境を創出する試みとして，その意

義は今後さらに高まることが予想される。

⚒．〈やさしい日本語〉による情報提供の現状

2.1 従来の情報提供における課題

⚑で述べたとおり，近年〈やさしい日本語〉の使用範囲と対象が拡大し

つつあるが，その実践は依然として文字言語に偏っている。書き言葉によ

る〈やさしい日本語〉に関しては，静岡県県民生活局多文化共生課（2018），

出入国在留管理庁・文化庁（2020）など，すでにさまざまなガイドライン

やマニュアルが作成，公開されている。その一方で，音声言語による情報

提供については，対話を中心としたやりとりは想定されている（話し言葉

る。なお，本稿では主に〈やさしい日本語〉について扱う。
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のやさしい日本語の活用促進に関する会議 2022 等）ものの，音声による

情報提供の具体的な実践や研究は十分に進展していないのが現状である。

あべ（2023）が指摘するように，日本語における情報保障の実践や研究

は文字情報に偏重する傾向にある。具体的には，視覚障害者や読み書き困

難を持つ人，日本語の書き言葉に習熟していない非母語話者2 への配慮が

不十分であると言えるだろう。あべ（2023）は音声や映像も含んだマルチ

モーダルな情報保障のあり方を模索すべきだと主張しているが，〈やさし

い日本語〉についてはまず音声言語でどう情報を提示すべきかを考える必

2 2021 年に文化審議会国語分科会が報告した⽛日本語教育の参照枠（報告）⽜
（以下⽛日本語教育の参照枠⽜）は，ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）を
参考に作成された，日本語学習，教授，評価のための枠組みである。⽛日本
語教育の参照枠⽜では，言語活動を⽛聞くこと⽜⽛読むこと⽜⽛話すこと（や
り取り）⽜⽛話すこと（発表）⽜⽛書くこと⽜の五つに分類している。また，こ
れらの言語活動能力を均等に伸ばしていくことよりも，個々にとって必要
な能力を優先して育成することを重視し，ばらつきのある能力を肯定的に
とらえることを，その言語能力観の一つに置いている（p.17）。2024 年⚔月
に施行された⽛日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育
機関の認定等に関する法律（日本語教育機関認定法）⽜は，日本語教育機関
の認定制度を定めた法律であるが，同⚑日に日本語教育部会によって決定
された⽛認定日本語教育機関日本語教育課程編成のための指針⽜では，課程
の編成にあたってこの⽛日本語教育の参照枠（報告）⽜を参照することを求
めている。このことからも，⽛日本語教育の参照枠⽜が今後の日本語教育に
与える影響は大きく，個々の言語活動についての能力にばらつきがある非
母語話者の存在を軽視することはできない。また，やや古いデータである
が，日本全国の日本語教室に通っている在住外国人の日本語に対する意識
等について調査した文化庁（2001）では外国人が自身の日本語能力の自己評
価について回答している。日本語の聞き取りについては⽛よく分かる⽜⽛半
分くらい分かる⽜⽛少し分かる⽜があわせて 95.2％であったのに対し，読む
力については⽛平仮名が読める⽜が 84.3％，⽛片仮名が読める⽜が 75.2％，

⽛漢字が読めて意味も分かる⽜が 19.6％となっており，聞き取りができない
人よりも日本語の文字が読めない人のほうが多いことがわかる。札幌市総
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要があると考える。

減災のための⽛やさしい日本語⽜においては，施設における災害情報の

提供や避難誘導などの文脈でより理解しやすい音声のあり方が検証されて

いる（佐藤 2024）。しかし，平時の〈やさしい日本語〉における音声言語

による情報提供の方法については，いまだ十分な検証がなされていない。

一部のニュース配信サイト等で，文字情報とともにアナウンサーやボラン

ティアの読み手，あるいは合成音声による音声提供が試みられているもの

の，その実践は限定的である。

2.2 〈やさしい日本語〉音声による情報提供の実践

2.1 節に述べたように，〈やさしい日本語〉の音声言語による情報提供の

実践は多くない。しかし，限られてはいるもののニュースサイト等で音声

での情報発信が行われている。本節では，ニュース配信の事例とそれ以外

に分けて，それらの実践例を整理する。

2.2.1 ニュース配信の事例

〈やさしい日本語〉によるニュース配信の例として代表的なものは，

NHK の公式 web サイトで 2012 年⚔月から配信されている，⽛NEWS

WEB EASY⽜であろう。⽛NEWS WEB EASY⽜ではやさしい日本語で書

き換えられたニュース記事に，合成音声での読み上げ機能が付されていた。

2024 年⚙月 30 日からは⽛NHK やさしいことばニュース⽜と名前を変え，

同名のラジオ番組が NHK ラジオ第⚑で放送されるようになった。ラジオ

番組は平日の午後⚖時 45 分からの⚕分間の番組で，アナウンサーの肉声

で記事が読まれる。⚒名のアナウンサーが曜日替わりで担当している。

務局国際部（2024）の⽛外国人市民の日本語力調査⽜の項目でも⽛⽛聞く⽜
＜⽛話す⽜＜⽛読む⽜＜⽛書く⽜の順で難易度が上がることが分かりました⽜
とあるように，日本語を聞き取ることはできても読むことは難しいと感じ
る在留外国人は一定数いるものと思われる。
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ウェブサイトの記事とラジオ番組の内容は連動しており，2024 年⚙月 30

日分以降の記事はウェブサイトでも合成音声の代わりにアナウンサーの読

みでニュースが聞けるようになった。

NHK 以外に〈やさしい日本語〉の音声でニュースを配信しているメディ

アとしては，西日本新聞と河北新聞社のウェブサイトが挙げられる。西日

本新聞のウェブサイト（西日本新聞 me）では，2018 年 11 月 29 日から週

に⚕本程度のやさしい日本語によるニュース記事が配信されている。2019

年⚔月⚒日から 2022 年⚖月 17 日までの一部の記事は，⽛やさしい日本語

ニュース動画⽜としてアナウンサーの読みに字幕をつけた動画が付されて

いる。2022 年⚖月 24 日以降の記事の一部には，合成音声による読み音声

が付されるようになった。また，河北新報社のウェブサイト上にある⽛み

やぎ発やさしい日本語ニュース⽜では，2021 年 12 月から〈やさしい日本

語〉による宮城県内のニュースが月に⚒～⚕本配信されており，地域の日

本語教室で活用することを想定したワークシートや合成音声での読み音声

も提供されている。

知的障害者向けのわかりやすい情報を発信することを目的に設立された

一般社団法人スローコミュニケーション（以下，スローコミュニケーショ

ン）は，ウェブサイト上で⽛わかりやすいニュース⽜を配信している。ス

ローコミュニケーションは，かつて刊行されていた知的障害者を読者とす

る新聞，⽝ステージ⽞の理念やノウハウを受け継ぐ形で設立された団体であ

る（小田巻 2022）。〈やさしい日本語〉が在留外国人を対象に開発されたの

とは，目的や経緯が異なる。したがって，打浪（2019）が知的障害者向け

のリライトのルールについて述べているように，想定されている⽛難しさ⽜

の程度や内容が〈やさしい日本語〉とは異なる可能性がある。しかし，だ

れにでもわかりやすい書き方を目指す点は共通していることから，〈やさ

しい日本語〉に類似したことばを用いたニュースサイトとして認識されて

いる3。なお，⽛わかりやすいニュース⽜には複数のボランティアの読み手

による音声が付されている。
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2.2.2 ニュース配信以外の事例

青森県弘前市のコミュニティラジオ局である FM アップルウェーブは，

災害時に使用できる⽛やさしい日本語⽜の音声ガイドをウェブサイト上で

提供している。この音声ガイドは同ラジオ局が公開している⽛防災ハンド

ブック⽜に対応しており，緊急性の高い情報がやさしい日本語と標準的な

日本語の音声で収録されている。

また，⽛やさにちウォッチ⽜は〈やさしい日本語〉（あるいは⽛やさしい

日本語⽜）に関する情報を〈やさしい日本語〉で発信するメディアサイトで

あるが，それぞれの記事に合成音声による読み音声が付されている。

さらに，美術館や博物館などで〈やさしい日本語〉のガイドブック（東

京都歴史文化財団，福岡市美術館など）や，キャプション（作品の紹介文）

を提供する試みが近年広がりつつあるが，2023 年に市立小樽美術館で行わ

れた特別展⽛美術館×やさしい日本語⽜ではキャプションのほとんどを〈や

さしい日本語〉で提示すると同時に，音声と字幕がついた作品紹介動画が

視聴できるコーナーが設けられていた（丸島 2023）。

以上のように実践の数は少ないものの，ニュース配信のほかにも〈やさ

しい日本語〉音声での情報提供が行われている事例がある。

⚓．本研究の目的

2.2 節で概観したように，〈やさしい日本語〉の情報提供を音声で行って

いる例は，ニュース配信を除けば非常に少ない。このことは 2.1 節で述べ

たように，策定されている〈やさしい日本語〉のガイドライン類が書き言

葉の書き換えか対話に偏っており，音声で情報提供することが想定されて

3 ⽛やさにちウォッチ⽜では，毎週⽛やさしい日本語で読むことができるニュー
ス⽜という記事を配信している。ここには⽛NHK わかりやすいことば
ニュース⽜⽛西日本新聞 me⽜⽛河北新報社⽜とともにスローコミュニケーショ
ンの⽛わかりやすいニュース⽜の記事もまとめられている。
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いないことが一因であると考えられる。庵（2019）が⽛〈やさしい日本語〉

にとって重要なのは⽛技術⽜ではありません。重要なのは考え方（マイン

ド）です（p.15）⽜と述べているように，〈やさしい日本語〉を単なる技術論

としてとらえるべきではないが，近年の〈やさしい日本語〉の広がりは，

よりどころにすることができるガイドブックやマニュアルの類が公開，活

用されたことで，〈やさしい日本語〉で情報発信することの敷居が低くなっ

たことが要因の一つであろう。

では，現時点で公開されている〈やさしい日本語〉音声は，何を基準と

して作成されているのだろうか。2.2 節に挙げたものを一聴した印象で

は，発話速度やポーズの取りかたも情報提供者や話者によって異なるよう

に思われ，共有された目安があるようには思われない。〈やさしい日本語〉

によって書かれたテキストの効果については田中ほか（2012）などで検証

されているが，〈やさしい日本語〉による音声情報の効果については管見の

限り明らかにされていない。

そこで本研究は，将来的に〈やさしい日本語〉での音声提示のためのガ

イドラインを策定することを目指し，現在公開されている〈やさしい日本

語〉で情報提供を行っている音声を分析し，その基礎的な資料とすること

を目的とする。まずは時間的な特徴に限定して解析を行うこととする。本

論文ではプロのアナウンサーが肉声で読み上げを行っている⽛NHK やさ

しいことばニュース⽜を主な分析対象とする。これと対照させるために，

NHK ラジオの標準的なニュース番組の音声の分析も行う。また，⽛NHK

やさしいことばニュース⽜よりも先行して肉声での音声配信を行っている

⽛わかりやすいニュース⽜の音声も比較対象として分析する。

なお，日本語のニュース音声の時間的特徴を分析した研究には，杉藤

（1986），最上（1999），広実（1999，2000），福盛（2008，2022）などがあ

る。必要に応じてこれらの分析結果との比較も行うこととするが，いずれ

も分析対象のほとんどが映像のあるテレビニュースの音声であることか

ら，ラジオによるニュースとは性格を異にする可能性がある。
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⚔．方 法

4.1 分析対象

本稿では，⽛NHK やさしいことばニュース⽜（以下⽛EASY⽜），⽛NHK ラ

ジオニュース⽜（以下⽛NHK⽜），⽛わかりやすいニュース⽜（以下⽛スロー⽜）

の⚓種のメディア・番組が提供している音声を分析する。プロのアナウン

サーの肉声による⽛やさしい日本語⽜音声である⽛EASY⽜を分析の中心と

し，その比較対象として標準的な日本語で読まれる⽛NHK⽜と，ボランティ

アの読み手による⽛スロー⽜の音声も分析する。⽛EASY⽜は放送が始まっ

た 2024 年⚙月 30 日（月曜日）から，10 月⚔日（金曜日）を対象とする。

⚙月 30 日・10 月⚑日・⚔日の担当が女性アナウンサーの U 氏，10 月⚒日・

⚓日が男性アナウンサーの H 氏が担当している。⽛NHK⽜は 2024 年 10 月

⚙日（水曜日）に放送された⚕分間のニュース番組（15 時・21 時・23 時に

放送）を分析した。15 時に担当したのは女性アナウンサーの N 氏，21 時・

23 時に担当したのが男性アナウンサーの T 氏である。⽛スロー⽜は 2024

年⚙月 29 日（読みの担当は YM 氏），10 月⚖日（KA 氏），11 月⚓日（Y

氏）に配信されたニュース記事で，読み手はすべて女性であると思われる4。

音声データはいずれも，インターネットブラウザ⽛Google Chrome⽜に

対応した，サードパーティが提供する拡張機能である⽛Smart Audio

Capture5⽜の⽛tab recording⽜機能を用いて録音した。音質を⽛Highest

quality⽜に設定したうえで録音し，wav ファイルとして保存した。保存さ

4 小田巻（2022）によると⽛スロー⽜の読み手はボランティアであるとのこと
だが，⚙月 29 日を担当した YM 氏は⽛一般社団法人スローコミュニケー
ション⽜の X 公式アカウント（https://x.com/SlowCommu）の記事の公開
を知らせるポストに個人アカウントへのリンクが貼られており，それによ
るとナレーター，声優として活動していることがわかる。他の⚒名の読み
手についての詳細は明らかにしていない。

5 https://chromewebstore.google.com/detail/smart-audio-capture/lfohcaplea
kcfmajfdeomgobhecliepj（2024/12/14 最終確認）
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れた音声ファイルの形式は，サンプリング周波数 48 kHz，量子化 16 bit，

ステレオの音声である。⽛EASY⽜は⽛NHK ラジオらじる★らじる6⽜の聴

き逃し番組の配信サービスのページから，⽛NHK⽜は⽛NHK RADIO

NEWS7⽜のウェブサイトから，⽛スロー⽜はそれぞれの記事のページから

Google Chrome 上で再生し，上記の方法で録音，ファイル保存した。

4.2 分析の手順

保存したそれぞれのファイルについて，音声分析ソフト Praat ver-

sion6.4.12 の TextGrid 機能で発話部分とポーズの時間長を計測した。

ポーズの認定基準は大野・三輪（1996）で提唱されている相対ポーズ値が

⚑拍分以上の時間長を持つ，文節間あるいは文末の⚑モーラ分以上の時間

長を持つ無音区間とした8。

分析の対象としたのは，⽛EASY⽜と⽛NHK⽜は発話全体である。⽛スロー⽜

はニュース本文の部分のみで，記事タイトルの部分は性質が異なると判断

して分析対象から外している。なお，⽛EASY⽜と⽛NHK⽜では⚕分間の放

送内で複数のニュースが読まれているが，ニュースの見出しに相当するも

のは読まれない。また，⽛EASY⽜⽛NHK⽜はニュースの内容の前後に挨拶

や番組内容の案内などが読まれるが，基本的に文の形をとっているため見

出し等に相当するものではないと考え，これらも分析の対象に含めた。

ポーズは文間ポーズ（文と文の間に位置するポーズ）と文内ポーズ（文末

以外に位置する文節間のポーズ）に分類した。また，⽛EASY⽜と⽛NHK⽜

は各ニューストピックの前後で比較的長めのポーズがとられていたことか

ら，この位置にあるポーズをトピック間ポーズとして文間ポーズから分け

て集計した。

6 https://www.nhk.or.jp/radio/
7 https://www.nhk.or.jp/radionews/
8 促音等の位置に⚑拍分を超える無音区間が確認された箇所も多かったが，

これらはポーズとみなしていない。
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⚕．結 果

5.1 音声データの概要

以下の表⚑に，本稿で分析した音声データの概要をまとめた。

⽛EASY⽜は⚕分間の番組であり，全モーラ数も 1300 モーラ前後である

程度そろっている。⽛NHK⽜も今回分析対象としたものはすべて⚕分間の

番組に限定しているが，こちらも 1900 モーラ台でモーラ数はある程度そ

ろえられている。同じ⚕分間の番組ではあるが，⽛EASY⽜は⽛NHK⽜に比

べて⚖～⚗割程度のモーラ数に抑えられている。⽛EASY⽜は標準的な

ニュース放送に比べて情報量を減らし，話速を遅くすることで分かりやす

さを担保しようとしているものと考えられる。また⽛EASY⽜は文の数が

⽛NHK⽜の⚒倍近くある。⚑文ごとのモーラ数は⽛NHK⽜の⚔割程度であ

り，わかりやすさのために⚑文を大幅に短くしていることがわかる。

⽛スロー⽜は⽛EASY⽜や⽛NHK⽜と異なり web でのみ公開されているた

め，時間的な制約がない。⚑つのニューストピックごとのモーラ数にもば

らつきがあるが，全体の時間長の差が顕著である。5.2 以降で述べるが，

読み手による話速やポーズの取り方の差が大きいためであると考えられ

表⚑ 音声データの概要
放送日／公開日

(担当者) 全時間長 全モーラ数 文数 ⚑文ごとの
モーラ数

ニュース
トピック数

EASY 9/30(U) ⚕分間 1308 38 34.4 4
10/1(U) 1248 39 32.0
10/2(H) 1363 41 33.2
10/3(H) 1291 42 30.7
10/4(U) 1264 38 33.3

スロー 9/29(YM) ⚓分⚙秒 653 14 46.6 1
10/6(KA) ⚑分 51 秒 457 9 50.8
11/3(Y) ⚑分 23 秒 546 13 42.0

NHK 10/9-15(N) ⚕分間 1918 23 83.4 3
10/9-21(T) 1974 23 85.8
10/9-23(T) 1975 21 94.0 4
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る。⚑文ごとのモーラ数は⽛NHK⽜の半分強であり，⽛EASY⽜よりはやや

長いものの，⽛NHK⽜に比べるとかなり短い。

また，⽛EASY⽜と⽛NHK⽜には番組の冒頭（以下⽛導入部⽜）や末尾（以

下⽛終結部⽜）に挨拶や案内が付されている。本稿で分析した⽛EASY⽜は

すべて，⽛⚖時 45 分になりました。こんばんは。⽛NHK やさしいことば

ニュース⽜の時間です。キャスターの（キャスター氏名）です。この時間

は，日
にっ

本
ぽん

に住んでいる外国人の皆さんをはじめ，子どもから大人まで誰に

でもわかりやすいよう，難しいことばをやさしいことばにして，ニュース

をお届けします。⽜という導入部から始まっている。終結部は回によって

内容が異なり，長さもまちまちである9。終結部の内容や長さが異なるの

は，この部分である程度の時間調整を行っているためであると思われる。

⽛NHK⽜の導入部と終結部は⽛EASY⽜より短く簡潔である。導入部はす

べて⽛○時の NHK ニュースです。⽜のみである。終結部も⽛ここまで（キャ

スター苗字）がお伝えしました。（15 時）⽜，⽛○時の NHK ニュース，（キャ

スター苗字）がお伝えしました。（21 時・23 時）⽜のように，非常に短い。

5.2 発話速度・発音速度

以下の表⚒に，各データの発話速度と発音速度10 をまとめた。なお，ト

9 短いものだと⽛ここまで⽛やさしいことばニュース⽜をお伝えしました。（⚙
/30）⽜のような短い一文である。長いものだと⽛⽛やさしいことばニュース⽜，
内容を詳しく知りたい方は NHK のインターネットのニュースを見てくだ
さい。インターネットの⽛NHK やさしいことばニュース NEWS

ニ ュ ー ス

WEB
ウ ェ ブ

EASY
イージー

⽜では，文字で読むことができます。また今日お伝えしたニュースは，
NHK のインターネットラジオ⽛らじる★らじる⽜で一週間聞くことができ
ます。⽛NHK やさしいことばニュース⽜，（キャスター苗字）でした。まも
なく⚖時 50 分です。（10/⚒）⽜のように，⽛やさしいことばニュース⽜の
web サイトやインターネットラジオの案内が含まれる。

10 本稿では，ポーズを含んだ時間⚑秒あたりのモーラ数を発話速度，ポーズを
除いた時間⚑秒あたりのモーラ数を発音速度と称することとする。一般的
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ピック間ポーズはほかの位置のポーズと比べて長めにとられていたため，

発話速度はトピック間ポーズを加えて算出したものと除いて算出したもの

の両方を提示している11。

表⚒ 分析データの発話速度と調音速度

放送日／公開日
(担当者)

発話速度
(モーラ/秒)

発話速度
(モーラ/分)

発音速度
(モーラ/秒)

発音速度
(モーラ/分)トピック間

ポーズ
トピック間

ポーズ
あり なし あり なし

EASY 9/30(U) 4.46 4.69 268 282 6.67 400
10/1(U) 4.26 4.52 256 271 6.62 397
10/2(H) 4.75 5.11 285 307 9.04 542
10/3(H) 4.53 4.88 272 293 8.70 522
10/4(U) 4.33 4.66 260 279 6.99 420

スロー 9/29(YM) － 3.66 － 220 5.48 329
10/6(KA) － 4.49 － 269 7.63 458
11/3(Y) － 7.20 － 432 8.96 537

NHK 10/9-15(N) 6.51 6.74 391 404 8.28 497
10/9-21(T) 6.72 6.94 403 417 8.98 539
10/9-23(T) 6.75 7.10 405 426 9.07 544

⽛EASY⽜と⽛NHK⽜の発話速度を比べると，同じ⚕分間の番組であるの

に対して読まれたモーラ数に差があるため，発話速度には差がある。ト

ピック間ポーズを除くと⽛EASY⽜が 271～307 モーラ毎分，⽛NHK⽜が

に後者は調音速度と呼ばれるが，これは“articulation rate”の訳語であると
思われる。⽛調音⽜という語は言語音が発音される際の様式や位置について
言う場合に用いられる語であり，ここでの“articulation”の訳語としてはふ
さわしくないと考えた。そこで本稿では，より用法が広い⽛発音⽜という語
を用いている。

11 ⽛スロー⽜は⚑音声ファイルが⚑つのトピックで構成されているため，トピッ
ク間ポーズがない。
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404～426 モーラ毎分で，⽛EASY⽜は⽛NHK⽜の 70％程度の速さであった。

⽛EASY⽜や⽛NHK⽜は発話速度が比較的一定であるのに対し，⽛スロー⽜

の発話速度は 220～432 モーラ毎分で，読み手によるばらつきが非常に大

きい。もっとも遅い YM 氏は⽛EASY⽜の発話速度の 75％程度まで遅く

なっているのに対し，もっとも速い Y 氏は⽛NHK⽜の発話速度と同程度か

やや速い。これは，⽛EASY⽜や⽛NHK⽜はラジオ番組であるために放送時

間や放送内容が事前に決められているのに対し，⽛スロー⽜はインターネッ

トニュースのみの媒体であるため，ニュース原稿の分量や音声の時間長に

それほど制約がないためであると考えられる。また，読み手がボランティ

アであることもあり，読み方については読み手の裁量に任されている部分

が大きいと推測される。

一般的なニュースの読みの速さとこれらを比較するとどうだろうか。福

盛（2008）は最上（1999）のデータと 2006 年のテレビニュースの分析を通

して，ニュースの発話速度の経年変化を見ている。また，福盛（2022）で

は，2020 年のニュースの発話速度のデータを分析している。これらをまと

めると，以下の表⚓のようになる。ニュースの読みの速さは常に一定とい

うわけではなく，1960 年代から 1990 年代にかけて次第に速くなり，その

後は遅くなっていることが見て取れる。本稿で分析した⽛NHK⽜の発話速

度はトピック間ポーズを除くと 391～405 モーラ毎秒であり，1960～70 年

代および 2020 年のテレビニュースと近い速さであると言える。一方で

⽛EASY⽜は表⚓のいずれの年代よりも遅く，少なくともここ 60 年ほどの

一般的なニュースの読みに比べてもゆっくりした話速で提供されているこ

とがわかる。

表⚓ ニュースの発話速度の経年変化（最上 1999，福盛 2008，2022 による)
年代 発話速度（モーラ/分)

1960～70 年代 約 400 モーラ
1980～90 年代 約 500 モーラ

2006 年 約 450 モーラ
2020 年 約 380 モーラ
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⽛EASY⽜の発音速度は，キャスターによって大きな差が見られた。U 氏

は 397～420 モーラ毎分，H 氏は 522～542 毎分で，H 氏のほうが 1.3 倍程

度発音速度が速い。また，H 氏の発音速度が⽛NHK⽜（497～544 モーラ毎

分）に近似していることから，H 氏は標準的な読みからポーズの部分を変

化させる（ポーズを長く，あるいは多くとる）ことによって遅い発話速度

を実現しているのに対し，U 氏は発話部分の速さを遅くすることでも全体

の発話速度を変化させていると考えられる。

⽛スロー⽜の発音速度は，もっとも遅い YM 氏は 329 モーラ毎分で

⽛EASY⽜の両キャスターより遅く，KA 氏は 458 モーラ毎秒で⽛EASY⽜の

⚒人のキャスターの中間，もっとも速い Y 氏は 537 モーラ毎秒で⽛NHK⽜

のキャスターである T 氏と同程度である。⽛スロー⽜は発話速度だけでな

く発音速度も読み手によるばらつきが大きい。

⽛NHK⽜も⽛EASY⽜ほどではないものの，発音速度に個人差が見られ

る。発話速度は放送時間と読みの分量に制約があるためにキャスターごと

の違いがほとんどないが，ポーズの取りかたに個人差があるために発音速

度にばらつきが生じたと思われる。

5.3 ポーズ

下の表⚔に，発話部分とポーズの割合を示した。左半分がトピック間

ポーズを含めて算出したもので，右半分がトピック間ポーズを排除した場

合の割合である。⽛NHK⽜はトピック間ポーズを除けば，およそ発話部分

が⚘割，ポーズ部分が⚒割程度の割合であった。⽛EASY⽜はキャスターご

とに割合に差があり，U 氏がトピック間ポーズを除くと発話部分が⚗割

弱～⚗割，ポーズ部分が⚓割～⚓割強程度であり，⽛NHK⽜に比べるとポー

ズ割合が若干多い。H 氏はトピック間ポーズを除くと発話部分が 56％程

度，ポーズ部分が 44％程度で，U 氏よりもさらにポーズ部分の割合が大き

い。これは U 氏と H 氏の遅く話すストラテジーが異なっており，H 氏が

ポーズ部分を多く確保することで全体としての発話速度を遅くしているの

に対し，U 氏はポーズ部分を多く確保するだけではなく，発話部分そのも
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のも遅く話しているためであると考えられる。⽛スロー⽜では，YM 氏は

⽛EASY⽜の U 氏と同程度，KA 氏は⽛EASY⽜の H 氏と同程度の割合であ

る。Y 氏は⽛NHK⽜と同程度であり，発話速度・発音速度とともに大局的

には⽛NHK⽜と近い読みがされていると言える。

表⚔ 分析データごとの発話部分とポーズ部分の割合

放送日／公開日
(担当者)

トピック間
ポーズあり

トピック間
ポーズなし

発話部分 ポーズ 発話部分 ポーズ
EASY 9/30(U) 66.9％ 33.1％ 70.4％ 29.6％

10/1(U) 64.4％ 35.6％ 68.4％ 31.6％
10/2(H) 52.6％ 47.4％ 56.6％ 43.4％
10/3(H) 52.0％ 48.0％ 56.1％ 43.9％
10/4(U) 62.0％ 38.0％ 66.6％ 33.4％

スロー 9/29(YM) － － 66.8％ 33.2％
10/6(KA) － － 58.8％ 41.2％
11/3(Y) － － 80.4％ 19.6％

NHK 10/9-15(N) 78.6％ 21.4％ 81.4％ 18.6％
10/9-21(T) 74.9％ 25.1％ 77.3％ 22.7％
10/9-23(T) 74.4％ 25.6％ 78.3％ 21.7％

続いて，ポーズ位置ごとにその時間長を比較する。具体的には，文末位

置におかれる⽛文間ポーズ⽜，文内におかれる⽛文内ポーズ⽜，さらにニュー

ストピック間には長めのポーズがおかれるため，⽛文間ポーズ⽜とは別に⽛ト

ピック間ポーズ⽜を計測した。⽛文間ポーズ⽜に⽛トピック間ポーズ⽜は含

めていない。

表⚕には文間ポーズを秒と相対ポーズ値をもとに算出したデータを示し

た。⽛EASY⽜は読み手による差があり，U 氏が 1.6 秒程度，H 氏が 2.1 秒

程度である。相対ポーズ値に換算すると U 氏が 11 程度，H 氏が 19 程度

であり，相対ポーズ値で 11～13 程度である⽛NHK⽜と比較すると，U 氏は

読み全体が遅くなった分だけ文間ポーズも長くなっていると言える。一

方，H 氏は U 氏と比較しても文間ポーズが顕著に長くなっている。⽛ス
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ロー⽜は話者による差が顕著で，YM 氏が 1.80 秒，KA 氏が 2.70 秒，Y 氏

が 1.07 秒である。YM 氏は⽛EASY⽜の H 氏と同程度，KA 氏は⽛EASY⽜

よりも大幅に長く，Y 氏は⽛NHK⽜よりもやや短い。相対ポーズ値で見る

と，YM 氏と Y 氏は 9.8 で⽛NHK⽜よりやや短く，KA 氏は 20.6 で⽛EASY⽜

よりも長い。ただし，YM 氏と Y 氏は発音速度が大きく異なるため，YM

氏は発音速度の遅さのわりに文間ポーズが短く，Y 氏は発音速度も速いた

め単純に文間ポーズの絶対時間長が短い。

⽛EASY⽜のみに目立つ特徴としては，文間ポーズの時間長のばらつきが

大きいことが挙げられる。ポーズの時間長，相対ポーズ値に換算した値ど

ちらも，標準偏差（SD）が比較的大きい。また，時間長と相対ポーズ値に

換算したもののどちらの値を見ても，最大値（max）が顕著に大きく，最小

値（min）も小さいものが多い。

表⚕ 文間ポーズ

放送日／公開日
(担当者) 総数

文間ポーズ（秒) 文間ポーズ（相対ポーズ値)
average SD max min average SD max min

EASY 9/30(U) 32 1.61 0.52 3.36 0.67 10.8 3.5 22.4 4.5
10/1(U) 33 1.69 0.59 3.38 0.51 11.2 3.9 22.4 3.4
10/2(H) 35 2.10 0.59 3.15 0.53 19.0 5.4 28.4 4.8
10/3(H) 36 2.16 0.62 3.43 0.85 18.8 5.4 29.8 7.4
10/4(U) 31 1.63 0.63 3.17 0.23 11.4 4.4 22.1 1.6

スロー 9/29(YM) 13 1.80 0.22 2.14 1.44 9.8 1.2 11.7 7.9
10/6(KA) 8 2.70 0.32 2.98 2.01 20.6 2.5 22.8 15.4
11/3(Y) 12 1.07 0.21 1.49 0.74 9.6 1.9 13.4 6.6

NHK 10/9-15(N) 18 1.35 0.29 1.84 0.72 11.1 2.4 15.2 6.0
10/9-21(T) 18 1.46 0.32 2.21 0.98 13.1 2.9 19.8 8.8
10/9-23(T) 15 1.37 0.15 1.67 1.20 12.4 1.3 15.1 10.9

表⚖には，文内ポーズのデータをまとめた。⽛EASY⽜の⚑文あたりの総

数は，1.8～2.4 程度で読み手の間で顕著な差は見られなかった。⽛NHK⽜

の N 氏が 3.45，T 氏が⚕前後であるのと比較すると少ないが，これはも

ともと⽛EASY⽜の⚑文が短いためである。⽛スロー⽜は YM 氏が 4.15，
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KA 氏が 4.25 で⽛NHK⽜と同程度であると言えるが，⽛スロー⽜も⽛NHK⽜

より⚑文が短いため，⽛NHK⽜よりもポーズが挿入される頻度は多い。Y

氏は 0.67 で文内ポーズが非常に少ない。文内ポーズの長さを見ると，

⽛EASY⽜は 0.43～0.48 秒で，0.35～0.38 秒の⽛NHK⽜よりもやや長い。

相対ポーズ値に換算すると，U 氏（2.8～3.2）で⽛NHK⽜（3.1～3.2）と同

程度，H 氏（3.9～4.1）はこれよりやや長い。⽛スロー⽜は YM 氏が 0.68

秒，KA 氏が 0.60 秒で⽛EASY⽜よりもやや長く，Y 氏は 0.24 秒で⽛NHK⽜

よりも短い。相対ポーズ値に換算すると，YM 氏は⽛EASY⽜の U 氏と H

氏の中間的な数値だが KA 氏は⽛EASY⽜よりも長く，Y 氏は⽛EASY⽜の

U 氏や⽛NHK⽜よりも短い。

また，文内ポーズの最大値を見ると，⽛EASY⽜で顕著に長いものがある

ことがわかる。⽛スロー⽜の YM 氏（全体的な話速が遅い）は文間ポーズの

最大値が 1.34 秒，KA 氏（ポーズを長めにとる）は 1.33 秒であるが，

⽛EASY⽜の⚕データの文間ポーズの最大値は，いずれもこれらの値よりも

大きい。特に 9/30 と 10/4 の文内ポーズの最大値（それぞれ 2.11 秒と

3.51 秒）は顕著に大きい。

表⚖ 文内ポーズ
放送日／
公開日

(担当者)
総数

⚑文
あたり
回数

文内ポーズ（秒) 文内ポーズ（相対ポーズ値)

average SD max min average SD max min

EASY 9/30(U) 70 1.89 0.44 0.29 2.11 0.15 2.9 1.9 14.1 1.0
10/1(U) 75 1.97 0.42 0.19 1.12 0.15 2.8 1.3 7.4 1.0
10/2(H) 94 2.35 0.45 0.29 1.57 0.12 4.1 2.6 14.2 1.1
10/3(H) 86 2.10 0.45 0.28 1.61 0.12 3.9 2.5 14.0 1.1
10/4(U) 83 2.24 0.46 0.40 3.51 0.14 3.2 2.8 24.5 1.0

スロー 9/29(YM) 54 4.15 0.68 0.29 1.34 0.18 3.7 1.6 7.4 1.0
10/6(KA) 34 4.25 0.60 0.33 1.33 0.17 4.6 2.5 10.1 1.3
11/3(Y) 8 0.67 0.24 0.10 0.35 0.13 2.2 0.9 3.1 1.2

NHK 10/9-15(N) 76 3.45 0.38 0.20 1.00 0.12 3.1 1.7 8.3 1.0
10/9-21(T) 106 4.82 0.36 0.19 1.07 0.11 3.2 1.7 9.6 1.0
10/9-23(T) 107 5.35 0.35 0.17 0.91 0.12 3.2 1.5 8.2 1.1
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表⚗には，トピック間ポーズの時間長のデータをまとめた。おおむね⚒

秒以上のポーズが置かれているところが多いが，導入部─第⚑トピック間

と最終トピック─終結部間のポーズはその中でも比較的短いものがある。

この特徴が顕著に見られるのは，⽛EASY⽜の H 氏と⽛NHK⽜である。ま

た，⽛NHK⽜は導入部─第⚑トピック間より最終トピック─終結部間のほ

うがより短い。最終トピック─終結部間が短いのは 9/30 の U 氏も同様で

あるが，この回の U 氏の終結部はほかの回より短く，⽛ここまで⽛やさし

いことばニュース⽜をお伝えしました。⽜の⚑文のみである。⽛NHK⽜の終

結部も短いことから，短い終結部直前のポーズは短くなる傾向がある可能

性がある。

表⚗ トピック間ポーズ
放送日／
公開日

(担当者)

秒 相対ポーズ値

導入部-1 1-2 2-3 3-4
最終

トピック
-終結部

導入部-1 1-2 2-3 3-4
最終

トピック
-終結部

EASY 9/30(U) 2.55 3.73 4.01 2.67 1.55 17.0 24.9 26.8 17.8 10.3
10/1(U) 3.26 3.92 3.46 3.19 3.24 21.6 25.9 22.9 21.1 21.4
10/2(H) 3.67 4.72 4.47 3.89 3.42 33.2 42.7 40.4 35.1 30.9
10/3(H) 3.38 4.74 4.95 4.42 3.03 29.4 41.2 43.1 38.5 26.4
10/4(U) 4.54 3.73 4.12 4.74 3.32 31.8 26.0 28.8 33.2 23.2

NHK 10/9-15(N) 1.80 3.85 2.59 － 1.77 14.9 31.9 21.4 － 14.6
10/9-21(T) 2.23 2.83 2.96 － 1.42 20.0 25.4 26.6 － 12.7
10/9-23(T) 2.24 4.77 3.81 2.30 1.53 20.4 43.3 34.5 20.9 13.9

5.4 発話節の長さ

前節ではポーズの割合や位置ごとの長さを算出・整理したが，本節では

ポーズに挟まれた発話節の特徴を述べる。以下の表⚘には，発話節の長さ

をモーラ数と時間長を提示した。⽛EASY⽜は 10.1～12.1 モーラごとに

ポーズが置かれており，15.3～19.4 モーラの⽛NHK⽜よりも頻繁にポーズ

が置かれていることがわかる。また，⽛EASY⽜は発話節が最大でも 30 モー

ラ程度で安定している。また，最大値が 35～57 モーラの⽛NHK⽜よりも
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短く抑えられている。時間長ベースでは⽛EASY⽜は読み手によって異な

り，U 氏は 1.49～1.82 秒で⽛NHK⽜（1.39～1.78 秒）と同程度である。H

氏は 1.12～1.16 秒でこれらより短い。⽛スロー⽜は読み手によって異なり，

モーラ数では YM 氏が平均 9.7 モーラ，KA 氏が平均 10.6 モーラで

⽛EASY⽜と同程度である。Y 氏は平均 26.0 モーラで，⽛NHK⽜より発話節

が長い。最大値は YM 氏が 26 モーラ，KA 氏が 23 モーラで⽛EASY⽜よ

りさらに短く抑えられている。Y 氏は最大 49 モーラで，⽛NHK⽜と同程度

である。時間長ベースでは YM 氏が平均 2.34 秒で⽛NHK⽜よりも長く，

KA 氏と Y 氏が平均 1.70 秒で⽛NHK⽜と同程度である。KA 氏はモーラ

数換算では決して長くはないものの，発音速度が遅いために時間長が長く

なっていると考えられる。

表⚘ 発話節の長さ

放送日／公開日
(担当者)

モーラ数 時間長
average SD max min average SD max min

EASY 9/30(U) 12.1 6.2 29 2 1.82 0.91 4.22 0.48
10/1(U) 10.9 6.0 31 2 1.65 0.89 4.56 0.33
10/2(H) 10.1 5.6 28 2 1.12 0.61 2.83 0.20
10/3(H) 10.1 5.0 30 2 1.16 0.58 3.19 0.21
10/4(U) 10.4 5.8 29 1 1.49 0.84 4.01 0.16

スロー 9/29(YM) 9.7 4.9 26 1 2.34 1.29 6.68 0.45
10/6(KA) 10.6 4.9 23 3 1.70 0.91 4.84 0.32
11/3(Y) 26.0 13.8 49 8 1.70 0.87 3.82 0.33

NHK 10/9-15(N) 19.4 11.0 57 4 1.78 0.92 4.80 0.15
10/9-21(T) 15.3 8.5 46 2 1.39 0.62 2.80 0.49
10/9-23(T) 15.4 8.2 35 2 1.70 0.87 3.82 0.33

⚖．考 察

6.1 メディアや話者ごとの特徴と読みのストラテジー

ここまで，⽛やさしいことばニュース⽜（⽛EASY⽜），通常の NHK ニュー

ス（⽛NHK⽜），そして⽛スローコミュニケーション⽜の⽛わかりやすいニュー
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ス⽜（⽛スロー⽜）という⚓種類のニュース音声の時間的特性を分析してきた。

これらは，それぞれ異なる特徴を持って制作されており，それが音声的な

特徴にも反映されている。その一方で話者による違いも見られた。

通常の NHK ニュースは，発話速度は 404～426 モーラ/分で，発話部分

とポーズの割合が安定している（発話約 80％，ポーズ約 20％）。⚑文あた

り約 83～94 モーラという長めの文を用い，文数は 21～23 文で⽛EASY⽜

の半分程度である。ポーズに関しては，⚑文あたり 3.45～5.35 回という

多めの文内ポーズを取りながら，その長さは 0.35～0.38 秒と安定してい

る。

⽛EASY⽜の U 氏と H 氏は，同じように全体的な発話速度を遅くしてい

るが，その実現方法が大きく異なる。U 氏は発話部分そのものを遅く読む

ことで全体の速度を調整しており，発音速度は 397～420 モーラ/分と，通

常の NHK ニュース（497～544 モーラ/分）より明らかに遅くなっている。

発話部分とポーズ部分の割合を見ると，U 氏はトピック間ポーズを除いた

場合，発話部分が 66.6～70.4％，ポーズ部分が 29.6～33.4％となっている。

一方，H 氏は発音速度が 522～542 モーラ/分と通常の NHK ニュースに近

い速さで読みながら，ポーズを長く取ることで全体の速度を調整している。

発話部分とポーズ部分の割合は，トピック間ポーズを除いても発話部分が

56.1～56.6％，ポーズ部分が 43.4～43.9％と，ポーズが全体の約⚔割を占

めている。

文間ポーズの特徴も両者で異なる。U 氏の文間ポーズは平均 1.6 秒程

度（相対ポーズ値で 10.8～11.4）で，これは⽛NHK⽜と比較すると発話速

度が遅くなった分だけ長くなっていると言える。H 氏は平均 2.1 秒程度

（相対ポーズ値で 18.8～19.0）と，より長いポーズを取る傾向にある。文

内ポーズについては，⚑文あたりの回数は両者とも 1.8～2.4 回程度と大

きな違いは見られない。しかし，その長さを相対ポーズ値で見ると，U 氏

が 2.8～3.4 で通常の NHK ニュース（3.1～3.2）と同程度であるのに対し，

H 氏は 3.9～4.1 とやや長めになっている。発話節の長さについても特徴

的な違いが見られた。モーラ数では両者とも平均 10～12 モーラ程度と大
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きな違いはないが，時間長で見ると U 氏が 1.49～1.82 秒（通常の NHK

ニュースと同程度）であるのに対し，H 氏は 1.12～1.16 秒と短めである。

これは，H 氏が比較的速い発音速度で読んでいることを反映している。

このように，U 氏と H 氏は異なるアプローチで⽛やさしいことばニュー

ス⽜の一つの特徴でもある遅い発話速度を実現している。U 氏は主に発話

部分自体をゆっくり読むことで聞き取りやすさを確保し，H 氏は発話部分

を標準的な速さで読みつつ，⚑つ⚑つのポーズを長く取ることで聞き手の

理解を助けていると言えるだろう。

⽛スロー⽜は，より読み手による特徴の違いが顕著であった。YM 氏は，

⚓名の中で最も遅い発話速度（220 モーラ/分）を持ち，これは EASY より

もさらに 75％程度遅い速度となっている。KA 氏で特徴的なのはポーズ

の取り方で，文内ポーズの頻度（⚑文あたり 4.25 回）が比較的多く，

⽛EASY⽜より長め（0.60 秒）である。文間ポーズは 2.70 秒（相対ポーズ

値 20.6）と，⚓名の中で最も長く，⽛EASY⽜よりも大幅に長いポーズを

取っている。Y 氏は，⚓名の中で最も標準的なニュースに近い特徴を持っ

ていた。発話速度（432 モーラ/分），ポーズ割合（19.6％）は⽛NHK⽜に

近い値である。特徴的なのは文内ポーズの少なさで，⚑文あたり 0.67 回

と極めて少なく，その長さも 0.24 秒と⽛NHK⽜より短いものとなってい

る。文間ポーズも 1.07 秒（相対ポーズ値 9.6）と⽛NHK⽜よりやや短めで

あった。このように，同じ⽛スロー⽜内のニュース音声でありながら，三

氏はそれぞれ異なるアプローチで音声を提供していることがわかる。これ

は，ウェブ配信という媒体の特性と，読み手がボランティアであることに

よる裁量の大きさを反映していると考えられる。

以上の話者ごとの特徴を，発話部分の代表値として発音速度，ポーズ部

分の代表値としてポーズ割合をもとに以下の表⚙にまとめた。⽛NHK⽜は

話者を問わず読み方が非常に安定していた。⽛EASY⽜は U 氏も H 氏も発

話速度は同程度であるが，発話部分を遅く話す U 氏とポーズを長くとる

H 氏で遅く話すストラテジーに違いが見られた。⽛スロー⽜は話者によっ

て読みが大きく異なっている。
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表⚙ 話者ごとの音声の時間的特徴
発音速度

ポーズ割合 標準的 やや遅い 遅い

標準的 ⽛NHK⽜
Y（⽛スロー⽜）

やや大きい U（⽛EASY⽜） YM（⽛スロー⽜）
大きい H（⽛EASY⽜） KA（⽛スロー⽜）

6.2 〈やさしい日本語〉に望ましい音声とは

それでは，〈やさしい日本語〉として適当な音声とはどのようなものだろ

う。聞き手の処理に過度な負担をかけないよう，標準的な読み音声よりも

遅く話されることが望ましいと考えられ，実際に⽛EASY⽜では⽛NHK⽜

よりも読み原稿の分量を減らすことでこれを実現している。しかし，発話

部分を遅くするべきか，ポーズを頻繁にとったり長くとったりするべきか，

あるいはそのすべてを組み合わせるべきだろうか。また，遅くするとして

もどの程度の遅さが望ましいだろうか。

佐藤（2024）では，大規模災害時の⽛やさしい日本語⽜での館内放送や

防災無線での音声表現の読み方スピードとポーズについて，外国人と日本

人の両方に対して聞き取り実験を行っているが，スピード12 は 360 拍/分，

文節間のポーズ（本稿の⽛文内ポーズ⽜に相当）は⚒拍程度，文間のポー

ズは⚕拍程度が望ましいとしている。

本稿で分析した⽛EASY⽜はこれと比較すると発話速度も遅くポーズの

時間長も長いが，災害情報の伝達のための⽛やさしい日本語⽜と，平時の

情報提供である⽛やさしいことばニュース⽜では，書き換えの基準が異な

る。たとえば，前者は⚑文の長さを 24 拍程度としている（外国人来訪者等

が利用する施設における避難誘導のあり方等に関する検討部会 2018）が，

12 ここでの⽛スピード⽜が発話速度を指すのか発音速度を指すのかは明確では
ないが，NHK のラジオニュースの音声が参考にされており，単文調査では
最速で 400 拍/分，連文調査では最速で 440/分の音声が刺激文として用意さ
れていることから，発話速度である可能性が高いと考えられる。
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⽛やさしいことばニュース⽜の⚑文の平均モーラ数は 30 モーラを超える。

また，前者の語彙レベルは旧日本語能力試験の⚓，⚔級程度の 2000 語を目

安にしているのに対し，⽛やさしいことばニュース⽜はこれよりも難易度の

高い語彙が含まれている。また，伝える情報のまとまりが災害情報より一

般的なニュースのほうが情報量が多く，複雑であると考えられる。した

がって，構文や談話構造が減災のための⽛やさしい日本語⽜よりも複雑で

あるぶん，〈やさしい日本語〉によるニュース音声はより遅く，長くポーズ

をとる読みが許容される可能性があるが，管見の限りこれを検証した研究

はない。これを明らかにするために，聴取実験等を通した検証が必要であ

ろう。

6.3 遅い読みにおけるポーズ

〈やさしい日本語〉において望ましい音声の特徴が明らかになったとし

ても，それを読み手が再現できるかどうかはまた別の問題である。丸島

（2010）では複数の読み手に⚖種のテキストを⚓種類の速さで読ませた音

声の時間的特徴を分析しているが，遅く読んだ際に発話速度は変化するも

のの，必ずしも調音速度（発音速度）も有意に変化するとは限らないこと

が明らかになっている。速度を意図的に変化させる際には発話部分よりも

ポーズが利用され，遅く話す際には⚑つ⚑つのポーズが長くなり，ポーズ

がより多く置かれるようになる。したがって，発音速度を意識的に調整す

るのは難しいと考えられる。

本稿の⽛EASY⽜のキャスターも，U 氏は通常のニュースよりも発話部

分を遅く読んでいたが，H 氏の発音速度は通常のニュースと変わらず，

ポーズを長くすることで発話速度を遅くしていた。この差は両氏の⽛わか

りやすさ⽜や⽛ゆっくりした発話⽜のストラテジーの違いを反映している

ものかもしれないが，そもそも発音速度を変化させた上で自然な読みを維

持することが困難である可能性がある。⽛EASY⽜のポーズの時間長は他

のメディアの音声と比べてばらつきが大きく不安定で，このことも自然か

つ遅い発話を行うことの困難さを示しているかもしれない。
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下の図⚑は，⽛NHK⽜のポーズの時間長を散布図で示したグラフである。

横軸は⽛⚑⽜がトピック間ポーズ，⽛⚒⽜が文間ポーズ，⽛⚓⽜が文内ポー

ズである。縦軸は個々のポーズの長さで，相対ポーズ値で示してある。ト

ピック間ポーズはおおむね相対ポーズ値で 20 を超えている。20 を下回っ

ているものはすべて，冒頭部と第⚑トピックの間，あるいは最終トピック

と終結部の間のポーズである。5.1 で述べたとおり，⽛NHK⽜の冒頭部や

終結部は非常に短く，これらの部分とトピックの間に長いポーズを設けて

内容のまとまりや切れ目を強調することは不要であると判断された可能性

が高い。文間ポーズはおおむね 20 を下回っており，相対ポーズ値 20 がト

ピック間ポーズと文間ポーズを分ける境界であると言えるだろう。また，

文間ポーズと文内ポーズの間に明確な境界は見られないが，柴田（2007）

は⽛プロのアナウンサーは文章の意味や情感などで句点の⽛間⽜を変化させ

る⽜と述べており，文間ポーズの時間長にある程度のばらつきがあるのは，

意味や内容を考慮した読みの反映である可能性がある。ただし，相対ポー

ズ値⚕を下回る文間ポーズや 10 を上回る文内ポーズはほとんど見られな

いことから，ある程度安定したポーズが産出されていると言えるだろう。

図⚑ ⽛NHK⽜のポーズ時間長の分布
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下の図⚒には，⽛スロー⽜のポーズ時間長を図⚑と同様に示した。横軸は

⽛⚒⽜が文間ポーズ，⽛⚓⽜が文内ポーズである。トピック間ポーズはないた

め，⽛⚑⽜は空白である。縦軸は個々のポーズの長さを相対ポーズ値で表し

ている。⽛スロー⽜はポーズの時間長の個人差が非常に大きいが，文間ポー

ズ値と文内ポーズ値の境界がはっきりしている点は⚓名の読み手の間で共

通している。YM 氏は相対ポーズ値で約 7.5，KA 氏は 10～15 程度，Y 氏は

⚓～⚖程度の位置に境界がありそうである。特に KA 氏と Y 氏はポーズの

時間長がポーズ位置によって明確に分かれている。柴田（2007）は⽛一般の

人が文章を読み上げる場合（自由会話ではない場合）は⽛間⽜が一定時間に

なる傾向がある⽜と述べていることから，⽛スロー⽜で文間ポーズと文内ポー

ズの間に時間長に明確な差があり，それぞれの時間長が非常に安定してい

るのは，ボランティアの読み手に依頼しているためである可能性がある。

図⚒ ⽛スロー⽜のポーズ時間長の分布

以下の図⚓には，⽛EASY⽜のポーズの時間長を示した。図⚑と同様，横

軸の⽛⚑⽜がトピック間ポーズ，⽛⚒⽜が文間ポーズ，⽛⚓⽜が文内ポーズ

である。縦軸は相対ポーズ値でポーズの時間長を示している。
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トピック間ポーズの相対ポーズ値は，9/30 を除きすべて 20 を上回って

いる。トピック間ポーズのこの閾値は，⽛NHK⽜ともほぼ共通している。

なお，9/30 のトピック間ポーズの相対ポーズ値で 20 を下回っているのは，

冒頭部と第⚑トピック間（17.0），第⚒・第⚓（最終）トピック間（17.8），

最終トピックと終結部間（10.3）である。冒頭部と第⚑トピック間，最終

トピックと終結部間のポーズが短いのは⽛NHK⽜と共通している。⽛NHK⽜

の冒頭部直後や終結部直前のトピック間ポーズが短いのは冒頭部や終結部

自体が短いためだと思われると述べたが，⽛EASY⽜の 9/30 の終結部はほ

かの回に比して非常に短い13。それゆえ，終結部直前のトピック間ポーズ

が短いのは，終結部を明確に別内容として区別する必要がないと判断され

図⚓ ⽛EASY⽜のポーズ時間長の分布
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たためである可能性がある。また，終結部が非常に短かったのは，放送時

間の⚕分間を過不足なく満たすための方策によるものであった可能性があ

る。最終トピックを読み終わった後にほとんど時間が残っていなければ，

終結部を短くするとともにその直前のポーズも短くする方略がとられてい

るのではないだろうか。なお，冒頭部と第⚑トピックの間，第⚒・第⚓ト

ピック間のポーズはいずれも，相対ポーズ値は 20 を下回ってはいるもの

の，終結部直前のポーズほど短くはない。9/30 は⽛やさしいことばニュー

ス⽜の第⚑回放送であったこともあり，読み手が適切なポーズの取り方を

模索している段階だったためにポーズに揺れが生じやすかった可能性もあ

る。

文間ポーズと文内ポーズは，前者のほうが時間長が長い傾向にはあるが，

その境界は⽛NHK⽜以上に不明確である。これが柴田（2007）がいうとこ

ろの文章の意味や情感などを表すためのポーズの操作であるのか，標準的

な読みよりも遅い発話であるために生じた不安定さであるのかの判別は難

しい。

6.4 ⽛EASY⽜に特徴的なポーズ

本節では，⽛EASY⽜の文間・文中ポーズのうち極端に長いものや短いも

のを取り出し，どのような箇所で極端な長さのポーズが現われるかを確か

めることで，ポーズの時間長のばらつきの要因が文章の情感や意味を表現

するためのものなのか，遅い発話のために生じた不安定さであるのかを考

えたい。⽛NHK⽜のデータを参考に，文間ポーズについては相対ポーズ値

が 20 以上のものと⚕以下のものを，文内ポーズについては相対ポーズ値

が 10 以上のものを個別に取り上げる。

13 脚注⚙を参照。
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6.4.1 相対ポーズ値が 20 以上の文間ポーズ

本節では，文間ポーズで相対ポーズ値が 20 以上のものを取り上げる。

ただし，U 氏が担当した 9/30，10/1，10/4 のみを対象とする。H 氏は文間

ポーズの⚔割以上が相対ポーズ値 20 以上であるためである。H 氏は発音

速度が速く，その分⚑つ⚑つのポーズを長くとる傾向がある。

まずは 9/30 の放送の第⚓トピックに現れたものを以下に示す14。＜＞

内の数値は文間ポーズの時間長を相対ポーズ値で示したものである。相対

ポーズ値が 20 以上のものには下線を付してある。

石
いし

川
かわ

県
けん

能
の

登
と

地
ち

方
ほう

では，（⚙
9

月
がつ

21
2 1

日
にち

から，）たくさんの雨
あめ

が降
ふ

りました。

＜ 8.5 ＞

川
かわ

の水
みず

があふれました。＜ 11.4 ＞

⚑
1

月
がつ

の地
じ

震
しん

で家
いえ

が壊
こわ

れた人
ひと

が住
す

んでいる仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

にも，川
かわ

の水
みず

が入
はい

りました。＜ 22.4 ＞

輪
わ

島
じま

市
し

の 中
ちゅう

心
しん

にある仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

では，142
1 4 2

軒
けん

全
ぜん

部
ぶ

の家
いえ

に水
みず

が入
はい

りまし

た。 ＜ 11.9 ＞

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

を直
なお

すための 準
じゅん

備
び

が，30
3 0

日
にち

から始
はじ

まりました。＜ 11.4 ＞

市
し

役
やく

所
しょ

の人
ひと

が，家
いえ

の中
なか

に大
だい

事
じ

なものが残
のこ

っていないか調
しら

べていました。

＜ 15.6 ＞

51
5 1

歳
さい

の男
だん

性
せい

は，⽛心
しん

配
ぱい

はありますが，母
はは

の 病
びょう

院
いん

が近
ちか

いので，工
こう

事
じ

が終
お

わったら，また住
す

む予
よ

定
てい

です⽜と話
はな

していました。＜ 12.3 ＞

別
べつ

の，65
6 5

歳
さい

の男
だん

性
せい

は，⽛また雨
あめ

が降
ふ

ったら怖
こわ

いので，ここには帰
かえ

らない

14 文面はインターネット版の⽛やさしいことばニュース⽜から引用している
（https: //www3. nhk. or. jp/news/easy/ne2024093011500/ne2024093011500.
html）。ただし，（ ）で括った部分はラジオ版では読まれていない。
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と思
おも

います⽜と話
はな

していました。

相対ポーズ値が 20 を超える文間ポーズは第⚓文の直後のものである。

このニュースはインターネット版⽛やさしいことばニュース⽜では，⽛輪
わ

島
じま

市
し

の仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

を直
なお

す 準
じゅん

備
び

が始
はじ

まる⽜というキャプションがついている。

仮設住宅の復旧に関する内容は第⚔文以降で，それ以前の部分は背景情報

であるため，内容の区切れとなる第⚓文・⚔文間に長めのポーズが置かれ

た可能性がある。

次に，10/1 の第⚒トピックの文間ポーズを示す15。

イスラエル
い す ら え る

は， 隣
となり

の国
くに

，レバノン
れ ば の ん

の⽛ヒズボラ
ひ ず ぼ ら

⽜という組
そ

織
しき

と 戦
たたか

っ

ています＜ 13.0 ＞。イスラエル
い す ら え る

の軍
ぐん

は，⚑日
ついたち

，地
ち

上
じょう

からレバノン
れ ば の ん

に

入
はい

ってヒズボラへの攻
こう

撃
げき

を始
はじ

めたと言
い

いました。＜ 10.4 ＞今
いま

までは，

空
そら

から攻
こう

撃
げき

していました。＜ 13.3 ＞ヒズボラ
ひ ず ぼ ら

を攻
こう

撃
げき

するためなので，

一
いち

部
ぶ

の場
ば

所
しょ

や建
たて

物
もの

だけにすると言
い

っています。＜ 22.4 ＞

イスラエル
い す ら え る

は，去
きょ

年
ねん

10
1 0

月
がつ

からパレスチナ
ぱ れ す ち な

のガザ
が ざ

地
ち

区
く

でハマス
は ま す

と 戦
たたか

っ

ています。＜ 10.2 ＞ 戦
たたか

いは，レバノン
れ ば の ん

にも広
ひろ

がって，もっと大
おお

きく

なる心
しん

配
ぱい

があります。

長い文間ポーズが置かれている箇所はインターネット版ニュースでは段

落の境界が置かれており，このポーズ以降に背景情報が付加される構成に

なっている。

最後に，10/4 の第⚓トピックのポーズを示す16。

15 文面は以下のページから引用している（https://www3.nhk.or.jp/news/
easy/ne2024100111543/ne2024100111543.html）。

16 文面は以下のページから引用している（https://www3.nhk.or.jp/news/
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国
くに

は，⚔つの空
くう

港
こう

で土
つち

の中
なか

に爆
ばく

弾
だん

がないかどうか調
しら

べることを決
き

めま

した。＜ 12.6 ＞⚔つの空
くう

港
こう

は，宮
みや

崎
ざき

空
くう

港
こう

と，仙
せん

台
だい

，福
ふく

岡
おか

，那
な

覇
は

の空
くう

港
こう

です。＜ 12.0 ＞

宮
みや

崎
ざき

空
くう

港
こう

で⚒日
ふつか

，爆
ばく

弾
だん

が爆
ばく

発
はつ

したからです。＜ 22.1 ＞この爆
ばく

弾
だん

は，80
8 0

年
ねん

ぐらい前
まえ

にアメリカ
あ め り か

軍
ぐん

が落
お

として，土
つち

の中
なか

にありました。＜ 10.4 ＞

⚔つの空
くう

港
こう

は，戦
せん

争
そう

の時
とき

に日
に

本
ほん

軍
ぐん

が使
つか

っていた場
ば

所
しょ

にあります。＜

16.1 ＞

土
つち

の中
なか

の金
きん

属
ぞく

を見
み

つける機
き

械
かい

を使
つか

って調
しら

べます。

相対ポーズ値が 20 以上の長い文間ポーズが置かれている箇所は，第⚓

文と第⚔文の間のポーズである。第⚔～⚕文はこのニュースの歴史的な背

景情報を示す部分で，ほかの部分とは異なる性質があると考えることがで

きる。その証拠に，第⚕・⚖文の間にもほかのポーズと比べるとやや長い

ポーズが置かれている。

長い文間ポーズが置かれる箇所は，同じトピック内でも文章構成上の区

切りがあると判断できる箇所である傾向がある。また，ポーズ部分の割合

を多くとることで遅い発話を実現している読み手（本研究では H 氏）は，

全体として長い文間ポーズをとる場合がある。以上のことから，長い文間

ポーズはそれぞれの読み手のわかりやすさのためのストラテジーが反映さ

れていると言えるだろう。

6.4.2 相対ポーズ値が⚕以下の文間ポーズ

特に短い文間ポーズは，番組の冒頭部と終結部に集中している。

⽛EASY⽜で今回の分析対象とした回については，冒頭部の文言はキャス

easy/ne2024100412000/ne2024100412000.html）。
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ター名以外すべて同じで，⽛⚖時 45 分になりました。こんばんは。⽛NHK

やさしいことばニュース⽜の時間です。キャスターの（キャスター氏名）

です。この時間は，日
にっ

本
ぽん

に住んでいる外国人の皆さんをはじめ，子どもか

ら大人まで誰にでもわかりやすいよう，難しいことばをやさしいことばに

して，ニュースをお届けします。⽜である。

冒頭部の第⚒文とした⽛こんばんは。⽜の直後のポーズの時間長が短い傾

向にあり，9/30 で相対ポーズ値が 4.5，10/1 が 4.1，10/2 が 4.8 である。

10/3 と 10/4 は相対ポーズ値⚕を超えているものの，10 未満でやはり比較

的短い。この⽛こんばんは⽜を独立した⚑文とみなすべきではないという

考え方もあり得るだろうが，⽛EASY⽜の冒頭部はニューストピック部と異

なる性格を持っていることが要因の可能性がある。冒頭部ではキャスター

が挨拶をしたり自己紹介をしたりするなど，聴取者に直接語りかけるよう

なパートである。柴田（2007）が⽛プロのアナウンサーは文章の意味や情

感などで句点の⽛間⽜を変化させる⽜と述べているとおり，このパートの

性格の違いが文間ポーズの短さを引き起こした可能性がある。

これ以外には，U 氏が担当した 10/1 と 10/4 の終結分の最終文の直前の

ポーズが相対ポーズ値⚕以下である。10/1 の最後の⚒文は⽛ここまで⽛や

さしいことばニュース⽜，（キャスターの苗字）がお伝えしました。時刻ま

もなく⚖時 50 分になります。⽜，10/4 は⽛ここまで（キャスターの苗字）が

お伝えしました。時刻まもなく⚖時 50 分です。⽜である。⽛EASY⽜の終結

部はインターネットニュースの案内や時刻のお知らせなどが含まれ得る

が，回によって内容や長さが異なる。終結部は，⚕分間と決められた放送

時間の調整の役割もあると思われる。短い文間ポーズが含まれるのも，時

間調整のためである可能性がある。

10/4 の終結部の第⚑～⚒文とした⽛⽛やさしいことばニュース⽜。今日お

伝えしたニュースは，NHK のインターネットラジオ⽛らじる★らじる⽜で

一週間聞くことができます。⽜の間のポーズも，相対ポーズ値⚕以下である。

終結部の第⚑～⚒文が全く同じ文言であった 10/⚓の同じ箇所の相対ポー

ズ値は 7.41 で，その回で⚒番目に時間長が短い文間ポーズである。この
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⽛⽛やさしいことばニュース⽜。⽜の部分を独立した一文とするべきではない

と考えることもできるだろうが，10/⚒の終結部の第⚑～⚒文⽛⽛やさしい

ことばニュース⽜。内容を詳しく知りたい人は，NHK のインターネット

ニュースを見てください。⽜の間の文間ポーズの相対ポーズ値は 10.2，第

⚕～⚖文⽛⽛やさしいことばニュース⽜。（キャスター姓名）でした。⽜の間

の文間ポーズは 13.4 で，文間ポーズとして充分な時間長のポーズが置か

れている。

丸山ほか（2006）は話しことばにおける文についてどう捉えるべきか，

実際のデータをもとに考察している。話しことばには文末表現が安定的に

現れないことや，即興的な性格を持つために文として的確な構造を持たな

い発話が生成されると述べている（pp.255-259）。丸山ほか（ibid.）では，

書き言葉の文に相当する単位として節境界を設定しており，⽛基本的には

特定の節境界の直後で発話を分割することによって得られる節（述語を中

心としたまとまり）が節単位を構成するが，非流暢現象などが原因となり，

単独の名詞句や言いさされた部分，発話の断片などが節単位を構成するこ

ともある（p263）⽜としている。このことから，番組のタイトルの読みは自

発的な音声ではないとしても音声言語独特の表現であり，一つの節とは見

なせてもそれが一文を成すとは言えず，読み手もこの部分を独立した文で

あると意識しなかった可能性がある。

⽛EASY⽜の冒頭部や終結部は，あいさつなど，聴取者に直接的に呼びか

けるような表現が見られる。典型的な読み上げ音声であるニューストピッ

ク部分とは性格が異なり，より自発的な音声に近い表現がなされていると

考えられる。⽛EASY⽜の文間ポーズの時間長の揺れはこの自発性の表現

に影響されたものであり，ここでは⽛文⽜とは異なる単位を想定して分析

を行う必要がある可能性がある17。

17 ただし，今回⽛EASY⽜の分析対象とした回の冒頭部はすべて同じ内容であ
り，終結部もある程度統制されている可能性が高いことから完全な自発音
声とは言えず，読み上げ音声に近いものであると思われる。ここでの文間
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6.4.3 相対ポーズ値が 10 以上の文内ポーズ

相対ポーズ値が 10 以上の文内ポーズは，引用節に関わるものと，非流暢

性のあらわれであると思われるものに二分できる。

引用節に関わるものとしては，10/2 第⚑トピック18 の第⚕文，⽛イラン
い ら ん

は＜ 3.4 ＞撃
う

った理
り

由
ゆう

について，＜ 14.2 ＞イスラエル
い す ら え る

が＜ 5.9 ＞

イスラム
い す ら む

教
きょう

のグループ
ぐ る ー ぷ

の＜ 1.9 ＞ハマス
は ま す

や＜ 1.8 ＞ヒズボラ
ひ ず ぼ ら

の人
ひと

を殺
ころ

し

たからだ＜ 3.4 ＞と言
い

いました。＜ 24.0 ＞⽜，同第⚗（最終）文⽛国
こく

連
れん

の

＜ 1.1 ＞グテーレス
ぐ て ー れ す

事
じ

務
む

総
そう

長
ちょう

は＜ 11.4 ＞⽛ 戦
たたか

いが＜ 1.4 ＞大
おお

きくなら

ないように，＜ 6.4 ＞ 必
かなら

ず＜ 1.2 ＞止
と

めなければなりません⽜と＜ 4.2 ＞

SNS に書
か

きました。＜ 42.7 ＞⽜，10/3 第⚒トピック19 の第 10（最終）文⽛飛
ひ

行
こう

機
き

の 客
きゃく

たちは＜ 10.6 ＞⽛飛
ひ

行
こう

機
き

が飛
と

ぶようになってよかったです⽜

＜14.0 ＞⽛ほかに爆
ばく

弾
だん

がないか，＜ 1.5 ＞しっかり調
しら

べてほしいです⽜と

＜ 1.4 ＞話
はな

していました。＜ 43.1 ＞⽜のように，引用節の直前に長いポー

ズが置かれる例や，一文に複数の引用節が含まれる場合に引用節間のポー

ズが長くなる例が見られた。

言いよどみであると思われる例には，9/30 第⚓トピック20 の第⚑文⽛石
いし

川
かわ

県
けん

能
の

登
と

地
ち

方
ほう

では，＜ 14.1 ＞（⚙
9

月
がつ

21
2 1

日
にち

から，）たくさんの雨
あめ

が降
ふ

りまし

た。＜ 8.5 ＞⽜がある。インターネット版の⽛やさしいことばニュース⽜

には⽛⚙月 21 日から⽜という文節があるが，ラジオ版ではこの部分は省か

れている。また，10/4 第⚒トピック21 の第⚓文⽛⽛政
せい

治
じ

の信
しん

頼
らい

を 失
うしな

いまし

ポーズの時間長の揺れは，柴田（2007）が言うところの文章の意味や情感に
よって⽛変化させられた⽛間⽜に過ぎないのではないだろうか。

18 文面は以下のページから引用している（https://www3.nhk.or.jp/news/
easy/ne2024100211597/ne2024100211597.html）。

19 文面は以下のページから引用している（https://www3.nhk.or.jp/news/
easy/ne2024100311592/ne2024100311592.html）。

20 引用元は注 14 と同じ。
21 文面は以下のページから引用している（https://www3.nhk.or.jp/news/

easy/ne2024100415264/ne2024100415264.html）。
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た。＜ 6.7 ＞国
こく

民
みん

に信
しん

頼
らい

してもらえるようにします。＜ 6.8 ＞そして，

＜3.2 ＞安
あん

全
ぜん

で豊
ゆた

かな日
にっ

本
ぽん

を（作
つく

ります）⽜と（言
い

いました。）＜24.5 ＞経

済の目標についても話しました。⽜にも長い文間ポーズが含まれる。この

文にも引用節内に⽛作ります⽜，引用の助詞⽛と⽜の直後に⽛言いました⽜

という文節が含まれるが，この部分はラジオ版では読まれず，次の第⚔文

と融合して一文となっている。これらの長い文間ポーズは原稿の読み飛ば

しによって生じた非流暢性のあらわれである可能性がある。

以上，6.4 節では⽛EASY⽜の特徴的なポーズを個々に確認した。その結

果，談話や文の構造をよりわかりやすくするためや，自発性の表現の工夫

がポーズの時間長を多大に伸縮させていた可能性が確認できた。ただし，

これらの工夫が実際に⽛EASY⽜が想定している多様な聞き手の理解を促

進させているかどうかは，聴取実験などを通した検証が必要であろう。た

とえば，引用節を含む文は書き言葉であれば⽛⽜にくくられているため，

引用節自体が複数になったり⚑つの引用節に複数の文末表現が含まれたり

していても，文構造の把握は比較的容易である。一方，音声言語は文の構

造を示すような句読点や記号の類を音声で表現することは難しい。また，

構造がわかりにくい場合に文字言語のように少し前に戻って確認すること

も容易ではない。引用節を含む文中に長いポーズが含まれていたのはそれ

を補うための方策であると思われるが，そのような工夫を経ても聞き手に

とってわかりやすいかどうかは検証の必要があるだろう。

⚗．お わ り に

本研究では，〈やさしい日本語〉による音声情報提供の現状を整理したう

えで，NHK ラジオ⽛やさしいことばニュース⽜の分析を通じて，音声によ

る情報保障の実践的取り組みについてその音声的な特徴を時間的特性に限

定して明らかにした。しかし，〈やさしい日本語〉での情報提供を音声で行

うことについては，いくつかの課題も残されている。

第一に，音声による情報提供のためのガイドラインが体系化されていな
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い現状がある。書き言葉としての〈やさしい日本語〉に関する指針は整備

されつつあるものの，音声言語特有の特徴を考慮した指針は未だ確立され

ていない。単に書き言葉を音声化すれば良いというわけではなく，音声コ

ミュニケーション特有の要素（発話速度，ポーズ，イントネーション，声

質など）を考慮した，包括的なガイドラインの策定が求められる。

第二に，実践例の不足という課題がある。本研究で取り上げた NHK の

事例は先進的な取り組みとして評価できるが，他のメディアや公共機関に

おける実践例は極めて限られている。さらに，既存の実践においても，読

み方にばらつきが見られ，明確な基準や方針が確立されていない状況が明

らかとなった。特定の対象者のみならず，様々な言語背景や認知特性を持

つ人々に対して，効果的な情報保障を実現する方法論の確立が必要である。

第三に，多様な聴き手に対する有効性の検証が不十分である点が挙げら

れる。在留外国人，高齢者，障害者など，異なる言語背景や認知特性を持

つ聴き手に対して，現在の音声による〈やさしい日本語〉が実際にどの程

度効果的であるかの実証的検証が必要である。

〈やさしい日本語〉による音声情報提供は，インクルーシブな社会の実現

に向けた重要な取り組みである。本研究で明らかになった課題を踏まえ，

より効果的な実践と研究の発展が期待される。
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一
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創
造
力
の
外
側
へ
││
赤
瀬
川
原
平
と
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム

秋

元

裕

子

は
じ
め
に

赤
瀬
川
原
平
（
一
九
三
七
〜
二
〇
一
四
年
）
は
、
戦
後
前
衛
芸
術
家
と
し
て
出
発
し
、
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
、
ネ
オ
ダ
ダ
、
ハ
イ
レ
ッ

ド
・
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
芸
術
活
動
を
経
て
、
一
九
八
一
年
「
尾
辻
克
彦
」
名
で
第
八
四
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
経
緯

を「
私
は
自
分
の
若
い
こ
ろ
の
焦
燥
を
思
い
出
し
た
。
私
も
本
当
は
、こ
ん
な
ア
ト
リ
エ
と
い
う
場
所
が
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。（
略
・
引
用
者
）

油
絵
と
い
う
の
は
植
物
み
た
い
な
も
の
で
、
そ
の
根
拠
地
と
し
て
の
場
所
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。（
略
・
引
用
者
）
不
動
産
の
な
い
と

こ
ろ
で
、
私
の
絵
画
は
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た
。（
略
・
引
用
者
）
そ
こ
か
ら
オ
ブ
ジ
ェ
へ
と
目
が
開
か
れ
て
、
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
の
概
念
を
引
き

寄
せ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
さ
ら
に
ガ
ラ
ク
タ
一
般
を
通
り
な
が
ら
瞬
間
の
オ
ブ
ジ
ェ
へ
と
縮
ま
り
、
ア
ト
リ
エ
不
要
の
梱
包
作
品
か
ら
、
路

上
を
浮
遊
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。（
略
・
引
用
者
）
私
の
作
業
は
そ
の
後
さ
ら
に
机
一
つ
で
出
来
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
、
鉛
筆
一
本
で
出
来
る
小
説
に
ま
で
変
貌
し
て
来
た

（
1
）」

と
回
想
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
造
形
芸
術
か
ら
文
筆
へ
と
活
動
の
形
態
や
媒
体
を
変
え
た
と
は
い
え
、
彼
は
そ
の
絵
画
か
ら
「
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た
」

〈
芸
術
〉
な
る
も
の
を
、
生
涯
一
貫
し
て
求
め
て
い
た
。

一
方
、
そ
の
死
後
『
世
の
中
は
偶
然
に
満
ち
て
い
る
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
が
上
梓
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
継
続
し
て
書
か
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れ
て
い
た
「
偶
然
日
記
」
の
一
部
が
開
示
さ
れ
て
、
赤
瀬
川
が
常
に
〈
偶
然
〉
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
ぜ
彼
は
〈
偶
然
〉
に
魅
了
さ
れ
た
の
か
、〈
偶
然
〉
は
彼
に
何
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
の
か
。〈
偶
然
〉
と
〈
芸
術
〉〈
超
芸
術
〉
な
る

も
の
は
、
ど
の
よ
う
に
交
わ
る
の
か
。
赤
瀬
川
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
読
み
解
い
て
み
た
い
。

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
Ｍ
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
瀧
口
修
造
）
を
手
掛
り
に
し
て
、
赤
瀬
川
の
提
唱
し
た
〈
超
芸
術

ト
マ
ソ
ン
〉
と
「
路
上
観
察
」
を
分
析
し
、〈
芸
術
〉
お
よ
び
〈
超
芸
術
〉
な
る
も
の
の
巷
間
へ
の
遍
在
化
、
お
よ
び
「
創
造
」
を
超
え
た
「
発

見
の
力
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
さ
ら
に
九
鬼
周
造
（
一
八
八
八
〜
一
九
四
一
年
）
の
〈
偶
然
〉
論
を
参
照
し
つ
つ
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉

と
「
路
上
観
察
」
の
意
味
・
意
義
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

1

赤
瀬
川
原
平
と
Ｍ
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
お
よ
び
瀧
口
修
造
│
芸
術
家
の
意
図
と
創
造
性
を
巡
っ
て

美
術
史
研
究
者
河
合
大
介
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
、
い
わ
ゆ
る
「
千
円
札
裁
判

（
2
）」

を
転
換
点
と
し
て
、
赤
瀬
川
の
芸
術
活
動
を
、
そ
れ
以

前
と
以
後
に
大
別
し
た
上
で
、
転
換
点
以
後
の
赤
瀬
川
の
芸
術
活
動
の
拠
り
所
と
な
っ
た
芸
術
観
の
形
成
過
程
を
探
っ
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
赤
瀬
川
が
芸
術
家
の
創
造
性
（
creativity）
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
外
的
要
因
を
、
実
証
的
に
検
証
し
た
の
で
あ
る

（
3
）。

す
な
わ
ち
、「
模
型
千
円
札
」
創
作
の
「
意
図
」
に
関
す
る
警
察
の
追
及
と
、
様
々
な
批
評
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
芸
術
論
争
│
「
千

円
札
裁
判
」
が
刺
激
と
な
っ
て
、
主
に
芸
術
雑
誌
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
│
を
通
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
赤
瀬
川
の
芸
術
活
動
に

通
底
す
る
、
独
特
な
芸
術
観
が
形
成
さ
れ
た
と
見
て
、
河
合
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

1
9
6
0
年
代
の
赤
瀬
川
の
制
作
活
動
に
は
、
芸
術
そ
の
も
の
に
対
す
る
懐
疑
的
な
態
度
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
千
円
札
裁
判
を
め

ぐ
る
論
述
で
と
り
わ
け
先
鋭
化
さ
れ
て
い
く
の
は
、
制
作
に
先
立
っ
て
意
図
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
品
が
制
作
さ
れ
る
と
い
う
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考
え
、
よ
り
一
般
化
し
て
言
う
な
ら
ば
、
芸
術
家
の
創
造
性
と
い
う
原
因
か
ら
、
結
果
と
し
て
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
因
果

関
係
に
対
す
る
懐
疑
的
な
態
度
で
あ
る

（
4
）。

芸
術
制
作
に
お
け
る
先
入
観
と
し
て
あ
る
、
制
作
に
先
立
つ
意
図
と
い
っ
た
概
念
を
逆
転
さ
せ
、
制
作
が
意
図
に
先
立
つ
の
で
あ
り
、

意
図
は
回
顧
的
に
発
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
打
ち
出
し
て
い
る

（
5
）。

前
述
の
と
お
り
河
合
は
、
警
察
の
追
及
と
芸
術
を
巡
る
論
争
を
経
て
、
赤
瀬
川
の
芸
術
観
が
形
成
さ
れ
た
と
み
な
し
て
い
る
。
確
か
に
、

そ
の
よ
う
な
側
面
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、こ
の
裁
判
が
、赤
瀬
川
に
お
い
て
、〈
芸
術
〉に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
芸
術
観
が
「
千
円
札
裁
判
」
以
後
の
赤
瀬
川
の
芸
術
活
動
に
、
ど
の
よ
う
に
現
れ
た

か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ま
た
、
河
合
の
言
う
、「
芸
術
家
の
創
造
性
と
い
う
原
因
」
か
ら
作
品
（
結
果
）
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
「
因
果
関
係
に
対
す
る
懐
疑
的

な
態
度
」
の
指
摘
は
首
肯
で
き
る
と
は
い
え
、
で
は
、
そ
の
「
因
果
関
係
」
を
逆
転
す
れ
ば
、
何
が
見
え
て
く
る
の
か
の
追
究
が
、
必
ず
し

も
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
赤
瀬
川
の
芸
術
観
の
考
察
に
関
し
て
は
、
他
の
芸
術
家
・
芸
術
理
念
か
ら
の
影
響
関
係
の
中
に
置
い
て
み
た
場
合
、
よ
り
多
角
的

に
そ
の
深
み
に
接
近
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

赤
瀬
川
の
芸
術
観
に
対
し
て
、
多
大
な
影
響
を
与
え
た
芸
術
家
の
一
人
と
し
て
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
（
一
八
八
七
〜
一
九
六
八
年
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
赤
瀬
川
は
自
ら
の
提
唱
す
る
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
と
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
言
う
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
と
の
共
通
性
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。



― 231 ―

（
四
）

北海学園大学人文論集 第 78 号(2025 年 3 月)

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
虚
妄
を
暴
か
れ
な
が
ら
世
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
現
代
芸
術
＝
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

ア
ー
ト
で
あ
る
と
す
れ
ば
、ト
マ
ソ
ン
は
あ
ら
か
じ
め
虚
妄
を
脱
し
た
無
為
の
超・

芸・

術・

と
し
て
、路
上
に
発
見
さ
れ
た
。（
略
・
引
用
者
）

ト
マ
ソ
ン
の
探
索
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
探
れ
ば
、
意
図
さ
れ
た
芸
術
作
品
か
ら
の
脱
却
と
し
て
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

過
去
を
み
れ
ば
、
そ
の
こ
と
の
最
初
の
お
こ
な
い
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
よ
る
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
の
で
あ
る
。
作
家
の

恣
意
的
力
、い
わ
ゆ
る
創
造
力
の
限
界
を
見
て
し
ま
っ
た
閉
塞
感
か
ら
、そ
れ
は
は
じ
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
創
造
力
の
も
っ

と
外
側
を
知
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
。

そ
う
や
っ
て
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
作
家
的
創
造
力
を
出
て
観
察
的
創
造
力
の
世
界
へ
と
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
先
で
ト
マ
ソ
ン
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
っ
た

（
6
）。

こ
の
引
用
か
ら
は
、
赤
瀬
川
が
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
を
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
や
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
」

と
、
芸
術
理
念
の
上
で
同
系
列
の
も
の
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

そ
れ
ら
の
共
通
点
と
し
て
、「
創
造
力
の
も
っ
と
外
側
を
知
り
た
い
」
と
い
う
欲
求
に
根
ざ
し
て
い
る
の
だ
と
、
赤
瀬
川
は
捉
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
作
家
的
創
造
力
」
の
限
界
を
突
破
し
て
、「
観
察
的
創
造
力
」
の
可
能
性
を
重
視
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
赤
瀬

川
に
と
っ
て
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
、
芸
術
家
の
個
性
や
美
意
識
を
基
に
す
る
既
成
の
〈
芸
術
〉
観
を
、
根
本
的
に
逆
転
さ
せ
る
「
無
為

の
超・

芸・

術・

」
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
意
識
的
創
造
を
超
え
た
、
無
意
識
的
創
造
を
取
り
込
ん
で
世
界
認
識
の
再
構
築
を
目

指
す
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
芸
術
理
念
と
共
通
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
芸
術
活
動
は
、

一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
芸
術
運
動
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

赤
瀬
川
の
芸
術
観
に
多
大
な
影
響
を
齎
し
た
、
も
う
一
人
の
芸
術
家
は
、
瀧
口
修
造
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
九
年
）
で
あ
る
。
周
知
の
と

お
り
、
瀧
口
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
、
い
わ
ゆ
る
若
手
前
衛
芸
術
家
た
ち
に
と
っ
て
、
精
神
的
支
柱
と
も
呼
べ
る
美
術
批
評
家
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で
あ
っ
た
。
若
手
の
芸
術
家
た
ち
は
、
常
に
瀧
口
を
意
識
し
、
瀧
口
に
よ
る
評
価
を
切
望
し
、
世
に
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
確
か
に

当
時
は
赤
瀬
川
も
そ
の
よ
う
な
若
手
の
一
人
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
赤
瀬
川
が
自
身
の
芸
術
観
を
熟
成
さ
せ
て
い
く
契
機
と

な
っ
た
と
も
言
え
る
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
路
上
観
察
」
の
活
動
に
は
、
瀧
口
の
芸
術
観
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ

る
を
得
な
い
（
後
述
す
る
）。
赤
瀬
川
は
一
九
八
〇
年
代
、
既
に
他
界
し
て
い
た
瀧
口
と
の
内
面
で
の
対
話
を
繰
り
広
げ
、「
路
上
観
察
」
の

美
学
に
没
頭
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

赤
瀬
川
は
〈
超
芸
術
〉
と
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
お
よ
び
瀧
口
を
結
び
付
け
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

で
は
作
者
が
い
な
い
超
芸
術
は
、
誰
が
つ
く
る
の
か
。

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
観
る
も
の
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

（
略
・
引
用
者
）

超
芸
術
の
価
値
は
、
そ
う
や
っ
て
不
特
定
多
数
の
人
々
の
意
識
と
無
意
識
の
間
を
縫
っ
て
横
切
り
な
が
ら
、
そ
の
隙
間
に
ひ
そ
か
に

つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズマ

マ

ム
と
い
う
言
葉
は
、
そ
れ
に
つ
い
た
表
現
の
ス
タ
イ
ル
が
強
烈
で
あ
り
、
そ
の
退
潮
と
と
も
に
姿
を

消
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
超
芸
術
を
探
索
し
な
が
ら
、
私
は
そ
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
に
近
づ
い
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
る
。
こ
の
意
外
な
出
来
事
を
、ま
ず
第
一
に
瀧
口
修
造
氏
に
報
告
し
た
い
と
思
う
わ
け
だ
が
、い
ま
は
も
う
こ
の
世
を
去
っ

て
い
な
い
の
だ
っ
た

（
7
）。

こ
こ
で
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
超
芸
術
〉
は
、「
ほ
と
ん
ど
観
る
も
の
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
」。
つ
ま
り
赤
瀬
川
は
、
創
作
（
発
信
）
を
超
越
し
た
、
発
見
・
受
信
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の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、〈
超
芸
術
〉
は
、「
不
特
定
多
数
の
人
々
の
意
識
と
無
意
識
の
間
を
縫
っ
て
横
切
り
な
が

ら
、
そ
の
隙
間
に
ひ
そ
や
か
に
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
主
張
は
、
ま
さ
に
〈
超
芸
術
〉
が
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
接
点
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
赤
瀬
川
は
、〈
超
芸
術
〉
を
探
索
し
な
が
ら
、「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
に

近
づ
い
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
芸
術
的
に
影
響
を
受
け
た
瀧
口
に
、〈
超
芸
術
〉
と
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
接
近
に
つ
い

て
「
報
告
し
た
い
」
と
赤
瀬
川
は
述
べ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
た
瀧
口
の
、
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
核
と
す
る
芸
術
観
を
、
赤
瀬
川
は
心
の
中
で
反
芻
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
一
体
、
赤
瀬
川
の
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
芸
術
活
動
で
あ
る
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
探
査
と
「
路
上
観
察
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
お
よ
び
瀧
口
の
芸
術
（
観
）
と
結
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
以
下
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
引
用

す
る
赤
瀬
川
の
著
作
は
、
全
て
一
九
八
〇
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
千
円
札
裁
判
」
以
降
、
赤
瀬
川
の
美
学
が
ど
の

よ
う
に
熟
し
、
一
九
八
〇
年
代
の
芸
術
活
動
に
生
か
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

2

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
芸
術
論
│
創
造
の
否
定
・
精
神
活
動
と
し
て
の
〈
芸
術
〉・〈
偶
然
〉
の
重
視

本
章
で
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
芸
術
観
に
つ
い
て
、
①
創
造
の
否
定
、
②
精
神
活
動
と
し
て
の
〈
芸
術
〉、
③
〈
偶
然
〉
の
重
視
の
観
点
か
ら

考
察
し
た
い
。

①

創
造
の
否
定

以
下
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照
し
な
が
ら
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
〈
芸
術
〉
に
関
す
る
考
え
を
探
っ
て
い
く
。
次
に
引

用
す
る
の
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
対
す
る
一
九
六
六
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
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私
に
は
《
創
造
》
と
い
う
言
葉
は
恐
ろ
し
い
。
普
通
の
社
会
的
な
意
味
で
は
、
創
造
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
や
さ
し
い
も
の
な
の
で

す
が
、
実
を
言
え
ば
、
私
は
芸
術
家
の
創
造
的
機
能
な
ど
と
い
う
も
の
は
信
じ
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
人
間
、
そ
れ

だ
け
の
こ
と
で
す
。
あ
る
も
の
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ
が
彼
の
仕
事
で
す
。（
略
・
引
用
者
）
反
対
に
、《
芸
術
》
と
い
う
言
葉
に
は
、

と
て
も
興
味
を
惹
か
れ
ま
す

（
8
）。

デ
ュ
シ
ャ
ン
は
、真
っ
向
か
ら
芸
術
家
の
創
造
性
を
否
定
し
て
い
る
も
の
の
、〈
芸
術
〉な
る
も
の
に
対
し
て
は
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

デ
ュ
シ
ャ
ン
は
い
っ
た
い
芸
術
家
に
は
何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
読
み
取
れ
る
の
が
、
次
の
引
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
あ
な

た
は
ま
た
、
芸
術
家
は
自
分
の
作
品
の
本
当
の
意
味
を
意
識
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
り
、
作
品
を
解
釈
し
つ
つ
、
観
客
は
つ
ね
に
、
そ
の

追
補
的
な
創
造
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
も
言
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
う
聞
き
手
の
発
言
に
対
す
る
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
言
葉

で
あ
る
。そ

の
通
り
で
す
。（
略
・
引
用
者
）
私
は
、
芸
術
家
の
《
メ
デ
ィ
ア
》
と
し
て
の
側
面
を
信
じ
て
い
ま
す
。
芸
術
家
は
何
か
を
つ
く
る
。

そ
し
て
あ
る
日
、
大
衆
の
介
入
に
よ
っ
て
、
観
客
の
介
入
に
よ
っ
て
、
彼
は
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
彼
は
後
世
に
も
名
を
残
す
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
二
つ
の
極
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

作
品
を
つ
く
る
者
と
い
う
極
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
者
と
い
う
極
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
作
品
を
見
る
者
に
も
、
作
品
を
つ
く
る
者
と

同
じ
だ
け
の
重
要
性
を
与
え
る
の
で
す

（
9
）。

こ
こ
で
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
、「
メ
デ
ィ
ア
」
す
な
わ
ち
媒
介
者
と
し
て
の
芸
術
家
の
役
割
を
訴
え
て
い
る
。
媒
介
さ
れ
る
も
の
は
、〈
芸
術
〉

に
他
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
作
者
・
芸
術
家
（
発
信
者
）
と
、
鑑
賞
者
（
受
信
者
）
と
い
う
二
つ
の
極
の
間
で
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
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う
。「
極
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
に
は
、
磁
力
・
電
磁
力
の
よ
う
な
も
の
を
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
思
い
描
い
て
い
よ
う
か
。
両
極
の
間
に
生
じ
る

力
・
動
き
を
、〈
芸
術
〉
と
関
連
さ
せ
て
い
る
と
読
め
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
主
張
し
て
い
る
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
対
す
る
一
九
六
四
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

絵
と
い
う
の
は
見
物
人
と
の
相
互
作
用
で
出
来
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
な
し
に
は
、
屋
根
裏
に
し
ま
い
込
ま
れ
て
消
え
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
じ
っ
さ
い
に
ア
ー
ト
作
品
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
ふ
た
つ
の
極
が
基
本
に
あ

る
。
見
物
人
と
、
つ
く
る
人
。
そ
の
双
極
作
用
が
散
ら
す
火
花
が
、
何
か
を
産
み
落
と
す
│
電
気
み
た
い
に
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
思

考
を
生
産
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
偉
大
な
思
考
者
だ
、
な
ん
て
言
っ
ち
ゃ
あ
い
け
な
い
。
見
物
人
が
「
何
か
し
ら
す

ば
ら
し
い
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
ね
」
と
言
う
ま
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
何
も
生
産
し
て
い
な
い
。
決
め
手
の
ひ
と
こ
と
を
吐
く
の

は
見
物
人
な
ん
で
す

（
10
）。

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
言
う
、
芸
術
家
と
鑑
賞
者
と
い
う
両
極
に
お
け
る
「
双
極
作
用
が
散
ら
す
火
花

（
11
）」

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
こ
そ
が
、
彼

の
考
え
て
い
る
〈
芸
術
〉
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
、
鑑
賞
者
が
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
と
し
て
〈
芸
術
〉
を
捉

え
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
鑑
賞
者
（
受
信
者
）
の
役
割
の
大
き
さ
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
〈
芸

術
〉
に
お
け
る
芸
術
家
の
役
割
を
否
定
的
に
捉
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

趣
味
は
、
ア
ー
ト
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
り
う
る
か
を
理
解
す
る
助
け
に
は
な
っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
。
難
し
い
の
は
、
生
き
て
い

る
絵
を
つ
く
る
こ
と
、
五
十
年
経
っ
て
死
ん
だ
と
き
に
、
美
術
史
と
い
う
煉
獄
に
戻
っ
て
い
け
る
、
そ
ん
な
よ
う
な
絵
を
つ
く
る
こ
と
。

美
術
史
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
あ
た
り
ま
え
の
話
だ
け
ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
何
を
言
お
う
が
何
を
し
よ
う
が
、
何
か
が
残
り
続
け
る
、
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
が
何
を
望
ん
で
い
た
か
と
は
ま
っ
た
く
別
個
に
。
社
会
が
そ
れ
を
差
し
押
さ
え
て
、
自
分
の
も
の
に
し
た
わ
け
で

す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ん
て
重
み
が
な
い
。
何
の
重
み
も
な
い
ん
で
す

（
12
）。

こ
こ
で
、
芸
術
家
に
よ
る
作
品
の
説
明
・
解
釈
や
創
作
意
図
な
ど
と
い
っ
た
も
の
は
、
美
術
史
に
お
い
て
「
残
り
続
け
る
」
何
か
、
言
い

換
え
れ
ば
〈
芸
術
〉
な
る
も
の
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
考
え
で
は
、〈
芸
術
〉
を
見
出
す
の

は
、「
見
物
人
」
と
し
て
の
「
社
会
」
の
眼
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
代
・「
社
会
」
の
人
々
が
、
潜
在
的
に
共
有
し
て
い
る
〈
芸
術
〉

な
る
も
の
に
対
す
る
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
関
心
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、〈
芸
術
〉
な
る
も
の
の
発
見
に
、「
社
会
」
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
「
社
会
」
を
、
あ
る
時
代
的
・

文
化
的
な
共
同
体
と
み
な
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
共
同
体
を
構
成
し
て
い
る
人
々
、
つ
ま
り
集
団
に
向
け
ら
れ
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
意
識
が
垣
間

見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
赤
瀬
川
の
芸
術
活
動
を
考
察
す
る
際
に
関
係
し
て
く
る
（
後
述
す
る
）。

さ
て
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
「
五
十
年
経
っ
て
死
ん
だ
と
き
に
、
美
術
史
と
い
う
煉
獄
に
戻
っ
て
い
け
る
、
そ
ん
な
よ
う
な
絵
を
つ
く
る
こ
と
」

は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
。「
社
会
」
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る
〈
芸
術
〉
な
る
も
の
を
具
体
化
・
顕
在
化
さ
せ
た
も
の
が
「
生
き
て
い
る
絵
」

だ
と
見
な
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
生
き
て
い
る
絵
」
は
、「
美
術
史
と
い
う
煉
獄
」
で
浄
化
さ
れ
、「
美
術
史
」
の
一
部
と
な
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
、
死
ん
で
そ
こ
へ
帰
っ
て
い
く
、
循
環
的
な
も
の
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
頭
の
中
に
は
、
何
か
、
全
体
的
・
普
遍
的
か
つ
根
源
的
な
意
味
で
の
〈
芸
術
〉
な
る
も
の
、
換

言
す
れ
ば
原・

芸・

術・

な
る
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
イ
デ
ア
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
は
、
直
接
知

覚
で
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
実
的
に
は
何
ら
か
の
形
や
あ
る
い
は
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
現
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
現
実
的
に
現

れ
た
も
の
や
、
現
れ
方
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
イ
デ
ア
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
に
バ
ッ
ク
・
還
流
さ
れ
、〈
芸
術
〉
な
る
も
の
の
内
容
を
変
え

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
イ
デ
ア
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
と
は
、
不
動
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
変
化
す
る
も
の
で
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も
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
循
環
に
よ
っ
て
、
不
動
の
も
の
も
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
読
め
る
の
で
あ
れ

ば
、〈
芸
術
〉
に
限
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
超
越
的
な
も
の
と
人
間
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
〈
芸
術
〉
論
は
大
き
な
意
味
を

有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

②

精
神
活
動
と
し
て
の
〈
芸
術
〉

〈
芸
術
〉
な
る
も
の
は
、
芸
術
家
（
発
信
者
）
と
鑑
賞
者
（
受
信
者
）
と
の
間
に
生
じ
る
「
双
極
作
用
が
散
ら
す
火
花
」
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
眼
で
捉
え
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
考
え
は
、
彼
の
代
表
作
「
彼
女
の
独
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
裸
に

さ
れ
た
花
嫁
、
さ
え
も
」（
一
九
一
五
〜
一
九
二
三
年
、
通
称
「
大
ガ
ラ
ス
」）
に
も
表
れ
て
い
る
。
次
の
引
用
で
、「「
大
ガ
ラ
ス
」
の
ア
イ

デ
ィ
ア
は
、
あ
な
た
の
頭
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
聞
き
手
の
質
問
に
対
し
て
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
「
わ
か
り
ま
せ

ん
」
と
し
な
が
ら
も
、
独
特
の
「
透
視
画
法
」
と
関
連
付
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

視
覚
性
、
眼
に
見
え
る
要
素
に
は
、
普
通
ひ
と
が
タ
ブ
ロ
ー
に
与
え
て
い
る
ほ
ど
、
重
き
を
置
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
も
う
あ
ま

り
専
念
す
る
気
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
視
覚
的
な
言
語
に
は
…
…
。

│
網
膜
的
な
（
聞
き
手
ピ
エ
ー
ル
・
カ
バ
ン
ヌ
に
よ
る
質
問
│
引
用
者
に
よ
る
）。

そ
れ
ゆ
え
網
膜
的
な
。
す
べ
て
が
観
念
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
網
膜
と
は
別
の
何
か
に
依
拠
し
て
い
る
の

で
す

（
13
）。

単
純
に
知
的
な
類
推
に
よ
っ
て
、
私
は
四
次
元
は
三
次
元
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
射
影
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
別
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
何
気
な
く
見
て
い
る
三
次
元
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
す
べ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
四
次
元
の
あ
る
も
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の
の
投
影
な
の
で
す

（
14
）。

デ
ュ
シ
ャ
ン
に
よ
る
と
、
彼
の
〈
芸
術
〉
に
と
っ
て
、
実
際
に
見
え
る
も
の
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、「
網
膜
と
は
別
の
何
か
に
依
拠
し
て

い
る
」「
観
念
的
な
も
の
」
が
重
要
で
あ
っ
た
。
直
接
的
に
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
四
次
元
の
あ
る
も
の
」、
す
な
わ
ち
眼
で
見
て
知
覚

さ
れ
認
識
さ
れ
た
世
界
と
は
別
の
領
域
に
存
在
す
る
も
の
を
、「
三
次
元
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
、
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
精
神
活
動
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
る
ま
い
。

実
際
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ト
ム
キ
ン
ズ
が
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

こ
れ
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
現
代
に
残
し
た
遺
産
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

一
番
重
要
な
要
素
の
一
つ
は
、
全
面
的
に
自
由
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
こ
の
態
度
だ
と
思
い
ま
す
。
伝
統
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
、

種
類
を
問
わ
ず
、
ド
グ
マ
と
い
う
も
の
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
絶
対
に
何
か
を
当
然
視
し
な
い
と
い
う
彼
の
あ
り

方
。
自
分
は
す
べ
て
を
疑
っ
た
、
す
べ
て
を
疑
う
中
で
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
思
い
つ
い
た
、
そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
略
・
引
用
者
）
す
べ
て
を
、
ア
ー
ト
の
本
性
そ
の
も
の
ま
で
含
め
て
疑
問
視
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
の
必
要
、
こ
の
情
熱
で
す
ね
。
レ

デ
ィ
メ
イ
ド
の
本
当
の
要
点
と
い
う
の
は
、ア
ー
ト
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
定
義
づ
け
て
し
ま
う
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

ア
ー
ト
と
は
ど
ん
な
も
の
で
も
あ
り
う
る
ん
だ
。
物
体
で
も
な
い
し
、
イ
メ
ー
ジ
で
す
ら
な
い
、
ひ
と
つ
の
精
神
活
動
な
ん
だ
、
と
。

か
つ
、
こ
う
い
う
考
え
方

ア
イ
デ
ア

は
彼
の
仕
事
に
一
貫
し
て
あ
る
わ
け
で
す

（
15
）。

ト
ム
キ
ン
ズ
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
「
ド
グ
マ
」
か
ら
自
由
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
場
合
、
芸
術
活
動

に
お
い
て
「
す
べ
て
を
疑
う
」
と
い
う
態
度
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
反・

芸・

術・

の
旗
手
と
見
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な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
、
全
て
の
既
成
芸
術
の
意
味
や
価
値
、
ま
た
概
念
を
転
倒
さ
せ
破
壊
す
る
こ
と
は
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
主
要
な

目
的
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
」
作
品
は
、
そ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
代
表
作
と
目
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
既
成
概
念
の
た
だ
の
破
壊
者
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

む
し
ろ
ト
ム
キ
ン
ズ
の
言
う
よ
う
に
、「
ア
ー
ト
と
は
ど
ん
な
も
の
で
も
あ
り
う
る
」
と
い
う
認
識
が
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
現
代
芸
術
の
祖
の

位
置
に
押
し
上
げ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。〈
芸
術
〉
と
は
「
物
体
で
も
な
い
し
、
イ
メ
ー
ジ
で
す
ら
な
い
、
ひ
と
つ
の
精
神
活
動
な
ん
だ
」

と
い
う
考
え
に
貫
か
れ
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
〈
芸
術
〉
観
は
、
ま
さ
に
、
芸
術
家
（
発
信
者
）
と
鑑
賞
者
（
受
信
者
）
と
の
間
で
生
じ
る
「
火

花
」
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
芸
術
家
の
「
精
神
」
と
鑑
賞
者
の
「
精
神
」
と
が
ス
パ
ー
ク
し
て
放
電
し
、
散
ら
す
「
火
花
」
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
の
が
〈
芸
術
〉
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
〈
芸
術
〉
は
、
人
間
の
精
神
活
動
の
中
に
し
か
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
徹
底
的
に
追
求
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

③

チ
ャ
ン
ス
＝〈
偶
然
〉
の
重
視

芸
術
家
の
創
造
性
を
否
定
し
、
精
神
活
動
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
を
訴
え
る
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
〈
芸
術
〉
に
と
っ
て
、〈
偶
然
〉
は
重
要
な
契
機

で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

チ
ャ
ン
ス
を
通
じ
て
下
意
識
を
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
表
現
す
る
こ
と
。
あ
な
た
自
身
の
チ
ャ
ン
ス
。
わ
た
し
が
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
る

と
し
た
ら
、
あ
な
た
が
投
げ
た
と
き
と
同
じ
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
│
と
い
う
の
は
要
す
る
に
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
下
意
識
を

驚
異
的
な
か
た
ち
で
表
現
し
て
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す

（
16
）。

チ
ャ
ン
ス
の
任
務
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
ら
の
中
の
、
理
性
的
な
部
分
を
超
え
た
、
ユ
ニ
ー
ク
で
不
確
定
な
も
の
を
表
現
す
る
こ
と

（
17
）。
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こ
れ
ら
の
引
用
か
ら
は
、「
あ
な
た
自
身
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
「
わ
た
し
」
の
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
は
別
の
も
の
だ
と
い
う
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
主
張

が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
て
、
偶
々
出
た
目・

に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
す
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
下
意
識
」
が
反
映

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
や
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
よ
う
。
い
わ
ば
、
サ
イ
コ
ロ
の
目・

を
、
ど
の
よ
う
に

読
み
取
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
あ
く
ま
で
も
受
信
者
を
重
視
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
偶
然
〉
の
諸
様
相
に
関
し
て
は
、
本
稿
第
7
章
で
後
述
す
る
が
、
総
括
的
・
辞
書
的
な
意
味
と
し
て
、
そ
れ
は
あ
る
因
果
系
列
に
対
し
て
、

別
の
因
果
系
列
が
交
錯
し
て
生
じ
る
出
来
事
の
こ
と
を
言
う
。「
偶
」
は
「
偶
数
」
と
い
う
熟
語
が
あ
る
よ
う
に
、「
二
」
の
意
味
を
有
す
る

の
で
、
二
つ
の
因
果
系
列
が
交
錯
す
る
点
で
生
じ
る
の
が
〈
偶
然
〉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
言
葉
で
そ
れ
は
、「
わ
た
し

ら
の
中
の
、
理
性
的
な
部
分
」
と
、
そ
れ
を
「
超
え
た
、
ユ
ニ
ー
ク
で
不
確
定
な
も
の
」
つ
ま
り
「
下
意
識
」
の
、
二
系
列
の
世
界
の
接
点

で
生
じ
る
現
象
な
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
よ
る
と
〈
偶
然
〉
は
、「
わ
た
し
ら
の
中
の
、
理
性
的
な
部
分
を
超
え
た
、
ユ

ニ
ー
ク
で
不
確
定
な
も
の
」、
換
言
す
れ
ば
、
超
越
的
な
も
の
や
無
意
識
を
表
現
さ
せ
、
意
識
や
意
図
を
超
え
た
も
の
を
発
見
さ
せ
る
役
割
を

有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
学
理
念
と
通
底
し
て
い
る
と
見
な
し
て
も
良
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
〈
芸
術
〉
観
、
す
わ
わ
ち
、
創
造
の
否
定
・
精
神
活
動
と
し
て
の
〈
芸
術
〉
の
追
求
・〈
偶
然
〉

の
重
視
が
、
赤
瀬
川
原
平
の
芸
術
活
動
（
主
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
）
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
章
以
下
で
検
証
し
て
い

き
た
い
。3

〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
│
「
創
造
」
の
排
除

赤
瀬
川
原
平
の
反・

芸・

術・

傾
向
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
、
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
出
品
当
時
か
ら
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
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が
集
団
に
よ
る
芸
術
活
動
と
し
て
顕
著
に
激
し
く
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
、
ネ
オ
・
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
ズ

（
18
）時

代
あ

た
り
か
ら
で
あ
っ
た
。

赤
瀬
川
は
、
ネ
オ
ダ
ダ
誕
生
の
直
前
を
振
り
返
り
、
一
九
六
〇
年
の
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
の
「
目
撃
者
」
で
あ
っ
た
美
術
批
評
家
瀧

口
修
造
の
「
動
揺
」
に
つ
い
て
引
用
し
な
が
ら
、
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
目
撃
者
」（
瀧
口
修
造
│
引
用
者
に
よ
る
）
の
激
し
い
動
揺
を
通
し
て
、
そ
の
と
き
会
場
に
漲
っ
て
来
て
い
た
絵
画
崩
壊
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
作
品
の
自
壊
現
象
と
い
う
も
の
が
、
ま
の
あ
た
り
に
浮
か
び
上
が
る
。
凡
百
の
芸
術
は
残
り
な
が
ら
、
た
し
か
に
そ
の

と
き
の
作
品
は
一
瞬
の
時
代
に
朽
ち
て
し
ま
い
、
い
ま
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
残
っ
て
い
な
い
。
絵
画
、
彫
刻
と
い
っ
た
も
の
は
、
そ
こ

で
不
確
定
性
を
増
大
し
な
が
ら
オ
ブ
ジ
ェ
へ
と
変
貌
し
、
オ
ブ
ジ
ェ
は
さ
ら
に
不
定
形
に
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
ハ
プ
ニ
ン
グ
へ
と
変
貌
し
て

い
き
、
作
品
と
い
う
そ
の
も
の
が
次
第
に
自
壊
し
な
が
ら
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
。
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
代
に
、
作
品
と
い
う
も
の

は
自
壊
し
な
が
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
だ

（
19
）。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
一
瞬
の
時
代
に
朽
ち
て
し
ま
」
う
作
品
と
は
、
あ
る
時
代
の
人
々
に
通
底
す
る
〈
芸
術
〉
を
体
現
し
て
は
い

る
も
の
の
、時
代
性
が
変
化
す
れ
ば
、〈
芸
術
〉の
範
疇
か
ら
抜
け
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
作
品
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
同
様
に
、

〈
芸
術
〉
の
時
代
性
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
、
時
代
性
と
し
て
現
れ
た
「
絵
画
崩
壊
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
作
品
の
自
壊
現
象
」
と
い
う
も
の
は
、
既
成
芸
術
を
壊
し
て
新
た

な
〈
芸
術
〉
作
品
を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
、
若
者
ら
し
い
抵
抗
や
願
望
、
あ
る
い
は
生
命
に
基
づ
く
力
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
ら
壊

れ
て
い
き
た
い
と
い
う
、
い
わ
ば
、
作
品
の
自
死
へ
向
か
お
う
と
す
る
力
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
混
沌
へ
の
回
帰
を
希

求
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
赤
瀬
川
の
見
解
を
受
け
止
め
れ
ば
、
確
固
た
る
作
品
と
し
て
の
形
を
生
ま
れ
出
る
前
か
ら
拒
み
、
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「
不
確
定
性
」「
不
定
形
」「
ゆ
ら
ぎ
」
と
い
う
特
徴
を
現
し
つ
つ
、
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
の
〈
芸
術
〉
作
品
は
「
自
壊
し
な
が
ら
あ
ら
わ
れ
て

き
た
」
と
言
え
よ
う
か
。〈
芸
術
〉
と
し
て
生
ま
れ
出
た
い
が
、
形
は
持
ち
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、〈
芸
術
〉
は
、
ま
さ
に
ハ
プ
ニ
ン
グ
へ
、

コ
ン
セ
プ
ト
へ
と
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
近
代
イ
メ
ー
ジ
を
専
門
と
す
る

（
20
）と

自
認
す
る
美
術
批
評
家
瀧
口
修
造
の
、「
激
し
い
動
揺
」
に
も
合
点
が
い
く
こ
と
で
あ

る
。と

も
あ
れ
、〈
芸
術
〉
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ネ
オ
ダ
ダ
結
成
前
夜
に
渦
巻
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

赤
瀬
川
は
、
ネ
オ
ダ
ダ
第
一
回
展
を
回
想
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
ネ
オ
ダ
ダ
第
一
回
展
の
会
場
に
は
、（
略
・
引
用
者
）
作
品
と
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
そ
の
状
態

が
一
つ
の
作
品
目
標
で
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
そ
の
完
成
度
と
破
壊
度
の
関
係
の
ジ
レ
ン
マ
が
自
分
た
ち
の
中
で
も
判
然
と
し
な
い
ま

ま
に
、
私
た
ち
に
は
破
壊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
が
あ
ふ
れ
て
そ
の
銀
座
画
廊
内
に
充
満
し
て
い
た
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
作
品
と
い
う

も
の
に
収
ま
り
き
れ
ず
に
、
不
定
形
に
は
み
出
し
て
き
て
、
画
廊
の
物
品
類
を
叩
き
は
じ
め
た
。
バ
ケ
ツ
を
叩
き
、
洗
面
器
を
叩
き
、

ス
ト
ー
ブ
を
叩
き
、
画
廊
の
金
属
類
を
す
べ
て
叩
き
潰
し
な
が
ら
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
回
し
て
騒
音
的
音
楽
を
録
音
し
た
。
そ
れ

を
画
廊
の
窓
か
ら
街
頭
に
向
け
て
毎
日
の
よ
う
に
放
送
し
た
。
そ
れ
で
も
何
か
が
足
り
な
い
よ
う
で
、
そ
の
ネ
オ
ダ
ダ
展
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
吉
村
（
吉
村
益
信
│
引
用
者
に
よ
る
）
の
体
に
ペ
タ
ペ
タ
と
貼
り
付
け
、
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
し
て
街
頭
に
出
て
行
っ
た
。

町
が
ま
る
で
外
国
の
よ
う
に
新
鮮
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
満
足
に
形
を
取
れ
な
い
作
品
の
、
そ
の
エ
キ
ス
だ
け
を
持
っ
て
、
キ
ャ
ン
バ
ス

で
は
な
い
現
実
の
町
の
中
に
躍
り
込
み
た
か
っ
た
の
だ
。
絵
画
の
中
に
発
し
た
直
接
性
へ
の
渇
望
だ
と
思
う
。
何
か
を
実
証
で
き
る
よ

う
な
絵
画
を
望
ん
で
い
た
の
だ
と
思
う

（
21
）。
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作
品
展
示
の
み
の
展
覧
会
に
満
足
せ
ず
、「
画
廊
の
物
品
類
を
叩
き
は
じ
め
」
る
。
そ
れ
で
も
不
十
分
で
、
録
音
し
た
「
騒
音
的
音
楽
」
を
、

「
画
廊
の
窓
か
ら
街
頭
に
向
け
て
毎
日
の
よ
う
に
放
送
」
す
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
何
か
が
足
り
ず
、
外
の
世
界
へ
、「
現
実
の
町
」
へ
と
コ
ン

タ
ク
ト
し
な
が
ら
〈
芸
術
〉
を
求
め
る
。
凄
ま
じ
い
ま
で
の
「
破
壊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
自
ら
が
手
を
焼
き
、
作
品
世
界
や
画
廊
と
い
う
限

定
さ
れ
た
場
所
か
ら
、
外
へ
外
へ
と
向
か
い
つ
つ
、〈
芸
術
〉
を
求
め
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
オ
ス
の
中
で
は
、「
作
品
」
ど
こ
ろ
か
、
芸
術
家

の
「
創
造
」
ま
で
も
が
、〈
芸
術
〉
に
と
っ
て
不
必
要
な
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、

赤
瀬
川
に
と
っ
て
〈
芸
術
〉
は
、
ど
こ
に
存
在
す
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
赤
瀬
川
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
の
自
身
の
〈
芸
術
〉
と
の

取
り
組
み
方
を
回
想
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
て
芸
術
少
年
が
青
年
に
な
る
と
、芸
術
が
膨
張
す
る
。
絵
を
描
く
気
持
ち
が
四
角
い
額
縁
の
中
に
収
ま
り
き
ら
な
く
な
っ
て
、キ
ャ

ン
バ
ス
に
筆
と
絵
具
、
と
い
う
関
係
か
ら
芸
術
が
あ
ふ
れ
出
る
。
そ
の
逃
げ
る
が
ご
と
き
も
の
を
あ
た
ふ
た
と
追
い
か
け
る
う
ち
、
錆

び
た
釘
や
針
金
、
壊
れ
た
電
球
、
破
れ
た
古
タ
イ
ヤ
と
い
う
雑
多
な
も
の
を
「
絵
」
の
「
具
」
と
し
て
手
に
し
て
し
ま
う
。
気
が
つ
け

ば
す
べ
て
の
日
用
品
や
役
立
た
ず
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
類
が
、
キ
ャ
ン
バ
ス
と
筆
と
絵
具
に
成
り
変
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
四
角
い
額
縁
か
ら

あ
ふ
れ
出
た
芸
術
が
気
化
し
て
、
一
般
生
活
空
間
に
拡
散
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

（
22
）。

引
用
部
分
か
ら
は
、
赤
瀬
川
の
〈
芸
術
〉
追
求
の
熱
の
高
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
が
、
如
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
彼
の
「
絵
」
つ
ま
り

「
作
品
」
は
、
も
は
や
絵
具
や
画
材
を
必
要
と
し
て
お
ら
ず
、「
す
べ
て
の
日
用
品
や
役
立
た
ず
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
類
」
が
、
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
の

材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
赤
瀬
川
の
求
め
る
〈
芸
術
〉
は
、「
四
角
い
額
縁
」
か
ら
溢
れ
出
て
、
あ
ま
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
・
熱
の
高
さ
ゆ
え
に
「
気
化
」
し
て
、「
一
般
生
活
空
間
に
拡
散
し
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
気
に
気
化
（
昇

華
）
し
て
気
体
に
変
化
し
、
空
気
中
に
拡
散
さ
れ
た
〈
芸
術
〉
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
の
形
を
持
た
ず
、「
一
般
生
活
」
に
お
け
る
何
物
か
と
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し
て
現
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
わ
ば
気
体
と
な
っ
た
〈
芸
術
〉
の
顕
現
を
求
め
て
、
外
の
世
界
・「
一
般
生
活
空
間
」
へ
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
求
め

る
赤
瀬
川
が
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
を
発
見
す
る
こ
と
は
自
然
な
道
筋
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

芸
術
が
「
絵
筆
の
見
事
な
線
」
と
い
っ
た
ベ
ー
ス
を
抜
け
出
て
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に
昇
り
つ
め
る
と
、
芸
術
作
品
と
い
う

も
の
は
形
骸
化
し
た
。

も
ち
ろ
ん
芸
術
の
価
値
を
底
辺
で
担
う
絵
画
と
い
う
の
は
こ
の
世
に
い
つ
も
存
在
し
て
い
る
。
だ
け
ど
そ
れ
を
さ
ら
に
蒸
留
し
て
取

り
出
そ
う
と
し
て
い
た
芸
術
の
エ
キ
ス
分
は
、
そ
の
ま
ま
蒸
発
し
て
世
の
中
に
拡
散
し
た
。

芸
術
と
い
う
も
の
は
人
間
の
世
の
中
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
目
の
前
か
ら
消
え
る
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
、
芸
術
は
い

わ
ば
見
え
な
い
ほ
ど
の
微
粒
子
と
な
っ
て
巷
間
に
散
ら
ば
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
や
っ
て
拡
散
し
た
芸
術
が
、
一
般
路
上
空
間
の
片
隅
に
蝟
集
し
て
潜
む
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
そ
の
一
つ
が
「
ト
マ
ソ
ン
」
で

あ
る

（
23
）。

〈
芸
術
〉
は
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に
昇
り
つ
め
」、「
芸
術
作
品
と
い
う
も
の
は
形
骸
化
し
た
」
と
赤
瀬
川
は
捉
え
て
い
る
。
し
か

し
、
作
品
が
「
形
骸
化
」
し
よ
う
と
も
、〈
芸
術
〉
は
「
人
間
の
世
の
中
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
信
念
を
赤
瀬
川
は
強
く

抱
い
て
お
り
、「
芸
術
の
エ
キ
ス
分
」
は
「
蒸
発
し
て
世
の
中
に
拡
散
し
た
」
と
断
じ
て
い
る
。
い
わ
ば
〈
芸
術
〉
な
る
も
の
は
目
に
は
見
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
界
に
遍
在
し
て
い
る
の
だ
と
、
赤
瀬
川
は
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
見
え
な
い
ほ
ど
の
微
粒
子
と
な
っ
て

巷
間
に
散
ら
ば
っ
た
」〈
芸
術
〉
は
、「
一
般
路
上
空
間
の
片
隅
に
」、
ひ
っ
そ
り
と
密
集
し
、
そ
れ
と
気
づ
か
れ
る
も
の
、
ま
た
見
え
る
も
の

と
し
て
姿
を
現
し
た
と
こ
ろ
を
、
赤
瀬
川
に
よ
っ
て
〈
発
見
〉
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
だ
と
い
う
。「
巷
間
」
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に
出
向
い
て
、〈
芸
術
〉
を
探
し
求
め
よ
う
と
す
る
赤
瀬
川
の
芸
術
観
が
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
を
探
り
当
て
た
と
言
え
よ
う
。

〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
と
は
、
ど
の
よ
う
な
定
義
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

超
芸
術
「
ト
マ
ソ
ン
」（
語
源
は
か
つ
て
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
在
籍
し
た
助
っ
人
外
人
ゲ
ー
リ
ー
・
ト
マ
ソ
ン
選
手
。
彼
の
身
に
備
わ
っ

た
無
機
能
性
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
、
以
後
そ
の
名
を
超
芸
術
物
件
に
冠
す
）
が
発
見
さ
れ
た
。

超
芸
術
は
芸
術
と
同
じ
力
を
備
え
な
が
ら
、
生
産
社
会
の
中
心
を
遠
く
離
れ
て
、
芸
術
よ
り
も
さ
ら
に
ゴ
ミ
の
領
域
へ
近
づ
い
て
い

る
物
品
で
あ
る

（
24
）。

ト
マ
ソ
ン
は
（
略
・
引
用
者
）
物
理
的
機
能
喪
失
に
加
え
て
芸
術
装
飾
的
機
能
を
も
失
し
て
、
し
か
し
な
お
ゴ
ミ
と
は
分
別
さ
れ
る

物
件
で
あ
る

（
25
）。

ト
マ
ソ
ン
と
は
町
の
各
種
建
造
物
に
組
込
ま
れ
た
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
無
用
の
長
物
的
物
件
で
あ
り
、（
略
・
引
用
者
）
す
な
わ
ち

ト
マ
ソ
ン
は
、
人
間
の
動
き
と
意
志
と
感
情
と
経
済
の
す
べ
て
を
算
出
し
て
除
去
し
た
と
こ
ろ
に
取
り
残
さ
れ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る

物
件

（
26
）

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
リ
ー
・
ト
マ
ソ
ン
選
手
は
、
一
九
八
一
年
に
、
前
年
引
退
し
た
王
貞
治
選
手
の
穴
を
埋
め
る
た
め
に
、
プ
ロ
野
球
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
に
入
団
し
た
選
手
で
あ
る
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
時
代
に
は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
等
の
球
団

で
活
躍
し
、
鳴
り
物
入
り
で
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入
団
し
て
、
大
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、「
ス
イ
ン
グ
は
出
来
る
が
ボ
ー
ル
に
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当
た
ら
ず
、
空
振
り
と
な
り
、
野
球
に
は
使
い
よ
う
が
な
く
て
ベ
ン
チ
に
は
り
つ
い
て
い
た

（
27
）」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ト
マ
ソ
ン
選
手
に

な
ぞ
ら
え
て
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
と
は
、
か
つ
て
は
機
能
し
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
既
に
そ
の
機
能
は
失
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
わ
ざ
わ
ざ
保
存
の
た
め
に
金
を
掛
け
て
い
る
、「
ゴ
ミ
」
に
近
い
が
「
ゴ
ミ
」
と
は
分
別
さ
れ
る
、
無
用
の
長
物
と
な
っ
た
「
物
件
」
あ

る
い
は
構
造
物
と
し
て
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
か

（
28
）。

さ
て
、
一
九
八
二
年
、
赤
瀬
川
、
鈴
木
剛
（
一
九
五
七
年
〜
）、
田
中
ち
ひ
ろ
（
一
九
五
〇
年
〜
）
等
が
「
超
芸
術
探
査
本
部
ト
マ
ソ
ン
観

測
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
し
、
一
九
八
三
年
に
は
、
雑
誌
『
写
真
時
代
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
、
赤
瀬
川
に
よ
る
「
発
掘
写
真
」
の
テ
ー
マ
が

「
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
」
に
変
更
さ
れ
、
一
般
読
者
か
ら
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
の
〈
発
見
〉
の
報
告
・
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
、
雑
誌
『
写
真
時
代
』
を
媒
体
と
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
の
実
例
を
二
点
挙
げ
る
（
本
稿
五
五
ペ
ー
ジ
参
照
）。
写
真
資
料
①
は
、「
純
粋
階
段
」
と
名
付
け
ら
れ
た

構
造
物
で
、
写
真
資
料
②
は
「
無
用
門
」
と
命
名
さ
れ
た
構
造
物
で
あ
る
。「
純
粋
階
段
」
は
、
四
谷
で
〈
発
見
〉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

「
四
谷
階
段
」
と
い
う
別
称
を
持
つ

（
29
）。

「
純
粋
階
段
」
は
、「
四
谷
本
塩
町
の
祥
平
館
と
い
う
旅
館
に
付
着
し
て
い
た
階
段
状
の
物
件

（
30
）」

で
あ
る
と
さ
れ
、
昇
り
切
っ
た
と
こ
ろ
に

は
入
り
口
も
扉
も
な
く
、
た
だ
昇
っ
て
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
の
階
段
で
あ
る
。
こ
れ
は
建
物
の
窓
の
下
方
の
壁
に
「
付
着
」
し
て

い
る
。
も
と
も
と
は「
ド
ア
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
何
か
の
事
情
で
無
用
に
な
っ
て
、改
築
の
と
き
に
ふ
さ
い
で
こ
の
よ
う
に
窓
に
し
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
で
、
階
段
も
無
用
に
な
っ
た
の
だ
け
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
壊
す
と
お
金
が
か
か
る
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
燃
え

な
い
ゴ
ミ
と
し
て
建
物
の
外
に
出
し
て
あ
る
」
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
、
赤
瀬
川
は
推
測
し
て
い
る

（
31
）。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
「
純
粋
階
段
」
は
、「
純
粋
に
昇
り
降
り
す
る
だ
け
の
階
段
、
昇
っ
た
先
に
何
も
な
い
、
本
当
の
階
段
そ
の
も
の
だ
け

の
絶
対
純
粋
階
段
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
も
の
」
で
あ
っ
て
、「
娯
楽
性
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、
用
事
性
も
、
装
飾
性
も
な
い
。
こ
の
世
の

中
に
お
け
る
有
用
性
が
何
も
な
い
」
階
段
で
あ
る
と
、
赤
瀬
川
は
述
べ
て
い
る

（
32
）。
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と
こ
ろ
が
、
よ
く
見
る
と
、
こ
の
階
段
の
手
す
り
は
「
破
損
し
た
ら
し
い
箇
所
が
新
し
い
材
木
で
補
修
し
て
あ
る

（
33
）」

の
で
あ
っ
て
、
誰
か

が
こ
と
さ
ら
補
修
の
た
め
に
金
を
掛
け
て
保
存
し
て
い
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
階
段
は
、
か
つ
て
は
何
か
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
機
能

を
有
し
て
い
た
が
、
す
で
に
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
機
能
を
失
っ
て
、
ゴ
ミ
化
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
保
存
の
た
め
に
修
繕

費
を
費
や
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
赤
瀬
川
の
言
う
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

「
無
用
門
」
も
「
純
粋
階
段
」
と
同
様
に
、
か
つ
て
は
普
通
の
門
と
し
て
機
能
し
て
い
た
門
が
、
入
り
口
を
塞
が
れ
て
、
そ
の
機
能
を
失
っ

た
後
で
も
金
を
掛
け
て
補
修
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
赤
瀬
川
の
観
察
に
よ
る
と
、
こ
の
門
は
「
何
か
世
の
中
の
事
情
で
、
そ

の
機
能
を
セ
メ
ン
ト
で
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
し
か
し
キ
レ
イ
に
テ
イ
ネ
イ
に
ふ
さ
が
れ
て
い
る
の
で
す
。
用
が
な
く

な
っ
た
も
の
な
の
に
、
ま
る
で
用
の
あ
る
も
の
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

（
34
）」。

丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
セ
メ
ン
ト
で
塞
が
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
て
、
さ
ら
に
、
無
用
の
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
右
側
の
塀
の
上
の
瓦
の
一
番
端
の
壊
れ
た
と
こ
ろ
が
キ
レ
イ
に
補
修
し
て
」
あ
っ

て
、
つ
ま
り
「
用
も
な
く
打
ち
棄
て
ら
れ
た
も
の
な
の
に
、
キ
チ
ン
と
手
当
を
さ
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
る

（
35
）」

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉〈
超
芸
術
作
品
〉
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
、
作
者
の
不
在
と
発
見
者
の
役
割
で
あ
る
。「
芸
術

と
は
芸
術
家
が
芸
術
だ
と
思
っ
て
作
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
超
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
超
芸
術
家
が
、
超
芸
術
だ
と
も
何
と
も
知
ら
ず
に
無

意
識
に
作
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
超
芸
術
に
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
い
て
も
作
者
は
い
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
超
芸
術
を
発
見
す
る
者
だ

け
が
い
る
の
で
す

（
36
）」

と
、
赤
瀬
川
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
赤
瀬
川
は
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
い
る
。

芸
術
と
は
芸
術
家
が
つ
く
る
も
の
だ
。
芸
術
作
品
に
は
そ
の
作
者
が
い
る
。
そ
の
作
品
の
芸
術
的
意
味
、
芸
術
的
価
値
は
、
そ
れ
を

つ
く
ろ
う
と
し
た
作
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
ほ
か
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
超
芸
術
作
品
に
は
、
作
者
が
い
な
い
。

工
作
者
は
い
る
。
庇
の
下
の
穴
を
塞
い
だ
下
手
人
は
い
る
。
だ
け
ど
そ
の
人
は
、
超
芸
術
的
価
値
と
は
無
縁
に
そ
の
作
業
を
し
て
い
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る
。
た
だ
郵
便
物
が
不
要
に
な
っ
て
、
そ
こ
を
セ
メ
ン
ト
で
塞
い
だ
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。（
略
・
引
用
者
）

無
意
識
の
工
作
者
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
が
、
そ
の
発
見
者
の
意
識
に
よ
っ
て
超
芸
術
と
な
る
。
つ
ま
り
芸
術
作
品
で
は
意
味
と

作
業
と
を
統
一
し
て
い
る
作
者
一
人
の
役
割
と
い
う
も
の
が
、
超
芸
術
で
は
工
作
者
と
鑑
賞
者
の
二
人
に
見
事
に
分
担
さ
れ
て
い
る
。

分
担
と
い
う
よ
り
、
そ
の
価
値
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
も
の
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
発
見
さ
れ
な
け

れ
ば
そ
こ
に
は
何
の
価
値
も
な
い
の
だ
か
ら

（
37
）。

こ
の
引
用
箇
所
に
よ
る
と
、〈
超
芸
術
作
品
〉
に
と
っ
て
は
、
作
者
す
ら
不
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、「
工
作
者
」
が
あ
る
物
件
の
機
能
を

封
じ
る
た
め
に
「
作
業
」
し
た
結
果
、
残
さ
れ
た
無
用
の
長
物
的
構
造
物
に
お
い
て
、「
鑑
賞
者
」
が
〈
芸
術
〉
を
〈
発
見
〉
し
た
場
合
、
そ

れ
は
〈
超
芸
術
作
品
〉
と
な
る
。
こ
の
引
用
箇
所
で
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
芸
術
観
を
想
起
さ
せ
る
、
受
信
の
役
割
の
重
要

性
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
場
合
は
、
発
信
者
と
し
て
の
芸
術
家
と
、
受
信
者
で
あ
る
鑑
賞
者
の
間
で
ス
パ
ー
ク
す
る
「
火
花
」

に
お
い
て
、〈
芸
術
〉
の
出
現
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
赤
瀬
川
の
場
合
は
、
発
信
者
と
し
て
の
芸
術
家
の
役
割
す
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
。
気
化

（
昇
華
）
し
て
巷
間
に
遍
在
化
し
て
し
ま
っ
た
〈
芸
術
〉
を
、
鑑
賞
者
・
受
信
者
が
ひ
た
す
ら
〈
発
見
〉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
超
芸
術
〉
と

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
工
作
者
」
に
は
そ
れ
が
〈
超
芸
術
〉
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
な
い
の
に
、
受
信
者
に
よ
っ
て
〈
超
芸
術
〉
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
工
作
者
」
と
受
信
者
の
間
を
、
意
識
の
外
に
存
在
す
る
共
通
の
何
か
が
媒
介
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
工
作
者
」
が
発
信
者
で
な
い
と
す
れ
ば
、〈
超
芸
術
作
品
〉
の
発
信
者
と
は
、
誰
の
こ
と
を
言

う
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
赤
瀬
川
の
主
張
は
、
次
の
引
用
か
ら
読
み
取
れ
る
。

さ
て
ト
マ
ソ
ン
に
作
者
は
い
な
い
。
し
か
し
私
た
ち
は
ト
マ
ソ
ン
を
一
つ
一
つ
発
見
し
な
が
ら
、
そ
の
奥
で
眠
り
こ
け
て
い
る
巨
大

な
作
者
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
略
・
引
用
者
）
そ
の
物
件
に
芸
術
を
見
る
こ
と
の
不
思
議
さ
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
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の
ト
マ
ソ
ン
物
件
に
心
を
打
た
れ
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
啓
示
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
芸
術
作
品
と
し
て
の
核
質
を
受

け
つ
い
で
い
る
。

だ
け
ど
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
単
一
作
家
の
身
体
頭
脳
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
身
体
頭
脳
の
集
団
で
あ
る
都
市
の
無
意
識
表
現
を
私
た
ち
は
見
て
い
る
。

す
で
に
役
目
を
終
え
た
は
ず
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
残
さ
れ
た
宿
題
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。
ト
マ
ソ
ン
を
探
す
私
た
ち
は
、
都
市

の
下
意
識
に
触
れ
て
い
る
の
だ

（
38
）。

〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
に
お
い
て
、
そ
れ
を
〈
芸
術
〉
だ
と
自
認
し
て
創
り
上
げ
た
、
発
信
者
と
し
て
の
芸
術
家
は
不
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
赤
瀬
川
は
、「
そ
の
奥
で
眠
り
こ
け
て
い
る
巨
大
な
作
者
」
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
「
巨
大
な
作
者
」
と
は
、「
単
一
作
家
の
身
体

頭
脳
」
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
身
体
頭
脳
の
集
団
」
と
し
て
潜
在
し
て
い
る
「
都
市
の
下
意
識
」
で
あ
る
と
、
赤
瀬
川
は
示
唆
し
て
い

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
、
不
特
定
多
数
の
膨
大
な
数
の
人
々
の
「
下
意
識
」
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
大
集
団
の
中
に
お
い
て
、
共
通
し
て
毎
日
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
「
物
件
」
が
、
機
能
を
既
に
失
っ
た
無
用

の
長
物
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
物
の
「
ゴ
ミ
」
と
し
て
は
見
逃
さ
れ
て
、
大
集
団
に
よ
っ
て
無
意
識
の
う
ち
に
保
存
さ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
膨
大
な
数
の
人
々
の
無
意
識
的
な
行
い
が
、
集
合
的
か
つ
全
体
的
な
「
巨
大
な
作
者
」
を
形
成
す
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う

か
。こ

の
「
巨
大
な
作
者
」
を
、
あ
る
「
社
会
」
に
お
け
る
共
通
の
価
値
認
識
と
捉
え
れ
ば
、「
社
会
」
に
通
底
し
て
い
る
〈
芸
術
〉
を
重
ん
じ

た
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
の
共
通
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
の
一
方
で
、
赤
瀬
川
の
主
張
は
、
個
々
人
の
個
別
の
無
意
識
の
集
合
が
、
全
体
と
し
て
の
無
意
識
を
形
作
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
巨
大
な
作
者
」
と
は
、
膨
大
な
数
の
人
々
の
無
意
識
の
全
体
性
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
全
体
と
は
、
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全・

て・

の・

部
分
の
集
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
見
な
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
抽
象
的
な
も
の
や
流
動
的
な
も
の
、
ま
た
、
変
化
の
激
し
い
も

の
に
関
し
て
は
、
全・

て・

の・

部
分
を
集
め
る
こ
と
は
実
際
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
巨
大
な
作
者
」
と
し
て
の
、
膨
大
な
数
の
人
々

の
全
体
性
と
は
、
あ
く
ま
で
も
形
而
上
的
な
存
在
の
有
す
る
全
体
性
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、「
巨
大
な
作
者
」
と
は
、
あ
る
意
味
で
形
而
上
的
・
超
越
的
な
存
在
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
、
形
而
上
の
世
界
と
現
実
的
な
世
界
と
の
接
点
で
〈
発
見
〉
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
。
い
わ
ば
、〈
あ
の
世
〉
と
〈
こ
の
世
〉
と
い
う
二
つ
の
異
な
っ
た
位
相
の
世
界
の
接
点
に
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
出
現
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
、〈
あ
の
世
〉
と
〈
こ
の
世
〉
の
接
点
に
お
け
る
〈
芸
術
〉
に
つ
い
て
、
赤
瀬
川
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
学
生
の
こ
ろ
は
じ
め
て
知
ら
さ
れ
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
像
は
、
既
成
の
美
術
の
破
壊
者
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
い
ま
ま
で
の

美
術
の
概
念
を
引
っ
く
り
返
し
た
人
。（
略
・
引
用
者
）

で
は
破
壊
し
て
終
わ
り
か
と
い
う
と
、
違
う
の
で
あ
る
。
破
壊
し
て
喜
ん
で
い
る
ふ
う
な
と
こ
ろ
が
見
当
た
ら
な
い
の
だ
。

つ
ま
り
パ
ロ
デ
ィ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
略
・
引
用
者
）
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
作
品
は
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
で
い
て
半
分
違
う
。
既
成
の
何

も
の
か
を
破
壊
し
た
と
こ
ろ
で
は
ま
だ
完
結
し
な
い
の
で
あ
る
。（
略
・
引
用
者
）

あ
の
世
と
い
え
ば
ふ
つ
う
は
死
後
の
世
界
を
指
す
が
、
そ
れ
が
含
ま
れ
る
に
せ
よ
何
に
せ
よ
、
こ
の
世
の
隣
に
接
し
て
あ
る
不
明
の

あ
の
世
、
あ
る
い
は
こ
の
世
と
重
な
っ
て
あ
る
も
う
一
つ
別
の
世
界
と
い
う
も
の
を
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
作
品
は
盛
ん
に
示
そ
う
と
し
て

い
る
。

た
と
え
ば
「
ラ
リ
ー
街
十
一
番
地
の
ド
ア
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
作
品
。
こ
れ
は
実
際
に
そ
の
地
の
ア
パ
ー
ト
に
あ
っ
た
ド
ア
だ
が
、

一
枚
の
ド
ア
に
入
口
が
二
つ
。
そ
の
計
三
つ
が
蝶
番
の
一
点
で
接
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
方
の
入
口
を
開
け
た
ド
ア
が
も
う
一
方
の
入
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口
を
閉
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
の
ド
ア
に
重
な
る
二
つ
の
世
界
。（
略
・
引
用
者
）

つ
ま
り
、
正
確
に
ム
ダ
な
く
働
い
て
い
る
こ
の
生
産
社
会
に
、
そ
こ
か
ら
見
れ
ば
ま
る
で
不
正
確
な
ム
ダ
の
塊
の
芸
術
の
世
界
が
重

な
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
芸
術
と
い
う
の
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
て
、
そ
の
芸
術
の
あ
り
方
を
モ
デ
ル
と
し

て
不
明
の
あ
の
世
の
存
在
を
示
し
、
の
ぞ
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
39
）。

赤
瀬
川
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
つ
い
て
、
単
な
る
既
成
芸
術
の
「
破
壊
者
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
不
明
の
あ
の
世
の
存
在
を
示
し
、
の
ぞ
こ
う

と
し
て
い
た
」
こ
と
に
お
い
て
、
意
義
を
認
め
て
い
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
「
ラ
リ
ー
街
十
一
番
地
の
ド
ア
」
に
よ
っ
て
立
ち
現
れ
た
「
あ
の

世
」
は
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
に
も
通
路
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
よ
う
に
、
赤
瀬
川
は
〈
超
芸

術
ト
マ
ソ
ン
〉
を
介
し
て
、「
こ
の
世
の
隣
に
接
し
て
あ
る
不
明
の
あ
の
世
、
あ
る
い
は
こ
の
世
と
重
な
っ
て
在
る
も
う
一
つ
別
の
世
界
」
を

垣
間
見
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ば
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
、「
不
明
の
あ
の
世
」
の
秘
密
を
開
示

す
る
媒
介
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

4
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
か
ら
「
路
上
観
察
」
へ

〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
は
、
そ
の
採
集
が
盛
ん
に
な
る
に
従
っ
て
、
選
定
の
上
で
の
規
範
化
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

赤
瀬
川
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
（
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
│
引
用
者
に
よ
る
）
を
都
市
の
路
上
の
迷
彩
の
中
か
ら
抽
出
し
て
い
く
作
業
は
、
い
き
お
い
都
市
の
諸

機
能
を
観
察
し
て
い
く
作
業
と
な
っ
た
。
出
合
っ
た
物
件
を
世
の
中
の
機
能
に
照
合
し
、
多
少
と
も
歯
車
の
合
致
す
る
も
の
は
除
外
す
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る
、
と
い
う
消
去
法
の
厳
密
さ
が
ト
マ
ソ
ン
を
彫
り
出
し
た
。

そ
の
結
果
、
ト
マ
ソ
ン
採
集
が
進
む
に
つ
れ
て
い
さ
さ
か
固
苦
し
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
厳
密
さ
が
な
け
れ
ば
ト
マ
ソ
ン
は

都
市
の
迷
彩
の
中
か
ら
峻
別
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
厳
密
さ
で
消
去
し
な
が
ら
も
何
か
棄
て
が
た
い
物
件
と
い
う
の
が

探
査
の
途
中
で
い
く
つ
も
引
っ
か
か
り
、
そ
れ
が
感
覚
の
周
辺
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
よ
う
に
蓄
積
し
て
は
い
た
の
で
あ
る

（
40
）。

既
述
の
通
り
、
一
九
八
二
、
三
年
頃
よ
り
「
超
芸
術
探
査
本
部
ト
マ
ソ
ン
観
測
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
お
よ
び
雑
誌
『
写
真
時
代
』
と
い
う

媒
体
を
巻
き
込
ん
で
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
探
査
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
の
〈
発
見
〉
数
が
増
加
す
る
に
従
っ
て

分
類
化
が
進
み
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
認
定
の
厳
密
さ
や
、
分
類
の
正
確
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
本
来
、
既
成
の
〈
芸

術
〉
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
を
拾
い
上
げ
て
い
た
は
ず
の
行
い
が
、
認
定
の
規
範
が
重
視
さ
れ
、
規
則
化
・
硬
直
化
へ
向
か
っ
て
し
ま
う
と
い

う
皮
肉
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
の
〈
発
見
〉
に
対
す
る
、
赤
瀬
川
の
感
動
が
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
厳
密
な
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
認
定
の
一
方
で
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
〈
芸
術
〉
を
逸
脱
す
る
、
新
た
な
〈
超
芸
術
〉
が
路・

上・

に
〈
発

見
〉
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、〈
芸
術
〉
か
ら
抜
け
出
し
て
い
く
新
た
な
解
放
感
を
、
赤
瀬
川
に
齎
し
た
の

だ
っ
た
。一

九
八
六
年
、
路
上
の
同
質
の
頭
脳
と
め
ぐ
り
合
っ
て
路
上
観
察
学
会
が
生
れ

（
41
）、

厳
密
ト
マ
ソ
ン
の
固
苦
し
さ
は
一
気
に
取
り
払
わ

れ
た
。
も
と
は
芸
術
に
発
し
て
そ
れ
を
抜
け
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
は
や
路
上
に
来
た
以
上
は
、
対
芸
術
の
考
え
は
放
置
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
よ
り
も
感
覚
反
応
の
全
方
位
的
な
観
察
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
在
来
の
概
念
で
は
包
み
き
れ
な
い

面
白
さ
が
路
上
に
は
露
出
し
て
動
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

そ
う
な
っ
た
と
き
の
自
分
の
目
の
解
放
増
大
感
は
、
何
も
の
に
も
た
と
え
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。
視
野
が
一
気
に
ひ
ろ
が
り
、
路
上



― 209 ―

（
二
六
）

北海学園大学人文論集 第 78 号(2025 年 3 月)

の
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
神
秘
的
で
、
敷
石
に
も
、
板
塀
に
も
、
門
柱
に
も
、
植
木
に
も
、
都
市
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
で
も
い
う
の
か
、
人

工
作
業
の
陰
に
隠
れ
た
初
対
面
の
ア
ニ
マ
が
い
ち
い
ち
丸
裸
に
な
っ
て
見
え
て
く
る
よ
う
な
、
不
思
議
な
高
揚
感
に
包
ま
れ
た
の
だ

（
42
）。

こ
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
が
構
造
物
（
物
件
）
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
〈
超
芸
術
〉
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
路

上
で
は
そ
れ
以
外
の
も
の
に
も
赤
瀬
川
の
眼
が
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
構
造
物
（
物
件
）
に
対
し
て
焦
点
を
結
ん
で
い
た
視
点
が
解
か
れ
て
、

〈
超
芸
術
〉
を
感
受
す
る
感
覚
が
一
気
に
「
全
方
位
的
」
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
赤
瀬
川
は
、
路
上
の
様
々
な
も
の
に
お
い
て
、

「
ア
ニ
マ
」、
す
な
わ
ち
魂
や
生
命
の
よ
う
な
霊
的
存
在
を
感
じ
取
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
構
造
物
（
物
件
）
的
オ
ブ
ジ
ェ
の
無
機
能
性
に
対

す
る
拘
り
か
ら
赤
瀬
川
自
身
が
抜
け
出
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、〈
芸
術
〉
に
対
す
る
言
わ
ば
執
着
の
よ
う
な
も
の
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
、「
都

市
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
へ
と
、
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
〈
超

芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
〈
超
芸
術
〉
の
「
巨
大
な
作
者
」
に
対
す
る
関
心
が
、
路
上
観
察
に
お
い
て
首
を
も
た
げ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
膨
大
な
数
の
人
々
の
無
意
識
の
集
合
体
と
し
て
の
、「
都
市
の
下
意
識
」
と
い
う
、「
神
秘
的
」

か
つ
超
越
的
な
存
在
に
対
す
る
関
心
と
結
び
付
い
て
い
っ
た
。

実
際
、
そ
の
よ
う
な
、〈
超
芸
術
〉
の
超
越
的
な
「
作
者
」
に
つ
い
て
、
赤
瀬
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
芸
術
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
見
る
路
上
観
察
の
い
ち
ば
ん
の
要
点
は
、
こ
こ
で
得
る
面
白
さ
の
価
値
が
創
造
で
は
な
く
観

察
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ト
マ
ソ
ン
の
原
理
と
変
ら
な
い
。
下
手
人
は
い
る
が
作
者
は
見
え
ず
、
観
察
者

の
力
で
は
じ
め
て
そ
の
価
値
が
生
れ
、
作
者
の
肩
代
り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
見
え
な
い
作
者
は
、
在
来
の
作
者
の
よ
う
に
私
人
個
体
の
域
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
世
の
中
、
社
会
、
人
類
、
と
い
っ
た
集
団
の

類
の
網
の
目
に
支
え
ら
れ
て
、
不
定
形
に
こ
の
世
に
漂
流
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
作
者
の
力
の
あ
り
か
は
、
類
の
力
＝
自
然
の
力
、
と
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い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る

（
43
）。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
下
手
人
」
と
は
、
構
造
物
（
物
件
）
を
作
っ
た
り
修
理
し
た
り
し
た
、
職
人
等
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
「
下
手
人
」
と
「
作
者
」
は
、
こ
こ
で
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、「
作
者
」「
見
え
な
い
作
者
」
と
は
誰
の
こ
と
を
指
す
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
世
の
中
、
社
会
、
人
類
、
と
い
っ
た
集
団
の
類

の
網
の
目
に
支
え
ら
れ
て
、
不
定
形
に
こ
の
世
に
漂
流
し
て
い
る
」
何
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
赤
瀬
川
に
お
い
て
、
形
而
上
的
存

在
と
し
て
の
「
巨
大
な
作
者
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
の
「
巨
大
な
作
者
」
の
力
の
顕
現
は
、「
類
」
と
し
て
の
「
世

の
中
」「
社
会
」「
人
類
」
等
に
お
け
る
、
い
わ
ば
無
意
識
的
な
行
為
や
振
る
舞
い
に
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

赤
瀬
川
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
「
類
の
力
」
は
「
自
然
の
力
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
人
工
的
・
無
機
質
な
物
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
都

市
の
景
物
に
お
い
て
、「
自
然
の
力
」
を
〈
発
見
〉
し
、
そ
の
景
物
の
中
に
魂
・
生
命
と
い
っ
た
霊
的
存
在
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
、
赤
瀬
川
の

言
う
「
都
市
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
な
の
で
は
な
い
か
。
以
下
、
赤
瀬
川
が
路
上
で
発
見
し
た
例
を
提
示
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
都
市
に
お
け
る
「
自

然
の
力
」
の
〈
発
見
〉
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

写
真
資
料
③
（
本
稿
五
六
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、「
路
上
の
マ
グ
リ
ッ
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
東
京
都
の
聖
路
加
病
院
所
有
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
赤
瀬
川
は
こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
と
き
の
こ
と
を
、「
聖
路
加
病
院
の
道
一
つ
挟
ん
で
広
い

空
地
が
あ
っ
て
、
古
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
入
り
口
の
木
戸
が
素
朴
な
ア
ー
チ
型
で
気
に
入
っ
た
の
で
、
と
く
に

物
件
的
価
値
は
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た

（
44
）」

と
述
べ
て
い
る
。
赤
瀬
川
が
意
識
的
に
撮
影
し
た
の
は
ア
ー
チ

形
の
木
戸
で
あ
っ
た
が
、
現
像
し
て
路
上
観
察
学
会
の
仲
間
の
前
で
ス
ラ
イ
ド
上
映
し
た
と
こ
ろ
、
無
意
識
的
に
撮
影
し
て
い
た
植
物
（
樹

木
）
の
、
驚
く
べ
き
姿
が
仲
間
に
よ
っ
て
〈
発
見
〉
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
空
地
の
塀
に
、
道
路
の
手
前
に
あ
る
二
本
の
樹

木
の
影
が
映
っ
て
い
る
。
そ
の
影
に
ち
ょ
う
ど
重
な
る
よ
う
に
、
塀
の
向
う
に
は
実
物
の
樹
木
が
二
本
立
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
塀
に
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映
っ
た
樹
木
の
影
が
塀
の
上
で
跡
切
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
影
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
二
本
の
樹
木
が
伸
び
て
い
る

（
45
）」

の
で
あ
っ

た
。
塀
の
こ
ち
ら
側
に
映
っ
た
樹
木
の
影
と
、
塀
の
あ
ち
ら
側
に
生
え
て
い
る
樹
木
と
が
、
あ
た
か
も
「
実
像
と
虚
像
と
の
相
互
侵
食

（
46
）」

を

示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
見
事
に
融
合
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

赤
瀬
川
が
こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
は
冬
で
、
樹
木
の
葉
が
落
ち
切
っ
た
季
節
で
あ
っ
た
が
、
仮
に
葉
が
茂
っ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
の

な
ら
、「
影
と
樹
と
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

（
47
）」

は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、〈
発
見
〉
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
赤
瀬
川

は
回
想
し
て
い
る
。
赤
瀬
川
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、「
路
上
観
察
と
は
、
偶
然
と
出
合

マ

マ

い
の
科
学
で
も
あ
る

（
48
）」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
場

合
の
〈
偶
然
〉
と
は
、
樹
木
と
季
節
と
の
関
係
と
い
う
、
ま
さ
に
「
自
然
の
力
」
の
関
わ
り
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
と
虚
の

あ
わ
い
に
〈
偶
然
〉
出
現
し
た
こ
の
不
思
議
な
樹
木
に
、
何
ら
か
の
神
秘
性
や
生
命
を
感
じ
取
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

資
料
④
（
本
稿
五
六
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
「
植
物
ワ
イ
パ
ー
・
上
向
き
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
。
赤
瀬
川
に
よ
る
と
「
植
物
ワ
イ
パ
ー
」
と

は
、「
主
に
蔦
類
が
風
に
吹
か
れ
て
壁
面
に
コ
ン
パ
ス
に
よ
る
同
心
円
の
よ
う
な
こ
す
り
痕
を
つ
け
た
も
の
を
言
う
。
ほ
と
ん
ど
が
下
向
き

の
半
円
で
あ
る
が
、
町
田
市
の
郊
外
で
上
向
き
の
物
件
を
発
見
し
た
と
き
に
は
感
動
し
た

（
49
）」

と
さ
れ
て
い
る
。
写
真
資
料
④
で
は
、
既
に
取

り
払
わ
れ
た
丈
の
高
い
植
物
が
、
取
り
除
か
れ
る
前
に
、
何
か
の
意
志
を
も
っ
て
塀
や
壁
に
「
同
心
円
」
の
「
半
円
」
を
描
い
た
と
、
赤
瀬

川
に
は
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、風
を
操
っ
て
見
事
な「
半
円
」を
描
い
た
、「
自
然
の
力
」そ
の
も
の
の
意
志
を
感
じ
取
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
形
而
上
的
な
「
巨
大
な
作
者
」
が
、
実
際
、
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
具
体
物
と
し
て
〈
超
芸
術
〉
を
創
造
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、〈
超
芸
術
〉
を
受
信
す
る
側
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
赤
瀬
川
に
お
い
て
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
同

様
に
、「
路
上
観
察
」
で
も
「
観
察
者
の
力
」
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、〈
超
芸
術
〉
の
受
信
者
と
し
て
の
「
観
察
者
」
が
、

路
上
で
見
出
し
た
も
の
に
「
面
白
さ
」
を
認
め
た
場
合
、
初
め
て
そ
の
も
の
に
「
価
値
」
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
徹



― 206 ―

（
二
九
）

創造力の外側へ ── 赤瀬川原平とシュールレアリスム（秋元）

底
的
な
創
造
の
排
除
は
、
赤
瀬
川
が
強
く
影
響
を
受
け
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
凌
ぐ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
路
上
観
察
」
に
お
い
て
、「
世
の
中
、
社
会
、
人
類
、
と
い
っ
た
集
団
」
の
無
意
識
に
対
す
る
赤
瀬
川
の
関
心
は
強

い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
赤
瀬
川
の
中
で
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
呼
び
込
ん
で
論
じ
ら
れ
る
。

路
上
観
察
学
に
は
悩
み
と
い
う
も
の
が
ま
る
で
な
い
が
、し
か
し
路
上
の
発
見
か
ら
私
た
ち
が
何
ら
か
の
覚
醒
を
受
け
て
い
る
と
き
、

一
方
で
宗
教
ブ
ー
ム
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
こ
と
は
ま
る
で
無
縁
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

路
上
観
察
学
は
、
都
市
の
無
意
識
、
大
き
く
い
え
ば
人
類
の
無
意
識
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
も
う
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
芸
術
表
現
の
あ
る
ス
タ
イ
ル
と
し
て
す
り
変

り
、
ダ
リ
や
キ
リ
コ
や
エ
ル
ン
ス
ト
の
絵
画
ス
タ
イ
ル
の
老
化
と
と
も
に
消
え
て
い
っ
た
。
そ
の
と
き
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
探

索
物
は
、
人
体
的
な
無
意
識
で
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
と
こ
ろ
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
に
し
ろ
路
上
観
察
に
し
ろ
、
都
市
の
物
件
を
一
つ
一
つ
検
証
し
て
い
き
な
が
ら
、
街
の
人
々
の
無
意

識
部
分
を
見
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
ト
マ
ソ
ン
物
件
と
し
て
私
た
ち
が
見
て
い
る
純
粋
階
段
や
無
用
門

や
原
爆
タ
イ
プ
と
い
っ
た
も
の
は
、
そ
の
施
主
に
と
っ
て
は
無
意
識
的
に
出
来
て
し
ま
っ
た
物
件
で
あ
る
。
路
上
観
察
お
け
る
に
ツ
ボ

庭
、
植
物
強
し
、
影
、
シ
ミ
、（
略
・
引
用
者
）
植
物
ワ
イ
パ
ー
に
し
て
も
、
そ
の
施
主
や
管
理
者
の
意
志
の
外
側
で
出
来
て
し
ま
っ
て

い
る
物
件
で
あ
る
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
が
人
体
的
な
無
意
識
を
見
て
い
た
の
に
対
し
て
、
路
上
観
察
学
は
都
市
的
無

意
識
を
見
て
い
る
と
、
強
く
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
と
こ
ろ
の
人
々
の
目
が
、
フ
ロ
イ
ト
的
視
野
か
ら
ユ
ン
グ
的
視
野
の
無
意
識
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
と
も
そ
れ
は
重
な
る

（
50
）。
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赤
瀬
川
は
路
上
観
察
と
「
宗
教
ブ
ー
ム
」
を
、「
人
類
の
無
意
識
」
に
対
す
る
関
わ
り
に
お
い
て
結
び
付
け
た
。
無
意
識
に
対
す
る
関
心
は
、

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
芸
術
運
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
「
人
体
的
な
無
意
識
」
の
探
索
に
関
心
を

向
け
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
や
路
上
観
察
に
お
い
て
は
「
街
の
人
々
の
無
意
識
部
分
を
見
て
い
る
」
と
、
赤
瀬
川
は

捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
い
て
は
、
無
意
識
を
、
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
的
な
、
理
性
に
よ
っ
て
抑
圧
さ

れ
た
、
主
と
し
て
性
的
な
個
人
の
欲
望
の
領
域
だ
と
捉
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
路
上
観
察
」
に
お
い
て
は
、
個
人
の
経
験
を

超
え
た
、「
世
の
中
、
社
会
、
人
類
、
と
い
っ
た
集
団
」
の
無
意
識
へ
の
関
心
が
強
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
赤
瀬
川
の

言
う
「
世
の
中
、
社
会
、
人
類
、
と
い
っ
た
集
団
」
の
無
意
識
と
は
、
不
特
定
か
つ
膨
大
な
数
の
人
々
の
、
集
合
と
し
て
の
全
体
性
で
は
な

い
か
と
指
摘
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
無
意
識
が
、
ユ
ン
グ
的
な
い
わ
ゆ
る
集
合
的
無
意
識
と
、
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
こ
こ
で
は
不
問
に
す
る
。
し
か
し
、
個
の
「
人
体
的
無
意
識
」
で
は
な
く
、
個
の
集
合
と
し
て
の
「
人
類
」
や
「
人
類
の
無
意
識
」
に

対
す
る
関
心
が
強
い
以
上
、
赤
瀬
川
の
無
意
識
に
対
す
る
考
察
は
、
人
類
普
遍
の
無
意
識
を
探
究
し
た
ユ
ン
グ
の
心
理
学
と
、
ど
こ
か
で
接

点
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
赤
瀬
川
の
ユ
ン
グ
に
対
す
る
関
心
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
6
章
に
お
い
て
指
摘
す
る
。

さ
て
、
赤
瀬
川
の
関
心
は
、「
動
物
」「
植
物
」「
鉱
物
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
観
察
に
よ
っ
て
現
れ
て
く
る
、
も

の
に
投
影
さ
れ
た
無
意
識
に
対
し
て
も
注
が
れ
る
。

人
間
感
情
と
い
う
の
も
、
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き
な
い
も
の
だ
。
い
や
こ
れ
は
む
し
ろ
人
間
の
基
本
で
あ
る
が
、
し
か
し
人
間
感
情

だ
け
で
街
を
見
る
と
、
街
に
し
み
込
ん
だ
人
間
の
暖
か
さ
と
冷
た
さ
の
二
項
目
し
か
検
出
で
き
な
い
。
街
や
建
物
の
現
在
と
過
去
を
往

復
す
る
だ
け
の
都
市
観
察
で
は
、
そ
れ
で
充
分
だ
っ
た
。
し
か
し
都
市
を
作
る
人
間
の
背
後
の
無
意
識
的
な
働
き
を
気
に
す
る
路
上
観

察
で
は
、
人
間
感
情
の
ほ
か
に
も
動
物
感
情
、
植
物
感
情
、
鉱
物
感
情
と
で
も
い
っ
た
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
る

（
51
）。
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路
上
に
お
い
て
〈
発
見
〉
さ
れ
る
、
動
物
・
植
物
・
鉱
物
等
の
自
然
物
や
、
そ
れ
ら
が
関
係
し
て
い
る
オ
ブ
ジ
ェ
的
な
も
の
が
、
排
除
さ

れ
ず
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
自
然
物
に
対
す
る
人
々
の
無
意
識
が
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
、

赤
瀬
川
は
訴
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

5

瀧
口
修
造
と
集
団
の
無
意
識
│
植
物
的
無
意
識
を
焦
点
に

と
こ
ろ
で
、
動
物
・
植
物
・
鉱
物
等
の
自
然
の
物
質
に
お
い
て
、
無
意
識
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
を
〈
発
見
〉
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
芸
術
運
動
に
も
見
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
つ
い
て
、
一
九
三
八
年
八
月
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』

掲
載
の
「
物
体
の
位
置
」
に
お
い
て
、
瀧
口
修
造
が
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ

O
bjetnaturel
鉱
物
界
、
植
物
界
、
動
物
界
な
ど
に
は
、
そ
れ
自
身
驚
く
べ
き
構
造
や
姿
態
を
持
つ
も
の
が

あ
る
。
褐
鉄
鉱
、
輝
安
鉱
、
蒼
鉛
、
そ
の
他
の
鉱
物
結
晶
、
植
物
で
は
含
羞
草
、
肉
食
植
物
な
ど
、
動
物
で
は
大
蟻
喰
、
エ
ピ
オ
ル
ニ

ス
の
卵
な
ど
が
上
記
の
展
覧
会
（
こ
の
文
章
発
表
の
前
々
年
、
一
九
三
六
年
に
「
巴
里
の
シ
ヤ
ル
・
ラ
ツ
ト
ン
画
廊
」
で
催
さ
れ
た
も

の
│
引
用
者
に
よ
る
）
に
陳
列
さ
れ
た
。（
略
・
引
用
者
）
日
本
で
も
昔
か
ら
文
字
ど
お
り
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
、
ま
た
日
常
的

な
例
と
し
て
、
瓢
箪
を
吊
し
、
軒
下
に
蜂
の
巣
を
飾
っ
て
い
る

（
52
）。

瀧
口
は
自
然
の
物
体
の
「
驚
く
べ
き
構
造
や
姿
態
」
と
い
っ
た
、
形
態
面
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。
日
本
の
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

と
し
て
、「
瓢
箪
」「
蜂
の
巣
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
知
ら
れ
る
。

「
瓢
箪
」
を
例
に
挙
げ
る
と
、
そ
れ
は
世
界
各
国
で
、
食
器
、
酒
器
、
楽
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
彩
色
を
施
さ
れ
て
面
に
な
っ
た
り
、
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人
形
に
加
工
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
「
瓢
箪
」
は
、
中
国
で
は
伝
統
的
に
魔
よ
け
や
、
長
寿
、
子
孫
繁
栄
の
縁
起
物
と
し
て
愛
好
さ
れ

て
お
り
、
日
本
で
は
古
来
神
霊
の
容
器
と
み
な
さ
れ
て
、
災
難
よ
け
の
お
守
り
と
も
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
日
本
で
は
、
実
用
品
あ
る
い
は
神

聖
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
他
に
、「
瓢
箪
」
を
ほ
か
の
も
の
に
見
立
て
る
と
い
う
、
趣
味
の
世
界
が
あ
る
。
た
と
え
ば
変
形
「
瓢
箪
」
を
作

る
た
め
に
、「
瓢
箪
」
を
そ
の
生
育
過
程
に
お
い
て
、
ひ
も
で
く
く
る
な
ど
し
て
形
を
固
定
し
、
水
鳥
、
蛇
、
亀
な
ど
の
形
態
を
作
り
上
げ
た

り
、
ま
た
「
瓢
箪
」
自
体
を
ね
じ
っ
て
、
注
連
縄
の
形
態
を
作
っ
た
り
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
変
形
「
瓢
箪
」
を
作
り
上
げ
る
だ
け

で
な
く
、
自
然
に
形
成
さ
れ
た
「
瓢
箪
」
そ
の
も
の
の
形
態
を
何
か
に
見
立
て
、
珍
重
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
で
伝
統

的
に
愛
玩
さ
れ
て
き
た
「
瓢
箪
」
を
、
瀧
口
は
日
本
の
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
だ
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
瀧
口
は
、「
オ
ブ
ジ
エ
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
多
少
と
も
審
美
的
に
移
入
さ
れ
た
対
象
観

（
53
）」

の
日
本
的
現
れ
と
し
て
、「
庭
石
、

盆
栽
、
盆
石
、
生
花
な
ど
の
鑑
賞

（
54
）」

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
八
年
六
月
『
ア
ト
リ
ヱ
』
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
「
狂
花
と
オ
ブ
ジ
ェ
」

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
「
オ
ブ
ジ
ェ
的
な
も
の
」
を
、
日
本
人
独
特
の
自
然
観
に
引
き
寄
せ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

物
に
即
し
て
詠
む
こ
と
は
、
万
葉
以
来
の
詩
歌
の
伝
統
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る
が
、
俳
諧
発
句
に
い
た
っ
て
、
叙
述
は
最
小
限
に
還

元
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
は
純
化
強
化
さ
れ
、
物
体
が
突
出
す
る
。（
略
・
引
用
者
）
非
常
に
卑
俗
な
句
に
な
っ
て
い
る
が
、「
朝
顔
に
釣
瓶

と
ら
れ
て
貰
ひ
水
」
は
日
本
人
の
自
然
観
の
様
式
が
単
純
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
発﹅

見﹅

さ﹅

れ﹅

た﹅

物﹅

体﹅

に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
発
展
す
る
と
、
古
木
の
根
な
ど
が
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
独
立
し
た
価
値
を
も
つ
よ
う

に
な
る
。
つ
ま
り
自
然
に
即
し
て
と
い
わ
れ
る
場
合
も
、
そ
れ
が
多
少
と
も
美
的
凝
結
の
作
用
を
通
さ
れ
た
場
合
、
自
然
は
オ
ブ
ジ
ェ

の
範
疇
に
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
俳
諧
は
こ
の
意
味
で
も
っ
と
も
鋭
利
な
作
用
を
も
っ
た
と
い
え
る

（
55
）。

こ
こ
で
瀧
口
は
、
無
駄
な
叙
述
の
な
い
、
最
小
限
の
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
「
俳
諧
発
句
」
を
、「
純
化
」
│
そ
れ
以
上
の
も
の
に
還
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元
で
き
な
い
、
夾
雑
物
の
な
い
状
態
│
さ
れ
た
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
提
示
す
る
詩
と
し
て
捉
え
て
い
る
。「
物
体
が
突
出
す
る
」
と
は
、
物
体

に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
た
「
イ
メ
ー
ジ
」
が
「
純
化
強
化
さ
れ
」
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
日
本
人
の
自
然
観
の
様
式
」
と
は
、「
朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
貰
ひ
水

（
56
）」

と
い
う
句
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
、
井
戸
の
「
釣
瓶
」
に
「
朝
顔
」
の
蔓
が
巻
き
つ
い
て
い
る
様
を
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
井
戸

と
い
う
、
い
わ
ば
公
共
の
場
に
お
い
て
、
誰
も
取
り
払
う
者
が
な
く
、
蔓
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
き
、
皆
で
鑑
賞
す
る
。
こ
の
場
合
、

多
数
の
人
々
が
無
意
識
的
に
、「
釣
瓶
」
に
絡
み
つ
い
た
「
朝
顔
」
を
、「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
と
し
て
保
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
（
こ
こ
で
は
植
物
）
に
お
い
て
オ
ブ
ジ
ェ
を
見
出
し
、
そ
れ
を
鑑
賞
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
赤
瀬
川
の
路
上
観
察

で
も
見
ら
れ
た
。
赤
瀬
川
が
自
身
の
芸
術
活
動
と
、
瀧
口
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
観
と
の
共
通
点
を
認
め
て
い
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い

の
で
あ
る
。

さ
て
、
瀧
口
が
植
物
に
投
影
さ
れ
た
「
日
本
人
の
自
然
観
の
様
式
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
本
章
で
引
用
し
て

い
る
瀧
口
の
文
章
は
、
す
べ
て
一
九
三
〇
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
瀧
口
は
日
本
独
自
の
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
に
囚
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
芸
術
運
動
の
国
際
的

展
開
が
背
景
に
存
在
し
て
い
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
世
界
中
の
美
術
界
を
席
巻
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
や
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
中
南
米
の
美
術
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
わ
ば
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア

リ
ス
ム
の
芸
術
運
動
の
国
際
的
な
拡
大
の
な
か
で
、
そ
の
理
念
の
理
解
と
実
践
に
お
い
て
、
各
国
の
美
術
界
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
独
自
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
芸
術
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
九
三
〇
年
代
、瀧
口
も
ま
た
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
国
際
的
な
拡
大
を
充
分
意
識
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
「
ぼ
く
は
日
本
に
お
け
る
超
現
実
主
義
が
、
必
ず
し
も
フ
ラ

ン
ス
の
そ
れ
と
同
じ
形
態
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
な
い

（
57
）」

と
い
う
認
識
を
持
ち
、
想
像
力
の
重
視
を
訴
え
る
と
同
時
に
、
ど
こ
の
国
の
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模
倣
で
も
な
い
日
本
独
自
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
追
求
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

一
九
三
七
年
六
月
二
〇
日
『
日
本
学
芸
新
聞
』
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
、「
超
現
実
主
義
の
動
向
」
で
瀧
口
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
芸
術

運
動
国
際
化
の
中
で
の
、
日
本
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
芸
術
運
動
（
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
・
超
現
実
主
義
│
引
用
者
註
に
よ
る
）
の
国
際
化
と
い
ふ
こ
と
は
決
し
て
理
論
の
観
念

的
な
適
用
や
様
式
の
模
倣
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
従
来
継
起
し
た
諸
他
の
近
代
芸
術
派
の
多
く
が
形
式
的
に

類
型
化
し
て
ゐ
た
の
に
反
し
て
、
超
現
実
主
義
の
美
術
に
あ
つ
て
は
各
作
家
が
悉
く
個
性
の
上
に
立
脚
し
た
様
式
を
発
見
し
て
ゐ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
若
い
ジ
エ
ネ
レ
エ
シ
ヨ
ン
の
作
家
達
の
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
我
々
の
超
現
実
的
能
力
と
か
動
因
と
か
は
、
最
も
根
づ
よ
く
伝
統
の
無
意
識
の
中
に
眠
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
な
ほ

そ
れ
以
上
に
我
々
個
性
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ

（
58
）。

こ
こ
で
瀧
口
は
、
日
本
の
美
術
界
に
お
い
て
様
々
な
「
近
代
芸
術
派
」
を
受
容
し
た
も
の
の
、
結
局
は
そ
れ
ら
の
模
倣
に
終
始
し
た
こ
と

に
つ
い
て
批
判
的
に
捉
え
、「
超
現
実
主
義
」
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
こ
こ
で
引
用
し
た
文
章
全
体
が

「
伝
統
無
き
国
」
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
お
よ
び
、「
伝
統
の
国
」
イ
ギ
リ
ス
両
国
の
「
超
現
実
主
義
」
の
動
向
と
、「
わ
が
国
」
つ
ま
り
日
本
の

「
超
現
実
主
義
」
の
動
向
を
素
描
し
て
い
る

（
59
）も

の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
引
用
部
分
で
言
わ
れ
て
い
る
「
我
々
」
と
は
、
日
本
人
の
こ

と
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

引
用
に
お
け
る「
伝
統
の
無
意
識
」と
は
、「
我
々
個
性
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
」で
あ
り
、そ
れ
は
日
本
人
と
い
う
集
団
に
備
わ
っ

て
い
る
何
ら
か
の
性
質
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
個
々
の
日
本
人
の
中
に
あ
る
が
、
個
を
超
え
た
集
合
と
し
て
の

日
本
人
の
中
に
も
存
在
し
続
け
て
き
た
「
無
意
識
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
作
家
が
、
自
身
の
作
品
を
通
し
て
、
そ
の
「
無
意
識
」
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に
具
体
的
な
形
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
無
意
識
」
は
、
個
々
の
日
本
人
芸
術
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
通
し
て
現
れ
る

と
い
う
点
に
お
い
て
、
日
本
人
で
あ
る
「
我
々
個
性
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
も
の
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
超
現
実
主

義
」
の
「
国
際
化
」
と
い
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
芸
術
運
動
の
「
理
論
の
観
念
的
な
適
用
や
様
式
の
模
倣
」
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
「
個
性
の
上
に
立
脚
し
た
様
式
」
を
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
瀧
口
は
論
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
瀧
口
の
主
張
が
、
前
述
し
た
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
に
対
す
る
発
言
と
結
び
つ
く
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
瀧
口
が
「
瓢

箪
」
や
「
蜂
の
巣
」
と
い
っ
た
、
日
本
独
特
の
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
を
提
示
し
た
こ
と
に
、
国
際
的
な
展
開
を
見
せ
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
芸
術
運
動
に
お
け
る
、
日
本
独
特
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
窺
え
る
。
い
わ
ば
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
普
遍
性
を
認
め
た
上
で
、
日
本
の
独
自
性
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

瀧
口
は
植
物
に
お
い
て
、
他
の
様・

式・

も
見
出
し
て
い
る
。
以
下
、
ブ
ロ
ス
フ
ェ
ル
ト
（
一
八
六
五
〜
一
九
三
二
年
）
に
よ
る
植
物
の
写
真

に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
「
植
物
の
記
録
」（
一
九
三
九
年
一
月
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』）
か
ら
引
用
す
る
。

ド
イ
ツ
の
カ
ル
ル
・
ブ
ロ
ス
フ
エ
ル
ト
教
授
の
「
自
然
の
驚
異
庭
園
」（
略
・
引
用
者
）
と
「
芸
術
の
原
形
」（
略
・
引
用
者
）
の
二

労
作
は
劃
期
的
な
植
物
記
録
の
集
成
で
あ
つ
て
、
多
く
の
芸
術
論
で
引
証
さ
れ
る
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
主
と
し
て
植
物
の
花

や
葉
に
現
は
れ
た
均
衡
や
リ
ヅ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
、
後
者
は
植
物
の
形
体
の
造
型
的
な
把
握
で
あ
つ
て
、
そ
の
中
に
は
題
名
の
示
す
と
ほ

り
、
建
築
芸
術
や
装
飾
芸
術
が
経
て
来
た
あ
ら
ゆ
る
様
式
の
原
型
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
ゝ
に
揚
げ
た
写
真
は
そ
の
驚
く
べ

き
精
力
的
な
採
集
の
僅
か
な
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
は
何
ら
の
注
釈
を
も
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
、
吾
々
に
直
観
的
に
訴
へ

て
く
る
造
型
的
な
迫
力
を
持
ち
人
間
を
威
圧
す
る
ほ
ど
の
威
厳
を
さ
へ
持
つ
て
ゐ
る
。（
略
・
引
用
者
）（
4
）
は
ヒ
ン
ヅ
ウ
風
の
、（
5
）

は
イ
オ
ニ
ア
風
の
、（
6
）
は
ド
オ
リ
ツ
ク
風
と
い
ふ
や
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
様
式
を
暗
示
し
て
ゐ
る

（
60
）。
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こ
の
引
用
で
示
さ
れ
て
い
る
「（
4
）」（「
木
賊
」）、「（
5
）」（「
毛
羊
歯
」）、「（
6
）」（「
木
賊
の
横
断
面
」）
は
、
本
稿
で
は
順
に
、
写
真

資
料
⑤
、
写
真
資
料
⑥
、
写
真
資
料
⑦
と
し
て
提
示
す
る
（
本
稿
五
七
ペ
ー
ジ
参
照
）。

瀧
口
は
写
真
資
料
⑤
に
は
「
ヒ
ン
ズ
ー
風
」、
写
真
資
料
⑥
に
は
「
イ
オ
ニ
ア
風
」、
写
真
資
料
⑦
に
は
「
ド
オ
リ
ッ
ク
風
」
と
い
う
「
建

築
様
式
」
を
暗
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
植
物
に
お
い
て
、
い
わ
ば
民
族
的
な
建
築
の
「
様
式
の
原
型
」
を
見
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
瀧
口

が
建
築
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、「
象
形
と
非
象
形
の
問
題

（
61
）」（『

近
代
芸
術
』
三
笠
書
房
、
一
九
三
八
年
）

と
い
う
文
章
か
ら
読
み
取
り
た
い
。

建
築
は
合
理
的
な
機
能
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
同
時
に
人
間
の
空
間
に
対
す
る
解
釈
の
反
映
で
あ
り
、
世
界

観
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
ム
で
も
あ
る
。（
略
・
引
用
者
）
建
築
の
法
則
に
よ
る
、
純
粋
な
機
能
を
除
け
ば
、
絶
え
ず
人
間
の
自
然
に
対
す
る
解

釈
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
植
物
的
な
装
飾
を
施
さ
れ
た
円
柱
や
、
日
本
の
木
理
そ
の
ま
ま
を
見
せ
た
簡
素
な
柱
な
ど
も
そ

の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
お
の
お
の
の
美
の
表
象
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
62
）。

こ
の
文
章
で
瀧
口
は
、「
造
形
的
な
世
界

（
63
）」

の
観
点
か
ら
建
築
を
取
り
上
げ
て
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
建
築
に
は
「
絶
え
ず
人
間
の
自
然
に

対
す
る
解
釈
が
あ
ら
わ
れ
て
」
い
る
点
で
、
建
築
を
「
世
界
観
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
ム
」
で
も
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
「
世
界
観
の
ミ
ク

ロ
コ
ス
ム
」
の
例
と
し
て
、「
ギ
リ
シ
ア
の
植
物
的
な
装
飾
を
施
さ
れ
た
円
柱
」
や
、「
日
本
の
木
理
そ
の
ま
ま
を
見
せ
た
簡
素
な
柱
」
な
ど

を
挙
げ
て
、「
そ
こ
に
お
の
お
の
の
美
の
表
象
を
見
出
す
よ
う
に
」な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
瀧
口
は
、建
築
を
媒
体
と
し
て
、

「
ギ
リ
シ
ア
」
や
「
日
本
」
な
ど
と
い
う
国
・
民
族
の
、
植
物
・
自
然
を
オ
ブ
ジ
ェ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
る
、
言
わ
ば
そ
の
国
・
民
族

特
有
の
「
自
然
観
の
様
式
」
を
も
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
瀧
口
は
、「
建
築
様
式
」
に
、
そ
の
国
・
民
族
の

人
々
特
有
の
「
伝
統
の
無
意
識
」
に
つ
な
が
る
も
の
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
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赤
瀬
川
、
瀧
口
は
両
者
と
も
、
個
を
超
え
た
「
類
」
と
し
て
の
人
間
の
無
意
識
の
投
影
と
し
て
、
植
物
を
オ
ブ
ジ
ェ
化
し
て
見
て
い
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
瀧
口
の
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
は
、「
日
本
人
の
自
然
観
の
様
式
」
な
ど
と
い
っ
た
、
個
々
の
集
合
体
・
集

団
と
し
て
の
日
本
人
の
潜
在
的
な
美
意
識
に
関
わ
っ
て
お
り
、
国
・
民
族
的
な
様
式
へ
と
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
国
・
民
族
を
巡
る
戦

前
の
言
説
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

（
64
）。

6

赤
瀬
川
に
お
け
る
〈
偶
然
〉
と
〈
超
芸
術
〉

こ
こ
ま
で
述
べ
て
来
た
と
お
り
、〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
や
「
路
上
観
察
」
に
お
い
て
、
赤
瀬
川
は
そ
れ
ら
と
の
〈
偶
然
〉
の
遭
遇
を
重
視

し
て
い
た
。〈
偶
然
〉
の
役
割
に
つ
い
て
、
赤
瀬
川
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
た
ち
は
路
上
観
察
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
私
人
個
体
の
力
で
は
届
か
ぬ
創
造
の
力
、
宗
教
で
い
う
神
の
力
の
片
鱗
を
採
集
し
て
歩

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

少
し
誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
。
や
は
り
自
然
の
力
と
い
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
意
図
的
に
仕
組
ま
れ
た
社
会
の
中

に
あ
っ
て
、
な
お
そ
の
意
図
を
超
え
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
力
の
産
物
。
人
工
的
に
編
ま
れ
た
こ
の
世
の
網
の
目
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
そ

の
網
面
全
体
を
ゆ
っ
た
り
と
波
打
た
せ
て
い
る
よ
う
な
力
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
人
工
都
市
の
路
上
に
こ
ぼ
れ
出
て
い
る
。
そ
れ
を
路
上

観
察
者
の
感
覚
反
応
が
採
集
し
て
い
る
。

従
っ
て
こ
の
作
業
に
は
、
偶
然
の
力
が
大
き
く
参
与
し
て
お
り
、
そ
の
偶
然
の
力
の
、
私
た
ち
観
察
者
の
受
け
皿
が
「
発
見
」
と
い

う
こ
と
な
の
だ

（
65
）。
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赤
瀬
川
に
お
い
て
、「
人
工
的
」
か
つ
「
意
図
的
に
仕
組
ま
れ
た
社
会
」、
つ
ま
り
「
人
工
都
市
」
の
中
で
、
個
の
力
を
超
越
し
て
「
意
図

を
超
え
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
」「
自
然
の
力
」
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
自
然
の
力
」
に
は
、〈
超
芸
術
〉

の
「
巨
大
な
作
者
」、
つ
ま
り
個
の
集
合
体
と
し
て
の
類
の
無
意
識
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
「
自
然
の
力
」
が
「
人
工
的
に
編

ま
れ
た
こ
の
世
の
網
の
目
」
を
「
ゆ
っ
た
り
と
波
打
た
せ
」、「
自
然
の
力
」
を
人
々
に
知
ら
し
め
る
オ
ブ
ジ
ェ
的
物
件
が
「
人
工
都
市
の
路

上
に
こ
ぼ
れ
出
て
」
来
る
と
、
赤
瀬
川
は
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
意
図
的
に
仕
組
ま
れ
た
社
会
」
と
、
超
越
的
な
「
自
然
の
力
」
が
作

用
す
る
世
界
と
い
う
、
い
わ
ば
二
系
列
の
世
界
の
接
点
に
、〈
超
芸
術
〉
が
出
現
す
る
と
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
か
。
そ
し
て
〈
超
芸
術
〉
の
〈
発

見
〉
に
は
、「
偶
然
の
力
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

偶
然
の
力
は
、
た
し
か
に
力
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
だ
け
ど
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
操
作
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
こ
こ
で
も
、
は

か
ら
ず
も
、
な
お
も
意
図
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
正
体
の
知
れ
ぬ
偶
然
の
力
に
、
そ
っ
と
身
を
添
わ
せ
て
路
上
を
歩
く
。

そ
う
や
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
行
方
の
知
れ
ぬ
希
望
と
不
安
と
が
体
の
両
面
に
に
じ
み
出
て
き
て
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
こ
と
の
縁
を

ぎ
り
ぎ
り
に
伝
い
歩
い
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
不
安
が
つ
い
警
官
に
不
審
尋
問
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う

（
66
）。

「
偶
然
の
力
」
も
ま
た
、「
自
然
の
力
」
と
同
様
に
、
人
々
の
「
意
図
」
を
超
越
し
た
「
正
体
の
知
れ
ぬ
」
力
で
あ
る
と
、
赤
瀬
川
は
述
べ

て
い
る
。「
人
工
都
市
の
路
上
」
に
お
け
る
、「
意
図
」
を
超
え
た
「
自
然
の
力
」
と
の
遭
遇
に
は
、
人
々
の
操
作
で
き
な
い
「
偶
然
の
力
」

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
世
に
存
在
す
る
こ
と
の
縁
を
ぎ
り
ぎ
り
に
伝
い
歩
い
て
い
る
よ
う
」
な
感
覚
と
は
、「
意
図

的
に
仕
組
ま
れ
た
社
会
」
と
い
う
「
こ
の
世
」
の
「
縁
」
の
極
限
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
、「
自
然
の
力
」
の
領
域
で
あ
る
あ・

の・

世・

の
し・

る・

し・

と

し
て
の
〈
超
芸
術
〉
と
遭
遇
で
き
そ
う
な
予
感
に
動
か
さ
れ
て
、
路
上
を
さ
迷
う
よ
う
な
感
覚
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、〈
超
芸
術
〉
を
巡
る
赤
瀬
川
の
思
考
の
中
に
は
、「
意
図
」
や
意
識
の
支
配
す
る
こ・

の・

世・

の
世
界
と
、「
自
然
の
力
」
や
無
意
識
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の
領
域
と
し
て
の
あ・

の・

世・

の
世
界
と
の
両
立
・
併
存
と
い
っ
た
指
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。〈
偶
然
〉
は
、
端
的
に
言
っ
て
二
系
列
の
世
界
の
接

点
に
お
い
て
現
れ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、〈
偶
然
〉
を
巡
る
議
論
は
、
無
意
識
に
関
す
る
問
題
と
も
結
び
つ
き
易
い
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
赤
瀬
川
の
〈
偶
然
〉
に
対
す
る
関
心
は
、
ユ
ン
グ
心
理
学
に
対
す
る
共
感
と
接
点
を
持
っ
て
い
る
。
以
下
は
、
ユ
ン
グ
心
理

学
の
紹
介
・
研
究
者
秋
山
さ
と
子
（
一
九
二
三
〜
一
九
九
二
年
）
と
赤
瀬
川
と
の
対
談
で
あ
る
（
赤
瀬
川
は
「
尾
辻
克
彦
」
名
で
対
談
し
て

い
る
）。

（
尾
辻
の
発
言
│
引
用
者
に
よ
る
）
自
分
の
奥
の
中
が
偶
然
を
引
き
寄
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
も

う
一
つ
背
後
の
も
の
が
…
…
、
そ
れ
と
全
体
の
、
世
の
中
の
全
域
に
散
ら
ば
る
偶
然
が
、
じ
つ
は
何
か
一
本
の
糸
の
縫
い
目
の
、
こ
う
、

露
呈
し
た
も
の
、
そ
れ
こ
そ
さ
っ
き
の
サ
イ
コ
ロ
が
役
目
を
担
っ
て
る
み
た
い
な
感
じ
の
力
っ
て
い
う
の
が
な
に
か
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね

（
67
）。

こ
こ
で
は
、
共
時
的
現
象
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
（
同
時
共
調
性
）
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
〈
偶
然
〉
に
言
及
し

て
い
る
。
共
時
的
現
象
は
「
異
質
の
、
因
果
的
に
結
び
つ
き
を
持
た
ぬ
諸
現
象
の
な
か
に
、
意
味
の
あ
る
同
義
性
を
も
っ
た
も
の
が
同
時
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
」「
観
察
者
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た
内
容
が
因﹅

果﹅

的﹅

結﹅

び﹅

つ﹅

き﹅

を﹅

持﹅

た﹅

ず﹅

に﹅

、
同
時
に
あ
る
外
的
出
来

事
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
を
証
明
し
て
い
る

（
68
）」

と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
共
時
的
現
象
中
の
シ
ン
ク

ロ
ニ
シ
テ
ィ
と
は
、
同
時
に
起
き
て
い
る
様
々
な
出
来
事
や
現
象
に
お
け
る
、
意
味
の
あ
る
〈
偶
然
〉
の
い
く
つ
か
の
結
び
つ
き
と
、
そ
の

解
釈
に
関
係
し
て
い
る
。

赤
瀬
川
が
、
こ
の
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
に
対
し
て
共
感
を
抱
い
た
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
体
験
が
反
映
し
て
い
る
。

あ
る
日
、
赤
瀬
川
が
本
屋
で
立
ち
読
み
を
し
て
い
た
時
、
壁
に
吊
っ
て
あ
っ
た
棚
の
本
を
見
て
、「
ち
ょ
っ
と
落
ち
そ
う
な
棚
だ
」
と
思
っ
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て
い
た
。
本
屋
か
ら
出
る
際
に
、
そ
の
棚
を
見
て
、
再
度
「
落
ち
そ
う
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
そ
の
棚
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
、
赤
瀬
川
は
「
何
か
変
な
感
じ
」
が
し
た
と
い
う
。
帰
り
が
け
に
果
物
屋
に
寄
っ
て
バ
ナ
ナ
を
買
お
う
と
思
っ
た
。
バ
ナ

ナ
の
左
側
に
陳
列
し
て
あ
っ
た
、「
一
山
い
く
ら
」
で
盛
ら
れ
て
い
た
ミ
カ
ン
を
見
て
、「
あ
れ
、
こ
の
ミ
カ
ン
の
山
崩
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
あ
」
と
思
っ
た
ら
、
ミ
カ
ン
が
「
コ
ロ
コ
ロ
と
」
崩
れ
て
来
た
と
い
う

（
69
）。

後
日
、
親
し
く
し
て
い
た
美
術
批
評
家
・
石
子
順
造
（
一
九
二
八
〜
一
九
七
七
年
）
が
長
く
患
っ
た
末
に
亡
く
な
り
、
そ
の
葬
儀
の
後
、

石
子
の
妻
か
ら
赤
瀬
川
に
葉
書
が
届
い
た
。
そ
の
中
に
、
赤
瀬
川
の
娘
に
宛
て
て
書
か
れ
た
部
分
が
あ
っ
た
。
石
子
の
幼
い
子
供
た
ち
が
、

夏
に
な
っ
て
、
家
に
虫
が
入
っ
て
来
る
と
、「
あ
、
お
父
さ
ん
が
会
い
に
来
た
ん
だ
と
言
っ
て
歓
迎
し
て
」
い
る
と
書
か
れ
て
あ
っ
た

（
70
）。

赤
瀬
川
が
、
葉
書
の
そ
の
部
分
を
娘
に
対
し
て
声
に
出
し
て
読
ん
で
や
っ
て
い
る
時
、
ち
ょ
う
ど
「
虫
」
と
い
う
言
葉
を
読
ん
だ
瞬
間
に
、

葉
書
の
「
虫
」
の
字
の
上
に
、「
ポ
ツ
ー
ン
」
と
テ
ン
ト
ウ
虫
が
落
ち
て
来
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
赤
瀬
川
は
「
で
き
る
だ
け
、
い
わ
ゆ
る

科
学
的
に
考
え
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
偶
然
な
ん
だ
、
偶
然
の
重
な
り
合
い
な
ん
だ
っ
て
。
で
も
そ
の
偶
然
が
こ
れ
だ
け
一
点

に
重
な
り
す
ぎ
る
と
、
や
は
り
そ
こ
に
意
味
を
感
じ
ま
す
ね
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
み
た
い
な
も
の
を
」
と
述
べ
て
い
る

（
71
）。

赤
瀬
川
に
起
こ
っ
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
秋
山
は
「
落
ち
て
、
崩
れ
て
、
た
だ
落
ち
て
崩
れ
た
だ
け
で
は
お
さ
ま
ら
な

い
何
か
が
あ
っ
て
」「
最
終
的
に
手
紙
が
来
て
、
虫
が
落
ち
て
、
あ
、
テ
ン
ト
ウ
虫
だ
っ
た
の
だ
、
と
か
い
う
よ
う
な
。
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
、

物
語
の
終
わ
り
が
テ
ン
ト
ウ
虫
が
落
ち
た
に
な
っ
て
る
」
と
指
摘
し
、「
一
連
の
心
の
中
の
で
き
ご
と
が
現
実
の
で
き
ご
と
と
う
ま
く
符
合
し

て
、（
略
・
引
用
者
）
テ
ン
ト
ウ
虫
が
落
ち
た
と
こ
ろ
で
、
納
得
い
っ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
何
か
一
つ
の
大
き

な
物
語
、
神
話
み
た
い
な
も
の
が
心
の
中
で
進
行
し
て
」
い
て
、「
現
実
に
棚
が
落
ち
た
、
果
物
が
落
ち
た
、
テ
ン
ト
ウ
虫
が
落
ち
た
、
ま
さ

に
手
紙
の
字
の
上
で
落
ち
た
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
全
然
違
う
物
語
」
の
進
行
が
、「
テ
ン
ト
ウ
虫
と
手
紙
の
と
こ
ろ
で
」「
パ
ッ
と
一

致
し
た
」
の
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
秋
山
は
、
石
子
の
死
に
対
す
る
赤
瀬
川
の
「
準
備
期
間
」
と
、
そ
の
死
が
赤
瀬
川
の
心

の
中
で
、
い
か
に
重
大
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
指
摘
し
た

（
72
）。

秋
山
は
「
一
つ
の
物
事
が
動
き
出
す
と
、
そ
の
周
り
に
全
部
集
ま
る
」
と
も
述



― 194 ―

（
四
一
）

創造力の外側へ ── 赤瀬川原平とシュールレアリスム（秋元）

べ
て
い
る

（
73
）。

以
上
の
赤
瀬
川
に
お
け
る
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
の
体
験
は
、
秋
山
に
よ
る
と
、
系
列
の
異
な
る
物
語
の
進
行
が
、
意
味
あ
る
〈
偶
然
〉
の

い
く
つ
か
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
点
に
お
い
て
、
一
つ
の
物
語
と
し
て
落
と
し
込
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
外

的
な
世
界
で
起
き
る
出
来
事
・
現
象
と
、
個
人
の
内
面
の
物
語
や
心
理
と
の
一
致
に
は
、〈
偶
然
〉
の
力
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。

さ
ら
に
、
秋
山
と
の
対
談
に
お
い
て
、
赤
瀬
川
は
〈
偶
然
〉
に
関
し
て
以
下
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
尾
辻
の
発
言
│
引
用
者
に
よ
る
）
わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
偶
然
と
い
う
の
は
い
く
つ
か
の
世
界
が
あ
っ
て
、
一
つ
の
世
界
を
別
の
世

界
が
横
切
る
、
そ
の
断
面
の
ほ
ん
の
切
り
口
を
ス
ッ
と
、
こ
の
く
ら
い
の
切
り
口
を
見
せ
て
る
っ
て
、
そ
う
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す

（
74
）。

（
秋
山
の
発
言
│
引
用
者
に
よ
る
）
地
球
上
の
も
の
の
見
方
だ
と
地
球
の
時
間
内
の
見
方
で
す
べ
て
見
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
け
ど
別

の
天
体
に
い
っ
た
ら
別
の
時
間
の
流
れ
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
別
の
時
間
の
流
れ
で
み
る
と
、（
略
・
引
用
者
）
見
る
も
の
の
視
点
が
か

か
わ
っ
て
時
間
の
流
れ
と
か
、
空
間
と
か
、
距
離
と
か
、
み
ん
な
変
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

（
尾
辻
の
発
言
│
引
用
者
に
よ
る
）
そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
、
見
え
る
範
囲
ま
で
は
見
え
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
、
人
間
の
い
ま
の
見
方
で
。
し

か
も
、
そ
の
同
じ
場
所
に
別
の
位
相
の
世
界
が
あ
る
。（
略
・
引
用
者
）
同
時
併
存
し
て
。
少
し
だ
け
ず
れ
て
重
な
っ
て
。
最
近
の
デ
ー

タ
通
信
の
技
術
で
、
い
ま
あ
る
回
線
の
、
何
か
信
号
と
信
号
の
隙
間
を
使
っ
て
も
っ
と
情
報
が
送
れ
る
み
た
い
な
こ
と
あ
り
ま
す
よ
ね
。

あ
ん
な
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
気
が
す
る
ん
で
す
。

（
秋
山
の
発
言
│
引
用
者
に
よ
る
）
わ
れ
わ
れ
は
地
球
の
時
間
と
空
間
の
尺
度
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
。
だ
け
ど
も
そ
れ

を
う
ま
く
開
放
し
て
、
違
う
次
元
の
速
度
と
空
間
の
感
じ
が
持
て
た
と
し
た
ら
、
全
然
違
っ
た
も
の
が
見
え
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
可
能
性
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だ
っ
て
あ
る
し
（
略
・
引
用
者
）

（
尾
辻
の
発
言
│
引
用
者
に
よ
る
）
そ
う
い
う
の
が
漏
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
な
ん
て
い
う
か
、
漏
れ
て
く
る
…
…
。
む
し
ろ

わ
ず
か
に
漏
れ
る
ほ
う
が
当
た
り
前
で
あ
る

（
75
）。

こ
の
引
用
部
分
で
〈
偶
然
〉
は
、「
別
の
世
界
」
と
の
接
触
面
に
生
じ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
赤
瀬
川
に
よ
る
と
、
こ
の
世
界
は
、「
同

時
併
存
」
し
て
い
る
「
別
の
位
相
の
世
界
」
と
「
少
し
だ
け
ず
れ
て
重
な
っ
て
い
る
」。
そ
の
「
別
の
位
相
の
世
界
」
か
ら
、「
わ
ず
か
に
漏

れ
る
」
も
の
が
あ
る
と
、
赤
瀬
川
は
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
漏
れ
て
く
る
も
の
は
、〈
超
芸
術
〉
に
関
し
て
言
え
ば
、「
意
図
を
超
え
て

あ
ら
わ
れ
て
く
る
」「
自
然
の
力
」
と
し
て
の
「
巨
大
な
作
者
」
の
存
在
で
あ
り
、
か
つ
、「
意
図
」
を
超
越
し
た
「
正
体
の
知
れ
ぬ
」
力
と

し
て
の
〈
偶
然
〉
の
力
な
の
で
あ
ろ
う
。〈
超
芸
術
〉
は
、
意
図
を
超
え
て
現
れ
て
く
る
、
こ
れ
ら
の
力
の
産
物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
間
は
ひ
た
む
き
な
精
神
の
働
き
に
よ
っ
て
芸
術
を
創
り
出
し
た
が
、
そ
の
ひ
た
む
き
さ
を
離
れ
た
無
意
識
の
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に

超
芸
術
を
創
り
出
し
て
い
た

（
76
）。

こ
の
赤
瀬
川
の
言
葉
が
、〈
芸
術
〉
と
〈
超
芸
術
〉
と
の
決
定
的
な
違
い
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
結
果
、
赤
瀬
川
に
お
け
る
〈
偶
然
〉
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

赤
瀬
川
に
と
っ
て
、〈
偶
然
〉
は
意
識
や
意
図
を
超
え
た
も
の
を
〈
発
見
〉
さ
せ
る
役
目
を
有
し
、
言
わ
ば
「
こ
の
世
」
と
「
不
明
の
あ
の

世
」
と
の
接
触
面
や
、
人
間
が
内
部
に
お
い
て
知
覚
し
た
内
容
と
外
的
出
来
事
と
の
接
点
に
お
い
て
生
じ
る
。「
偶
然
の
力
」
と
は
、
漏
れ
出

す
「
異
次
元
」
を
受
け
取
る
際
に
作
用
す
る
力
で
あ
り
、〈
超
芸
術
〉
と
は
「
異
次
元
」
の
境
目
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
巨
大
な
作
者
」

で
あ
る
集
団
の
無
意
識
と
、
そ
の
受
信
者
で
あ
る
観
察
者
と
の
間
（
接
触
面
）
で
、〈
超
芸
術
〉
は
〈
偶
然
〉
に
〈
発
見
〉
さ
れ
る
。
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さ
て
、〈
偶
然
〉
に
つ
い
て
、
徹
底
的
な
考
察
を
加
え
た
思
想
家
と
し
て
、
九
鬼
周
造
の
名
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
章
で
は
、
九

鬼
の
〈
偶
然
〉
論
と
し
て
の
著
書
『
偶
然
性
の
問
題
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
を
踏
ま
え
て
、
赤
瀬
川
の
〈
超
芸
術
〉
の
意
義
を
考
察

し
た
い
。7

九
鬼
周
造
の
〈
偶
然
〉
論
と
〈
超
芸
術
〉
を
巡
る
赤
瀬
川
の
試
み
の
意
義

九
鬼
周
造
は
一
九
一
二
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
を
卒
業
後
、
一
九
二
一
年
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
し
て
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
ら
の
哲
学
者
に
直
接
師
事
し
、
西
洋
哲
学
を
学
ん
だ
。
留
学
中
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
家
庭
教
師
を
サ
ル
ト
ル

に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
帰
国
し
、
一
九
二
九
年
に
は
、
西
田
幾
多
郎
退
官
後
の
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
の
講
師

と
な
っ
た
。『
偶
然
性
の
問
題
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
は
、
一
九
三
二
年
に
京
都
帝
国
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
を
基
に
し

て
書
か
れ
た
著
作
で
あ
る
。

〈
偶
然
〉
を
巡
る
九
鬼
の
問
題
意
識
に
関
し
て
は
、
哲
学
研
究
者
馬
場
智
理
に
よ
っ
て
、

現
実
世
界
に
生
き
る
人
間
は
、
予
想
外
の
偶
然
の
出
来
事
に
直
面
す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
偶
然
性
を
「
実
存
の
中
核
に

触
れ
る
問
題
」（
略
・
引
用
者
）」
で
あ
る
と
み
な
す
九
鬼
周
造
に
と
っ
て
、
偶
然
は
ま
さ
に
哲
学
の
主
題
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た

（
77
）。

と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、〈
偶
然
〉
が
、
九
鬼
の
実
存
哲
学
の
中
核
を
構
成
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
偶

然
性
の
問
題
』
に
つ
い
て
は
、「
西
洋
の
伝
統
的
形
而
上
学
の
本
質
を
〈
同
一
性
＝
必
然
性
〉
と
し
て
捉
え
、
そ
の
克
服
の
原
理
と
し
て
一
者

と
他
者
と
の
分
裂
と
し
て
の
〈
二
元
性
＝
偶
然
性
〉
の
哲
学
を
説
い
て
い
る

（
78
）」

と
評
さ
れ
て
い
る
。
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『
偶
然
性
の
問
題
』
に
お
け
る
〈
偶
然
〉
は
、「
偶
然
性
と
は
必
然
性
の
否
定
で
あ
る

（
79
）」

と
い
う
規
定
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、「
必

然
性
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
九
鬼
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

偶
然
性
が
必
然
性
の
否
定
で
あ
る
限
り
、
偶
然
性
の
意
味
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
必
然
性
の
意
味
を
闡
明
す
る
こ
と
か
ら
出

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
必
然
性
と
は
何
ぞ
と
い
ふ
に
、
既
に
云
つ
た
や
う
に
、
必
ず
然
か
有
る
こ
と
、
す
な
は
ち
反
対
の

不
可
能
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
反
対
が
不
可
能
な
り
と
は
、
自
己
の
う
ち
に
存
在
の
理
由
を
有
し
、
与
へ
ら
れ
た
自
己
が
与
へ

ら
れ
た
ま
ま
の
自
己
を
保
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
自
己
が
飽
く
ま
で
も
自
己
を
保
持
す
る
場
合
に
は
、
自
己
保
存
ま
た
は

自
己
同
一
の
形
を
取
つ
て
来
る
。
す
な
は
ち
必
然
性
の
概
念
は
同
一
性
を
予
想
し
て
ゐ
る
。
従
つ
て
「
甲
は
甲
で
あ
る
」
と
い
ふ
同
一

律
の
形
式
が
最
も
厳
密
な
る
必
然
性
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
必
然
と
は
、
畢
竟
、
同
一
と
い
ふ
性
質
上
の
規
定
を
様
相
の
見
地
か
ら
言
表

し
た
も
の
に
ほ
か
ら
な
ら
い

（
80
）。

「
必
然
性
」
と
は
「
必
ず
然
か
有
る
こ
と
」
で
、「
反
対
の
不
可
能
な
る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
以
外
で
は
あ
り
得
な
い

も
の
、「
自
己
の
う
ち
に
存
在
の
理
由
を
有
し
」
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
自
己
の
う
ち
に
存
在
の
理
由
を
有
し
」
て
い
る
と

は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
い
わ
ば
自
己
同
一
的
な
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。「
必
然
性
」
は
、
論
理
学
で
言
う
同
一
律
、
す
な
わ
ち
「
甲
は
甲
で
あ

る
」
と
い
う
形
式
で
表
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
九
鬼
は
「
必
然
性
」
の
様
態
を
三
つ
に
分
類
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

必
然
と
い
ふ
規
定
は
（
一
）
概
念
性
、（
二
）
理
由
性
、（
三
）
全
体
性
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
（
一
）
概
念
と
徴
表
と

の
関
係
、（
二
）
理
由
と
帰
結
と
の
関
係
、（
三
）
全
体
と
部
分
と
の
関
係
に
関
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
81
）。
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我
々
は
必
然
性
の
こ
の
三
つ
の
様
態
を
（
一
）
定
言
的
必
然
、（
二
）
仮
説
的
必
然
、（
三
）
離
接
的
必
然
と
名
付
け
て
置
か
う

（
82
）。

す
な
わ
ち
、「
定
言
的
必
然
」
は
「
概
念
と
徴
表
と
の
関
係
」
に
お
い
て
、「
仮
説
的
必
然
」
は
「
理
由
と
帰
結
と
の
関
係
」
に
お
い
て
、

そ
し
て
「
離
接
的
必
然
」
は
「
全
体
と
部
分
と
の
関
係
」
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
「
定
言
的
」
と
は
、
専
ら
抽
象
的
概
念
や
一
般
的
な
概
念
の
同
一
性
に
関
す
る
こ
と
で
、
概
念
と
徴
表
と
の
間
に
同
一
性
が

あ
っ
て
、
あ
る
命
題
が
無
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、「
仮
説
的
」
と
は
経
験
界
に
お
け
る
一
定
の
現
象
を
統
一
的
に
説
明
で
き
る
因

果
関
係
に
関
わ
る
。
そ
し
て
「
離
接
的
」
と
は
「
選
言
的
」
と
も
言
わ
れ
、
諸
可
能
性
の
全
体
に
お
い
て
、
こ
れ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
、「
Ａ
あ
る
い
は
Ｂ
」
と
い
う
表
現
の
、「
あ
る
い
は
」
に
相
当
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
必
然
性
」
の
三
様
態
を
示
し
た
以
上
、
し
た
が
っ
て
、「
偶
然
性
と
は
必
然
性
の
否
定
で
あ
る
」
と
い
う
規
定
か
ら
論
を
始

め
た
九
鬼
は
、
当
然
〈
偶
然
性
〉
も
三
つ
に
分
類
す
る

（
83
）。

偶
然
性
は
必
然
性
に
対
立
し
た
意
味
で
あ
る
か
ら
、
必
然
性
の
三
様
態
に
対
し
て
偶
然
性
の
三
様
態
が
存
す
る
筈
で
あ
る
。（
一
）
定

言
的
偶
然
、（
二
）
仮
説
的
偶
然
、（
三
）
離
接
的
偶
然
の
三
つ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
偶
然
性
を
斯
や
う
に
三
つ
の
様
態
に
区
別
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
初
め
て
偶
然
性
の
意
味
が
雑
多
と
統
一
と
に
於
て
明
か
に
な
る
と
思
ふ

（
84
）。

端
的
に
示
せ
ば
、「
定
言
的
偶
然
」
は
「
概
念
性
の
問
題

（
85
）」

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
概
念
の
構
造
は
個
々
の
諸

表
象
に
何
等
か
共
通
な
普
遍
的
同
一
性
を
目
撃
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
ゐ
る
」、「
概
念
の
構
成
的
内
容
は
同
一
性
と
し
て
抽
象
さ
れ
た
本
質

的
徴
表
の
全
体
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
概
念
を
構
成
す
る
「
本
質
的
徴
表
の
全
体
」
の
「
圏
外
に
置
か
れ
た
非
本
質
的

徴
表
」
が
、
本
質
外
の
個
々
の
事
象
と
し
て
、「
定
言
的
偶
然
」
の
形
を
取
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
86
）。
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例
を
示
せ
ば
、「
三
角
形
と
い
ふ
概
念
に
と
つ
て
、
三
つ
の
線
に
囲
ま
れ
た
面
の
一
部
と
い
ふ
こ
と
は
、
必
然
的
徴
表
で
あ
る
。
そ
れ
は
す

な
は
ち
三
角
形
と
い
ふ
概
念
の
構
成
内
容
を
な
す
も
の
で
、
こ
の
性
質
を
否
定
す
る
と
共
に
三
角
形
の
概
念
も
解
消
さ
れ
る
」。
一
方
で
「
角

が
直
角
で
あ
る
と
か
、
鈍
角
で
あ
る
と
か
、
鋭
角
で
あ
る
と
か
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
単
に
三
角
形
の
可
能
的
内
容
を
な
す
だ
け
の
も
の
で
あ

る
」。
し
た
が
っ
て
、
直
角
三
角
形
・
鈍
角
三
角
形
・
鋭
角
三
角
形
な
ど
と
し
て
現
れ
た
三
角
形
の
「
そ
れ
ら
の
徴
表
は
三
角
形
の
概
念
に
と

つ
て
は
偶
然
的
徴
表
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る

（
87
）。

要
す
る
に
、「
個
物
お
よ
び
個
々
の
事
象
で
あ
る
が
故
に
、
一
般
概
念
に
対
し
て
偶
然
的
徴
表
を
備
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

（
88
）」

と
説
明
さ
れ
て

お
り
、
九
鬼
は
「
定
言
的
偶
然
の
核
心
的
意
味
は
畢
竟
、
一
般
概
念
に
対
す
る
「
個
物
お
よ
び
個
々
の
事
象
」
と
い
ふ
こ
と
に
帰
し
た

（
89
）」

と

結
論
付
け
て
い
る
。

「
仮
説
的
偶
然
」
と
は
、
経
験
界
に
お
け
る
現
象
の
因
果
関
係
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
九
鬼
は
経
験
界
に
お
け
る
「
仮
説

的
偶
然
」
を
、「
目
的
的
偶
然
」
と
「
因
果
的
偶
然
」
に
分
類
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
消
極
的
偶
然
」
と
「
積
極
的
偶
然
」
に
分

け
て
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
詳
し
く
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
関
し
て
は
不
問
に
し
た
い
。

「
仮
説
的
偶
然
」
と
は
、「
一
の
系
列
と
他
の
系
列
と
の
邂
逅

（
90
）」

と
い
う
構
造
を
示
す
も
の
で
、
九
鬼
は
そ
れ
を
「
仮
説
的
偶
然
の
核
心
的

意
味

（
91
）」

だ
と
結
論
付
け
て
い
る
。「
仮
説
的
偶
然
は
理
由
性
の
仮
説
的
構
造
の
有
つ
同
一
必
然
性
に
対
し
て
、
斯
か
る
構
造
の
圏
外
に
あ
る
も

の
が
示
す
偶
然
性
で
あ
っ
た

（
92
）」と

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
一
の
系
列
」で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
の
、必
然
性
を
持
つ
理
由
・
因
果
関
係（
目

的
手
段
関
係
も
含
む
）
と
、「
他
の
系
列
」
で
起
こ
っ
て
い
る
別
の
出
来
事
の
、
や
は
り
必
然
性
を
持
つ
理
由
・
因
果
関
係
が
、「
邂
逅
」
し

た
場
合
に
捉
え
ら
れ
る
の
が
「
仮
説
的
偶
然
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
例
を
示
せ
ば
、
午
後
一
時
発
の
列
車
に
乗
る
た
め
に
、
午
後
一
二
時
半
に
家
を
出
て
、
駅
へ
向
か
っ
て
い
つ
も
通
る
道
を
歩
い
て
い
た

時
、
街
路
樹
の
葉
が
一
枚
落
ち
て
来
て
、
顔
に
当
た
っ
た
、
と
い
う
事
象
が
あ
っ
た
と
す
る
。「
午
後
一
時
発
の
列
車
に
乗
る
た
め
に
、
午
後

一
二
時
半
に
家
を
出
て
、
駅
へ
向
か
っ
て
い
つ
も
通
る
道
を
歩
い
て
い
た
」
と
い
う
人
物
の
一
連
の
行
動
の
「
系
列
」
と
、
鳥
に
啄
め
ら
れ
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た
と
か
、
す
で
に
枯
れ
て
い
て
枝
か
ら
離
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
時
に
風
が
吹
い
た
等
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
落
ち
る
べ
く
し
て
落

ち
た
、
街
路
樹
の
葉
が
落
下
す
る
「
系
列
」
と
が
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。

駅
へ
向
か
っ
て
い
る
人
物
が
、
途
中
で
買
い
物
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
一
二
時
二
五
分
に
家
を
出
て
い
た
ら
、
街
路
樹
の
葉
は
顔
に
当
た

ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
本
前
か
後
の
列
車
に
乗
ろ
う
と
し
て
い
た
ら
、
家
を
出
る
時
間
も
変
わ
っ
て
お
り
、
葉
が
当
た
ら
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
道
を
変
え
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
ら
等
々
、
様
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
落
ち
て
来
た
街
路

樹
の
葉
に
し
て
も
、
そ
の
時
鳥
が
来
な
か
っ
た
ら
、
ま
た
風
が
吹
か
な
か
っ
た
ら
ど
う
で
あ
っ
た
か
等
、
や
は
り
様
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
午
後
一
二
時
半
に
家
を
出
て
、
い
つ
も
通
る
道
を
歩
い
た
ら
、
必
ず
顔
に
葉
が
当
た
る
と
い
う
よ
う
な
法
則
性

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
時
に
限
っ
て
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
様
々
な
可
能
性
の
中
で
起
こ
り
得
た
こ
と
は
無
限

に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
る
因
果
関
係
の
「
系
列
」
と
他
の
因
果
関
係
の
「
系
列
」
と
の
遭
遇
・
邂
逅
と
し
て
現
れ
た
、
た
だ
一
つ
の
現

象
が
、「
仮
説
的
偶
然
」
を
形
作
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
一
般
的
な
意
味
で
偶・

然・

と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
仮
説
的
偶
然
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
九
鬼
の
言
う
「
定
言
的
偶
然
」
と
「
仮
説
的
偶
然
」
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
九
鬼
の
挙
げ
る
三
番
目
の
〈
偶
然
〉
は
、「
離
接
的

偶
然
」
で
あ
る
。「
定
言
的
偶
然
」
が
概
念
的
領
域
に
、「
仮
説
的
偶
然
」
が
経
験
的
領
域
に
関
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
離
接
的
偶
然
」
は

形
而
上
学
的
領
域
に
関
連
し
て
い
る
。

離
接
的
偶
然
は
全
体
と
部
分
と
の
関
係
に
関
す
る
。
全
体
は
全
体
と
い
ふ
性
格
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
絶
対
的
な
同
一
性
を
有
つ
て
ゐ

る
。
完
結
的
な
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
限
り
全
体
は
飽
く
ま
で
も
自
己
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
全
体
の
存
在
に
は
必
然
性
が
伴
つ

て
ゐ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
部
分
は
部
分
と
い
ふ
性
格
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
絶
対
的
な
自
己
同
一
性
を
欠
い
て
ゐ
る
。
部
分
は
そ
れ
が
部

分
で
あ
る
以
上
は
他
の
部
分
を
予
想
し
て
ゐ
る
。
部
分
は
そ
れ
自
ら
の
中
に
、
こ
の
部
分
で
も
か
の
部
分
で
も
あ
り
得
る
と
い
ふ
性
格
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を
も
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
点
に
部
分
の
偶
然
性
が
存
す
る
。
さ
う
し
て
各
部
分
は
、
全
体
の
中
に
包
ま
れ
て
ゐ
な
が
ら
相
互
に
離
接
的
関

係
に
立
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
種
の
偶
然
を
離
接
的
偶
然
と
い
ふ

（
93
）。

「
全
体
」
は
、
全
て
の
「
部
分
」
を
含
ん
だ
上
で
の
「
全
体
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
「
全
体
」
と
は
、

全
て
が
そ
こ
に
在
る
存
在
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
九
鬼
に
よ
る
と
、「
全
体
」
は
「
絶
対
的
な
同
一
性
」
を
有
す
る
自
己
完
結
的
な
も
の
で
あ

り
、「
必
然
性
が
伴
つ
て
ゐ
る
」。
一
方
、「
部
分
」
は
、「
こ
の
部
分
で
も
か
の
部
分
で
も
あ
り
得
る
」
点
に
お
い
て
、
諸
可
能
性
と
し
て
「
相

互
に
離
接
的
関
係
に
立
つ
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
形
而
上
的
・
絶
対
的
同
一
性
と
し
て
の
「
全
体
」
に
お
け
る
、
諸
可
能
性

と
し
て
の
「
部
分
」
の
現
れ
方
が
、「
離
接
的
偶
然
」
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
離
接
的
偶
然
は
離
接
構
造
に
あ
つ
て
、
可
能
的
離
接
肢
の
全
体
の
有
つ
同
一
性
に
対
し
て
、
各
々
の
可
能
的
離
接
肢
が
示
す
偶
然
性
で
あ

つ
た

（
94
）」

と
い
う
九
鬼
の
言
葉
も
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

さ
て
、
九
鬼
は
形
而
上
的
・
絶
対
的
同
一
性
と
し
て
の
「
全
体
」
を
、「
必
然
」
と
〈
偶
然
〉
と
の
相
関
性
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。

可
能
的
離
接
肢
の
全
体
は
勝
義
に
お
い
て
形
而
上
的
絶
対
者
を
意
味
し
、
形
而
上
的
絶
対
者
は
そ
の
具
体
性
に
お
い
て
「
必
然
│

偶
然
者
」
と
し
て
開
明
さ
れ
る

（
95
）。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
必
然
│
偶
然
者
」
と
は
、「
全
体
」
と
し
て
必
然
性
を
有
し
て
い
る
、
自
己
同
一
的
な
「
形
而
上
的
絶
対
者
」

が
、「
部
分
」
で
あ
る
「
可
能
的
離
接
肢
」
を
全
て
含
む
も
の
で
あ
る
以
上
、「
必
然
」
と
「
偶
然
」
と
の
、
相
関
的
な
関
係
性
の
上
に
成
り

立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
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絶
対
者
は
空
虚
な
る
抽
象
的
全
体
で
な
く
充
実
せ
る
具
体
的
全
体
で
あ
る
限
り
、
単
な
る
必
然
者
で
も
な
く
、
単
な
る
偶
然
者
で
も

な
く
、
必
然
と
偶
然
と
の
相
関
に
於
て
意
味
を
有
す
る
「
必
然
│
偶
然
者
」
で
あ
る
。
さ
う
し
て
絶
対
者
は
相
対
的
な
る
有
限
者
に

よ
つ
て
初
め
て
絶
対
者
た
り
得
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
偶
然
的
部
分
と
し
て
他
在
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
初
め
て
絶
対
的
全
体
の
具
体
的

意
味
を
獲
得
す
る

（
96
）

と
い
う
九
鬼
の
言
葉
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
本
章
冒
頭
で
も
示
し
た
が
、
哲
学
研
究
者
馬
場
智
理
は
、
九
鬼
の
哲
学
の
核
に
実
存
哲
学
を
見
て
い
る
。
九
鬼
に
よ
る
『
偶
然
性

の
問
題
』
に
関
し
て
「
精
緻
な
概
念
分
析
と
い
う
体
裁
を
取
り
、
最
終
的
に
形
而
上
学
的
領
域
に
お
け
る
解
決
が
試
み
ら
れ
る
た
め
、
人
間

の
現
実
と
乖
離
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
馬
場
は
「
九
鬼
周
造
に
と
っ
て
、
偶
然
は
ま
さ
に
哲
学
の
主
題
と
な

る
も
の
で
あ
っ
た

（
97
）」

と
み
な
す
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
馬
場
は
、

彼
（
九
鬼
周
造
│
引
用
者
に
よ
る
）
に
と
っ
て
偶
然
は
、「
情
緒
的
自
覚
を
持
っ
て
自
己
を
偶
然
性
の
中
に
沈
没
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自
己
を
原
本
的
に
活
か
す
ご
と
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
略
・
引
用
者
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
九
鬼
の
偶
然
へ
の
関
心

は
初
め
か
ら
一
貫
し
て
お
り
、
最
後
ま
で
い
さ
さ
か
も
揺
ら
い
で
は
い
な
い

（
98
）

と
結
論
付
け
、
九
鬼
の
偶
然
論
を
「
実
存
哲
学
」
と
結
び
付
け
て
い
る
。

馬
場
は
九
鬼
に
お
い
て
「
普
遍
的
本
質
は
現
実
的
存
在
と
無
関
係
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
現
実
的
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

個
体
的
本
質
と
し
て
存
在
す
る

（
99
）」

と
み
な
し
て
、「
実
存
」
が
「
本
質
」
を
「
選
択
」
し
「
規
定
す
る
」
と
捉
え
て
い
る

（
100
）。

す
な
わ
ち
、
馬
場

は
「
普
遍
的
本
質
」
と
「
現
実
的
存
在
」
と
を
、
相
対
的
に
成
立
す
る
も
の
と
し
て
提
示
し
て
、「
偶
然
性
の
問
題
は
、
実
存
に
と
っ
て
は
最
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終
的
に
は
行
為
の
問
題
と
な
る
。
そ
れ
は
実
存
各
人
が
負
っ
て
い
る
課
題

（
101
）」

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
九
鬼
の
言
葉
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。

偶
然
に
対
す
る
驚
異
は
単
に
現
在
に
の
み
基
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
。
我
々
は
偶
然
性
の
驚
異
を
未
来
に
よ
つ
て
倒

逆
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。（
略
・
引
用
者
）「
目
的
な
き
目
的
」
を
未
来
の
生
産
に
醸
し
て
邂
逅
の
「
瞬
間
」
に
驚
異
を
齎

ら
す
こ
と
が
出
来
る
。
さ
う
し
て
、
一
切
の
偶
然
性
の
驚
異
を
未
来
に
よ
つ
て
強
調
す
る
こ
と
は
「
偶
然
│
必
然
」
の
相
関
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
ま
た
従
つ
て
偶
然
性
を
し
て
真
に
偶
然
性
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
有
限
な
る
実
存
者
に
与
へ
ら

れ
た
課
題
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
実
存
す
る
有
限
者
の
救
ひ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

（
102
）。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
形
而
上
的
絶
対
者
」（
全
体
）
と
「
可
能
的
離
接
肢
」（
部
分
）
と
の
相
関
関
係
に
照
ら
し
て
述
べ
れ
ば
、

「
形
而
上
的
絶
対
者
」（
全
体
）
は
、
そ
れ
と
相
対
す
る
「
可
能
的
離
接
肢
」（
部
分
）
に
よ
っ
て
、
初
め
て
絶
対
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。「
倒
逆
的
」
と
い
う
の
は
、
既
に
厳
然
と
し
て
「
形
而
上
的
絶
対
者
」（
全
体
）
が
存
在
し
、
そ
の
現
れ
と
し

て
「
可
能
的
離
接
肢
」（
部
分
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
諸
可
能
性
と
し
て
の
「
可
能
的
離
接
肢
」（
部
分
）
が
投
企
さ
れ
て
、
未

来
の
「
形
而
上
的
絶
対
者
」（
全
体
）
を
「
生
産
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
引
用
部
分
で
は
「
必
然
│
偶
然
者
」
の
関
係

で
は
な
く
、「
偶
然
│
必
然
」
の
相
関
関
係
が
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
偶
然
」
が
「
必
然
」
に
先
立
っ
て
在
る
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
か
。
こ
こ
で
は
、「
偶
然
性
の
驚
異
」
を
「
未
来
」
に
投
企
し
て
、「
未
来
」
の
「
必
然
」
を
生
み
出
す
こ
と
が
、「
有
限
な
る
実
存
者
」

「
実
存
す
る
有
限
者
」
の
「
課
題
」
で
あ
り
「
救
ひ
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
偶
然
性
の
驚
異
」
が
先
に
無
け
れ
ば
、

「
未
来
」
の
「
必
然
」
は
形
成
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
九
鬼
の
偶
然
論
を
実
存
哲
学
と
結
び
付
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
見
地
に
立
っ
て
、
赤
瀬
川
の
〈
超
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芸
術
〉
に
関
す
る
試
み
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

絶
対
者
は
相
対
的
な
る
有
限
者
に
よ
つ
て
初
め
て
絶
対
者
た
り
得
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
偶
然
的
部
分
と
し
て
他
在
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
初
め
て
絶
対
的
全
体
の
具
体
的
意
味
を
獲
得
す
る
。

九
鬼
に
よ
る
右
の
言
葉
（
既
述
）
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と
を
、〈
超
芸
術
〉
に
即
し
て
敷
衍
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

〈
超
芸
術
〉
と
い
う
全
体
性
・「
必
然
」
は
、
部
分
と
し
て
の
離
接
的
・
偶
然
的
な
も
の
と
し
て
「
他
在
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て

形
而
上
的
絶
対
者
と
し
て
具
体
的
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、〈
超
芸
術
〉
は
、
有
限
者
で
あ
る
個
々
の
「
物
件
」・
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
〈
発

見
〉
さ
れ
な
け
れ
ば
、〈
超
芸
術
〉
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

赤
瀬
川
に
お
け
る
〈
超
芸
術
〉
に
関
し
て
は
、
あ
る
場
所
で
、
あ
る
「
物
件
」
│
例
え
て
言
う
な
ら
「
純
粋
階
段
」
│
が
、
偶
々
〈
発

見
〉
さ
れ
た
場
合
、
そ
こ
に
そ
の
「
物
件
」
が
保
存
さ
れ
て
い
た
因
果
関
係
が
あ
る
。
一
方
で
、
そ
れ
を
〈
発
見
〉
し
た
人
物
が
、
そ
の
場

所
を
通
り
か
か
っ
た
因
果
関
係
が
あ
る
。
二
つ
の
系
列
の
因
果
関
係
の
邂
逅
と
い
う
、「
仮
説
的
偶
然
」
が
そ
こ
に
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
経
験

的
領
域
に
関
わ
る
〈
偶
然
〉
の
上
に
、〈
超
芸
術
〉
と
い
う
形
而
上
学
的
領
域
に
関
わ
る
「
離
接
的
偶
然
」
が
、
交
差
し
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
、〈
発
見
〉
さ
れ
た
離
接
肢
・
部
分
と
し
て
の
「
物
件
」
を
〈
超
芸
術
〉
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
性
と

し
て
の
〈
超
芸
術
〉
の
具
体
的
意
味
が
獲
得
さ
れ
る
方
向
へ
と
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
実
存
と
し
て
の
人
間
に
よ
る
自
己
投

企
的
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。〈
超
芸
術
〉
を
求
め
て
「
偶
然
性
の
驚
異
」
に
遭
遇
し
続
け
る
こ
と
が
、
未
来
の
「
必
然
」・
形

而
上
的
絶
対
者
を
形
成
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
在
る
も
の
と
し
て
の
形
而
上
的
絶
対
者
（〈
超
芸
術
〉）
が
、
離

接
的
部
分
（「
物
件
」）
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
離
接
的
部
分
が
未
来
の
形
而
上
的
絶
対
者
を
形
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
原
因

と
結
果
の
転
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
赤
瀬
川
が
〈
超
芸
術
〉
を
巡
る
芸
術
活
動
を
集
団
で
行
っ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
、
多
数
の
人
々
に
よ
る
〈
偶
然
〉
と
の
邂

逅
と
、
そ
れ
に
対
す
る
驚
異
を
求
め
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
先
に
は
「
巨
大
な
作
者
」＝
無
意
識
の
力
を
明
る
み
に
出
し
た
い
と
い
う

望
み
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
集
団
で
の
芸
術
活
動
に
お
け
る
、
無
意
識
と
い
う
他
者
と
の
出
会
い
と
、
一
元
的
主
体
と
し
て
の
「
私
」

の
解
体
・
複
数
化
傾
向
に
関
し
て
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
論
考
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
。

結
び
と
し
て

本
稿
で
の
考
察
を
通
し
て
、
赤
瀬
川
原
平
が
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
│
Ｍ
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
瀧
口
修
造
の
〈
芸
術
〉
論
│
か
ら
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
言
え
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
は
〈
芸
術
〉
に
対
す
る
認
識
、
お
よ
び
〈
偶
然
〉
の
役
割
と
そ
の

意
義
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、〈
芸
術
〉
は
、
あ
る
時
代
・
社
会
の
人
々
の
間
で
潜
在
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
直
接

的
に
は
知
る
（
見
る
）
こ
と
の
で
き
な
い
別
の
領
域
に
存
在
す
る
も
の
と
関
わ
っ
て
い
て
、
か
つ
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま

た
、〈
偶
然
〉
│
一
般
的
な
意
味
で
、
あ
る
因
果
系
列
に
対
し
て
、
別
の
因
果
系
列
が
交
錯
し
て
生
じ
る
出
来
事
│
と
は
、
意
図
や
意
識

を
超
え
た
も
の
を
、
人
々
に
〈
発
見
〉
さ
せ
る
役
割
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

赤
瀬
川
に
お
い
て
〈
芸
術
〉
は
、
物
体
と
し
て
の
形
態
か
ら
気
化
（
昇
華
）
し
て
、
巷
間
に
拡
散
し
、
遍
在
化
し
た
。
そ
の
よ
う
な
巷
間

に
遍
在
化
し
て
し
ま
っ
た
〈
芸
術
〉
を
、
鑑
賞
者
（
観
察
者
）
が
〈
偶
然
〉
に
〈
発
見
〉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
超
芸
術
〉
が
生
ま
れ
る
と

い
う
。
つ
ま
り
、
赤
瀬
川
に
お
い
て
は
、
も
は
や
〈
芸
術
〉
作
品
の
創
作
者
（
芸
術
家
）
す
ら
必
要
と
さ
れ
な
い
存
在
と
な
っ
た
。
し
か
し

一
方
で
赤
瀬
川
は
、「
巨
大
な
作
者
」
と
し
て
の
、
集
団
的
な
無
意
識
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
「
無
機
能
性
」
に
拘
っ
た
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
の
峻
別
・
選
定
の
窮
屈
さ
か
ら
脱
し
て
、「
路
上
観
察
」
に
お
い
て
は
、「
在
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来
の
概
念
で
は
包
み
き
れ
な
い
面
白
さ
」
が
見
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
「
都
市
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
、〈
超
芸
術

ト
マ
ソ
ン
〉
よ
り
も
徹
底
的
に
創
作
者
が
排
除
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
赤
瀬
川
に
よ
る
と
、「
路
上
観
察
」
は
、
い
わ
ば
類
と
し
て
の
人

間
の
無
意
識
、
集
団
と
し
て
の
人
間
の
無
意
識
に
出
会
う
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
無
意
識
は
、
意
図
を
超
え
て
現
れ
て
く
る

力
で
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
、「
偶
然
の
力
」
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
と
赤
瀬
川
は
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
集
団
と
し
て
の
無
意
識

に
は
、
観
察
対
象
と
し
て
の
動
物
・
植
物
・
鉱
物
な
ど
と
い
っ
た
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
に
投
影
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
と
、
赤
瀬
川

は
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
赤
瀬
川
の
考
え
る
集
団
的
な
無
意
識
は
、
必
ず
し
も
ユ
ン
グ
的
な
普
遍
性
に
は
拘
ら
ず
、
む
し
ろ
「
社

会
」
が
加
味
さ
れ
、「
社
会
」
や
人
々
の
内
面
の
変
化
に
即
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
集
団
の
無
意
識
が
投
影
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
植
物
の
無
意
識
」
は
、
す
で
に
戦
前
に
お
い
て
、
瀧
口
修
造
に
よ
っ
て
提

示
さ
れ
て
い
た
。

瀧
口
に
よ
る
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
は
、
形
態
に
お
い
て
何
ら
か
の
純
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
見
出
す
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
詳
し
く
述
べ
な
か
っ
た
が
、「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
の
〈
発
見
〉
は
、
瀧
口
に
お
い
て
、
物
体
と
精
神
と
の
止
揚
を
通
じ
た
世
界
全
体
の

認
識
の
更
新
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
既
に
拙
著
『
瀧
口
修
造
研
究
│
〈
影
像
人
間
の
系
譜
〉』（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
に
て
論
じ

て
い
る
。
ま
た
、
瀧
口
の
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
は
、「
日
本
人
の
自
然
観
の
様
式
」
な
ど
と
い
っ
た
、
集
団
と
し
て
の
日
本
人
の
潜
在
的
な

美
意
識
に
関
わ
っ
て
お
り
、
民
族
性
や
民
族
的
な
様
式
へ
と
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
国
・
民
族
を
巡
る
戦
前
の
言
説
が
作
用
し
て
い
る

こ
と
を
認
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
筆
者
の
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
で
は
九
鬼
周
造
に
よ
る
〈
偶
然
〉
性
の
考
察
を
主
と
し
て
参
照
し
た
が
、
一
方
で
〈
偶
然
〉
は
、
ユ
ン
グ
の
言
う
所
謂
シ
ン
ク
ロ
ニ

シ
テ
ィ
（
同
時
共
調
性
）
と
関
連
す
る
と
も
み
な
さ
れ
る
。
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
と
は
、「
異
質
の
、
因
果
的
結
び
つ
き
を
持
た
ぬ
諸
現
象
の

な
か
に
、
意
味
の
あ
る
同
義
性
を
も
っ
た
も
の
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
」「
観
察
者
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た
内
容
が
因﹅

果﹅

的﹅

結﹅

び﹅

つ﹅

き﹅

を﹅

持﹅

た﹅

ず﹅

に﹅

、
同
時
に
或
る
外
的
出
来
事
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実

（
103
）」

を
開
示
す
る
性
質
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
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そ
う
で
あ
れ
ば
〈
偶
然
〉
は
、「
こ
の
世
」
と
「
不
明
の
あ
の
世
」
や
、
人
間
が
そ
の
内
面
に
お
い
て
知
覚
し
た
「
内
容
」
と
「
外
的
出
来
事
」

と
の
、
接
触
面
に
お
い
て
生
じ
る
力
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

赤
瀬
川
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
、
集
団
と
し
て
の
無
意
識
と
い
う
「
別
の
世
界
」「
不
明
の
あ
の
世
」「
別
の
位
相
の
世
界
」
か
ら
「
わ
ず

か
に
漏
れ
」
出
し
た
も
の
を
捕
捉
す
る
力
が
、「
偶
然
の
力
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
様
に
、
あ
る
時
代
・
社
会
の
人
々
に
よ
っ
て
潜
在

的
に
共
有
さ
れ
る
、
あ
る
種
の
超
越
的
な
存
在
と
し
て
の
〈
超
芸
術
〉
も
ま
た
、「
偶
然
の
力
」
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
と
言
い
換
え
て
も
差

し
支
え
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
巨
大
な
作
者
」
で
あ
る
集
団
的
な
無
意
識
と
、
そ
の
受
信
者
で
あ
る
観
察
者
と
の
間
で
〈
偶
然
〉
に
〈
超

芸
術
〉
が
〈
発
見
〉
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
し
く
、
意
識
や
意
図
が
関
係
す
る
「
ひ
た
む
き
な
精
神
の
働
き
」
か
ら
離
れ
た
、
人
間
の

別
の
精
神
活
動
│
無
意
識
が
優
位
に
立
つ
│
と
現
実
世
界
の
間
に
お
い
て
し
か
、〈
超
芸
術
〉
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
に
よ
っ
て
、
赤
瀬
川
は
、
作
品
の
創
作
者
の
徹
底
的
な
否
定
に
お
い
て
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
凌
ぎ
、
集
団
と

し
て
の
無
意
識
の
考
察
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
民
族
性
を
焦
点
化
し
な
か
っ
た
点
に
よ
っ
て
、
瀧
口
修
造
の
時
代
的
限
界
を
超
え
て
い
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
赤
瀬
川
は
数
十
年
に
亘
っ
て
「
偶
然
日
記
」
を
書
い
て
い
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
〈
偶
然
〉

は
、
必
ず
し
も
〈
超
芸
術
〉
の
〈
発
見
〉
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
内
的
な
現
実
と
外
的
事

物
（
オ
ブ
ジ
ェ
）
と
の
結
び
つ
き
に
関
わ
る
〈
偶
然
〉
論
や
、「
書
く
」
行
為
に
注
目
し
た
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は

専
ら
九
鬼
周
造
の
〈
偶
然
〉
論
、
お
よ
び
ユ
ン
グ
に
よ
る
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
を
参
照
し
た
が
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
〈
偶
然
〉
論
│
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
「
客
観
的
偶
然
」
論
│
に
も
、
改
め
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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写
真
資
料
①
・
②
・
③
・
④
は
、『
芸
術
新
潮

追
悼
大
特
集
・
超
芸
術
家
赤
瀬
川
原
平
の
全
宇
宙
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
か
ら
複
写
し
て

引
用
し
て
い
る
。

写真資料① 純粋階段

写真資料② 無用門
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写真資料③ 路上のマグリット

写真資料④ 植物ワイパー・上向き
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写
真
資
料
⑤
・
⑥
・
⑦
は
、
瀧
口
修
造
「
植
物
の
記
録
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
三
）』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
頁
）
か
ら

複
写
し
て
引
用
し
て
い
る
。

写真資料⑤ 木賊写真資料⑥ 毛羊歯

写真資料⑦ 木賊の断面図
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〔
赤
瀬
川
原
平
著
作
初
出
一
覧
〕

・
赤
瀬
川
原
平
「
価
値
を
つ
く
る
」

│
同
タ
イ
ト
ル
『
へ
る
め
す
』
創
刊
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
一
二
月
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
無
償
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」

│
赤
瀬
川
源
平
『
い
ま
や
ア
ク
シ
ョ
ン
あ
る
の
み
│
〈
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
〉
と
い
う
現
象
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
一
月
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
序
文
」

│
赤
瀬
川
原
平
『
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
』
白
夜
書
房
、
一
九
八
五
年
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
町
の
超
芸
術
を
探
せ
！
」

│
赤
瀬
川
原
平
『
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
』
白
夜
書
房
、
一
九
八
五
年
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
我
い
か
に
し
て
路
上
観
察
者
と
な
り
し
か
」

│
赤
瀬
川
原
平
・
藤
森
照
信
・
南
伸
坊
編
『
路
上
観
察
学
入
門
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
五
月
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
植
物
的
無
意
識
の
採
集
」

│
原
題「
カ
ル
チ
ャ
ー・
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」『
中
央
公
論
』中
央
公
論
社
、一
九
八
六
年
八
月
号
〜
一
九
八
七
年
六
月
号
隔
月
連
載
の
一
部
。

・
赤
瀬
川
原
平
「『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
猫
の
子
孫
」

│
原
題「
カ
ル
チ
ャ
ー・
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」『
中
央
公
論
』中
央
公
論
社
、一
九
八
六
年
八
月
号
〜
一
九
八
七
年
六
月
号
隔
月
連
載
の
一
部
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
脱
芸
術
の
科
学
│
視
線
を
と
ら
え
る
視
線
」

│
同
タ
イ
ト
ル
『
へ
る
め
す
』
第
八
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
九
月
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
ト
マ
ソ
ン
へ
」

│
同
タ
イ
ト
ル
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
〜
一
七
日
。

・
赤
瀬
川
原
平
「
芸
術
原
論
」

│
同
タ
イ
ト
ル
『
へ
る
め
す
』
第
一
四
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
三
月
。
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注

（
1
）
赤
瀬
川
原
平
「「
民
主
化
」
と
い
う
文
字
の
輝
き
」『
反
芸
術
ア
ン
パ
ン
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
、
四
五
〜
四
六
頁
。

（
2
）「
千
円
札
裁
判
」
は
次
の
よ
う
な
事
情
・
経
緯
で
立
件
さ
れ
た
。「
63
年
、
赤
瀬
川
は
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
出
品
作
と
し
て
、
千
円
札
の
拡
大

模
写
（
略
・
引
用
者
）
を
制
作
。
千
円
札
の
図
柄
を
手
書
き
で
拡
大
す
る
作
業
の
中
で
、
赤
瀬
川
は
千
円
札
の
「
複
数
性
」「
増
殖
性
」
を
オ
ブ
ジ
ェ

と
し
て
体
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
印
刷
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
そ
う
し
た
複
数
印
刷
を
パ
ネ
ル
化
し
た
り
梱
包
作
品
に
用
い
た
り
と
、
千

円
札
は
赤
瀬
川
の
主
要
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
警
察
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、
同
年
末
、
別
の
事
件
で
押
収
さ
れ
た
書
籍
に
、
赤

瀬
川
の
千
円
札
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
。
年
が
改
ま
る
と
す
ぐ
、
赤
瀬
川
は
捜
査
員
二
人
の
予
期
せ
ぬ
訪
問
を
受
け
る
。
翌
日
に
は
任
意
出
頭
を

求
め
ら
れ
、
以
後
、
警
視
庁
捜
査
三
課
で
た
び
た
び
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
折
悪
し
く
、
当
時
、「
チ
・
37
号
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
贋

札
事
件
が
世
を
騒
が
せ
て
お
り
、
朝
日
新
聞
が
赤
瀬
川
の
一
件
を
、
こ
の
事
件
と
関
連
付
け
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
。
そ
の
影
響
も
大
き
く
、

つ
い
に
起
訴
さ
れ
て
し
ま
う
」（「
千
円
札
事
件
懇
談
会
「
最
高
の
知
的
世
界
が
法
廷
を
支
配
し
た
」」『
芸
術
新
潮

追
悼
大
特
集
・
超
芸
術
家
赤
瀬

川
原
平
の
全
宇
宙
』
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
二
月
、
五
二
頁
）。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
九
六
三
年
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
出
品
作
品
と
は
別
に
、
赤
瀬
川
は
同
年
個
展
「
あ
い
ま
い
な
海
に
つ
い
て
」
の
案
内

状
と
し
て
原
寸
大
の
千
円
札
を
印
刷
し
、
現
金
封
筒
で
諸
所
に
送
付
し
て
お
り
、
そ
の
「
案
内
状
」
は
一
色
刷
り
、
片
面
の
み
千
円
札
紙
幣
の
表
側
印

刷
、
裏
面
は
個
展
の
案
内
と
な
っ
て
い
た
。

「
1
9
6
5
年
11
月
1
日
、「
通
貨
及
証
券
模
造
取
締
法
違
反
」
容
疑
で
赤
瀬
川
が
起
訴
さ
れ
た
」。「「
偽
造
」
で
は
な
く
「
模
造
」
が
問
題
と
さ
れ

た
の
は
、
紙
幣
と
し
て
使
用
す
る
意
図
は
な
い
も
の
の
、「
紙
幣
に
紛
ら
わ
し
い
外
観
を
有
す
る
」
も
の
を
印
刷
（
製
造
）
し
た
と
判
断
さ
れ
た
」
た

め
で
あ
っ
た
（
同
前
）。
な
お
、
赤
瀬
川
は
、
制
作
し
た
千
円
札
を
模・

型・

と
称
し
て
、「
模
型
は
本
物
に
視
覚
的
に
似
て
い
る
と
同
時
に
又
、
本
物
そ
っ

く
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
様
に
模
型
で
あ
る
為
に
は
、
ニ
セ
物
の
様
に
生
活
の
中
で
使
用
さ
れ
得
る
と
い
う
様
な
機
能
を

剝
奪
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
同
前
書
、
五
三
頁
）
と
意
見
陳
述
し
て
い
る
。

一
九
六
七
年
、
第
一
審
で
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
一
年
の
判
決
、
控
訴
し
た
も
の
の
、
一
九
六
八
年
控
訴
審
で
訴
え
棄
却
、
一
九
七
〇
年
、
最
高
裁
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で
上
告
棄
却
さ
れ
、
有
罪
が
確
定
し
た
。
な
お
、
一
九
六
六
、
六
七
年
の
公
判
に
は
、「
特
別
弁
護
人
」
と
し
て
、
瀧
口
修
造
が
意
見
陳
述
と
弁
論
を

行
っ
て
い
る
。

（
3
）
河
合
大
介
「《
模
型
千
円
札
》
理
論
の
形
成
主
体
に
関
す
る
考
察
│
赤
瀬
川
原
平
著
作
の
分
析
を
中
心
に
│
」『
成
城
美
学
美
術
史
』
第
二
四

号
、
二
〇
一
八
年
三
月
。

（
4
）
前
掲
注
（
3
）
同
書
（
二
頁
）。

（
5
）
前
掲
注
（
3
）
同
書
（
一
一
頁
）。

（
6
）
赤
瀬
川
原
平
「
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
ト
マ
ソ
ン
へ
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
（
二
七
五
〜
二
七
六
頁
）。

（
7
）
赤
瀬
川
原
平
「
価
値
を
つ
く
る
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
（
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
）。

（
8
）
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
／
聞
き
手
ピ
エ
ー
ル
・
カ
バ
ン
ヌ
（
岩
佐
鉄
男
、
小
林
康
夫
訳
）『
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
語
る
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
（
一

八
頁
）。

（
9
）
前
掲
注
（
8
）
同
書
（
一
四
三
頁
）。

（
10
）
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
／
聞
き
手
カ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ト
ム
キ
ン
ズ
（
中
野
勉
訳
）『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

ズ

ア
ー
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
そ
し
て
人
生
に
つ
い
て
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
八
年
（
六
〇
〜
六
一
頁
）。

（
11
）
こ
の
よ
う
に
、
電
気
の
発
生
に
喩
え
て
芸
術
や
詩
的
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
表
現
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
ブ

ル
ト
ン
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
精
神
は
は
じ
め
、
な
に
ひ
と
つ
意
識
的
に
と
ら
え
は
し
な
か
っ
た
の
だ
。
二
つ
の
項
の
い
わ
ば
偶
然
の
接
近

か
ら
、
あ
る
特
殊
な
光
、
イ
メ
ー
ジ
の
光
が
ほ
と
ば
し
っ
た
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
に
対
し
て
か
ぎ
り
な
く
敏
感
な
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
の
価
値
は
、
得
ら
れ
た
閃
光
の
美
し
さ
に
か
か
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
伝
導
体
間
の
電
位
差
の
関
数
な
の
で
あ
る
。
直
喩
の
ば

あ
い
の
よ
う
に
、
こ
の
電
位
差
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
き
は
、
閃
光
は
発
生
し
な
い
」（
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
著
、
巖
谷
國
士
訳
「
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
宣
言
」『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
・
溶
け
る
魚
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
六
六
頁
）

（
12
）
前
掲
注
（
10
）
同
書
（
五
八
〜
五
九
頁
）。

（
13
）
前
掲
注
（
8
）
同
書
（
七
二
〜
七
三
頁
）。
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（
14
）
前
掲
注
（
8
）
同
書
（
七
五
〜
七
六
頁
）。

（
15
）
前
掲
注
（
10
）（
三
五
〜
三
六
頁
）。

（
16
）
前
掲
注
（
10
）
同
書
（
九
五
頁
）。

（
17
）
前
掲
注
（
10
）
同
書
（
九
八
頁
）。

（
18
）
ネ
オ
・
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
ズ
は
、
一
九
六
〇
年
四
月
四
日
、「
銀
座
ク
イ
ン
ビ
ー
」
二
階
の
「
銀
座
画
廊
」
で
の
第
一
回
展
に
お
い

て
、
篠
原
有
司
男
に
よ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
草
稿
を
赤
瀬
川
が
朗
読
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
動
の
口
火
を
切
っ
た
。「
他
の
メ
ン
バ
ー
は
金
ダ
ラ
イ
を

ぶ
っ
叩
き
、
椅
子
を
破
壊
し
、
絶
叫
し
て
は
騒
音
を
ま
き
散
ら
し
て
い
た
。
さ
ら
に
吉
村
が
展
覧
会
の
チ
ラ
シ
を
体
中
に
巻
き
付
け
、
ミ
イ
ラ
男
と

な
っ
て
街
に
飛
び
出
し
て
い
く
。
会
場
に
は
車
に
ケ
ン
ト
紙
を
轢
か
せ
た
も
の
、
豆
腐
の
上
で
も
や
し
を
栽
培
し
た
も
の
な
ど
怪
作
が
並
び
、
赤
瀬

川
自
身
は
、
割
れ
た
コ
ッ
プ
を
石
膏
の
パ
ネ
ル
に
規
則
正
し
く
張
り
付
け
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
」（「
ネ
オ
・
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
ズ

「
え
た
い
の
知
れ
な
い
オ
ブ
ジ
ェ
ば
か
り
だ
っ
た
」」『
芸
術
新
潮

追
悼
大
特
集
・
超
芸
術
家
赤
瀬
川
原
平
の
全
宇
宙
』
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
二
月
、

四
二
頁
）。

結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
赤
瀬
川
、
篠
原
の
他
、
荒
川
修
作
、
石
橋
清
治
、
岩
崎
邦
彦
、
上
田
純
、
上
野
紀
三
、
風
倉
省
作
、
豊
島
壮
六
、
吉
村
益

信
で
、
合
計
一
〇
名
で
あ
っ
た
。

（
19
）
赤
瀬
川
原
平
「
無
償
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」『
反
芸
術
ア
ン
パ
ン
』
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
四
年
（
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
）。

（
20
）
瀧
口
自
身
の
言
葉
で
は
「
私
の
専
門
を
最
大
限
の
美
辞
を
使
っ
て
い
え
ば
近
代
イ
マ
ー
ジ
（
映
像
）
の
遍
歴
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

（
瀧
口
修
造
「
二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

批
評
家
と
批
評
に
つ
い
て
」『
今
日
の
美
術
と
明
日
の
美
術
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
三
年
、
七
三
頁
）
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

（
21
）
前
掲
注
（
19
）
同
書
（
一
四
二
〜
一
四
四
頁
）。

（
22
）
赤
瀬
川
原
平
「
我
い
か
に
し
て
路
上
観
察
者
と
な
り
し
か
」『
路
上
観
察
学
入
門
』
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
三
年
（
一
一
頁
）。

（
23
）
赤
瀬
川
原
平
「
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
ト
マ
ソ
ン
へ
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
（
二
七
四
〜
二
七
五
頁
）。

（
24
）
前
掲
書
、
赤
瀬
川
原
平
「
脱
芸
術
の
科
学
│
視
線
を
と
ら
え
る
視
線
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
（
一
七
五
〜
一
七
六
頁
）。
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（
25
）
赤
瀬
川
原
平
「
芸
術
原
論
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
（
二
九
八
頁
）。

（
26
）
前
掲
注
（
22
）
同
書
（
一
三
頁
）。

（
27
）
赤
瀬
川
原
平
「
序
文
」『
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
（
一
〇
頁
）。

（
28
）
赤
瀬
川
は
タ
イ
プ
別
ト
マ
ソ
ン
と
し
て
、「
純
粋
階
段
」「
無
用
門
」「
原
爆
タ
イ
プ
」「
無
用
の
庇
」「
ア
タ
ゴ
タ
イ
プ
」「
高
所
ド
ア
」「
阿
部
定
タ

イ
プ
」「
卯
山
タ
イ
プ
」
を
挙
げ
て
い
る
（
赤
瀬
川
原
平
「
芸
術
原
論
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
二
九
三
〜
二
九
七
頁
）。

（
29
）
赤
瀬
川
に
よ
る
と
、
発
見
順
に
、「
ト
マ
ソ
ン
第
1
号
」
は
「
純
粋
階
段
」
で
あ
り
、「
ト
マ
ソ
ン
第
2
号
」
は
西
武
池
袋
線
江
古
田
駅
の
旧
精
算

所
と
思
わ
れ
る
窓
口
で
あ
る
。
改
装
予
定
で
使
用
さ
れ
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
窓
口
の
内
側
か
ら
半
円
形
の
穴
に
沿
っ
て
、

き
れ
い
に
塞
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
窓
口
は
発
見
直
後
に
改
装
さ
れ
た
た
め
、
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
ト
マ
ソ
ン

第
3
号
」
は
「
無
用
門
」
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
（
赤
瀬
川
原
平
「
町
の
超
芸
術
を
探
せ
！
」『
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
三

〜
二
五
頁
）。

（
30
）
赤
瀬
川
原
平
「
町
の
超
芸
術
を
探
せ
！
」『
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
（
一
三
頁
）。

（
31
）
前
掲
注
（
30
）
同
書
（
一
六
頁
）。

（
32
）
前
掲
注
（
30
）
同
書
（
一
七
頁
）。

（
33
）
前
掲
注
（
31
）
同
書
。

（
34
）
前
掲
注
（
30
）
同
書
（
二
四
頁
）。

（
35
）
前
掲
注
（
34
）
同
書
。

（
36
）
前
掲
注
（
30
）
同
書
（
二
五
頁
）。

（
37
）
前
掲
注
（
7
）
同
書
（
一
四
〇
頁
）。

（
38
）
赤
瀬
川
原
平
「
脱
芸
術
の
科
学
│
視
線
を
と
ら
え
る
視
線
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
（
一
七
六
〜
一
七
七
頁
）。

（
39
）
前
掲
注
（
6
）
同
書
（
二
七
〇
〜
二
七
三
頁
）。

（
40
）
前
掲
注
（
25
）
同
書
（
二
九
八
頁
）。
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（
41
）「
町
で
忘
れ
去
ら
れ
た
無
用
の
長
物
＝
ト
マ
ソ
ン
を
探
査
し
て
い
た
赤
瀬
川
が
、同
じ
く
町
な
か
で
建
物
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
る
一
木
努
、マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
の
写
真
を
撮
る
林
丈
二
、
西
洋
館
を
見
て
歩
く
藤
森
照
信
と
出
会
っ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
が
、「
路
上
観
察
学
会
」
で
あ
る
」（「
路
上
観
察

学
会
「
名
称
が
つ
か
な
い
と
名
品
に
は
な
れ
ま
せ
ん
」」『
芸
術
新
潮

追
悼
大
特
集
・
超
芸
術
家
赤
瀬
川
原
平
の
全
宇
宙
』
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年

二
月
、
六
六
頁
）。「
こ
の
と
き
の
4
人
に
ハ
リ
ガ
ミ
考
現
学
の
南
伸
坊
と
、
編
集
者
の
松
田
哲
夫
、「
芸
術
新
潮
」
編
集
部
（
当
時
）
の
立
花
卓
が
加

わ
っ
て
「
路
上
観
察
学
会
」
が
創
立
さ
れ
た
の
が
翌
年
（
一
九
八
六
年
│
引
用
者
に
よ
る
）
1
月
27
日
。
5
月
20
日
に
は
『
路
上
観
察
学
入
門
』
が

出
版
さ
れ
、
6
月
に
は
神
田
の
学
士
会
館
前
の
路
上
で
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
を
前
に
発
会
式
と
記
者
会
見
が
開
か
れ
た
」（
同
）。

（
42
）
前
掲
注
（
25
）
同
書
（
二
九
八
頁
）。

（
43
）
前
掲
注
（
25
）
同
書
（
三
一
一
頁
）。

（
44
）
赤
瀬
川
原
平
「
植
物
的
無
意
識
の
採
集
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
（
二
一
九
）
頁

（
45
）
前
掲
注
（
44
）
同
書
（
二
二
〇
頁
）。

（
46
）
前
掲
注
（
45
）
同
書
。

（
47
）
前
掲
注
（
44
）
同
書
（
二
二
一
頁
）。

（
48
）
前
掲
注
（
47
）
同
書
。

（
49
）
前
掲
注
（
25
）
同
書
（
三
〇
一
頁
）。

（
50
）
前
掲
注
（
44
）
同
書
（
二
一
七
頁
）。

（
51
）
赤
瀬
川
原
平
「『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
猫
の
子
孫
」『
芸
術
原
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
（
二
〇
三
頁
）。

（
52
）
瀧
口
修
造
「
物
体
の
位
置
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
、
三
七
六
〜
三
七
七
頁
）。

初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
物
体
と
写
真
│
特
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
就
て
」（
一
九
三
八
年
八
月
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』）。

（
53
）
瀧
口
修
造
「
超
現
実
主
義
の
現
代
的
意
義
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
（
八
七
頁
）。

初
出
、『
ア
ト
リ
ヱ
』
一
九
三
七
年
六
月
。

（
54
）
前
掲
注
（
53
）
同
書
。
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（
55
）
瀧
口
修
造
「
狂
花
と
オ
ブ
ジ
ェ
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
み
す
ず
書
房
（
三
三
五
〜
三
三
六
頁
）。

（
56
）
加
賀
千
代
女
（
一
七
〇
三
〜
一
七
七
五
年
）
作
。

（
57
）
瀧
口
修
造
「
超
現
実
主
義
絵
画
の
方
向
に
つ
い
て
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
一
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
（
三

八
八
頁
）。

（
58
）
瀧
口
修
造
「
超
現
実
主
義
の
動
向
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
九
七
頁
）。

（
59
）
前
掲
注
（
58
）
同
書
（
九
七
〜
九
八
頁
）。

（
60
）
瀧
口
修
造
「
植
物
の
記
録
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
三
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
（
三
一
頁
）。

（
61
）
瀧
口
修
造
「
象
形
と
非
象
形
の
問
題
」『
近
代
芸
術
』
三
笠
書
房
、
一
九
三
八
年
。

（
62
）
瀧
口
修
造
「
象
形
と
非
象
形
の
問
題
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
（
四
七
〇
頁
）。

（
63
）
前
掲
注
（
62
）
同
書
。

（
64
）
瀧
口
の
戦
前
に
お
け
る
「
民
族
性
」
を
巡
る
発
言
は
、「
民
族
財
と
世
界
財
」（『
三
田
新
聞
』
一
九
三
七
年
一
一
月
五
日
）、「
美
の
新
し
い
方
向
」

（『
婦
人
画
報
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）、「
顔
・
民
族
の
顔
」（『
報
道
写
真
』
一
九
四
一
年
一
月
）
等
の
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
等
で
見
ら
れ
る
。

（
65
）
前
掲
注
（
25
）
同
書
（
三
一
三
〜
三
一
四
頁
）。

（
66
）
前
掲
注
（
25
）
同
書
（
三
一
五
頁
）。

（
67
）
秋
山
さ
と
子
・
尾
辻
克
彦
「
宇
宙
の
罐
詰
」『
異
次
元
が
漏
れ
る

偶
然
論
講
義
』
朝
日
出
版
社
、
一
九
八
三
年
（
一
一
四
頁
）。

（
68
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
二
四
七
頁
）。

（
69
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
）。

（
70
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
〇
七
頁
）。

（
71
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
）。

（
72
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
〇
八
〜
一
一
〇
頁
）。

（
73
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
一
一
頁
）。
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（
74
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
二
〇
頁
）。

（
75
）
前
掲
注
（
67
）
同
書
（
一
三
二
〜
一
三
三
頁
）。

（
76
）
前
掲
注
（
7
）
同
書
（
一
三
六
頁
）。

（
77
）
馬
場
智
理
「
実
存
哲
学
と
し
て
の
「
偶
然
論
」
│
九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』
を
中
心
と
し
て
│
」『
哲
学
・
思
想
論
叢
』
筑
波
大
学
哲
学
・

思
想
学
会
、
二
〇
二
〇
年
一
月
（
五
六
頁
）。

（
78
）
田
中
久
文
﹇
九
鬼
周
造
﹈
項
、『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
』
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
（
三
七
九
頁
）。

（
79
）
九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』
第
一
刷
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
。

引
用
、
第
一
三
刷
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
（
一
頁
）。

（
80
）
九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』
第
一
三
刷
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
（
五
頁
〜
六
頁
）。

（
81
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
七
頁
）。

（
82
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
八
頁
）。

（
83
）「〈
定
言
的
偶
然
〉
と
は
、
論
理
学
に
お
け
る
抽
象
的
一
般
概
念
の
〈
同
一
性
〉
に
包
摂
で
き
な
い
例
外
的
〈
個
物
〉
を
、〈
仮
説
的
偶
然
〉
と
は
、

経
験
界
に
お
け
る
一
つ
の
因
果
系
列
（
ま
た
は
目
的
手
段
系
列
）
の
〈
同
一
性
〉
を
破
る
、
一
つ
の
系
列
と
他
の
系
列
と
の
〈
遭
遇
・
邂
逅
〉
を
、〈
離

接
的
偶
然
〉
と
は
、
有
り
得
た
で
あ
ろ
う
諸
可
能
性
の
全
体
と
し
て
の
形
而
上
的
絶
対
者
の
〈
同
一
性
〉
の
中
か
ら
、
実
際
に
生
成
し
た
一
つ
の
現
実

の
も
つ
〈
無
い
こ
と
の
可
能
〉
を
意
味
し
て
い
る
」（
田
中
久
文
﹇『
偶
然
性
の
問
題
』﹈
項
、『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
』
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
、
三

七
七
頁
）。

（
84
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
九
頁
）。

（
85
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
四
六
頁
）。

（
86
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
一
三
頁
）。

（
87
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
一
四
頁
）。

（
88
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
三
二
三
頁
）。
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（
89
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
三
二
一
頁
）。

（
90
）
前
掲
注
（
89
）
同
書
。

（
91
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
三
二
一
〜
三
二
二
頁
）。

（
92
）
前
掲
注
（
89
）
同
書
。

（
93
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
一
八
五
〜
一
八
六
頁
）。

（
94
）
前
掲
注
（
91
）
同
書
。

（
95
）
前
掲
注
（
88
）
同
書
。

（
96
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
）。

（
97
）
前
掲
注
（
77
）
同
書
（
五
六
頁
）。

（
98
）
前
掲
注
（
77
）
同
書
（
六
九
頁
）。

（
99
）
前
掲
注
（
77
）
同
書
（
六
五
頁
）。

（
100
）
前
掲
注
（
77
）
同
書
（
六
七
頁
）。

（
101
）
前
掲
注
（
98
）
同
書
。

（
102
）
前
掲
注
（
80
）
同
書
（
三
三
〇
頁
）。

（
103
）
前
掲
注
（
68
）
同
書
。

本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
二
四
日
、
札
幌
大
谷
大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
二
〇
二
三
年
度
日
本
比
較
文
学
会
北
海
道
大
会
に
お
け
る

発
表
「
創
造
力
の
外
側
へ
・
赤
瀬
川
原
平
と
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
1
）
│
〈
超
芸
術
ト
マ
ソ
ン
〉
と
「
路
上
観
察
」」
を
基
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
質
疑
応
答
に
お
け
る
意
義
深
い
御
意
見
・
御
質
問
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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